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巻頭言 

慶應義塾大学商学部小野晃典研究会

第 15 期ゼミ長 合場將貴 

 私たち人間が、他の動物よりも最も優れた点として挙げられるのは、言語中枢の発達である。この言語

中枢があるからこそ、人間は、後天的に獲得した知恵や技術を、言語を通じて社会的に蓄積し、共有する

ことができた。「ペンは剣よりも強し。」このイギリス生まれの成句は、我が慶應義塾大学のシンボルにも

採用されている。言葉は、単純な武力よりも優れた力を示すことがあるという意味であり、言葉というも

のが、古今東西変わらず力を持っていたことを表現している。今、ここにある卒業論文集は、まさに人間

本来の営みを凝縮したものであると言えるのではないか。私たち新米マーケティング学徒は、世界の最先

端をひた走る学者の考えを理解し、その問題点を探究した。そして、それを解消すべく、既存仮説に対抗

する仮説を提示し、それがデータによって支持されるかどうか吟味するために実証分析を行った。この一

連の営みの中で、最も苦労したものの 1 つとして挙げられるのは、その考えを世に広く知らしめるために

言葉を紡ぎ、文章として 1 つの形にしたことである。読者に、私たちが紡いだ言の葉を、知識として蓄積

し、社会の発展の肥やしとしてもらえるように、私たちは、まず、自分の考えを明確にすること、さらに

は、それを最も端的にかつ分かりやすい言葉を選び出して、表現することが必要であった。その営みに、

私たち慶應義塾大学商学部小野晃典研究会第 15 期生が、心血を注いだ集大成の数々が、この「慶應マーケ

ティング論究」に掲載されている。

私たち第 15 期生は、インカレディベートを終えた 3 年生時の夏頃、2 つのチームに分かれて、論文を執

筆し始めた。いわゆる三田祭論文である。どちらの三田祭論文チームも、その道のりは平らなものではな

かった。仮説がなかなか定まらなかったチームもあれば、仮説が定まろうとも、それを支える理論がなか

なか組み立てられないチームもあった。4 年生になり、論文執筆活動の主体は、チームから個人へと移っ

た。卒業論文である。単著論文とはいえ、中間報告会のためには同期生との協調が欠かせない。しかしな

がら、卒業論文の執筆に際し、なかなか足並みが揃わず、進捗状況が悪い同期生に対して、苛立ちを見せ

てしまうことがあった。最終的に締め切りを守ることができず、小野先生を始め、多くの方に甚大なるご

迷惑をおかけした。締切後はとりわけ、完成まで辛い日々が続いた。しかし、このように苦しいことばか

りだったわけではない。マーケティング・ゼミ合同研究報告会、関東学生マーケティング大会、四分野イン

ゼミ研究報告会、および、国際学会での発表を通して、論文を世に広く知らしめることができた際の歓び

は、格別であった。また、卒業論文の執筆に際し、論文の質を高めるために、夏合宿や冬期休暇中に、仲間

と論文を添削し合うにつれて、学問を探究することは楽しいことだということ、そして、卒業論文は個人

の力だけで創るものではなく、仲間とともに力を合わせて創り上げるものであるということを実感するこ

とができた。このように、私たち第 15 期生が仲間とともに抱いてきた悲喜こもごも様々な感情が、この卒

業論文集に詰め込まれている。私たちは、我が子のように愛する作品が、社会の発展に貢献することを願

わんばかりである。
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この論文集が完成に至るまでには、多くの人々の支えがあった。末筆ながら、私たちの論文執筆活動を

支えてくださった方々に感謝の言葉を綴りたい。

同研究会第 16 期生の後輩の皆さんへ。私たちは、君たちへの指導を通じて己の無力さを痛感し、少しで

も立派な先輩であろうと必死になってきた。皆さんが意欲的に三田祭論文を執筆している姿を目の当たり

にしたおかげで、私たちも奮起し、こうして卒業論文集が完成までこぎつけることができた。本当にあり

がとう。卒業論文の執筆に際しては、皆さんの手本となることはできなかった。第 16 期生の皆さんは、私

たちを反面教師として、どうか期日までに卒業論文を執筆してほしいと願うばかりである。

次に、同研究会第 14 期生の先輩の皆さんへ。第 14 期生の皆さんは、ゼミ活動において、立派な成果を

残されており、私たち第 15 期生の中には、その姿に憧れて、この小野晃典研究会の門を叩いた者もいた。

そんな憧れの先輩方が時に厳しく、時に優しく指導してくださったおかげで、入会時はまだ幼子であった

私たちも大いに成長し、なんとかここまでやってくることができた。本当にありがとうございました。

さらに、大学院生としてご指導くださった竹内亮介さん（第 9 期 OB）、中村世名さん（第 10 期 OB）、石井

隆太さん（第 10 期 OB）、川村澄明さん（第 13 期 OB）、清水亮輔さん（第 13 期 OB）、廖 舒忻さん（第 13 期

大学院 OG）、Elisabeth Sjo Engen さん（特別短期交換留学生）、および、王 咏奕さん（第 16 期大学院）へ。大

学院生の皆さんが、未熟な私たち学部生に寄り添い、丁寧にご指導してくださったおかげで、幾度となく

困難を乗り越えることができました。皆さんの存在がなければ、間違いなくこの論文集は、完成しなかっ

たであろう。本当にありがとうございました。

そして、家族へ。この 2 年間、ゼミ活動に没頭したあまり、多くの心配をかけてしまった。それでも、

ゼミ HP を通して、私たちの活動を気にかけてくれる家族の存在がいたからこそ、ゼミ活動に没頭するこ

とでき、その集大成としてこの卒業論文集を完成させることができた。本当にありがとうございました。

最後に、慶應義塾大学商学部小野晃典先生へ。一番大きな感謝の意を伝えなければならないのは、他の

誰でもない小野先生である。小野先生の存在がなければ、この論文集が完成することはなかったに違いな

い。それは何も、卒業論文の執筆にとどまらない。私たちは、小野先生が築いてくださったこのゼミに入

り、学問の魅力に取りつかれ、おのずから研究活動に邁進した。研究活動を進める中で、幾度となく困難

にぶつかった。研究のテーマが定まらないときは、休日にもかかわらず、鳩森八幡神社に足を運んで、助

言をくださったこともあった。ゼミの後に、小野ゼミの聖地である「つるの屋」で第 15 期生とともにいい

ちこを飲みながら、助言をくださったこともあった。卒業論文の執筆に際し、私たちの文章力の至らなさ

故、何度も原稿に朱筆を入れてくださった。論文という 1 つの作品に対する情熱を、私たちは先生の行動

を通して知り、私たちは成長を遂げることができた。先生から頂いた「合格」という文字に、それがたと

え、1 章分が合格しただけであっても、思わず歓喜したくなるような達成感を、誰もが抱いた。文字通り、

昼夜を問わず、何度も何度も原稿を読んで頂き、誠にありがとうございました。先生のご指導があったか

らこそ、私たちは、この 2 年間、充実したゼミ活動を行うことができ、長きにわたる努力が結実し、その

証としてこの卒業論文集を完成させることができた。先生の愛情あふれるご指導を糧に、社会に出ても、

より一層精進していく所存です。

2019 年 1 月吉日 
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消費者による新製品採用に対する自己観の影響* 

合場 將貴 

あああああああああああああああああああああああああ 

既存研究は、相互独立的自己観を持つ消費者は新製品を好む一方、相互依存的自己観を持つ消

費者は既存製品を好むと主張したり、前者は急進的新製品を好む一方、後者は漸進的新製品を好

むと主張したりしているが、この主張は、あたかも、前者は既存製品や漸進的新製品を好む他者

からの逸脱を指向し、後者は同化を指向するかのように想定している点で、問題を抱えている。 

本論は、この問題を解消して、新たな新製品採用モデルの構築・実証を試みる。 

第 1章 はじめに

企業は、新製品を開発、製造する際に、しばしば製品の新しい機能に焦点を合わせる。例えば、ハイブリ

ッド自動車のマーケターは、燃料費の削減に焦点を合わせ、ワイヤレスイヤホンのマーケターは、持ち運

びの容易さや、連続音楽再生時間に焦点を合わせることが多い。しかし、消費者が着目するのは、自らが

自分の町で、その車やワイヤレスイヤホンを一番初めに採用したかどうかということである。Berger and

Heath（2007）によると、新製品の機能よりも、既製品と新製品を比較した際に生じる差異の方が、消費者

の購買決定に大きな影響を与えるという。新製品が提供する既製品との差異や、消費者がどれほどその差

異を重視するかを考慮して、消費者は新製品採用に関する意思決定を下すのである。 

消費者の新製品採用について、自己観（self-construal）に着目した興味深い研究がある。自己解釈理論（self-

construal theory）を提唱したMarkus and Kitayama（1991）である。この自己解釈理論によると、自己に

関する価値観は、自己は独立した存在であり他者とは分離していると捉える相互独立的自己観（independent 

self-perspective）と、自己と他者は繋がっていると捉える相互依存的自己観（interdependent self-perspective）

に分別される。この二分法に着目した Herzenstein, Posavac, and Brakus（2007）は、後者とは異なり、前

者は新製品を採用すると主張した。さらにMa, Yang, and Mehdi（2014）は、新製品を既製品と比較した際

に生じる差異に着目し、その差異が小さい新製品を漸進的新製品（incrementally new products）と、大きい

新製品を急進的新製品（really new products）として、新製品を再定義した上で、相互独立的自己観を持つ消

費者が、独立した自己を実現することができる急進的新製品を好むのに対して、相互依存的自己観を持つ

消費者は、他者との繋がりを示すことができる漸進的新製品を好むと主張した。 

しかしながら、Ma, et al.（2014）には、2つの重要な研究課題が残されていると考えられる。第 1の

研究課題は、彼らは、相互独立的自己観を持つ消費者は、他者からの逸脱を指向している、と主張してし

まっているという点である。本来、相互独立的自己観を持つ消費者は、他者の意思決定に依存することな

* 本論は、『三田商学研究 学生論文集』（慶應義塾大学）2018年度号に掲載予定の論文である。 
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く、独立して意思決定を下すような消費者であって、他者からの逸脱を指向するような消費者ではないは

ずである。この点について修正を施す必要があるだろう。 

第 2の研究課題は、Ma, et al.（2014）は、相互依存的自己観を持つ消費者の意思決定に影響を及ぼす他

者の存在を、画一的に扱ってしまっている、という点である。彼らは、相互依存的自己観を持つ消費者に

関して、自己と繋がっている他者が存在するということこそ明示してはいるものの、その他者がいかなる

意向を持っているかということを明示してはいない。現実的には、相互依存的自己観を持つ消費者は、他

者の存在からの影響を受けて必ず既存製品を好むのではなく、依存の対象となる他者が既存製品を好む場

合には既存製品を好むのに対して、依存の対象となる他者が新製品を好む場合には新製品を好むといった

仕方で、他者の意向からの影響を受けると考えられる。この点について、他者の異なる意向が相互依存的

自己観を持つ消費者の新製品採用の帰結に影響を及ぼすか、ということを吟味する必要がある。 

かくして本論は、Ma, et al.（2014）の抱える上記の 2つの課題を解消することによって、自己観の影響

を正しく描写し直した新たな新製品採用モデルを構築・実証することを試みる。 

第 2章 既存研究レビュー 

2－1．自己観に関する既存研究 

本論冒頭における議論の通り、新製品に関する研究において、消費者特性を考慮に入れることは極めて

重要であり、なおかつ、そのような消費者特性の 1つとして自己観が挙げられる。文化心理学者の Markus 

and Kitayama（1991）が唱えた自己解釈理論は、自己観を、独立した存在であり他者とは分離していると

捉える相互独立的自己観と、自己と他者は繋がっていると捉える相互依存的自己観に分類した。この理論

によると、相互独立的自己観が高い人は、他者の影響を受けることなく、自らの内なる思考や感情に基づ

いて行動する。そして、そのことによって、自己が他者と区別され、自己は他者と異なった存在であると

認識した場合に、満足を得る。他方の相互依存的自己観が高い人は、自己が他者と結びついており、人間

関係や社会関係の中に含まれる存在であると認識した場合に、または、自己が他者にどう知覚されるかを

踏まえたうえで行動し、他者から好意的に認識される場合に、満足を得る。こうした心理プロセスは、文

化によって規定されるという心理学的立場のもと、前者の自己観は、個人主義の影響を強く受ける西洋文

化に、後者の自己観は、集団主義の影響を強く受ける東洋文化に、それぞれ多く見られると Markus and 

Kitayama（1991）は主張した。 

 Markus and Kitayama（1991）以降、自己観は、文化の差異を表す概念として取り扱われてきたが、や

がて、その主張を覆す研究が出現した。具体的には、Sanchez-Burks, Lee, Choi, Nisbett, Zhao, and Koo

（2003）が、相互独立的自己観と相互依存的自己観は、文化によって一意に決まるわけではなく、同一文化

圏においても、相互独立的自己観を持つ消費者と相互依存的自己観を持つ消費者が存在すると指摘したの

である。 
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2－2．新製品採用に関する既存研究  

 

製造業者は、利潤の獲得を目指して、新製品の販売を行う。したがって、消費者がどのような新製品に

興味を示すかということが、しばしば関心の的となる。Hoeffler（2003）は、新製品を、急進的新製品と漸

進的新製品の 2 種類に大別し、前者を、新製品カテゴリを生み出すような新製品と見なす一方、後者を、

大多数の消費者に使用されている製品を改善した新製品と定義づけた。これに関連して、Min, Kalwani, 

and Robinson（2006）は、市場に投入された新製品が、既存製品との差異によって、どれほど市場生存率

が高いかについて吟味を行った。市場データを用いて分析を行った結果、急進的新製品は、市場に投入さ

れて以降 12 年間で、23％しか市場残存率がなかったものの、漸進的新製品は 61％であった。この理由と

して、人は、他者との完全な同化を避け、差異化を図る傾向にあるため、既存製品に比して新製品を選好

し、さらに、漸進的新製品と急進的新製品の比較の際には、急進的新製品に比して、コストおよびリスク

の低い漸進的新製品を選好する傾向が高い、と主張した。 

これに関連して前述の自己観の研究に着目し、新製品と既存製品の採用に対する差異があるかどうかを

吟味したのが、Herzenstein, et al.（2007）であった。彼らは、新製品採用に関する研究が製品の特徴に焦

点を合わせていたことを問題意識として抱き、消費者の自己観が、新製品採用にどのような影響を与える

かについて吟味した。彼らは、相互依存的自己観を持つ消費者よりも、相互独立的自己観を持つ消費者の

ほうが、他者との差異化を図ることができるため、新製品を好む傾向が大きいと仮説化し、分析の結果、

この仮説に対する支持を得た。 

Ma, et al.（2014）は、Min, et al.（2006）や、Herzenstein, et al.（2007）の研究を踏まえて、消費者が持

つ自己観が新製品採用に与える影響について研究を行った。彼らは、消費者が新ブランドを採用する際に、

相互独立的自己観と相互依存的自己観という自己観の消費者間差異に着目し、消費者が既存製品、漸進的

新製品、および急進的新製品のいずれを採用するかに影響を与える因果的関係について吟味した。分析に

際して、彼らは、相互独立的自己観が相対的に高い消費者として個人主義的文化を色濃く持つアメリカ人

を、相互依存的自己観が相対的に高い消費者として日本人を、それぞれ実験協力者として採用した。そし

て、相互独立的自己観を持つ消費者は、漸進的新製品に比して、他者との差異を明確に表す急進的新製品

を好み、相互依存的自己観を持つ消費者は、急進的新製品に比して、他者との繋がりを保持することがで

きる漸進的新製品を好むと仮説化した。実験の結果、仮説化した通り、相互独立的自己観を持つ消費者は、

急進的新製品を採用する一方、相互依存的自己観を持つ消費者は、漸進的新製品を採用するということが

見出された。 

しかしながら、相互独立的自己観を持つ消費者は、他者の意向に左右されることなく判断を下すのであ

れば、他者との差異化を考慮しなくても、新製品を採用すると考えられるだろう。それにもかかわらず、

Ma, et al.（2014）は、他者からの逸脱を指向すると主張している点で、問題を抱えている。さらに、相互

依存的自己観を持つ消費者は、他者の意向を踏まえて判断を下すのであれば、その他者の意向によって、

消費者の判断は変わるはずであるのにもかかわらず、Ma, et al.（2014）は、その他者の存在を画一的に扱

っているという問題をも抱えている。それゆえ、自己観や新製品を分類するだけではなく、あわせて依存

の対象者の意向を分類した上で、消費者の新製品採用に対する自己観の影響を探究する必要があるだろう。 
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第 3章 仮説の提唱 

 

3－1．相互独立的自己観を持つ消費者に関する仮説 

 

 相互独立的自己観を持つ消費者は、他者の影響を受けることなく、自らの内なる思考や感情に基づいて

行動し、自己が他者と区別され、自己は他者と異なった存在であると認識することによって、満足を得る

傾向が高い（Markus and Kitayama, 1991）。それゆえに、Ma, et al.（2014）は、相互独立的自己観を持つ消

費者は、大多数の消費者が使用している既存製品と大きな差異がある急進的新製品を使用することによっ

て、他者との差異化を図ることができるという理由で、相互依存的自己観を持つ消費者に比して、相互独

立的自己観を持つ消費者は、急進的新製品を採用すると主張した。しかしながら、Ma, et al.（2014）は、

相互独立的自己観を持つ消費者は他者からの逸脱を指向している、と主張している点に問題がある。元来、

Markus and Kitayama（1991）が主張した自己解釈理論によると、相互独立的自己観を持つ消費者は、意

思決定に際して、他者の影響を受けることなく、自らの内なる思考や感情に基づいて判断を下すような消

費者である。そのため、相互独立的自己観を持つ消費者は、他者との差異化を指向して急進的新製品を採

用するのではなく、自己を他者とは独立した存在として位置付けているため、他者の意向にかかわらず、

自らの思考や感情に基づいて，既存製品，漸進的新製品、および急進的新製品の中から消費者自身が最も

好む製品を採用すると考えられるだろう。Min, et al.（2006）らの主張によると、人は他者との完全な同化

を避けて差異化を図る傾向にあるため、典型的に既存製品に比して新製品を選好する。さらに、その中で

も、急進的新製品に比して、コストおよびリスクの低い漸進的新製品を採用する傾向が高い。それゆえ、

相互独立的自己観を持つ消費者の漸進的新製品に対する購買意図は、他者がいかなる製品を勧めようとも、

既存製品および急進的新製品に対する購買意図に比して高いと考えられるだろう。例えば、他者が漸進的

新製品を推奨したとしても、相互独立的自己観を持つ消費者は、他者からの逸脱を志向するわけではなく、

他者とは独立して意思決定を行うだろう。その結果、Min, et al.（2006）の主張の通り、既存製品や急進的

製品に比して、漸進的新製品を採用する傾向が高いであろう。したがって、以下の仮説を提唱する。 

 

仮説 1  相互独立的自己観を持つ消費者は、他者の意向の如何にかかわらず、製品に対する購買意図

を形成しようとし、その結果、典型的に、既存製品や急進的新製品に比して、漸進的新製品

を採用する傾向がより高い。 

 

3－2．相互依存的自己観を持つ消費者に関する仮説 

 

相互依存的自己観を持つ消費者は、自己が他者と結びついており、その結びつきを通して人間関係や社

会関係を見出し、自己が人間関係や社会関係の中に含まれる存在であると認識することによって、または

自己がその関係に含まれる他者にどのように知覚されるかを踏まえたうえで行動し、他者からそのように

認識されることによって、満足を得る傾向が高い（Markus and Kitayama, 1991）。それゆえに、Ma, et al.

（2014）は、相互依存的自己観を持つ消費者は、急進的新製品に比して漸進的新製品の方が、他者との結び
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つきを感じ取ることができるという理由で、漸進的新製品を採用すると主張した。しかしながら、本論冒

頭の通り、Ma, et al.（2014）は、自己と繋がっている他者の存在こそ明示的に論じてはいるものの、その

他者がいかなる意向を持っているかということを論じておらず、他者の影響を画一的に取り扱ってしまっ

ている。 

相互依存的自己観を持つ消費者は、人間関係や社会関係の中で、自己がどのように知覚されるかという

ことを重要視しているため、依存する対象となる他者の意向を無視することはできず、むしろ、依存する

対象となる他者の意向を踏まえて、新製品採用に関する判断を下すだろう。例えば、依存の対象となる他

者が既存製品を好む場合には、既存製品を好むのに対して、依存の対象となる他者が新製品を好む場合に

は、新製品を好むといった仕方で、他者の意向からの影響を受けると考えられるだろう。したがって、以

下の仮説群を提唱する。 

仮説 2 相互依存的自己観を持つ消費者は、依存の対象となる他者が既存製品を選好する場合には、

既存製品を採用する傾向が高い。 

仮説 3  相互依存的自己観を持つ消費者は、依存の対象となる他者が漸進的新製品を選好する場合に

は、漸進的新製品を採用する傾向が高い。 

仮説 4  相互依存的自己観を持つ消費者は、依存の対象となる他者が急進的新製品を選好する場合に

は、急進的新製品を採用する傾向が高い。 

第 4章 実証分析

4－1．実験協力者の選定 

前章において提唱した仮説群の経験的妥当性を吟味するために、実験室実験を行った。実験協力者は、

東京都内の大学に在籍する学生 223名であった。本論の実験は、実験協力者として大学生を選定したため、

外部妥当性を欠くのではないかという批判を受ける可能性がある。しかし、デモグラフィック要因にばら

つきの少ない大学生を実験対象とすることによって、年齢や職業が及ぼす影響をコントロールすることが

できるため、誤差分散を低めることができる（Malhotra and King, 2003）。それゆえ、本論において、大学生

を実験協力者として採用したことは、幾分かの妥当性を有していると言いうるだろう。 

実験に際しては、実験協力者を、6つのグループに振り分けた。まず、実験協力者を相互依存的自己観が

相対的に高い消費者であると想定してもらうグループ（N ＝ 113）、および、相互独立的自己観が相対的に高

い消費者であると想定してもらうグループ（N ＝ 110）の 2つに振り分けた。そして、それぞれのグループ

を、他者が既存製品を選好するグループ（N ＝ 74）、他者が漸進的新製品を選好するグループ（N ＝ 74）、お

よび、他者が急進的新製品を選好するグループ（N ＝ 75）の 3つを振り分けた。かくして、2（相互依存的自

己観が相対的に高い消費者・相互独立的自己観が相対的に高い消費者）× 3（他者が既存製品を選好する場合・他者が

漸進的新製品を選好する場合・他者が急進的新製品を選好する場合）の群間比較法に基づいて実験を行った。 
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4－2．実験財の選定 

 

Ma, et al.（2014）は、実験に際して、急進的新製品として、タッチパネル付きスマートフォンや、3Dテ

レビを使用した。しかしながら、急進的新製品は、第 2－2節において概観したとおり、新製品カテゴリを

生み出すような新製品と見なされている（Hoeffler, 2003）。このことから、タッチパネル付きスマートフォ

ンが現代の消費者の大多数に普及している昨今においては、タッチパネル付きスマートフォンを実験財と

して用いることは適切ではないと判断されるだろう。そこで、本論は、最新の新製品研究である Nielsen, 

Escalas, and Hoeffler（2018）において急進的新製品として用いられた、図表 1 の写真 A のように、スク

リーンとデスクが一体化した PC を、実験財に採用した。デスクトップ PC は、19 歳から 25 歳男女の

76.9％がパソコンを利用できる環境が身近にあると回答した、という調査結果（cf. 株式会社マイナビ HP）に

照らして判断するならば、このような実験協力者である大学生にとって比較的評価が容易であるという点

で実験財として相応しい急進的新製品と考えられるだろう。これに伴って、既存製品および漸進的新製品

についても、デスクトップ PCを選定した。具体的には、既存製品として写真 B（cf. FUJITSU HP）を採用

する一方、漸進的新製品として、既存製品よりも高機能なグラフィックスを搭載し、鮮やかなディスプレ

イである写真 C（cf. Apple HP）を採用した。 

 

図表 1 実験に使用した写真 

 

 

 

なお、実験に用いた急進的新製品および漸進的新製品が、本論の意図通りに実験参加者に正しく知覚さ

れているかどうかについて確認するために、マニピュレーション・チェックを行った。まず、Ma, et al.（2014）

の手法にならって、写真 Aが急進的新製品として、写真 Cが漸進的新製品として知覚されているかどうか

について確認するために、実験参加者に、それぞれの製品が、目新しい製品であると思うかどうかという

ことを、7点リカート尺度（「1：全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」）を用いて測定した。実験に用いた

シナリオは、補録 1および補録 2に掲載されるとおりである。分析の結果、実験参加者の写真 Aを目新し

い製品であると思う程度（M ＝ 5.714）と、写真 Cを目新しい製品であると思う程度（M ＝ 4.381）の間には、

統計的有意差が認められた（t ＝ 3.839，p ＜ 0.01）。それゆえに、本実験のために選定された急進的新製品お

よび漸進的新製品は、本論の意図通りに、実験参加者に正しく知覚されたと見なしうるだろう。 

 

 

写真 A：急進的新製品 写真 B：既存製品 写真 C：漸進的新製品 
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4－3．実験の手続き 

 

実験の手続きは、以下のとおりである。第 1 に、実験協力者に、相互依存的自己観あるいは相互独立的

自己観を持つ消費者がどのような人であるかということについての説明書きを提示した上で、自身が相互

依存的自己観あるいは相互独立的自己観を持つ消費者であると想定しながら質問に回答するように依頼し

た。具体的には、一方の自身を相互依存的自己観を持つ消費者であると想定してもらうグループには、「あ

なたは、周りが自分のことをどう思っているか気にかけ、他者と意見が対立したときに、相手の意見を受

け入れることが多い人である、と想定して下さい」という説明書きを提示し、他方の自身を相互独立的自

己観を持つ消費者であると想定してもらうグループには、「あなたは、常に自分自身の意見を持っており、

自分一人で物事を決断する人である、と想定して下さい」という説明書きを提示した。 

第 2に、実験協力者の自己観を正しく操作できているかを確認するために、マニピュレーション・チェッ

クを行った。「相互依存的自己観」および「相互独立的自己観」を、Singelis（1994）の多重尺度を用いて測

定し、合計得点を得た上で、質問項目数で除して平均値を求めた。そして、Singelis（1994）が用いた尺度

にならって、上記の方法で求めた平均値が 4.00 以上であるならば、それぞれ、「相互独立的自己観」を持

つ消費者、もしくは、「相互依存的自己観」を持つ消費者と見なした。その結果、マニピュレーション・チェ

ックに成功しなかった実験協力者は、皆無であった。したがって、実験協力者の自己観の操作は、成功し

たと見なすことができるだろう。なお、「相互独立的自己観」を持つ消費者のグループに属する消費者の「相

互独立的自己観」の平均値は、5.471（標準偏差は、0.589）であり、「相互依存的自己観」を持つ消費者のグ

ループに属する消費者の「相互依存的自己観」の平均値は、5.489（標準偏差は、0.592）であった。 

第 3 に、「相互依存的自己観」を持つ消費者のグループに属する消費者と、「相互独立的自己観」を持つ

消費者のグループに属する消費者を、それぞれ、（A ）他者が既存製品を勧めるというシナリオを提示され

るグループ、（B ）他者が漸進的新製品を勧めるというシナリオを提示されるグループ、および（C ）他者

が急進的新製品を勧めるというシナリオを提示されるグループという 3 つのグループに振り分けた。グル

ープ Aは、実験協力者が、既存製品、漸進的新製品、そして急進的新製品の 3種類の中から、どれかを購

買しようと迷っている際に、大切な友人の一人が既存製品を勧めるという場面を、グループ B は、実験協

力者が、既存製品、漸進的新製品、そして急進的新製品の 3 種類の中から、どれかを購買しようと迷って

いる際に、大切な友人の一人が漸進的新製品を勧めるという場面を、そしてグループ C は、実験協力者が、

既存製品、漸進的新製品、そして急進的新製品の 3種類の中から、どれかを購買しようと迷っている際に、

大切な友人の一人が急進的新製品を勧めるという場面を、それぞれ想定するように依頼した消費者のグル

ープであった。それぞれのシナリオを提示した後、既存製品、漸進的新製品、そして急進的新製品に対し

て形成された購買意図の水準に関する質問に回答するように依頼した。実験に用いたシナリオは、補録 3

～補録 8に掲載されるとおりである。 

 

4－4．測定尺度の吟味  

 

説明変数である相互独立的自己観および相互依存的自己観の相対水準の測定に際しては、Singelis（1994）
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の尺度を、また、被説明変数である「既存製品／漸進的新製品／急進的新製品に対する購買意図」の測定

に際しては、Ma, et al.（2014）の尺度を、それぞれ用いた。調査に採用された尺度は 7点リカート尺度で

あり、実験協力者には、図表 2 に示されている質問項目について 7 段階によって示された「全くそう思わ

ない」から「非常にそう思う」までのうち 1つの段階を選択するように依頼した。 

 

図表 2 構成概念と測定尺度 

構成概念 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

相互独立的自己観 

X1 :  仲間の幸福は、私にとって重要であ 

る。（0.96） 

0.71 0.61 0.68 

X2 : 私の幸せは、私の周りの人の幸せに 

よるものが大きい。（0.79） 

X3 : 仲間が賞を獲れば、私は誇りに思 

う。（0.70） 

X4 : 私が仲間に強く反対する場合でも私 

は議論を避ける。（0.82） 

X5 : 集団の決定を尊重することは私にと 

って重要だ。（0.84） 

相互依存的自己観 

X6 : 人は、他者とは独立して、自分の人 

生を生きるべきだ。（0.83） 

0.71 0.88 0.60 

X7 : 多くの点で他者とは違い、個性的で 

ある。（0.89） 

X8 : ほかの人よりも自分の仕事をよくす 

ることが重要だ。（0.97） 

X9 : たいていは、自分一人で物事を決断 

する。（0.38） 

X10 : 人々と話し合うときは、直接的かつ 

直観的である。（0.67） 

既存製品 

に対する 

購買意図 

X11 : 私は、製品 Aを購買したいと思っ

た。（0.99） 
0.89 0.90 0.82 

X12 : 私は、製品 Aを購買する可能性が高

い。（0.81） 

漸進的新製品 

に対する 

購買意図 

X13 : 私は、製品 Bを購買したいと思っ

た。（0.84） 
0.78 0.86 0.75 

X14 : 私は、製品 Bを購買する可能性が高

い。（0.90） 

急進的新製品 

に対する 

購買意図 

X15 : 私は、製品 Cを購買したいと思っ

た。（0.60） 
0.86 0.66 0.50 

X16 : 私は、製品 Cを購買する可能性が高

い。（0.80） 

 

図表 2 には、各構成概念に関して採用された測定尺度の信頼性を判断するための指標であるクロンバッ

クの α 係数および合成信頼性（SCR）と、妥当性を判断するための指標である平均分散抽出度（AVE）も、

掲載されている。各構成概念の α係数は、0.712以上の値をとり、Nunnally（1978）が推奨する基準値で

ある 0.70 以上の値を示した。また、各構成概念の SCRは、0.612以上の値を、AVEは、0.501以上の値を

それぞれとり、Baggozi and Yi（1988）が推奨する基準値である 0.60および 0.50以上の値を示した。以

上より、本論の各構成概念の測定尺度は高い信頼性および収束妥当性を有していると見なすことができる

だろう。なお、分析を行うにあたり、各構成概念に対する測定尺度の平均値を用いた。 
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第 5章 分析結果 

 

5－1．相互独立的自己観を持つ消費者に関する分析の結果 

 

仮説 1 の経験的妥当性を吟味するために、相互独立的自己観を持つ消費者のグループを、依存の対象と

なる他者が既存製品を勧める場合、漸進的新製品を勧める場合、および急進的新製品を勧める場合に分類

し、既存製品、漸進的新製品、および急進的新製品に対する購買意図の 3 水準について、一元配置分散分

析および多重比較検定を行った。なお、分析に際しては、SAS for Windows, Ver. 9.4の GLMプロシジャ

を用いた。 

 

図表 3 相互独立的自己観を持つ消費者に関する分析の結果 

   a) 他者が既存製品を     b) 他者が漸進的新製品を   c) 他者が急進的新製品を 

        選好する場合         選好する場合         選好する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、他者が既存製品を勧める場合について、既存製品に対する購買意図の平均値は、3.708（標準偏差は、

1.411）であり、漸進的新製品に対する購買意図の平均値は、5.319（標準偏差は、1.316）であり、また、急進

的新製品に対する購買意図の平均値は、3.902（標準偏差は、1.383）であった。そして、F 値は、14.830 と

いう値を示し、1％水準で有意であった。なお、Shapiro-Wilk検定の結果、分散分析を行う上での前提条件

である、標本の正規性を疑う証拠は得られなかった（既存製品に対する購買意図における正規性検定統計量：  

W ＝ 0.962，p ＞ 0.10、漸進的新製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.954，p ＞ 0.10、急進的新

製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.976，p ＞ 0.10）。また、Bartlett検定の結果、分散分析

を行う上での前提条件である、標本の等分散性を疑う証拠は得られなかった（χ2 ＝ 0.178，p ＞ 0.10）。これら

の平均値の比較は、図表 3aに示されるとおりであった。 

また、どの 2 つの製品の購買意図の間に有意な差があるのかということを検討するために、Turkey-

Kramer 法による多重比較検定を行った。その結果、依存の対象となる他者に既存製品を勧められた場合

に、相互独立的自己観を持つ消費者が形成する既存製品と漸進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞ

れ、3.708と 5.319）の差と、漸進的新製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、5.319と 3.902）

の差について、いずれも 1％水準で有意であり、既存製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それ

ぞれ、3.708と 3.902）の差については、非有意であった。 

購
買
意
図 

3.71

5.32
3.90

既存 漸進 革新既存製品 
漸進的 

新製品 

急進的 

新製品 

 

購
買
意
図 

3.45

5.58

3.63

既存製品 
漸進的 

新製品 

急進的 

新製品 

 

購
買
意
図 

3.41

5.87

3.72

既存製品 
漸進的 

新製品 

急進的 

新製品 
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次に、他者が漸進的新製品を勧める場合について、既存製品に対する購買意図の平均値は、3.446（標準

偏差は、1.363）であり、漸進的新製品に対する購買意図の平均値は、5.581（標準偏差は、0.961）であり、ま

た、急進的新製品に対する購買意図の平均値は、3.626（標準偏差は、1.474）であった。そして、F 値は、

31.480という値を示し、1％水準で有意であった。なお、Shapiro-Wilk検定の結果、分散分析を行う上で

の前提条件である、標本の正規性を疑う証拠は得られなかった（既存製品に対する購買意図における正規性検定

統計量：W ＝ 0.966，p ＞ 0.10、漸進的新製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.962，p ＞ 0.10、

急進的新製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.968，p ＞ 0.10）。また、Bartlett 検定の結果、

分散分析を行う上での前提条件である、標本の等分散性を疑う証拠は得られなかった（χ2 ＝ 0.348，p ＞ 0.10）。

これらの平均値の比較は、図表 3bに示されるとおりであった。 

また、多重比較検定を行った結果、他者に既存製品を勧められた場合に、相互独立的自己観を持つ消費

者が形成する既存製品と漸進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、3.446 と 5.581）の差と、漸進

的新製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、5.581と 3.626）の差について、いずれも 1％

水準で有意であり、既存製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、3.446 と 3.581）の差に

ついては、非有意であった。 

さらに、他者が急進的新製品を勧める場合について、既存製品に対する購買意図の平均値は、3.405（標

準偏差は、1.374）であり、漸進的新製品に対する購買意図の平均値は、5.865（標準偏差は、0.847）であり、

また、急進的新製品に対する購買意図の平均値は、3.716（標準偏差は、1.456）であった。そして、F値は、

42.160という値を示し、1％水準で有意であった。なお、Shapiro-Wilk検定の結果、分散分析を行う上で

の前提条件である、標本の正規性を疑う証拠は得られなかった（既存製品に対する購買意図における正規性検定

統計量：W ＝ 0.963，p ＞ 0.10、漸進的新製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.964，p ＞ 0.10、

急進的新製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.953，p ＞ 0.10）。また、Bartlett 検定の結果、

分散分析を行う上での前提条件である、標本の等分散性を疑う証拠は得られなかった（χ2 ＝ 2.420，p ＞ 0.10）。

これらの平均値の比較は、図表 3cに示されるとおりであった。 

また、多重比較検定を行った結果、他者に既存製品を勧められた場合に、相互独立的自己観を持つ消費

者が形成する既存製品と漸進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、3.405 と 5.865）の差と、漸進

的新製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、5.865と 3.716）の差について、いずれも 1％

水準で有意であり、既存製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、3.405 と 3.716）の差に

ついては、非有意であった。 

以上の分析結果より、他者が、既存製品、漸進的新製品、および急進的新製品のいずれを勧めようとも、

相互独立的自己観を持つ消費者の漸進的新製品に対する購買意図が、既存製品および急進的新製品に対す

る購買意図より高いということが示唆されたと言いうるだろう。すなわち、仮説 1「相互独立的自己観を持

つ消費者は、他者の意向の如何にかかわらず、製品に対する購買意図を形成しようとし、その結果、典型

的に、既存製品や急進的新製品に比して、漸進的新製品を採用する傾向がより高い。」は、支持されたと言

いうるだろう。 
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5.96
4.92

3.55

既存製品 漸進的新製品 急進的新製品

5－2．他者が既存製品を選好する場合の相互依存的自己観を持つ消費者に関する分析の結果 

 

仮説 2～仮説 4 の経験的妥当性を吟味するために、相互依存的自己観を持つ消費者のグループを、依存

の対象となる他者が既存製品を勧める場合、漸進的新製品を勧める場合、および急進的新製品を勧める場

合に分類し、既存製品、漸進的新製品、および急進的新製品に対する購買意図の 3 水準について、一元配

置分散分析および多重比較検定を行った。 

まず、仮説 2、すなわち、依存の対象となる他者が既存製品を選好する場合における、相互依存的自己観

を持つ消費者の既存製品、漸進的新製品、および急進的新製品に対する購買意図の差に関する仮説につい

て、既存製品に対する購買意図の平均値は、5.959（標準偏差は、0.740）であり、漸進的新製品に対する購買

意図の平均値は、4.919（標準偏差は、1.152）であり、また、急進的新製品に対する購買意図の平均値は、

3.554（標準偏差は、1.536）であった。そして、F 値は、38.170 という値を示し、1％水準で有意であった。

なお、Shapiro-Wilk検定の結果、分散分析を行う上での前提条件である、標本の正規性を疑う証拠は得ら

れなかった（既存製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.971，p ＞ 0.10、漸進的新製品に対する購

買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.962，p ＞ 0.10、急進的新製品に対する購買意図における正規性検定統計量：

W ＝ 0.957，p ＞ 0.10）。また、Bartlett 検定の結果、分散分析を行う上での前提条件である、標本の等分散

性を疑う証拠は得られなかった（χ2 ＝ 3.025，p ＞ 0.10）。これらの平均値の比較は、図表 4aに示されるとお

りであった。 

 

図表 4a 他者が既存製品を選好する場合の消費者に関する分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、多重比較検定を行った結果、相互独立的自己観を持つ消費者が、依存の対象となる他者に既存製

品を勧められた場合の、既存製品と漸進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、5.959 と 4.919）の

差、漸進的新製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、4.919 と 3.554）の差、および既存

製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、5.959と 3.554）の差について、いずれも 1％水準

で有意であった。 

以上の分析結果より、仮説 2「相互依存的自己観を持つ消費者は、依存の対象となる他者が既存製品を選

好する場合には、既存製品を採用する傾向が高い。」は、支持されたと言いうるだろう。 
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2.85

5.80

3.97

既存製品 漸進的新製品 急進的新製品

5－3．他者が漸進的新製品を選好する場合の相互依存的自己観を持つ消費者に関する分析の結    

果 

 

次に、仮説 3、すなわち、依存の対象となる他者が漸進的新製品を選好する場合における、相互依存的自

己観を持つ消費者の既存製品、漸進的新製品、および急進的新製品に対する購買意図の差に関する仮説に

ついて、既存製品に対する購買意図の平均値は、2.851（標準偏差は、1.338）であり、漸進的新製品に対する

購買意図の平均値は、5.797（標準偏差は、1.030）であり、また、急進的新製品に対する購買意図の平均値は、

3.973（標準偏差は、1.252）であった。そして、F 値は、55.510 という値を示し、1％水準で有意であった。

なお、Shapiro-Wilk検定の結果、分散分析を行う上での前提条件である、標本の正規性を疑う証拠は得ら

れなかった（既存製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.958，p ＞ 0.10、漸進的新製品に対する購

買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.977，p ＞ 0.10、急進的新製品に対する購買意図における正規性検定統計量：

W ＝ 0.968，p ＞ 0.10）。また、Bartlett 検定の結果、分散分析を行う上での前提条件である、標本の等分散

性を疑う証拠は得られなかった（χ2 ＝ 2.505，p ＞ 0.10）。これらの平均値の比較は、図表 4bに示されるとお

りであった。 

 

図表 4b 他者が漸進的新製品を選好する場合の消費者に関する分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、多重比較検定を行った結果、相互独立的自己観を持つ消費者が、依存の対象となる漸進的新製品

を勧められた場合の、既存製品と漸進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、2.851と 5.797）の差、

漸進的新製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、5.797 と 3.973）の差、および既存製品

と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、2.851と 3.973）の差について、いずれも 1％水準で有

意であった。 

以上の分析結果より、仮説 3「相互依存的自己観を持つ消費者は、依存の対象となる他者が漸進的新製品

を選好する場合には、漸進的新製品を採用する傾向が高い。」は、支持されたと言いうるだろう。 

 

5－4．他者が急進的新製品を選好する場合の相互依存的自己観を持つ消費者に関する分析の結

果 

 

最後に、仮説 4、すなわち、依存の対象となる他者が急進的新製品を選好する場合における、相互依存的
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5.44

既存製品 漸進的新製品 急進的新製品

自己観を持つ消費者の既存製品、漸進的新製品、および急進的新製品に対する購買意図の差に関する仮説

について、既存製品に対する購買意図の平均値は、2.855（標準偏差は、1.257）であり、漸進的新製品に対す

る購買意図の平均値は、4.645（標準偏差は、0.971）であり、また、急進的新製品に対する購買意図の平均値

は、5.436（標準偏差は、1.294）であった。そして、F値は、47.830という値を示し、1％水準で有意であっ

た。なお、Shapiro-Wilk検定の結果、分散分析を行う上での前提条件である、標本の正規性を疑う証拠は

得られなかった（既存製品に対する購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.956，p ＞ 0.10、漸進的新製品に対す

る購買意図における正規性検定統計量：W ＝ 0.963，p ＞ 0.10、急進的新製品に対する購買意図における正規性検定統

計量：W ＝ 0.952，p ＞ 0.10）。また、Bartlett検定の結果、分散分析を行う上での前提条件である、標本の等

分散性を疑う証拠は得られなかった（χ2 ＝ 3.404，p ＞ 0.10）。これらの平均値の比較は、図表 4cに示される

とおりであった。 

 

図表 4c 他者が急進的新製品を選好する場合の消費者に関する分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、多重比較検定を行った結果、相互独立的自己観を持つ消費者が、依存の対象となる他者に漸進的

新製品を勧められた場合の、既存製品と漸進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、2.855と 4.645）

の差と、既存製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、2.855 と 5.436）の差について、い

ずれも 1％水準で、漸進的新製品と急進的新製品に対する購買意図の平均値（それぞれ、4.645と 5.436）の差

については、5％水準で有意であった。 

以上の分析結果より、仮説 4「相互依存的自己観を持つ消費者は、依存の対象となる他者が急進的新製品

を選好する場合には、急進的新製品を採用する傾向が高い。」は、支持されたと言いうるだろう。 

 

 

第 6章 おわりに 

 

6－1．本論の成果 

 

 企業は、新たな顧客を獲得するために、新製品を展開している。それゆえ、消費者がいかなる新製品を

購
買
意
図 
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採用するかということについて、今日まで数多くの研究が行われてきた。そうした新製品採用に関する既

存研究の大半は、既存製品と新製品の差異に着目しており、消費者特性、さらには消費者の自己観に注目

し、それが新製品に対する購買意図に及ぼす影響を吟味した研究は希少である。 

その希少な研究として、Ma, et al.（2014）が挙げられる。しかし、彼らは、消費者が新ブランドを採用

する際に、相互独立的自己観と相互依存的自己観という自己観の消費者間差異に着目し、その差異が、消

費者が既存製品、漸進的新製品、および急進的新製品のいずれを採用するかに影響を与える因果的関係に

ついて吟味したものの、相互独立的自己観を持つ消費者は、他者からの逸脱を指向していると主張してし

まっている点、および、相互依存的自己観を持つ消費者は、自己と繋がっている他者の存在こそ明示的に

論じてはいるものの、その他者がいかなる意向を持っているかということを論じていない点において問題

を抱えていた。そこで、本論は、上記の研究課題を解消すべく、相互独立的自己観を持つ場合および相互

依存的自己観を持つ場合のそれぞれについて、他者がどのような意向を持っている場合に、消費者の製品

に対する購買意図が形成されるかということに関する仮説を提唱し、実証分析を行った。 

分析の結果、相互独立的自己観を持つ消費者の場合には、他者の意向の如何にかかわらず、製品に対す

る購買意図が形成されるということ、また、相互依存的自己観を持つ消費者の場合には、依存の対象とな

る他者の意向を反映し、購買意図が形成されるということが見出された。 

 

6－2．学術的含意および実務的含意 

 

 本論の学術的含意は、以下のとおりである。上述したように、消費者の自己観が新製品採用に及ぼす影

響を吟味した希少な研究であるものの、Ma, et al.（2014）は、相互独立的自己観を持つ消費者は他者から

の逸脱を指向すると主張してしまっているという点や、相互依存的自己観を持つ消費者の意思決定に影響

を及ぼす、他者の意向を画一的に扱ってしまっているという点に問題を抱えていた。本論は、他者の影響

も分類対象として実証分析を行うことによって、この問題を解消した。その結果、相互独立的自己観を持

つ消費者の場合と、相互依存的自己観を持つ消費者の場合のそれぞれについて、他者がどのような意向を

持っている状況において、最も高い製品に対する購買意図に帰着するかということを解明することに成功

したという点において、新製品採用研究の前進に大きく貢献したと言いうるだろう。 

 他方、本論の実務的含意は、以下のとおりである。消費者の購買を促進するために、企業は、新製品の開

発に力を入れている。しかし、本論の分析結果によると、消費者の自己観や依存の対象となる他者の意向

が新製品に対する購買意図に影響を及ぼしており、必ずしも力のこもった急進的な新製品が選好されると

は限らない。そのため、企業は新製品の開発に力を入れるだけではなく、依存の対象となる他者を通じて、

消費者の新製品採用を促進するセールス・プロモーションを検討する必要があるだろう。この活動は、新製

品の特性にかかわらず効果的であると考えられる。なぜなら、本論における分析の結果、相互依存的自己

観を持つ消費者の新製品採用においては、依存の対象となる他者の意向が、購買意図に影響を及ぼすとい

うことが見出されたからである。 
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6－3．本論の限界と今後の課題 

 

本論は、以下に挙げられるような、いくつかの限界と課題を抱えている。第 1 の研究課題は、本論の実

験協力者は、時間および予算の制約のため、慶應義塾大学生に限定されていたという点である。そのため、

今後の研究においては、慶應義塾大学生だけではなく、他校の大学生や幅広い年齢層を実験協力者とする

ことによって、本論が提唱した仮説の外部妥当性を吟味する必要があると考えられるだろう。 

 第 2 の研究課題は、本論は、実験に用いた新製品が、デスクトップ PC のみであったという点である。

Ma, et al.（2014）が言及したとおり、デジタルカメラやハイブリッド自動車などの、様々なカテゴリーに

おいて、新製品は市場に投下されている。それゆえ、デスクトップ PCの新製品だけでなく、その他の新製

品を対象とした実験を行うことによって、本論の仮説の外部妥当性を吟味することが望まれるだろう。 

 第 3 の研究課題は、本論は、相互依存的自己観を持つ消費者が、依存の対象とする他者を、実験に際し

て、「大切な友人の一人」として画一的に扱った点である。実際の購買の場面においては、購買の意思決定

に影響を及ぼす他者は、大切な友人に限らず、例えば、家族や恋人など様々な人物が想定される。それゆ

え、大切な友人に限らず、その他の、依存の対象となる他者を実験に用いることによって、本論の仮説の

外部妥当性を吟味することが望まれるだろう。 

 このように、いくつかの限界と課題を抱えているものの、相互独立的自己観が相対的に高い消費者の場

合および相互依存的自己観を持つ消費者の場合のそれぞれについて、他者がいかなる意向を持っている状

況において、いかなる製品に対する購買意図に帰着するか、ということを吟味した本論は、今後の新製品

採用研究にとって有意義な研究であると言いうるだろう。 

 

（記） 本論の執筆に際して、様々な形でお力添えいただいた方々に、この場を借りて御礼を申し上げた

い。慶應義塾大学商学部小野晃典先生には、テーマの案出から論文の完成に至るまで、お忙しい中、

幾度となく相談に乗って頂き、その度に貴重なご助言を賜った。小野先生のご指導がなければ、商

学会賞を受賞することはできなかったであろう。この、卒業論文執筆活動の中で得た学びを、社会

に出てからも糧とし続けることで、小野先生への恩返しの一つとしたい。また、匿名審査員の先生

や大学院生の方々や第 15 期生にもお力添えいただいた。慶應義塾大学大学院博士課程 3 年生で小

野晃典研究会第 10 期 OB の中村世名さんには、実験に際して、的確なアドバイスを頂戴しました。

また、第 15期生の同期生たちの存在が、私の卒業論文の執筆を進めてくれた。まず、第 15 期生の

竹田光志くんとは、ともに商学会賞受賞に向けて切磋琢磨したことが、非常に心に残っている。ま

た、第 15期生の穂苅華子さんと、手束健人くんには、多くの助力をいただいた。同期生だけではな

く、後輩である第 16期生にも支えられた。終始、進捗が遅かった第 15期生ではあるが、後輩に少

しでもいい姿を見せようと、奮起した第 15期生もいたことだろう。そういった意味で、第 15期生

を代表して感謝の意を述べたい。個人的にも、特に、土谷鈴さんに、実験の実施や図表の作成など

の、多くの面で支えていただいた。それに報いるべく奮起したことが、商学会賞受賞への原動力の

一部となった。本当にありがとう。最後に、本論の執筆活動に関わってくださった全ての方々に感

謝の意を表したいと思います。ありがとうございました。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 A 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】以下の広告を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．製品 B に対する新規性についてお伺いします。  

1－1 私は、この製品を目新しいと思う。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 私は、この製品は既製品と異なると思う。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

…
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
非
常
に
あ
て
は
ま
る 

…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
あ
て
は
ま
る 

…
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

…
や
や
あ
て
は
ま
る 

4 3 2 5 6 7 1 
質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 B 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】以下の広告を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．製品 C に対する新規性についてお伺いします。  

1－1 私は、この製品を目新しいと思う。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 私は、この製品は既製品と異なると思う。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 C 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】以下の文章を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

あなたは、常に自分の意見を持っており、自分一人で物事を決断する人である、と想定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．あなた自身についてお伺いします。  

1－1 人は、他人とは独立して、自分の人生を生きるべきだ。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 多くの点で他人とは違い、個性的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3 ほかの人よりも自分の仕事をよくすることが重要だ。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4 たいていは、自分一人で物事を決断する。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5 人々と話し合うときは、直接的かつ直観的である。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

 

 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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【2】以下の文章を読んだうえで、次のページの質問にお答え下さい。 

あなたは、常に自分自身の意見を持っており、自分一人で物事を決断する人である、と想定して

下さい。あなたは、以下の、既存製品、製品 A、そして製品 B の 3種類の中から、どれを購買しよ

うか迷っています。既存製品に改良を加えたのが製品 A、そして従来のデスクトップ PC の概念を

覆したのが製品 B です。すると、その購買に際して、大切な友人の一人が、製品 A の購入を勧めて

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．あなたの製品 A に対する態度についてお伺いします。  

2－1 私は、製品 A を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2 私は、製品 A を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

3．あなたの製品 B に対する態度についてお伺いします。  

3－1 私は、製品 B を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

3－2 私は、製品 B を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

4．あなたの製品 C に対する態度についてお伺いします。  

4－1 私は、製品 C を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

4－2 私は、製品 C を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 D 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】以下の文章を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

あなたは、常に自分の意見を持っており、自分一人で物事を決断する人である、と想定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．あなた自身についてお伺いします。  

1－1 人は、他人とは独立して、自分の人生を生きるべきだ。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 多くの点で他人とは違い、個性的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3 ほかの人よりも自分の仕事をよくすることが重要だ。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4 たいていは、自分一人で物事を決断する。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5 人々と話し合うときは、直接的かつ直観的である。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

 

 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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【2】以下の文章を読んだうえで、次のページの質問にお答え下さい。 

あなたは、常に自分自身の意見を持っており、自分一人で物事を決断する人である、と想定して

下さい。あなたは、以下の、既存製品、製品 A、そして製品 B の 3種類の中から、どれを購買しよ

うか迷っています。既存製品に改良を加えたのが製品 A、そして従来のデスクトップ PC の概念を

覆したのが製品 B です。すると、その購買に際して、大切な友人の一人が、製品 B の購入を勧めて

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．あなたの製品 A に対する態度についてお伺いします。  

2－1 私は、製品 A を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2 私は、製品 A を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

3．あなたの製品 B に対する態度についてお伺いします。  

3－1 私は、製品 B を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

3－2 私は、製品 B を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

4．あなたの製品 C に対する態度についてお伺いします。  

4－1 私は、製品 C を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

4－2 私は、製品 C を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 E 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】以下の文章を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

あなたは、常に自分の意見を持っており、自分一人で物事を決断する人である、と想定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．あなた自身についてお伺いします。  

1－1 人は、他人とは独立して、自分の人生を生きるべきだ。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 多くの点で他人とは違い、個性的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3 ほかの人よりも自分の仕事をよくすることが重要だ。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4 たいていは、自分一人で物事を決断する。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5 人々と話し合うときは、直接的かつ直観的である。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

 

 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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【2】以下の文章を読んだうえで、次のページの質問にお答え下さい。 

あなたは、常に自分自身の意見を持っており、自分一人で物事を決断する人である、と想定して

下さい。あなたは、以下の、既存製品、製品 A、そして製品 B の 3種類の中から、どれを購買しよ

うか迷っています。既存製品に改良を加えたのが製品 A、そして従来のデスクトップ PC の概念を

覆したのが製品 B です。すると、その購買に際して、大切な友人の一人が、製品 C の購入を勧めて

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．あなたの製品 A に対する態度についてお伺いします。  

2－1 私は、製品 A を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2 私は、製品 A を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

3．あなたの製品 B に対する態度についてお伺いします。  

3－1 私は、製品 B を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

3－2 私は、製品 B を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

4．あなたの製品 C に対する態度についてお伺いします。  

4－1 私は、製品 C を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

4－2 私は、製品 C を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 

 

…
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
非
常
に
あ
て
は
ま
る 

…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
あ
て
は
ま
る 

…
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

…
や
や
あ
て
は
ま
る 

4 3 2 5 6 7 1 



 

 

 
合
場
將
貴
「
消
費
者
に
よ
る
新
製
品
採
用
に
対
す
る
自
己
観
の
影
響
」

 
2

5
 

私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 F 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】 以下の文章を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

あなたは、周りが自分のことをどう思っているかを気にかけ、他人と意見が対立したときに、相手

の意見を受け入れることが多い人である、と想定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．あなた自身についてお伺いします。  

1－1 仲間の幸福は、私にとって重要である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 私の幸せは、私の周りの人の幸せによるものが大きい。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3 仲間が賞を獲れば、私は誇りに思う。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4 私が仲間に強く反対する場合でも、私は議論を避ける。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5 集団の決定を尊重することは私にとって重要だ。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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【2】以下の文章を読んだうえで、次のページの質問にお答え下さい。 

あなたは、周りが自分のことをどう思っているかを気にかけ、他人と意見が対立したときに、相手

の意見を受け入れることが多い人である、と想定して下さい。あなたは、以下の、製品 A、製品 B、そ

して、製品 C の 3種類の中から、どれを購買しようか迷っています。製品 A に改良を加えたのが製品

B、そして従来のデスクトップ PC の概念を覆したのが製品 C です。すると、その購買に際して、大切

な友人の一人が、製品 A の購入を勧めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．あなたの製品 A に対する態度についてお伺いします。  

2－1 私は、製品 A を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2 私は、製品 A を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

3．あなたの製品 B に対する態度についてお伺いします。  

3－1 私は、製品 B を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

3－2 私は、製品 B を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

4．あなたの製品 C に対する態度についてお伺いします。  

4－1 私は、製品 C を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

4－2 私は、製品 C を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 G 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】以下の文章を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

あなたは、周りが自分のことをどう思っているかを気にかけ、他人と意見が対立したときに、相手

の意見を受け入れることが多い人である、と想定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．あなた自身についてお伺いします。  

1－1 仲間の幸福は、私にとって重要である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 私の幸せは、私の周りの人の幸せによるものが大きい。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3 仲間が賞を獲れば、私は誇りに思う。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4 私が仲間に強く反対する場合でも、私は議論を避ける。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5 集団の決定を尊重することは私にとって重要だ。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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【2】以下の文章を読んだうえで、次のページの質問にお答え下さい。 

あなたは、周りが自分のことをどう思っているかを気にかけ、他人と意見が対立したときに、相手

の意見を受け入れることが多い人である、と想定して下さい。あなたは、以下の、製品 A、製品 B、そ

して、製品 C の 3種類の中から、どれを購買しようか迷っています。製品 A に改良を加えたのが製品

B、そして従来のデスクトップ PC の概念を覆したのが製品 C です。すると、その購買に際して、大切

な友人の一人が、製品 B の購入を勧めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．あなたの製品 A に対する態度についてお伺いします。  

2－1 私は、製品 A を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2 私は、製品 A を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

3．あなたの製品 B に対する態度についてお伺いします。  

3－1 私は、製品 B を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

3－2 私は、製品 B を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

4．あなたの製品 C に対する態度についてお伺いします。  

4－1 私は、製品 C を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

4－2 私は、製品 C を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 

 

…
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
非
常
に
あ
て
は
ま
る 

…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
あ
て
は
ま
る 

…
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い 

…
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

…
や
や
あ
て
は
ま
る 

4 3 2 5 6 7 1 



 

 

 
合
場
將
貴
「
消
費
者
に
よ
る
新
製
品
採
用
に
対
す
る
自
己
観
の
影
響
」

 
2

9
 

私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 合場 將貴 

調査票 H 

 

購買行動に対する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】以下の文章を読んだうえで、下の質問にお答え下さい。 

あなたは、周りが自分のことをどう思っているかを気にかけ、他人と意見が対立したときに、相手

の意見を受け入れることが多い人である、と想定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．あなた自身についてお伺いします。  

1－1 仲間の幸福は、私にとって重要である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2 私の幸せは、私の周りの人の幸せによるものが大きい。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3 仲間が賞を獲れば、私は誇りに思う。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4 私が仲間に強く反対する場合でも、私は議論を避ける。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5 集団の決定を尊重することは私にとって重要だ。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

 

 

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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【2】以下の文章を読んだうえで、次のページの質問にお答え下さい。 

あなたは、周りが自分のことをどう思っているかを気にかけ、他人と意見が対立したときに、相手

の意見を受け入れることが多い人である、と想定して下さい。あなたは、以下の、製品 A、製品 B、そ

して、製品 C の 3種類の中から、どれを購買しようか迷っています。製品 A に改良を加えたのが製品

B、そして従来のデスクトップ PC の概念を覆したのが製品 C です。すると、その購買に際して、大切

な友人の一人が、製品 C の購入を勧めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．あなたの製品 A に対する態度についてお伺いします。  

2－1 私は、製品 A を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2 私は、製品 A を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

3．あなたの製品 B に対する態度についてお伺いします。  

3－1 私は、製品 B を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

3－2 私は、製品 B を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

4．あなたの製品 C に対する態度についてお伺いします。  

4－1 私は、製品 C を購買したいと思った。 1  2  3  4  5  6  7 

4－2 私は、製品 C を購買する可能性が高い。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

  

質問には、以下の「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」の 7つのうち必ず 1 つの数字のみを○で

お囲み下さい。 
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買物同伴者に対する消費者の製品選択委任行動 
――制御焦点理論に着目して―― 

 

福田 笙一 

 

既存研究によると、製品選択が困難な状況において、消費者は、自分の選択に対する失敗の責

任を回避するために、買物同伴者や店員に製品選択を委任する傾向があるという。しかし、既存

研究は、こうしたリスク回避的な消費者のみを想定し、リスク志向的な消費者の存在を看過して

いる。そこで本論は、2 種類の消費者を考慮し、制御焦点理論に依拠した上で、買物同伴者に対

する消費者の製品選択委任行動に関するより精緻なモデルを構築する。 

 

 

第 1章 はじめに 

 

選択の自由は、人にとって基本的な権利であり、誰しもが等しく持つ不可侵の権利である（Ryan and Deci, 

2000）。それゆえ、選択に際しては、選択者は自分の意思でその選択を行おうとし、その選択は尊重される

べきであると考える。そして、選択の自由が侵害された場合には、幸福、自尊心、身体的幸福が脅かされた

と知覚されることさえある（Langer and Rodin, 1976; Taylor and Brown, 1988; Usta and Haubl, 2011）。選択の

自由は、買物時における製品選択においても尊重されるべきである。様々な製品群から製品を自由に選択

することは消費者の権利であり、買物時における製品選択は、消費者にとって必要かつ基本的な活動の 1

つである。 

一般的に、消費者は、買物時において、製品選択を自分で行うであろう。しかし、製品選択を買物同伴者

や店員などの他者に委任することもできる。例えば、消費者にとって製品選択の結果が重要でない場合、

あるいは、製品選択に対する消費者自身の専門知識が欠如している場合には、製品選択を他者に委任する

ことによって、消費者は、製品選択にかかる時間や労力を削減したり、知識不足による製品選択の失敗を

防止したりすることができるということが、数多くの研究によって指摘されてきた（Forsythe, Butler, and 

Schaefer, 1990; Fuller and Blackwell, 1992; Solomon, 1987; Stern, Solomon, and Stinerock, 1992; Stinerock, Stern, 

and Solomon, 1991）。そして近年、Steffel and Williams（2018）によって、より興味深い指摘がなされるに

至っている。すなわち、製品選択に際して、消費者は、製品選択を誤ってしまうのではないかと恐れ、製品

選択に失敗した際に抱くであろう失望および後悔という感情に患わされるリスクを回避するために、製品

選択が困難になるにつれて製品選択を買物同伴者や店員などの他者に委任する傾向があるというのである。 

しかし、Steffel and Williams（2018）は、製品選択に失敗した際に抱くであろう失望および後悔という

感情に患わされるリスクの回避を望む、リスク回避的な消費者のみを想定しており、失望および後悔とい

う感情に患わされるリスクを顧みない、リスク志向的な消費者の存在を看過してしまっている。確かに、

『慶應マーケティング論究』 
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製品選択が困難になるにつれて失敗のリスクが上昇するにもかかわらず、製品選択を自分で行うことを志

向する消費者も存在するであろう。そこで本論は、消費者のリスク回避性・志向性を考慮に入れるべく、

目標における焦点状態の違いが人々の行動制御に影響すると主張する制御焦点理論（Higgins, 1997）を援用

して、ネガティブな結果の有無に注目する焦点状態の消費者（リスク回避的な消費者）だけでなく、ポジティ

ブな結果の有無に注目する焦点状態の消費者（リスク志向的な消費者）をも考慮することによって、製品選択

困難性と製品選択委任行動の関係に関するより精緻なモデルの構築・実証を試みる。 

 

 

第 2章 既存研究レビュー 

 

2－1．製品選択延期行動と拒否行動 

 

高い製品選択困難性に直面した際、消費者は、製品選択の延期、製品選択の拒否、および製品選択の委

任という 3 種類のうちのいずれかの行動を採りうるという（Steffel and Williams, 2018）。これらの 3 種類の

行動のうち、製品選択の延期に焦点を合わせた研究が、Iyengar and Lepper（2000）である。彼らは、店頭

が非常に多くの商品で溢れている状況の下で、消費者が製品を比較検討することが面倒になって、より良

い製品選択を行うことを断念して妥協したり買物そのものを延期したりする現象、すなわち、選択肢が多

くなると迷いが生じてかえって購買率が下がる現象を、フィールド調査を通して見出した。具体的には、

彼らは、スーパーマーケットにおいて、製品ラインナップ（選択肢）の広さが、立寄り率や購買率に与える

影響を調査し、その結果、製品ラインナップが広い場合の方が、狭い場合に比して、立寄り率は高いもの

の、購買率は 10 倍以上も低くなるということを見出した。消費者の好みは多様であるため、狭い製品ライ

ンナップでは多様な消費者の多様な好みに対応できず、立寄り率は低くなる一方、多様な好みに対応しよ

うとして製品ラインナップを広くすると、1 人の消費者にとっては選択肢が多過ぎるため、購買率は低く

なるということが示唆された。この結果を踏まえて、彼らは、一般的に、売手側は選択肢が多いほど消費

者が満足すると考えがちであるが、選択肢の増加が常に消費者のメリットになるわけではないと指摘し、

売手側が消費者の好みの多様性に対応するためには、消費者の製品選択基準をよく知って、その基準に合

わせた売場づくりを行うことが有効であると主張した。 

Bettman, Johnson, Luce, and Payne（1993）も、製品選択の延期に焦点を合わせて、製品選択の延期が

行われる条件を探究した。彼らによると、消費者は、選択肢間で魅力度が異なる場合、意思決定を容易に

行うことができるものの、同程度に魅力的な選択肢が複数存在する場合、選択肢間にトレードオフが存在

するため、積極的に多くの情報を処理しようとするという。それゆえ同程度に魅力的な選択肢が複数存在

する場合、消費者は、選択肢に関してより多くの情報を集めたり、他の選択肢を模索したりするために、

製品選択を延期してしまうという。 

Anderson（2003）は、製品選択の延期行動や拒否行動を行う消費者の心理メカニズムを探究した。彼は、

製品選択の結果に対する責任という新たな変数に着目し、人は一般的に、「運の平等主義」を採用しており、

強制的で非自発的な製品選択を行った人は、その結果が悪かったとしたら不運であるため救済されるが、
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自発的な製品選択を行った人は、その結果が悪かったとしても救済されないと主張した。これを踏まえて

彼は、消費者は一般的に、好奇心が強くて自己決定することを重要視しているが、高い製品選択困難性に

直面した際には、製品選択の結果に対する責任を回避するために製品選択を延期または拒否すると主張し

た。 

 

2－2．製品選択委任行動 

 

先述のとおり、高い製品選択困難性に直面した消費者が採用することのできる行動として、製品選択延

期行動および製品選択拒否行動があるが、その他に製品選択委任行動という選択肢もある。製品選択委任

行動とは、消費者が買物時において製品選択を買物同伴者や店員などの自分以外の他者に委任することで

ある（Steffel and Williams, 2018）。Steffel and Williams（2018）は、消費者の製品選択回避行動（延期行動や

拒否行動）に関する先行研究（Bettman, et al., 1993; Iyengar and Lepper, 2000; Anderson, 2003）を踏まえつつ、

消費者が製品選択委任行動を採用する条件と、それを採用する消費者の心理メカニズムを探究した。彼ら

によると、製品選択委任行動は延期行動や拒否行動とは異なり、製品を手に入れつつも、製品選択の結果

が重要ではない場合に製品選択にかかるコストを削減したり、製品選択に対する消費者自身の専門知識が

欠如している場合に選択の失敗を防止したりすることができるという点において優れているという。また、

製品選択委任行動の最大の利点は、製品選択の結果に対する責任を回避できる点であり、この魅力は、製

品選択の失敗の結果として湧き起こる感情を回避したい消費者にとって魅力的であるという。 

製品選択の失敗の結果として湧き起こる感情とは、失望および後悔のことである。失望は、製品選択の

失敗の原因や選択肢の種類にかかわらず、製品選択の結果が消費者の期待にそぐわなかった際に生じる負

の感情であり、後悔は、選択しなかったが選択可能であった他の選択肢との比較によって感じ、また、最

適ではない製品選択の結果に責任を負う際に生じる負の感情である（Zeelenberg, van Dijk, Manstead, and 

vner de Pligt, 2010）。Sugden（1985）は、選択肢数を増やすことによって生じる製品選択困難性と、製品選

択の際に消費者が抱く後悔との関係を探究した。彼らは、選択肢数が増えると選択肢間の比較の頻度も増

え、その結果、選択しなかった選択肢に対する後悔を抱きやすいため、製品選択困難性は製品選択の結果

に対する後悔に直接的に起着すると主張した。 

より最近においては、Steffel and Williams（2018）が、製品選択困難性と製品選択委任行動の関係を探

究し、消費者には製品選択が困難になると、製品選択を委任する傾向がある主張した。彼らは、その際、選

択肢数だけではなく、選択肢間判別困難性や選択肢理解困難性などの様々な困難性を考慮した、Sugden

（1985）より包括的なモデルを構築した。そして、失望および後悔について、失望が、製品選択を他者に委

任しても完全には排除されないのに対して、後悔は、他者に製品選択を委任して選択に対する自分の責任

を転嫁することによって完全に排除できるため、後悔のみが委任行動に直接的な影響を与えるという相違

があると主張した。より具体的には、実証分析に際して、彼らは、製品選択困難性と製品選択委任意図の

関係を分析するために 6 つの実験を行った。その結果、製品選択困難性の種類（選択肢間判別困難性、選択肢

数、および選択肢理解困難性）、製品選択の重要性、製品選択を委任する相手（相手が専門性を有している否か）、

および選択肢の魅力度にかかわらず、製品選択困難性は製品選択委任意図に影響を与え、また、失望およ
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び後悔はともに製品選択委任意図に影響を与えるが、直接的な影響を与えていたのは後者の後悔のみであ

った。 

以上、本章においては、消費者の製品選択行動（延期行動、拒否行動、および委任行動）に関する既存研究を

概観した。製品選択の失敗に対する責任の回避に焦点を合わせた Steffel and Williams（2018）に注目する

と、彼らの研究は、本論冒頭において指摘したとおり、課題を残していると考えられる。その課題とは、す

なわち、失望および後悔という感情に患わされるリスクの回避を望む、リスク回避的な消費者しか考慮し

ておらず、失望および後悔という感情に患わされるリスクを顧みない、リスク志向的な消費者を看過して

しまっている点である。 

 

2－3．制御焦点理論と製品選択委任行動 

 

 制御焦点理論（regulatory focus theory）とは、目標における焦点状態の違いが人々の行動制御に影響を与

えると主張する理論であり、Higgins（1997）によって概念化された理論である。彼によると、焦点状態に

は、予防焦点（prevention focus）と促進焦点（promotion focus）の 2 つが存在する。予防焦点の消費者が、ネ

ガティブな結果の有無に対して高い感受性を有しており、ネガティブな結果が得られない状態に接近した

り、ネガティブな結果が得られる状態を回避したりするのに対して、促進焦点の消費者は、ポジティブな

結果の有無に対して高い感受性を有しており、ポジティブな結果が得られる状態に接近したり、ポジティ

ブな結果が得られない状態を回避したりするという。例えば、同じダイエットを行うに際しても、疫病の

予防というネガティブな結果に注目するのが予防焦点であり、健康の獲得というポジティブな結果に注目

するのが促進焦点である。 

近年、制御焦点理論は、消費者の行動を予測するために効果的な理論として、数多くの消費者行動研究

に援用されている（e.g., Aaker and Lee, 2001; Pham and Avnet, 2004; Mogilner, Aaker, and Pennington, 2008）。

これらの消費者の焦点状態に関する既存研究の中に、製品選択委任行動との関係を探究した研究は存在し

ないが、人の焦点状態と創造性の関連を探究した研究において、リスクに対する態度との関連が論じられ

ている（Friedman and Jakob, 2001）。    

Friedman and Jakob（2001）は、経済環境の不確実性が増して競争が激化した現代社会において、創造

性は欠かすことができないと主張し、当時様々な分野へ応用されていた制御焦点理論を援用して、人の焦

点状態と創造性の関連を探究した。彼らは、予防焦点が創造的思考を抑制する一方、促進焦点は創造的思

考を促進すると指摘し、その原因を人の焦点状態とリスクに対する態度の関係に求めた。彼らによると、

予防焦点の人が、物事をネガティブに評価するためリスク回避的であるのに対して、促進焦点の人は、物

事をポジティブに評価するためリスク志向的であるという。焦点状態の違いによってリスクに対する態度

が異なるという Friedman and Jakob（2001）の主張に鑑みると、高い製品選択困難性に直面した際、消費

者が製品選択を自分で行うのか、それとも他者に製品選択を委任するのかの結果も、消費者の焦点状態に

よって異なると推論することができるであろう。 
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第 3章 仮説の提唱 

 

先述のとおり、Sugden（1985）は、選択肢数を増やすことによって生じる製品選択困難性と消費者が抱

く後悔との関係を探究し、製品選択困難性が高いと消費者は後悔を抱きやすいと主張した。Steffel and Wil-

liams（2018）は、Sugden（1985）が考慮していない選択肢間判別困難性や、選択肢理解困難性など、より

多くの種類の困難性を考慮した実験を行って、高い製品選択困難性に直面した消費者は製品選択を委任す

る傾向があると主張した。Steffel and Williams（2018）の主張の背景には、消費者は、製品選択に失敗し

た場合に抱くであろう失望および後悔という感情に患わされるリスクの回避を望む、という考えが存在す

る。彼らによると、失望が、製品選択の失敗の原因にかかわらず、製品選択の結果と消費者の期待の間に

生じる負のギャップによって生じるため、製品選択を委任しても完全に排除できないのに対して、後悔は、

自分の製品選択の失敗という結果に責任を負う際に生じるため、製品選択を委任して選択に対する責任を

他者に転嫁することによって、完全に排除できるという。そのため、彼らは、失望および後悔のうち、後悔

が、消費者の委任意図に直接的な影響を与える一方、失望は、後悔を高めることを通して製品選択委任意

図に間接的な影響を与えると主張した。 

確かに、製品選択の失敗と、それに伴う失望および後悔という感情を恐れて、それらに患わされるリス

クを回避するために製品選択を委任する消費者も存在するであろうが、製品選択の失敗を恐れず、それゆ

え製品選択の失敗に対する失望および後悔という感情に患わされるリスクを顧みず製品選択を自分で行う

消費者も存在すると考えられる。それでは、どのような消費者が、製品選択を委任し、また、どのような消

費者が製品選択を自分で行うのであろうか。 

この問いに答えるために本論が援用するのが、制御焦点理論（Higgins, 1997）である。同理論によると、

予防焦点の消費者が、リスク回避的な行動をとる一方、促進焦点の消費者は、リスク志向的な行動をとる

という（Friedman and Jakob, 2001）。これを踏まえると、高い製品選択困難性に直面した際、予防焦点の消

費者は、製品選択に失敗した際に失望および後悔という感情に患わされるリスクを回避するべく、製品選

択を委任すると考えられるであろう。 

しかし、促進焦点の消費者は、製品選択に失敗した際に失望および後悔という感情に患わされるリスク

を志向するため、製品選択を委任しにくいと考えられるであろう。以上の議論より、次の 4 つの仮説を提

唱する。 

 

仮説 1 予防焦点の消費者は、促進焦点の消費者に比して、製品選択困難性が高い時に製品選択を委任

する傾向が大きい。 

仮説 2 予防焦点の消費者は、促進焦点の消費者に比して、後悔を抱いた時に製品選択を委任する傾向

が大きい。 

仮説 3 後悔は、製品選択委任意図を高める。 

仮説 4 失望は、後悔を媒介して製品選択委任意図を高める。  
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第 4章 実験 1 

 

4－1．実験方法 

 

4－1－1．実験財の選定 

前章において提唱した 4 つの仮説のうち、仮説 1 の経験的妥当性を吟味するために、実験 1 を行った。

その際、実験財として選定したのは、ヘッドホン、ガム、および医療カルテの 3 つであった。選定に際し

ては、Steffel and Williams（2018）を参照した。彼らは、実験財として、ヘッドホン、ゼリービーンズ、

および医療カルテを選定している。これらのうち、ヘッドホンと医療カルテが、日本人にとって馴染みが

ある一方、ゼリービーンズはアメリカの菓子であるため、日本人には馴染みがない。そのため、ゼリービ

ーンズと同様に様々な味の種類があり、日本人にとって馴染みがあるガムを選定した。 

 

4－1－2．実験手続き 

被験者は、19 歳から 22 歳の慶應義塾大学の学生 222 人であった。まず、被験者を、「低製品選択困難

性グループ」（N ＝ 132）と、「高製品選択困難性グループ」（N ＝ 90）に無作為に分類した。その後、焦点状

態に関する質問項目への回答を依頼し、最後に、両グループの被験者に対して製品選択委任意図に関す

る質問項目への回答を依頼した。 

また、製品選択困難性の種類に関しては、Steffel and Williams（2018）に準拠し、選択肢間判別困難

性、選択肢数、および選択肢理解困難性の 3 種類の困難性を用いた。選択肢間判別困難性を操作するた

めに、低製品選択困難性グループには、形状の異なる 2 種類のヘッドホンからどちらかを選択するとい

う状況を想定させ、また、高製品選択困難性グループには、色の異なる 2 種類のヘッドホンのペアから

ヘッドホンからどちらかを選択するという状況を想定させた。選択肢数については、低製品選択困難性

グループには、5 種類の味のガムから 1 つを選択するという状況を想定させ、また、高製品選択困難性

グループには、14 種類の味のガムの中から 1 つを選択するという状況を想定させた。選択肢理解困難性

については、低製品選択困難性グループには、被験者にも理解できる（医学用語が用いられていない）2 種

類の治療プランの説明書から 1 つを選択するという状況を想定させ、また、高製品選択困難性グループ

には、医学用語が用いられており理解するのが困難な 2 種類の治療プランの説明書から 1 つを選択する

という状況を想定させた。 

 

4－1－3．測定尺度 

質問項目は、既存研究を参考にして設定した。まず、焦点状態に関する質問項目に関しては、Haws, 

Dholakia, and Bearden（2010）の質問項目を援用した。また、被説明変数である製品選択委任意図に関す

る質問項目に関しては、Steffel and Williams（2018）が使用した尺度を援用した。具体的な質問項目は、

図表 1 に要約されている。なお、尺度法は、焦点状態に関する質問項目に関しては、「1：全くそう思わな

い」および「7：非常にそう思う」を端点とする 7 点リッカート尺度を採用した。また、製品選択委任意図

に関する質問項目に関しては、7 点セマンティック・ディファレンシャル尺度（SD 尺度）を採用した。 
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測定尺度の信頼性を判断するために、α係数、および合成信頼性（CR）と、妥当性を判断するための指標

である平均分散抽出度（AVE）を算出した。算出された数値に関しても、図表 1 に要約されている。促進焦

点および予防焦点に関する測定尺度の α係数は、それぞれ 0.771 と 0.733、CR は、それぞれ 0.781 と 0.780

という値であり、推奨される基準値（それぞれ、0.600 と 0.700）を上回っていた（Nunnally, 1978）。AVE は、

それぞれ 0.479 および 0.475 という値であり、0.500 という基準値に近い値であった。以上より、測定尺度

の信頼性および妥当性は、十分に高いと言いうるであろう。なお、製品選択委任意図に関しては、質問項

目が 1 つしか設定されなかったため、α係数、CR、および AVE の値は算出されなかった。 

 

図表 1 実験 1における構成概念と測定尺度 

構成概念／測定尺度（負荷量） α係数 CR AVE 

焦点状態：促進焦点（vs. 予防焦点） 

0.77 0.78 0.48 

X1：これまでに、自分の人生における成功に向かって前進してきたと感じ 

る。（0.62） 

X2：自分の好きな物事に関する機会を見つけると、すぐにワクワクする。 

（0.54） 

X3：自分が今後、どのように希望や憧れを実現していくかについて、想像 

することが多い。（0.73） 

X4：自分は、希望・願い・憧れを実現して「理想的な自分」に近づけるよ 

う積極的に努力する人間であると思う。（0.84） 

焦点状態：予防焦点（vs. 促進焦点） 

0.73 0.78 0.47 

X5：親が作った規則や規制に従うことが多い。（0.64） 

X6：失敗を犯してしまうことを気にする。（0.79） 

X7：自分の人生における失敗をいかに防ぐかについて考えることが多い。 

（0.75） 

X8：自分は、義務・責任・責務を果たして「かくあるべき」自分でいられ 

るように積極的に努力する人間であると思う。（0.55） 

製品選択委任意図 

－ － － X9 ：ヘッドホンを誰に選んでもらいたいか［自分（-3）⇔ 試験官（3）］ 

X10：ガムを誰に選んでもらいたいか［自分（-3）⇔ 友達（3）］ － － － 

X11：治療プランを誰に選んでもらいたいか［自分（-3）⇔ 医師（3）］ － － － 

 

4－2．分析結果 

 

前節において収集したデータを用いて、二元配置分散分析および単純主効果検定を実施した。まず、促

進焦点の平均値と予防焦点の平均値の差を被験者ごとに算出し、中央値折半法によって、上記の差の値が

中央値の 0.250 以上の被験者を促進焦点グループ（N ＝125）に割り当てた一方、上記の差の値が中央値よ

り小さい被験者を予防焦点グループ（N ＝  97）に割り当てた。その結果、低製品選択困難性グループ 

（N ＝ 90）における促進焦点の被験者と予防焦点の被験者の数は、それぞれ N ＝ 49 および N ＝ 41 であっ

た。また、高製品選択困難性グループ（N ＝ 132）における促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の数

は、それぞれ、N ＝ 76 および N ＝ 56 であった。その後、「製品選択困難性」（低／高）×「焦点状態」（促進

焦点／予防焦点）の二元配置分散分析を行った。なお、製品選択困難性の種類に関しては、選択肢間判別困

難性、選択肢数、および選択肢理解困難性という 3 種類が存在するので、合計 3 回の二元配置分散分析お

よび単純主効果検定を行った。また、分析に際しては、SAS for Windows, Ver. 9.4 の GLM プロシジャを
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用いた。 

製品選択困難性の種類として選択肢間判別困難性を用いた実験の結果は、図表 2 および図表 3 に要約さ

れるとおりであった。低製品選択困難性グループにおける、促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の

製品選択委任意図の平均値（標準偏差）は、それぞれ 2.526（1.800）および 2.768（1.819）であり、高製品選

択困難性グループにおける、促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の製品選択委任意図の平均値（標

準偏差）は、それぞれ 3.143（1.893）および 3.854（1.892）であった。製品選択困難性と焦点状態の交互効

果の F 値は、4.980 という値であり、1％水準で有意であった（F ＝ 4.98, p ＜ 0.01）。 

単純主効果検定を行ったところ、低製品選択困難性グループおよび高製品選択困難性グループの単純主

効果の F 値は、それぞれ 0.550 および 3.320 という値であり、高製品選択困難性グループの F 値（3.320）

のみ有意であった（F ＝ 0.55, p ＞ 0.10; F ＝ 3.32, p ＜ 0.10）。また、促進焦点および予防焦点の単純主効果の

F 値は、それぞれ 3.320 および 8.220 という値であり、前者は 10%水準、後者は 1%水準で有意であった

（F ＝ 3.32, p ＜ 0.10; F ＝ 8.22, p ＜ 0.01）。したがって、予防焦点の場合の方が促進焦点の場合に比して、製品

選択困難性が製品選択委任意図に与える影響が大きいということが示唆されたと言いうるであろう。 

 

図表 2 選択肢間判別困難性が製品選択委任意図に与える影響に関する分析の結果（平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3 選択肢間判別困難性が製品選択委任意図に与える影響に関する分析の結果（F値） 

 F 値 p 値 

製品選択困難性と焦点状態の交互効果 4.98*** 0.00 

低製品選択困難性グループの単純主効果 0.55*** 0.46 

高製品選択困難性グループの単純主効果 3.32*** 0.07 

促進焦点の場合の単純主効果 3.32*** 0.07 

予防焦点の場合の単純主効果 8.22*** 0.00 

ただし、*は 1％水準、***は 10％水準で有意。 

 

製品選択困難性の種類として選択肢数を用いた実験の結果は、図表 4 および図表 5 に要約されるとおり

であった。低製品選択困難性グループにおける、促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の製品選択委

任意図の平均値（標準偏差）は、それぞれ 1.868（1.569）および 2.205（1.392）であり、高製品選択困難性グ

ループにおける、促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の製品選択委任意図の平均値（標準偏差）は、

それぞれ 2.429（1.581）および 3.268（1.924）であった。製品選択困難性と焦点状態の交互効果の F 値は、
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6.890 という値であり、1％水準で有意であった（F ＝ 6.89, p ＜ 0.01）。 

単純主効果検定を行ったところ、低製品選択困難性グループおよび高製品選択困難性グループの単純主

効果の F 値は、それぞれ 1.830 および 6.140 という値であり、高製品選択困難性グループの F 値（6.140）

のみで有意であった（F ＝ 1.83, p ＞ 0.10; F ＝ 6.14, p ＜ 0.05）。また、促進焦点および予防焦点の単純主効果

の F 値は、それぞれ 3.640 および 9.570 という値であり、前者は 10%水準、後者は 1%水準で有意であっ

た（F ＝ 3.64, p ＜ 0.10; F ＝ 9.57, p ＜ 0.01）。したがって、予防焦点の場合の方が促進焦点の場合に比して、製

品選択困難性が製品選択委任意図に与える影響が大きいということが示唆されたと言いうるであろう。 

 

図表 4 選択肢数が製品選択委任意図に与える影響に関する分析の結果（平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 5 選択肢数が製品選択委任意図に与える影響に関する分析の結果（F値） 

 F 値 p 値 

製品選択困難性と焦点状態の交互効果 6.89*** 0.00 

低製品選択困難性グループの単純主効果 1.83*** 0.18 

高製品選択困難性グループの単純主効果 6.14*** 0.01 

促進焦点の場合の単純主効果 3.64*** 0.06 

予防焦点の場合の単純主効果 9.57*** 0.00 

ただし、*は 1％水準、**は 5％水準、***は 10％水準で有意。 

 

製品選択困難性の種類として選択肢理解困難性を用いた実験の結果は、図表 6 および図表 7 に要約され

るとおりであった。低製品選択困難性グループにおける、促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の製

品選択委任意図の平均値（標準偏差）は、それぞれ 2.632（1.607）および 3.036（1.549）であり、高製品選択

困難性グループにおける、促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の製品選択委任意図の平均値（標準偏

差）は、それぞれ 3.653（1.786）および 4.390（2.108）であった。製品選択困難性と焦点状態の交互効果の

F 値は、10.260 という値であり、1％水準で有意であった（F ＝ 10.26, p ＜ 0.01）。 

単純主効果検定を行ったところ、低製品選択困難性グループおよび高製品選択困難性グループの単純主

効果の F 値は、それぞれ 1.750 および 4.030 という値であり、高製品選択困難性グループの F 値（4.030）

のみ有意であった（F ＝ 1.75, p ＞ 0.10; F ＝ 4.03, p ＜ 0.10）。また、促進焦点および予防焦点の単純主効果の F

値は、それぞれ 10.320 および 14.420 という値であり、前者は 10%水準、後者は 1%水準で有意であった

（F ＝ 10.32, p ＜ 0.10; F ＝ 14.42, p ＜ 0.01）。したがって、予防焦点の場合の方が促進焦点の場合に比して、製

品選択困難性が製品選択委任意図に与える影響が大きいということが示唆されたと言いうるであろう。 
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図表 6 選択肢理解困難性が製品選択委任意図に与える影響に関する分析の結果（平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 7 選択肢理解困難性が製品選択委任意図に与える影響に関する分析の結果（F値） 

 F 値 p 値 

製品選択困難性と焦点状態の交互効果 10.26*** 0.00 

低製品選択困難性グループの単純主効果 1.75*** 0.19 

高製品選択困難性グループの単純主効果 4.03*** 0.05 

促進焦点の場合の単純主効果 10.32*** 0.06 

予防焦点の場合の単純主効果 14.42*** 0.00 

ただし、*は 1％水準、**は 5％水準、***は 10％水準で有意。 

 

以上の結果より、選択肢間判別困難性、選択肢数、および選択肢理解困難性の 3 種類の製品選択困難性

全てにおいて予防焦点の場合の方が促進焦点の場合に比して、製品選択困難性が製品選択委任意図に与え

る影響が大きいということが示唆された。それゆえ、仮説 1「予防焦点の消費者は、促進焦点の消費者に比

して、製品選択困難性が高い時に製品選択を委任する傾向が大きい」は、支持されたと結論づけられるで

あろう。 

 

 

第 5章 実験 2 

 

5－1．実験方法 

 

5－1－1．実験財の選定 

前々章において提唱した 4 つの仮説のうち、仮説 2、仮説 3、および仮説 4 の経験的妥当性を吟味するた

めに、再び実験を行った。実験財には、実験 1 と同様に Steffel and Williams（2018）を参照して、アイス

クリームを選定した。 

 

5－1－2．実験手続き 

被験者は、19 歳から 22 歳の慶應義塾大学の学生 222 人であった。実験 1 と同様に、まず、被験者を、

「低製品選択困難性グループ」（N ＝ 132）と、「高製品選択困難性グループ」（N ＝ 90）に無作為に分類した。

その後、焦点状態に関する質問項目への回答を依頼した。そして、低製品選択困難性グループには、次の
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架空のシナリオを読んでもらい、 

 

あなたは、今流行りのアイスクリーム屋さん「マンデーアイスクリーム」に行きました。マン

デーアイスクリームには、31 種類のフレーバーがあります。しかし、閉店間際であったため、

残念ながら多くのフレーバーは売り切れてしまい、残っていたのは売上ランキング 1 位（メロン

シャワー）と 7 位（ベリーチーズケーキ）の 2 種類のフレーバーのみでした。あなたがアイスクリ

ームを選ぶのを迷っていると、店員さんの佐藤さんが「迷っているなら、私があなたにとってベ

ストなフレーバーを選んであげましょうか？」と声をかけてきてくれました。 

 

高製品選択困難性グループには、次の架空のシナリオを読んでもらった。 

 

あなたは、今流行りのアイスクリーム屋さん「マンデーアイスクリーム」に行きました。マン

デーアイスクリームには、31 種類のフレーバーがあります。しかし、閉店間際であったため、

残念ながら多くのフレーバーは売り切れてしまい、残っていたのは売上ランキング 4 位（ラムレ

ーズン）と 5 位（キャラメルリボン）の 2 種類のフレーバーのみでした。あなたがアイスクリーム

を選ぶのを迷っていると、店員さんの佐藤さんが「迷っているなら、私があなたにとってベスト

なフレーバーを選んであげましょうか？」と声をかけてきてくれました。 

 

なお、「マンデーアイスクリーム」とは、被験者の事前知識によって製品選択委任意図に差が生じないよう

にするための架空のブランド名である。また、製品選択困難性の種類に関しては、Steffel and Williams

（2018）に準拠し、選択肢間判別困難性を用いた。 

シナリオを読んでもらった後、両グループの被験者に対して製品選択委任意図に関する質問項目への回

答してもらった。そして最後に、上記のシナリオの続きとして、仮に自分で製品選択を行い、かつ製品選

択に失敗したと想定してもらった上で、失望および後悔に関する質問項目に回答するように依頼した。 

 

5－1－3．測定尺度 

実験 2 において使用した質問項目も、実験 1 と同様に既存研究を参考にして設定した。まず、焦点状態

に関する質問項目に関しては、Haws, et al.（2010）の質問項目を援用した。また、被説明変数である製品

選択委任意図、失望、および後悔に関する質問項目に関しては、Steffel and Williams（2018）が使用した

尺度を援用した。具体的な質問項目は、図表 8 に要約されている。なお、採用された尺度法は、焦点状態、

失望、および後悔に関する質問項目に関しては、「1：全くそう思わない」および「7：非常にそう思う」を

端点とする 7 点リッカート尺度であった。また、製品選択委任意図に関する質問項目に関しては、7 点 SD

尺度であった。 

α係数、および CR と、AVE を算出した。算出された数値に関しても、図表 8 に要約されている。促進

焦点、予防焦点、失望、および後悔に関する測定尺度の α係数は、それぞれ 0.772、0.733、0.704、および

0.711、CR は、それぞれ 0.781、0.780、0.723、および 0.796 という値であり、推奨される基準値（それぞ
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れ、0.600 と 0.700）を上回っていた。AVE は、それぞれ 0.479、0.475、0.475、および 0.602 という値であ

り、0.500 という基準値に近い値であった。以上より、測定尺度の信頼性および妥当性は、十分に高いと言

いうるであろう。なお、製品選択委任意図に関しては、質問項目が 1 つしか設定されなかったため、α 係

数、CR、および AVE の値は算出されなかった。 

 

図表 8 実験 2における構成概念と測定尺度 

構成概念／測定尺度（負荷量） α係数 CR AVE 

焦点状態：促進焦点（vs. 予防焦点） 

0.77 0.78 0.48 

X1：これまでに、自分の人生における成功に向かって前進してきたと感じ 

る。（0.62） 

X2：自分の好きな物事に関する機会を見つけると、すぐにワクワクする。 

（0.54） 

X3：自分が今後どのように希望や憧れを実現していくかについて、想像 

することが多い。（0.73） 

X4：自分は、希望・願い・憧れを実現して「理想的な自分」に近づけるよ 

う積極的に努力する人間であると思う。（0.84） 

焦点状態：予防焦点（vs. 促進焦点） 

0.73 0.78 0.47 

X5：親が作った規則や規制に従うことが多い。（0.64） 

X6：失敗を犯してしまうことを気にする。（0.80） 

X7：自分の人生における失敗をいかに防ぐかについて考えることが多い。 

（0.75） 

X8：自分は、義務・責任・責務を果たして「かくあるべき」自分でいられ 

るように積極的に努力する人間であると思う。（0.55） 

製品選択委任意図    

X9：アイスクリームのフレーバーを誰に選んでもらいたいか［自分（-3）

⇔ 店員（3）］ 
－ － － 

失望 

0.70 0.72 0.47 

X10：あなたは、美味しいフレーバーを選ぶ上で無力だと感じた。（0.50） 

X11：あなたは、美味しいフレーバーを選ぶためにできることは何もない 

と感じた。（0.81） 

X12：あなたが選んだフレーバーが、あまり美味しくなかった時、それは自 

分の手には負えないことだと思った。（0.72） 

後悔 

0.71 0.80 0.60 
X13：あなたは、フレーバーの選択を間違えたと思う。（0.45） 

X14：あなたは、フレーバーの選択を間違えた時、自分を責める。（1.12） 

X15：あなたは、フレーバーの選択を間違えた時、責任を感じる。（0.59） 

 

5－2．分析結果 

 

前節において収集したデータを用いて、回帰分析を実施した。実験 1 と同様に、まず、 促進焦点の平均

値と予防焦点の平均値の差を被験者ごとに算出し、中央値折半法によって、上記の差の値が中央値の 0.250

以上の被験者を促進焦点グループ（N ＝ 125）に割り当てた一方、上記の差の値が中央値より小さい被験者

を予防焦点グループ（N ＝ 97）に割り当てた。その結果、低製品選択困難性グループ（N ＝ 90）における促

進焦点の被験者と予防焦点の被験者の数はそれぞれ N ＝ 49 および N ＝ 41 であった。また、高製品選択

困難性グループ（N ＝ 132）における促進焦点の被験者および予防焦点の被験者の数はそれぞれ、N ＝ 76 お

よび N ＝ 56 であった。その後、失望または後悔と焦点状態の交互効果が製品選択委任意図に与える影響
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を検討するために、回帰分析を行なった。 

 

図表 9 後悔と焦点状態の交互効果に関する分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、*は 1％水準、**は 5％水準で有意。 

 

後悔と焦点状態の交互効果が製品選択委任意図に与える影響に関する回帰分析の結果は、図表 9 に要約

されるとおりであった。まず、モデル 1 においては、被説明変数として「後悔」を設定し、説明変数とし

て「失望」を設定した。次に、モデル 2 からモデル 4 においては、被説明変数として「製品選択委任意図」

を設定した。説明変数として、モデル 2 においては、「後悔」および「焦点状態」を、モデル 3 においては、

「後悔」、「焦点状態」、および「後悔×焦点状態」を、モデル 4 においては、「後悔」、「焦点状態」、「後悔×

焦点状態」、および「失望」を設定した。なお、分析に際しては、SAS for Windows, Ver. 9.4 の REG プロ

シジャを用いた。 

モデル 1 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、27.500 という値を示し、1％水準で有意であっ

た（F ＝ 27.50, p ＜ 0.01）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.111、自由度調整済

決定係数R̅2値は、0.107 という値を示した。「失望」の標準回帰係数は、0.355 という値を示し、1％水準で

有意であった（t ＝ 5.24, p ＜ 0.01）。 

モデル 2 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、11.090 という値を示し、1％水準で有意であっ

た（F ＝ 11.09, p ＜ 0.01）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.092、自由度調整済

決定係数R̅2値は、0.084 という値を示した。「後悔」の標準回帰係数は、0.288、「焦点状態」の標準回帰係

数は、0.660 という値を示し、ともに 1％水準で有意であった（t ＝ 3.54, p ＜ 0.01; t ＝ 2.88, p ＜ 0.01）。 

モデル 3 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、9.220 という値を示し、1％水準で有意であった

（F ＝ 9.22, p ＜ 0.01）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.113、自由度調整済決定

係数値R̅2は、0.100 という値を示した。「後悔」の標準回帰係数は、0.156、「焦点状態」の標準回帰係数は、

-0.632、「後悔×焦点状態」の標準回帰係数は、0.381 という値を示し、「後悔×焦点状態」の標準回帰係数

のみ有意であった（t ＝ 1.56, p ＞ 0.10; t ＝ -1.02, p ＞ 0.10; t ＝2.25, p ＜ 0.05）。 

モデル 4 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、6.900 という値を示し、1％水準で有意であった

（F ＝ 6.90, p ＜ 0.01）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.113、自由度調整済決定

係数R̅2値は、0.096 という値を示した。「後悔」の標準回帰係数は、0.149、「焦点状態」の標準回帰係数は、
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−0.640、「後悔×焦点状態」の標準回帰係数は、0.383、「失望」の標準回帰係数は、0.017 という値を示し、

「後悔×焦点状態」の標準回帰係数のみ有意であった（t ＝ 1.42, p ＞ 0.10; t ＝ -1.03; t ＝ 2.26, p ＞ 0.10; t ＝ 2.26, 

p ＜ 0.50; t ＝ 0.19, p ＞ 0.10）。 

 

図表 10 失望と焦点状態の交互効果に関する分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、*は 1％水準、**は 5％水準で有意。 

 

失望と焦点状態の交互効果が製品選択委任意図に与える影響に関する回帰分析の結果は、図表 10 に要約

されるとおりであった。まず、モデル 5 においては、被説明変数として「失望」を設定し、説明変数とし

て「後悔」を設定した。次に、モデル 6 からモデル 8 においては、被説明変数として「製品選択委任意図」

を設定した。説明変数として、モデル 6 においては、「失望」および「焦点状態」を、モデル 7 においては、

「失望」、「焦点状態」、および「失望×焦点状態」を、モデル 9 においては、「失望」、「焦点状態」、「失望×

焦点状態」、および「後悔」を設定した。 

モデル 5 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、27.500 という値を示し、1％水準で有意であっ

た（F ＝ 27.50, p ＜ 0.01）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.111、自由度調整済

決定係数R̅2値は、0.107 という値を示した。「後悔」の標準回帰係数は、0.313 という値を示し、1％水準で

有意であった（t ＝ 5.24, p ＜ 0.01）。 

モデル 6 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、5.280 という値を示し、1％水準で有意であった

（F ＝ 5.28, p ＜ 0.01）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.046、自由度調整済決定

係数R̅2値は、0.037 という値を示した。「失望」の標準回帰係数は、0.104、「焦点状態」の標準回帰係数は、

0.700 という値を示し、「焦点状態」の標準回帰係数のみ有意であった（t ＝ 1.17, p ＞ 0.10; t ＝ 2.97, p ＜ 0.01）。 

モデル 7 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、3.510 という値を示し、5％水準で有意であった

（F ＝ 3.51, p ＜ 0.05）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.046、自由度調整済決定

係数R̅2値は、0.033 という値を示した。「失望」の標準回帰係数は、0.112、「焦点状態」の標準回帰係数は、

0.785、「後悔×焦点状態」の標準回帰係数は、0.024 という値を示し、全て非有意であった（t ＝  1.01,  

p ＞ 0.10; t ＝ 1.11, p ＞ 0.10; t ＝ -0.13, p ＞ 0.10）。 

モデル 8 について、モデル全体の妥当性を示す F 値は、5.500 という値を示し、1％水準で有意であった
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（F ＝ 5.50, p ＜ 0.01）。また、モデルの当てはまりの良さを表す決定係数 R2値は、0.092、自由度調整済決定

係数R̅2 値は、0.075 という値を示した。「失望」の標準回帰係数は、-0.008、「焦点状態」の標準回帰係数

は、0.560、「後悔×焦点状態」の標準回帰係数は、0.027、「後悔」の標準回帰係数は、0.288 という値を示

し、「後悔」の標準回帰係数のみ有意であった（t ＝ 0.07, p ＞ 0.01; t ＝ 0.80, p ＞ 0.01; t ＝ 0.15, p ＞ 0.01; t ＝ 3.31, 

p ＜ 0.01）。 

以上の結果より、仮説 2「予防焦点の消費者は、促進焦点の消費者に比して、後悔を抱いた時に製品選択

を委任する傾向が大きい」、仮説 3「後悔は、製品選択委任意図を高める」、および仮説 4「失望は、後悔を

媒介して製品選択委任意図を高める」は、支持されたと結論づけられるであろう。 

 

 

第 6章 おわりに 

 

6－1．学術的含意 

 

Steffel and Williams（2018）は、高い製品選択困難性に直面した消費者が、製品選択委任行動を採用す

る条件と、それを採用する消費者の心理メカニズムを論じた先駆的研究として注目に値する。彼らの主張

は、高い製品選択困難性に直面した消費者は、製品選択に失敗した場合に抱くであろう失望および後悔と

いう感情に患わされるリスクの回避を望むため、製品選択を他者に委任しやすいということであった。し

かしながら、この既存研究は、失望および後悔という感情に患わされるリスクの回避を望む、リスク回避

的な消費者しか考慮しておらず、失望および後悔という感情に患わされるリスクを顧みない、リスク志向

的な消費者の存在を看過してしまっていた。 

そこで、本論は、制御焦点理論を援用して、製品選択に失敗した際に抱く失望および後悔という感情に

患わされるリスクの回避を望む、リスク回避的な消費者だけでなく、失望および後悔という感情に患わさ

れるリスクを顧みない、リスク志向的な消費者の存在をも考慮した。これによって、Steffel and Williams

（2018）より包括的なモデルを構築し、2 回の実験を通してそれを実証することに成功した本論は、消費者

の製品選択委任行動に関する研究を進展させることに貢献したと言いうるであろう。 

 

6－2．実務的含意 

 

本論の実務的含意は、次のとおりである。製品選択が困難な店舗（類似製品多い店舗、製品ラインナップが豊

富な店舗、および専門店）において、予防焦点の消費者は、製品選択に失敗した際に抱くであろう失望および

後悔という感情に患わされるリスクを回避するために、製品選択を委任する傾向がある。そのため、製品

選択が困難な店舗においては、予防焦点の消費者が製品選択を委任することができる店員を配置した方が

良いであろう。 
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6－3．本論の限界および今後の課題 

 

本論は、次のような限界と課題を抱えている。まず、時間および予算の制約上、被験者を大学生に限定

してしまった点である。今後の研究においては、幅広い年齢や職業の消費者を対象とした実験を行うこと

によって、本論における仮説の外部妥当性を高めることができるであろう。 

また、本論は、製品選択委任意図を調査する際、被験者に製品選択を行う場面を質問紙上で想定しても

らうに留まった。今後は、既存研究と同様に実際に製品や委任相手を用意した実験を行うことが望まれよ

う。そうすることによって、本論における仮説の信頼性を高めることができるであろう。 

このように幾つかの限界と今後の課題を残しているとはいえ、リスク志向的な消費者の存在を考慮する

ことによって、既存研究より包括的なモデルを開発し、実証分析に成功した本論は、製品選択困難性と製

品選択委任行動との関係を取り扱う今後の研究および実務に対する礎石となるであろう。 

 

（記） 本論の執筆に際して、ご助言をいただいた多くの方々に、この場を借りて感謝の意を表したい。

最も感謝の想いを伝えたいのは、もちろん小野晃典先生である。小野晃典先生には、ご多忙の中で

あるにもかかわらず、本論に関して、研究の内容から細かい言葉遣い、書式に至るまで、丁寧なご

指導を賜った。小野先生のお力添え無くして、本論が完成することはなかっただろう。小野先生、

本当にありがとうございました。また、私の目標であった大学院生の方々や第 14 期の先輩方、大切

な仲間である第 15 期生や第 16 期生の存在が、私の卒業論文の執筆を後押ししてくれた。特に、慶

應義塾大学大学院後期博士課程の石井隆太さんには、テーマ選定から、仮説構築、実証分析、本文

執筆と、あらゆる段階において、ご丁寧なご指導をいただいた。最後に、私の卒業論文に関わって

くださった全ての方々に感謝の意を表したい。ありがとうございました。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15 期 福田 笙一 

調査票 1－A 

製品選択行動に対する消費者意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢：    歳 

性別：男性・女性 

 

質問 A（あなた自身に関してお聞きします。） 

 

 

 

 

 

 

最も当てはまるものに○をつけてください。 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

非
常
に
そ
う
思
う 

01：重要な物事を達成する際、自分は理想どおりに行動できな

いと思う。 

1 2 3 4 5 6 7 

02：これまでに、自分の人生における成功に向かって前進して 

きたと感じる。  

1 2 3 4 5 6 7 

03：自分の好きな物事に関する機会を見つけると、すぐにワク

ワクする。 

1 2 3 4 5 6 7 

04：自分が今後どのように希望や憧れを実現していくかにつ 

いて、想像することが多い。  

1 2 3 4 5 6 7 

05：自分は、希望・願い・憧れを実現して「理想的な自分」に 

近づけるよう積極的に努力する人間であると思う。  

1 2 3 4 5 6 7 

補
録

1
 
調
査
票

1
－

A
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質問 B（あなた自身に関してお聞きします。） 

 

 

 

 

 

 

 

質問 C 

 

 

＊0…どちらでも良い 

 

あなたに最も当てはまるものに○をつけてください。 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

非
常
に
そ
う
思
う 

01：親が作った規則や規制に従うことが多い。  1 2 3 4 5 6 7 

02：時々、注意深さを欠くことによって、痛い目を見ることが

あった。 

1 2 3 4 5 6 7 

03：失敗を犯してしまうことを気にする。  1 2 3 4 5 6 7 

04：自分の人生における失敗をいかに防ぐかについて考える

ことが多い。  

1 2 3 4 5 6 7 

05：自分は、義務・責任・責務を果たして「かくあるべき」自

分でいられるよう積極的に努力する人間であると思う。 

1 2 3 4 5 6 7 

あなたは今から英語のリスニング試験を 3 回受験します。その際、

使用するヘッドホンを毎回変えることができます。 

選択できるヘッドホンは以下の A か B で、毎回自分で選ぶか、試験

官に試験に適したヘッドホンを選んでもらうことができます。 

ヘッドホンの選択に関して、最も当てはまるものに○をつけてくださ

い。 

 

 

 

 

 

A（灰色）                 B（黒色） 

あなたはヘッドホンの選択をどうしますか。 

ヘッドホンを自分で選ぶ。 1   2 ヘッドホンを試験官に選んでもらう 

ヘッドホンを誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 試験官 
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質問 D 

 

 

＊0…どちらでも良い 

 

 

次の文章をよくお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたには、今からガムを食べていただきます。その際、以下の 14

種類の味の中から好きな味を選ぶことができます。 

ガムの味の選択に関して、最も当てはまるものに○をつけてくださ

い。 

⚫ ストロベリー 

⚫ グレープ 

⚫ ピーチ 

⚫ メロン 

⚫ ライチ 

⚫ ソーダ 

⚫ オレンジ 

⚫ アップル 

⚫ コーラ 

⚫ ラズベリー 

⚫ グリーンアップル 

⚫ ミント 

⚫ マスカット 

⚫ グレープフルーツ 

あなたはガムの味の選択をどうしますか。 

ガムの味を自分で選ぶ。 1   2 ガムの味を友達に選んでもらう 

ガムの味を誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 友達 

＊プラン① 

血腫の外科的排出を受けて、C4 脊椎の周囲に溜まった血管外遊出血および、血管内閉塞の損傷し

た血管を選択的に閉塞し、出血を止めます。術後は、頸部に慢性的な痛みを感じるとともに、四肢

に断続的な麻痺および灼熱感が残ります。 

＊プラン② 

手術を受けないことを選択することもできます。代わりに、痛みをコントロールするために PRN

静脈内鎮痛薬による緩和ケアを受けます。しかし、血腫が未摘出のままで、血管が依然として開存

している場合、血腫はあなたの脊髄を圧迫し続け、永久的に損傷を与えて麻痺を引き起こす可能性

があります。 

こんにちは、 

私はレベル 1 外傷センターの外傷救急救命員、大門です。 

あなたは自動車事故、すなわち MVA に遭い、 

頚部の脊柱の一部である 

C4 脊椎に鈍的な外傷を負った状態で、脊髄出血があります。 

 

選べる治療プランは 2 つです。 
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質問 E 

 

＊0…どちらでも良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の文章をよくお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 F 

 

 

 

 

＊0…どちらでも良い 

 

 

あなたは治療プランの選択をどうしますか。 

治療プランを自分で選ぶ。 1   2 治療プランを医師に選んでもらう。 

治療プランを誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 医師 

アイスクリームのフレーバーを誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 店員（佐藤さん） 

あなたは、今流行りのアイスクリーム屋さん「マンデーアイスクリ

ーム」に行きました。 

マンデーアイスクリームには、31種類のフレーバーがあります。 

しかし、閉店間際であったため、残念ながら多くのフレーバーは売

り切れてしまい、残っていたのは売上ランキング 4 位（ラムレーズ

ン）と 5 位（キャラメルリボン）の 2 種類のフレーバーのみでし

た。 

 

あなたがフレーバーを選ぶのを迷っていると、店員の佐藤さんが 

「迷っているなら、私があなたにとってベストなフレーバーを選ん

であげましょうか？」 

と声をかけてきてくれました。 

 

 

アイスクリームを注文する際のあなたはどうしますか？ 

最も当てはまるものに○をつけてください。 
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自分でアイスクリームのフレーバーを選択し、 

 

かつ 

 

選択を間違え、選んだフレーバーが美味しくなかった

場合 

 

を想像し、その時の気持ちをお答えください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 G 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上となります。 

ご協力いただき、ありがとうございました。 

自分で選択したフレーバーが美味しくなかった時のあなたの 

気持ちとして最も当てはまるものに○をつけてください。 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

非
常
に
そ
う
思
う 

01：選択可能なフレーバーのうち、どちらも選びたくなかっ

た。 

1 2 3 4 5 6 7 

02：あなたは、美味しいフレーバーを選ぶ上で無力だと感じ

た。 

1 2 3 4 5 6 7 

03：あなたは、美味しいフレーバーを選ぶためにできること

は、何もないと感じた。 

1 2 3 4 5 6 7 

04：あなたが選んだフレーバーが、あまり美味しくなかった 

時、それは自分の手には負えないことだと思った。 

1 2 3 4 5 6 7 

05：あなたは、フレーバーを選ぶにあたり、フレーバーについ

てもっと調べるべきであったと感じた。 

1 2 3 4 5 6 7 

06：あなたは、フレーバーの選択を間違えたと思う。 1 2 3 4 5 6 7 

07：あなたは、フレーバーの選択を間違えた時、自分を責める。 1 2 3 4 5 6 7 

08：あなたは、フレーバーの選択を間違えた時、責任を感じる。  1 2 3 4 5 6 7 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必要としています。

今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致しますので、個人情報が外部に漏洩する

ことは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きましたら、本調査にご

協力お願い申し上げます。 
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調査票 1－B 

製品選択行動に対する消費者意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢：    歳 

性別：男性・女性 

 

質問 A（あなた自身に関してお聞きします。） 

 

 

 

 

 

 

最も当てはまるものに○をつけてください。 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

非
常
に
そ
う
思
う 

01：重要な物事を達成する際、自分は理想どおりに行動できな

いと思う。 

1 2 3 4 5 6 7 

02：これまでに、自分の人生における成功に向かって前進して

きたと感じる。  

1 2 3 4 5 6 7 

03：自分の好きな物事に関する機会を見つけると、すぐにワク

ワクする。 

1 2 3 4 5 6 7 

04：自分が今後どのように希望や憧れを実現していくかにつ 

いて、想像することが多い。  

1 2 3 4 5 6 7 

05：自分は、希望・願い・憧れを実現して「理想的な自分」に 

近づけるよう積極的に努力する人間であると思う。  

1 2 3 4 5 6 7 
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質問 B（あなた自身に関してお聞きします。） 

 

 

 

 

 

 

 

質問 C 

あなたは今から英語のリスニング試験を 3 回受験します。 

その際、使用するヘッドホンを毎回変えることができます。 

選択できるヘッドホンは以下の A か B で、毎回自分で選ぶか、 

試験官に試験に適したヘッドホンを選んでもらうことがで

きます。 

ヘッドホンの選択に関して、最も当てはまるものに○をつけてくださ

い。 

 

 

 

 

 

A（オーバーヘッドホン）     B（インナーヘッドホン） 

 

あなたはヘッドホンの選択をどうしますか。 

ヘッドホンを自分で選ぶ。 1   2 ヘッドホンを試験官に選んでもらう 

 

ヘッドホンを誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 試験官 

＊0…どちらでも良い 

あなたに最も当てはまるものに○をつけてください。 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

非
常
に
そ
う
思
う 

01：親が作った規則や規制に従うことが多い。  1 2 3 4 5 6 7 

02：時々、注意深さを欠くことによって、痛い目を見ることが 

あった。 

1 2 3 4 5 6 7 

03：失敗を犯してしまうことを気にする。  1 2 3 4 5 6 7 

04：自分の人生における失敗をいかに防ぐかについて考える

ことが多い。  

1 2 3 4 5 6 7 

05：自分は、義務・責任・責務を果たして「かくあるべき」自

分でいられるよう積極的に努力する人間であると思う。 

1 2 3 4 5 6 7 
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質問 D 

あなたには、今からガムを食べていただきます。

その際、 

右の5種類の味の中から好きな味を選ぶこと

ができます。 

ガムの味の選択に関して、最も当てはまるもの

に○をつけてください。 

⚫ ストロベリー 

⚫ グレープ 

⚫ ピーチ 

⚫ メロン 

⚫ ライチ 

 

あなたはガムの味の選択をどうしますか。 

ガムの味を自分で選ぶ。 1   2 ガムの味を友達に選んでもらう 

 

ガムの味を誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 友達 

＊0…どちらでも良い 

 

 

 

 

 

 

 

次の文章をよくお読みください。 

 

 

 

 

 

 

＊プラン① 

手術を受けて、脊髄周辺に溜まった血液を取り除き、出血を止めます。 

手術後、断続的な首の痛みと、時々、腕や足に刺痛や灼熱感を感じるかもことがあります。 

 

＊プラン② 

手術を受けない選択肢もあります。代わりに、必要に応じて痛み止めを服用します。 

しかし、溜まった血液が除去されず、出血が止まらない場合、血が脊髄を圧迫し、永久的に損傷を

与え、麻痺の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、私は救急医療チームの医師、大門です。 

あなたは交通事故に遭い、首の骨 1 つが損傷していて、 

首の脊髄に重度の打撲や出血があります。 

 

選べる治療プランは 2 つです。 
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質問 E 

あなたは治療プランの選択をどうしますか。 

治療プランを自分で選ぶ。 1   2 治療プランを医師に選んでもらう。 

 

治療プランを誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 医師 

＊0…どちらでも良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の文章をよくお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 F 

アイスクリームのフレーバーを誰に選んでもらいたいですか。 

自分 −3  −2  −1  0  1  2  3 店員（佐藤さん） 

＊0…どちらでも良い 

 

 

あなたは、今流行りのアイスクリーム屋さん「マンデーアイスクリ

ーム」に行きました。 

マンデーアイスクリームには、31種類のフレーバーがあります。 

しかし、閉店間際であったため、残念ながら多くのフレーバーは売

り切れてしまい、残っていたのは売上ランキング 1 位（メロンシャ

ワー）と 7 位（ベリーチーズケーキ）の 2 種類のフレーバーのみで

した。 

 

あなたがフレーバーを選ぶのを迷っていると、店員の佐藤さんが 

「迷っているなら、私があなたにとってベストなフレーバーを選ん

であげましょうか？」 

と声をかけてきてくれました。 

 

 

アイスクリームを注文する際のあなたはどうしますか？ 

最も当てはまるものに○をつけてください。 
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自分でアイスクリームのフレーバーを選択し、 

 

かつ 

 

選択を間違え、選んだフレーバーが美味しくなかった

場合 

 

を想像し、その時の気持ちをお答えください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 G 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上となります。 

ご協力いただき、ありがとうございました。 

自分で選択したフレーバーが美味しくなかった時のあなたの 

気持ちとして最も当てはまるものに○をつけてください。 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

非
常
に
そ
う
思
う 

01：選択可能なフレーバーのうち、どちらも選びたくなかっ 

た。 

1 2 3 4 5 6 7 

02：あなたは、美味しいフレーバーを選ぶ上で無力だと感じ 

た。 

1 2 3 4 5 6 7 

03：あなたは、美味しいフレーバーを選ぶためにできること

は、何もないと感じた。 

1 2 3 4 5 6 7 

04：あなたが選んだフレーバーが、あまり美味しくなかった

時、それは自分の手には負えないことだと思った。 

1 2 3 4 5 6 7 

05：あなたは、フレーバーを選ぶにあたり、フレーバーについ 

てもっと調べるべきであったと感じた。 

1 2 3 4 5 6 7 

06：あなたは、フレーバーの選択を間違えたと思う。 1 2 3 4 5 6 7 

07：あなたは、フレーバーの選択を間違えた時、自分を責める。 1 2 3 4 5 6 7 

08：あなたは、フレーバーの選択を間違えた時、責任を感じる。  1 2 3 4 5 6 7 
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食べ放題は食べすぎを引き起こすのか 
――自己卑下的帰属傾向を考慮して―― 

 

  穗苅 華子 

 

 既存研究によると、食べ放題方式のレストランでは、食べすぎの責任を自分で負うべきである

一方、提供量が固定されたレストランでは、その責任をレストランに負わせるため、前者より後

者において食べすぎが生じるという。しかし、自分の失敗の責任を可能であれば他者に負わせよ

うとする「自己奉仕的帰属」傾向とは対照的な、「自己卑下的帰属」傾向を有する消費者も存在す

る。本論はこうした消費者間差異が食品摂取行動に及ぼす影響を分析する。 

 

 

第 1 章 はじめに 

 

 外食とは、食堂、レストラン、ファーストフード店、喫茶店、居酒屋などの飲食店や事業所給食で提供さ

れる食事のことである。外食は、消費者の食品摂取時の選択肢の 1 つとして広く普及しており、アメリカ

においては、国民の 3 分の 2 が外食を 2 日に 1 度利用している（United States Department of Agriculture 

Economic Research Service HP）。また、日本においても、外食を利用する人が多く、特に単身世帯では食料

支出のうち 37. 9%を外食が占めている（cf. 農林水産省 HP）。 

 外食の提供方式は「食べ放題」方式と「提供量固定」方式の 2 種類に大別される。食べ放題方式とは、

「ビュッフェ式」とも呼ばれ、レストランによって多量の食品が提供されており、消費者の食品摂取量を消

費者自身が調節可能であるような提供方式を指す。食べ放題方式のレストランの例として、「しゃぶしゃぶ

温野菜」が挙げられる。このレストランにおいては、しゃぶしゃぶをはじめとする全 60種類を 120分間で

自由に食べることができる（cf. しゃぶしゃぶ温野菜 HP）。一方、提供量固定方式とは、レストランによって

1 人前の提供量が固定されているため、消費者の食品摂取量を消費者自身が調節不可能であるような提供

方式を指す。提供量固定方式のレストランの例として、「デニーズ」が挙げられる。このレストランにおい

ては、各食事メニューを単品で注文する形式が採用されている（cf. デニーズ HP）。 

 外食は、提供方式を多様化させることによって様々なニーズに対応する一方で、食べすぎを引き起こす。

そのため、外食時の食品摂取行動に関する研究は、これまで、如何に食べすぎを引き起こすのかというこ

とに関して探究してきた（Guthrie, Lin, and Frazão, 2002）。例えば、Guthrie, et al.（2002）は、レストラン

で提供される食品の一部が、非常に高い脂肪含量を持っているということを見出している。 

以上のように、大半の研究は、食べ過ぎを引き起こす要因は、外食時に提供される食品の種類にあると

主張してきた。しかし、Hagen, Krishna, and McFerran（2017）は、消費者がレストランのメニューを見

ながら食品を選択するという外食特有の食品摂取行動に着目し、食べすぎは食べ放題方式のレストランで
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あるか提供量固定方式のレストランであるかに依存すると指摘した。彼らによると、消費者は、食べ放題

方式のレストランにおいては、食べすぎの責任を自分で負う一方、提供量固定方式のレストランにおいて

は、「自己奉仕的帰属」を行うことによって、レストランに食べすぎの責任を負わせるため、前者より後者

において食べすぎが生じやすいという。 

しかし、Hagen, et al.（2017）は、外食時の提供方式に着目し、食べすぎの要因として「自己奉仕的帰属」

を見出した点において、外食による不健康の研究の進展に大きく貢献したものの、「自己奉仕的帰属」傾向

の消費者のみを仮定しているという問題点を抱えている。「自己奉仕的帰属」傾向の消費者は、自分の成功

の責任が自分自身にあると考える一方で、自分の失敗の責任を可能であれば他者に負わせようとするが

（Miller and Ross, 1975）、この傾向は、欧米特有の傾向であり、日本をはじめとするアジアでは、「自己奉仕

的帰属」傾向とは対照的に、自分の失敗の責任を負う一方で、自分の成功の責任を可能であれば他者に負

わせようとする「自己卑下的帰属」傾向を示す消費者もいると主張している研究も存在する（Markus and 

Kitayama, 1991; 北山・高木・松本, 1995）。外食時の食品摂取行動を探究するに際して、この「自己卑下的帰

属」傾向の消費者を無視することはできない。そこで、本論は、消費者を「自己奉仕的帰属」傾向の消費者

と「自己卑下的帰属」傾向の消費者の 2 種類に分類し、消費者間差異が外食時の食品摂取行動に及ぼす影

響を分析する。 

第 2 章 既存研究レビュー 

2－1．食べすぎに関する研究 

 人は、食品摂取行動を抑制する意志の欠如により、食べすぎてしまう（Chernev, 2011）。それゆえ、食品業

界のマーケターは、どのような要因が顧客の食べすぎに影響を及ぼすのかに関して探究してきた（Chandon 

and Ordabayeva, 2009; McFerran, Dahl, Fitzsimons, and Morales, 2010; Zlatevska, Dubelaar, and Holden, 2014）。 

 Chandon and Ordabayeva（2009）は、パッケージサイズの変化が及ぼす視覚的な影響に関して研究を試

みた。彼らは、パッケージサイズが部分的に変化する場合と、3次元的（高さ、幅、長さ）に変化する場合を

比較し、パッケージサイズが 3 次元的に変化する場合の方が、1 次元的に変化する場合に比して、人々は

その変化に鈍感になるということを見出した。 

 McFerran, et al.（2010）は、レストランの従業員が消費者の食品接種行動に及ぼす影響を探究した。彼

らは、ウェイターの体型に着目したうえで、ウェイターを「太り気味」と「痩せ気味」に分類し、さらに、

消費者を「ダイエットに従事している人」と「ダイエットに従事していない人」に分類した。そして、「ダ

イエットをしている人」は、ウェイターが太り気味である場合に、より多くの食品を摂取し、「ダイエット

をしていない人」は、ウェイターが痩せ気味である場合に、より多くの食品を摂取するということを見出

した。 

 Zlatevska, et al.（2014）は、1 人前の食品提供量が食べすぎに与える影響に関して着目した。具体的に

は、1 人前の食品提供量が食べすぎを引き起こすという負の側面に焦点を絞り、「消費にどれだけ影響を与
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えるか」および「その影響に限界はあるのか」の 2点に関して研究を行った。その結果、1人前の食品提供

量が 2倍になると消費が 35％増加するが、その消費促進効果には限界があるということが見出された。 

 以上の様に、パッケージサイズ（Chandon and Ordabayeva, 2009）、食事の提供（McFerran, et al., 2010）、お

よび 1人前の食品提供量（Zlatevska, et al., 2014）といった様々な要因が食べすぎを引き起こすということ

が見出されてきたわけであるが、Hagen, et al.（2017）は、新たに、レストランの提供方式に焦点を絞り、

レストランの提供方式が食べすぎに及ぼす影響を探究した。彼らによると、外食の提供方式が食べ放題方

式のレストランであるか、提供量固定方式のレストランであるかによって、外食時の食品摂取行動に対す

る関与の度合いが異なるという。食べ放題方式のレストランにおいては、消費者は食品摂取量を自分で管

理するため、外食時の食品摂取行動に対する関与度は高い一方、提供量固定方式のレストランにおいては、

消費者の食品摂取量がレストランによって管理されるため、外食時の食品摂取行動に対する関与度は低い

という。彼らは、外食時の食品摂取行動に対する関与度が高い場合に比して、低い場合の方が、すなわち、

食べ放題方式に比して、提供量固定方式のレストランの方が、不健康な食事を選択する際に、自分の失敗

を自分以外の課題や運などの外的要因に帰属させる自己奉仕的帰属を行う。それゆえ、その食事摂取行動

の責任を自身ではなく、提供者であるレストランに負わせると主張した。 

 彼らは、実験において、被験者を提供量固定方式のレストランに行くと想定するグループと食べ放題方

式のレストランに行くと想定するグループの 2 種類に分類し、それぞれに健康的な場面と不健康な場面を

想定したシナリオを読ませた。そして、食事量と、その食事を摂取した後の、食べたことに対する責任感

と、自己評価感情を測定した。二元配置分散分析を行った結果、不健康な食事を選択した消費者は、食べ

放題方式のレストランの場合に比して、提供量固定方式のレストランの場合の方が、多くの食事量を選択

し、また責任感を感じにくく、さらに好意的な自己評価をする、ということが見出された。 

 

2－2．自己奉仕的帰属と自己卑下的帰属 

 

 Hagen, et al.（2017）が主張する因果関係において重要な役割を担っているのは、自己奉仕的帰属である。

自己奉仕的帰属とは、日常生活の中でも仕事・競争・学習といった目標づけられた活動において成功や失

敗をした場合に、自尊心を獲得・維持したいという動機によってその原因を推論する帰属プロセスの１つ

である。 

 自己奉仕的帰属に関する嚆矢的な研究として、Heider（1958）が挙げられるであろう。彼は、人は成功と

失敗の原因には内的要因と外的要因があると素朴に認知していると主張した。彼の言う内的要因とは、例

えば努力や意図といった個人の力のことである。他方、外的要因とは、例えば運や課題の困難さといった

環境の力のことである。彼は、人は自分が受け入れられるように自尊心を維持または強化したいと考える

ため、内的要因と外的要因は目標づけられた活動の結果として歪められるということを見出している。 

 Miller and Ross（1975）は、Heider（1958）を踏まえて、成功した場合と失敗した場合の帰属プロセスを

体系化し、それを「自己奉仕的帰属」と命名した。彼らによると、自己奉仕的帰属傾向の人は、「自己高揚

的（self-enhancing）帰属傾向」と「自己防衛的（self-protective）帰属傾向」の 2 種類に分類できるという。

自己高揚的帰属傾向とは、成功した場合に、自分の成功を努力や意図などの内的要因に帰属させ、自分の
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成功の重要性や信頼性を高く評価することを指し、他方の、自己防衛的帰属傾向とは、失敗した場合に、

自分の失敗を自分以外の課題や運などの外的要因に帰属させ、自分の失敗の重要性や信頼性を低く評価す

ることを指す。 

 また、Bradley（1978）は、自己奉仕的帰属の主張を支持する経験的証拠を見出した。彼によると、自己

奉仕的帰属傾向の人は、成功した場合には、他者に対する自己の肯定的な公的評価（public esteem）を獲得

しようとして、自身に責任を負わせる一方で、失敗した場合には、他者に対する自己の肯定的な公的評価

を維持・防衛しようとして、自身に責任を負わせることを拒否するという。 

 日本をはじめとしたアジアの文化においては、アメリカをはじめとした西洋の文化にみられる自己奉仕

的帰属とは異なる自己卑下的帰属がみられると主張する研究が登場している（Markus and Kitayama, 1991; 

北山・他, 1995; 村本・山口, 1997）。自己卑下的帰属とは、失敗した場合、自分の失敗を能力や努力などの内的

要因に帰属し、成功した場合、自分の成功を自分以外の課題や運などの外的要因に帰属させる帰属プロセ

スである（村本・山口, 1997）。 

 Markus and Kitayama（1991）は、日本をはじめとしたアジアの文化における成功した場合の帰属プロ

セスの説明を試みた。彼らによると、日本をはじめとしたアジアの人々は、相互依存的自己観を持ち、他

者に焦点化された情動（other-focused emotions）によって動機づけられやすく、自分と他者が互いの自尊心

を高揚し合う関係を重視する。そして、それゆえに、成功した場合に、成功を自分以外の周囲にいる他者

といった外的要因に帰属させるという。 

 北山・他（1995）は、日本文化における失敗した場合の帰属プロセスの説明を試みた。彼らによると、日本にお

いては、自己批判的に自身の欠点・短所・問題などを見つけ出し、絶え間ない努力により、これを矯正する

という自己向上のプロセスが文化的に広く共有されているという。そして、それゆえに彼らは、日本人は、

失敗した場合に、失敗を自分の課題、短所といった内的要因に帰属させるということを見出した。 

 村本・山口（1997）は、Markus and Kitayama（1991）や北山・他（1995）を踏まえて、日本における失

敗と成功の帰属プロセスを体系化し、自己卑下的帰属と命名した。失敗した場合に、自己卑下的帰属傾向

の人は、自分の失敗を能力などの内的要因に帰属させる。そして、そうすることによって、自己批判的に

自分の欠点・短所・問題などを見つけ出し、努力することによって改善を試みるという。一方、成功した場

合には、自己卑下的帰属傾向の人は、自分以外の調子や運などの外的要因に帰属させることによって、自

分の成功に関して謙遜するという。 

 

 

第 3 章 仮説の提唱 

 

 前章において概観したとおり、Hagen, et al.（2017）は、「自己奉仕的帰属」という帰属プロセスを利用

して、レストランの提供方式が食べすぎに及ぼす影響を探究した点で、食べすぎの研究の進展に大きく貢

献したであろう。しかし、先述のとおり、彼らは、帰属プロセスにおいて「自己奉仕的帰属」傾向と対称を

なす「自己卑下的帰属」傾向を考慮していない。そこで、本論は、消費者を自己奉仕的帰属傾向の消費者と

自己卑下的帰属傾向の消費者の 2 種類に分類した上で、不健康な食事を選択する際の外食時の異なる食品
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摂取行動を分析したい。 

 自己奉仕的帰属傾向の消費者は、成功した場合には、自分の成功を努力や意図などの内的要因に帰属さ

せる。そして、そうすることによって、他者に対する自己の肯定的な公的評価を獲得しようとして、自身

に責任を負わせる。一方、こうした傾向の消費者は、失敗した場合には、自分の失敗を自分以外の課題や

運などの外的要因に帰属させる。そして、そうすることによって、他者に対する自己の肯定的な公的評価

を維持・防衛しようとして、自身に責任を負わせることを拒否する（Miller and Ross, 1975; Bradley, 1978）。

こうした傾向の消費者は、Hagen, et al.が主張したように、外食時の食品摂取行動に対する関与度が高い

場合に比して、低い場合の方が、すなわち、食べ放題方式に比して、提供量固定方式のレストランの方が、

消費者の食品摂取量がレストランによって管理されるため、不健康な食事を選択する際に、自分の失敗を

自分以外の課題や運などの外的要因に帰属させる。そして、そうすることによって、食べすぎの責任を自

身ではなく、提供者であるレストランに負わせるであろう。それゆえ、こうした傾向の消費者は、前者よ

り後者において、食べすぎが生じると考えられる。 

 自己卑下的帰属傾向の消費者は、成功した場合には、自分の成功を自分以外の調子や運などの外的要因

に帰属させる。そして、そうすることによって、自分の成功に関して謙遜する（村本・山口, 1997）。一方、

こうした傾向の消費者は、失敗した場合には、自分の失敗を能力などの内的要因に帰属させる。そして、

そうすることによって、自己批判的に自分の欠点・短所・問題などを見つけ出し、努力することによって、

自分の失敗の改善を試みようとする。こうした傾向の消費者は、外食時の食品摂取行動に対する関与度が

低い場合に比して、高い場合の方が、すなわち、提供量固定方式に比して、食べ放題方式のレストランの

方が、消費者は食品摂取量を自分で管理するため、不健康な食事を選択する際に、自分の失敗を能力など

の内的要因に帰属させる。そして、そうすることによって、食べすぎの責任を、提供者であるレストラン

ではなく自身に責任を負わせるであろう。それゆえ、こうした傾向の消費者は、前者より後者において、

食べすぎが生じると考えられる。以上の議論より、次の仮説を提唱する。 

 

仮説 1  自己奉仕的帰属傾向の消費者は、食べ放題方式に比して、提供料固定方式のレストランの方

が不健康的な食事を選択する。 

仮説 2  自己卑下的帰属傾向の消費者は、提供料固定方式に比して、食べ放題方式のレストランの方

が不健康的な食事を選択する。 

 

 

第 4 章 実験方法 

 

4－1．実験の概要 

 

 前章において提唱した仮説の経験的妥当性を吟味するために、消費者実験を実施してデータを収集した。

まず、村本・山口（2003）において採用されていた、自身の成功体験・失敗体験を家族または友人に話す場

面を想定したシナリオを、被験者に読ませた。その上で、被験者の成功時・失敗時の帰属プロセスに関す
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る質問項目に回答するように求めた。被験者の成功時・失敗時の帰属プロセスを実験した質問に対する回

答に基づいて、自己奉仕的帰属傾向・自己卑下的帰属傾向を示さなかった被験者の回答は、分析に用いる

データから除外した。その結果、被験者は、17～37 歳の男性 64 名（40％）および 19～70 歳の女性 96 名

（60％）となった。 

 次に、被験者を、提供量固定方式のレストランに行くと想定するグループと、食べ放題方式のレストラ

ンに行くと想定するグループの 2種類に分類し、それぞれに、Hagen, et al.（2017）において採用されてい

た、不健康な食事を選択する場面を想定させるためのシナリオを読ませた。その上で、「食事量」に関する

質問に回答するように求めた。 

 不健康な食事を選択する場面における実験財として、唐揚げを採用した。唐揚げを採用した理由として

は、レストランにおいて唐揚げを調理する際に用いられる油脂は、酸化することによって、発がん性物質

が生成されるためである（Butler, Montague, Koh, Wang, Yu, and Yuan, 2013）。「食事量」に関する質問につ

いては、Hagen, et al.の質問項目を援用し、本論に合わせて再設定した。具体的には、食べ放題方式に対し

ては、「あなたは、トングでお皿に、揚げたての唐揚げを何個のせますか」という質問項目を設定し、提供

量固定方式に対しては、「あなたは、従業員に揚げたての唐揚げを何個注文しますか」という質問項目を設

定した。その上で、Hagen, et al.において採用されていた、皿の上に唐揚げをのせた「1：1個」から「10：

10 個」の 10 種類の写真の中から 1 つを選択させた。これらの写真については、図表 1 に示されるとおり

である。 

 

図表 1 実験に使用した写真 

 

 

4－2．測定尺度 

 

「自己卑下的帰属」を測定するに際しては、「自己卑下的帰属」に関する既存研究である村本・山口（1997）

の尺度を採用した。一方、「自己奉仕的帰属」を測定するに際しては、村本・山口（1997）の尺度を、Miller 

and Ross（1975）の主張する「自己奉仕的帰属」の尺度になるように修正して用いた。なお、実験に採用さ

れた尺度法は、「自己卑下的帰属」および「自己奉仕的帰属」については、7点リカート尺度（「1：全くそう

思わない」～「7：非常にそう思う」）までのうち、1つの段階を選択するように依頼した。 

 各構成概念に関して、採用された測定尺度の信頼性を判断するための指標であるクロンバックの α 係数

および合成信頼性（SCR）と、妥当性を判断するための指標である平均分散抽出度（AVE）を算出した。各

構成概念のクロンバックの α係数は、全て 0.903以上の値であり、Nunnally（1978）が推奨する 0.70とい

う基準値を上回った。また、SCRおよび AVEは、全て 0.904および 0.543以上の値であり、Bagozzi and 

Yi（1988）が推奨する 0.60および 0.50 という基準値を上回った。以上より、各構成概念の測定尺度は、高

い信頼性および妥当性を有していると見なしうるであろう。これらの分析結果は、図表 2 に示されるとお
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りである。なお、分析に際しては、各構成概念に対する測定尺度の平均値をそれぞれ用いた。 

 

図表 2 本実験の構成概念と測定尺度 

 

4－3．マニピュレーションチェック 

 

 実験に採用された不健康な食事を選択する場面に関するシナリオが、調査票の意図どおりに実験参加者

に正しく知覚されているかどうかを確認するために、マニピュレーションチェックを行った。具体的には、

実験参加者に対して、「サラダは、栄養価が高く、健康的な食べ物である」および「唐揚げは、栄養価が高

く、健康的な食べ物である」という食事の健康さに関する質問項目に回答するように依頼した。なお、マ

ニピュレーションチェックにおいて採用された尺度法は、7 点リカート尺度（「1：全くそう思わない」～「7：非

常にそう思う」）であった。 

分析の結果、食事の健康さに関して、サラダは栄養価が高く、健康的な食べ物であると実験参加者が思

う程度（M ＝5.956）と、唐揚げは栄養価が高く、健康的な食べ物であると実験参加者が思う程度（M ＝3.206）

の間に、統計的有意差が認められた（t ＝ 18.650, p ＜0.001）。それゆえ、本実験のために不健康な食事として

構成概念 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

自己卑下的 

帰属 

X1：謙遜して控え目に成功体験を話す。（0.80） 

0.91 0.91 0.57 

X2：「成功したのは、課題が簡単であったからである。」 

  と話す。（0.57） 

X3：「成功したのは、運が良かったからである。」 

  と話す。（0.75） 

X4：「成功したのは、周囲に助けられたからである。」 

  と話す。（0.83） 

X5：自己批判的に自身の欠点・短所・問題を話す。（0.67） 

X6：「失敗したのは、自分が努力していなかったから 

  である。」と話す。（0.87） 

X7：「失敗したのは、自分に社会的に望ましい属性を持って

いなかったからである。」と話す。（0.75） 

X8：「失敗したのは、自分に努力家という望ましい属性を持

っていなかったからである。」と話す。（0.73） 

自己奉仕的 

帰属 

 

X9： 謙遜せず、成功したことに対して、 ありのままの喜びを

示す。（0.67） 

0.90 0.90 0.54 

X10：「成功したのは、自分が努力したからである。」と話す。

（0.80） 

X11：「成功したのは、自分に社会的に望ましい属性を    

持っていたからである。」と話す。（0.78） 

X12：「成功したのは、自分に努力家という望ましい属性を持

っていたからである。」と話す。（0.68） 

X 13：自己批判せず、運や、環境の悪さについて話す。（0.64） 

X14：「失敗したのは、課題が難しかったからである。」と話す。

（0.70） 

X15：「失敗したのは、運が悪かったからである。」 と話す。

（0.77） 

X16：「失敗したのは、周囲との関係が悪かったからである。」

と話す。（0.83） 
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選定された唐揚げは、本論の意図どおりに、実験参加者に不健康な食事として正しく知覚されたと言いう

るであろう。 

 

 

第 5 章 分析結果 

 

5－1．仮説 1 に関する分析の結果 

 

 仮説 1 の経験的妥当性を吟味するために、自己奉仕的帰属傾向の消費者の中で、提供量固定方式のレス

トランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読んだ被験者群（Nk ＝ 43）と、

食べ放題方式のレストランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読んだ被験

者群（Nt ＝ 41）の間の唐揚げの食事量の差異について、検定を行った。なお、事前に Shapiro-Wilk 検定

を行ったところ，標本の正規性を疑う証拠は得られなかった（Wk ＝  0.957, p ＝  0.111、および  Wt ＝  0.933,           

p ＝ 0.018）。そこで、検定に際しては、パラメトリック検定である t検定を行った。 

  

図表 3 仮説 1 に関する分析の結果 

ただし、**は 1％水準で有意。 

 

 検定の結果は、図表 3 に要約されるとおりであった。自己奉仕的帰属傾向の消費者の中で、提供量固定

方式のレストランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読んだ被験者群の唐

揚げの食事量の平均値が、4.512（標準偏差は、2.086）であったのに対して、自己奉仕的帰属傾向の消費者の

中で、提供量固定方式のレストランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読

んだ被験者群の唐揚げの食事量の平均値は、3.000（標準偏差は、1.284）であり、両者の間の差は 1％水準で

有意であった（t ＝ 4.020, p ＜ 0.000）。 

これらの結果より、仮説 1は支持されたと言いうるであろう。すなわち、自己奉仕的帰属傾向の消費者

は、食べ放題方式のレストランの場合に比して、提供料固定方式のレストランの場合の方が、不健康的な

食事を選択するということが示唆されたと言いうるであろう。 

 

5－2．仮説 2 に関する分析の結果 

 

 仮説 2 の経験的妥当性を吟味するために、自己卑下的帰属傾向の消費者の中で、提供量固定方式のレス

トランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読んだ被験者群（Nk ＝ 40）と、

食べ放題方式のレストランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読んだ被験

構成概念 

提供量固定方式のレストランを 

利用する場合の平均値 

（標準偏差） 

食べ放題方式のレストランを 

利用する場合の平均値 

（標準偏差） 

t値 

食事量 4.51（2.09） 3.00（1.28） 4.02** 
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者群（Nt ＝ 36）の間の唐揚げの食事量の差異について、検定を行った。なお、事前に Shapiro-Wilk 検定

を行ったところ，標本の正規性を疑う証拠は得られなかった（Wk ＝  0.941, p ＝  0.037、および  Wt ＝0.967,              

p ＝ 0.339）。そこで、検定に際しては、パラメトリック検定である t検定を行った。 

  

図表 4 仮説 2 に関する分析の結果 

ただし、**は 1％水準で有意。 

 

 検定の結果は、図表 4 に要約されるとおりであった。自己卑下的帰属傾向の消費者の中で、提供量固定

方式のレストランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読んだ被験者群の唐

揚げの食事量の平均値が、3.550（標準偏差は、1.839）であったのに対して、自己卑下的帰属傾向の消費者の

中で、提供量固定方式のレストランを利用し、不健康な食事を選択する、という内容が書かれた文章を読

んだ被験者群の唐揚げの食事量の平均値は、5.167（標準偏差は、2.373）であり、両者の間の差は 1％水準で

有意であった（t ＝ — 3.340, p ＜ 0.001）。 

 これらの結果より、仮説 2 は支持されたと言いうるであろう。すなわち、自己卑下的帰属傾向の消費者

は、提供料固定方式のレストランの場合に比して、食べ放題方式のレストランの場合の方が不健康的な食

事を選択するということが示唆されたと言いうるであろう。 

 

 

第 6 章 おわりに 

 

6－1．学術的含意 

 

 本論は、次のような学術的な含意を内包している。第 1 に、既存研究による主張の前提として重要な役

割を担う自己奉仕的帰属の他に、自己卑下的帰属を考慮したことである。Hagen, et al.（2017）は、提供量

固定方式のレストランにおいて食べすぎを引き起こすと主張する際に、消費者が自己奉仕的帰属を行うこ

とを前提としていた。それに対して本論は、食べ放題方式のレストランも食べすぎを引き起こしうると主

張するに際して、日本をはじめとしたアジアの文化においてみられる自己卑下的帰属を考慮した。 

 第 2 に、帰属プロセスにおける消費者間差異が外食時の食品摂取行動に及ぼす影響を研究したことであ

る。本論は、消費者を自己奉仕的帰属傾向と自己卑下的帰属傾向の 2 種類に分類した上で、自己奉仕的帰

属傾向の消費者が、食べ放題方式より提供量固定方式のレストランにおいて食べすぎるのに対して、自己

卑下的帰属傾向の消費者は、提供量固定方式より食べ放題方式のレストランにおいて食べすぎるというこ

とを見出した。以上のような取り組みを通じて、本論は、食べすぎに関する研究の進展に貢献することが

できたと言いうるであろう。 

構成概念 

提供量固定方式のレストランを 

利用する場合の平均値 

（標準偏差） 

食べ放題方式のレストランを 

利用する場合の平均値 

（標準偏差） 

t値 

食事量 3.55（1.84） 5.17（2.37） —3.34** 
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6－2．実務的含意 

 

 本論から得られる知見には、次のような 2 点の実務的含意が内包されている。第 1 に、食品業界のマー

ケターは、外食が食べすぎを引き起こすという課題に対して、外食時の提供方式に応じた消費者への訴求

が必要である。本論の知見によると、自己奉仕的帰属傾向の消費者が、不健康な食事を選択する際に、食

べすぎの責任を自身ではなくレストランに負わせるため、食べ放題方式より提供量固定方式のレストラン

において食べすぎを引き起こすのに対して、自己卑下的帰属傾向の消費者は、不健康な食事を選択する際

に、食べすぎの責任を自身に負わせるため、提供量固定方式より食べ放題方式において食べすぎを引き起

こす。このことを前提とすれば、提供量固定方式のレストランの場合、食品業界のマーケターは、自己卑

下的帰属傾向の消費者に向けて広告を行うことによって、消費者の食べすぎを抑制すべきであろう。それ

に対して、食べ放題方式のレストランの場合、食品業界のマーケターは、自己奉仕的帰属傾向の消費者に

向けて広告を行うことによって、消費者の食べすぎを抑制すべきであろう。 

 第 2 に、食べすぎや肥満に対して警鐘を鳴らす公的機関は、異なる帰属プロセスを有する消費者に対し

て、異なる食事提供方式のレストランを利用するように促すことが必要である。本論の知見によると、自

己奉仕的帰属傾向の消費者は、食べ放題方式のレストランの場合に比して、提供量固定方式のレストラン

の場合の方が、不健康な食事を選択する可能性が大きい。それゆえ、公的機関は、自己奉仕的帰属傾向の

消費者に対して、食べ放題方式のレストランを利用するように促すべきであろう。それに対して、本論の

知見によると、自己卑下的帰属傾向の消費者は、提供量固定方式のレストランの場合に比して、食べ放題

方式のレストランの場合の方が、不健康な食事を選択する可能性が大きい。それゆえ、公的機関は、自己

卑下的帰属傾向の消費者に対して、食べ放題方式のレストランを利用するように促すべきであろう。 

 

6－3．本論の限界 

 

本論は、次のような 2 点の限界を抱えている。第 1 に、不健康な食事を選択する場面における実験財と

して、唐揚げのみを用いた。第 4－3節において示されたように、唐揚げが不健康な食事として被験者に知

覚された。しかしながら、被験者には、唐揚げを不健康な食事として知覚する被験者だけでなく、鶏肉に

多くのたんぱく質が含まれているため、唐揚げを健康な食事として知覚する被験者も存在した。不健康な

食事を選択する場面における実験財として、唐揚げの以外にも、フライドポテト、ピザ、あるいはケーキ

などが挙げられる。それゆえ、今後の研究においては、様々な不健康な食事を対象にした実験を行うこと

が望まれよう。 

第 2 に、本論は、食事量を測定する際，時間および予算の制約上、被験者に不健康な食事を選択する場

面を想定してもらって解答することに留まり、Hagen, et al.（2017）において用いられていた、被験者に食

事を摂取させる実験方法を採用することができなかった。それゆえ、今後の研究は、本論における仮説の

外部妥当性を吟味するために、実際に被験者にレストランで食事を摂取させる実験を行うことが望まれよ

う。 
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6－4．今後の課題 

 

 本論は、また、以下の課題を今後の研究に残している。本論は、既存研究に準じて、外食のレストランの

提供方式のみに着目していたが、異なる提供方式を持つ食事として、外食以外に、お惣菜といった調理済

み食品をはじめとする「中食」や、家庭料理をはじめとする「内食」も挙げられるであろう。例えば、中食

の提供方式において、パックに包装された状態で提供される場合もあれば、量り売りで提供される場合も

あるだろう。また、内食の提供方式においても、一人前の食事を提供される場合もあれば、大皿や鍋で提

供される場合もあるだろう。このように、中食や内食の提供方式においても、本論の知見が当てはまるか

もしれない。しかしながら、内食を提供する消費者のなかには、素材を用いて料理を作る消費者もいれば、

家庭料理に中食を用いて料理を作らない消費者もいるであろう。消費者の家庭内での料理経験の差異を考

慮した上で、異なる提供方式が食べすぎに及ぼす影響を研究した際には、本論とは異なる知見が得られる

かもしれない。以上のことを検討するために、中食や内食を対象とした研究を展開するのは、興味深い今

後の課題であろう。 

 

（記） 本論の執筆に際して、御助力くださった全ての方々に対して、この場を借りて感謝の意を表した

いと思います。とりわけ、慶應義塾大学商学部小野晃典先生には、お忙しい中、ご厚情とご指導を

賜わりました。小野先生に何度も論文執筆のご指導していただいたおかげで、無事に、論文を完成

させることができました。ありがとうございました。また、大学院生の方々や第 15期生にも御助力

頂きました。慶應義塾大学大学院博士課程 2 年生で小野晃典研究会第 10 期 OB の石井隆太さんに

は、実験に際して、的確なアドバイスを頂戴しました。慶應義塾大学大学院修士課程 2 年生で小野

晃典研究会第 13期 OBの清水亮輔さんには、既存研究レビューに関しまして、何度も添削してくだ

さり、多くのアドバイスを頂戴しました。また、第 15期生の同期生たちと共に、夏合宿中に、互い

に添削しあったことはかけがえのない思い出です。多くのアドバイスを頂き、本当にありがとう。

最後に、本論の執筆活動に関わってくださった全ての方々に感謝の意を表したいと思います。あり

がとうございました。 
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調査票 A 

 

食べすぎに対する消費者意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの年齢と性別を教えてください。 

 

 

 

【1】以下の文章を読んだ上で、あなた自身について質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. あなた自身についてお伺いいたします。 

1－1   謙遜して控え目に成功体験を話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2    謙遜せず、成功したことに対して、 

        ありのままの喜びを示す。 

1  2  3  4  5  6  7 

1－3    「成功したのは、自分が努力したからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4    「成功したのは、自分に社会的に望ましい属性を持っていた   

    からである。」と話す。  

1  2  3  4  5  6  7 

1－5    「成功したのは、自分に努力家という望ましい属性を 

    持っていたからである。」と話す。 
1  2  3  4  5  6  7 

1－6   「成功したのは、課題が簡単であったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7   「成功したのは、運が良かったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8   「成功したのは、周囲に助けられたからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

 

 

次のページへお進みください。 

 

 

私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必

要としています。今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致します

ので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございません。 

 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きまし

て、本調査にご協力お願い申し上げます。 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 穗苅 華子  

補
録

1
 
調
査
票

A
 

あなたが、何かで大きな成功を収めたとします。例えば、大切な試験でと

ても良い点を取ったり、重要な仕事をやり遂げて高く評価されたり、スポー

ツや習い事で賞をとったりしたとします。この成功について、いまからあな

たの家族あるいは友人に話すということを想像してください。 

  

…
非
常
に
そ
う
思
う 

…
そ
う
思
う 

…
や
や
そ
う
思
う 

…
ど
ち
ら
で
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な
い 

…
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思
わ
な
い 

…
そ
う
思
わ
な
い 

…
全
く
そ
う
思
わ
な
い 

1  2  3  4  5  6  7 

次の 8つの質問について、「全くそう思わない：1」から 

「非常にそう思う：7」の 7つのうち、 

1つの数字を選んで○で囲んでください。 

 

歳 男 ・ 女 
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【2】以下の文章を読んだ上で、あなた自身について質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. あなた自身についてお伺いいたします。 

2－1   自己批判的に自身の欠点・短所・問題を話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2    自己批判せず、運や、環境の悪さについて話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－3    「失敗したのは、自分が努力していなかったからである。」 

    と話す。 

1  2  3  4  5  6  7 

2－4    「失敗したのは、自分に社会的に望ましい属性を持ってい

な  

    かったからである。」と話す。  

1  2  3  4  5  6  7 

2－5    「失敗したのは、自分に努力家という望ましい属性を 

    持っていなかったからである。」と話す。 
1  2  3  4  5  6  7 

2－6   「失敗したのは、課題が難しかったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－7   「失敗したのは、運が悪かったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－8   「失敗したのは、周囲との関係が悪かったからである。」 

    と話す。 

1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

【3】食べすぎについて、以下の質問にお答えください。 

 

【3－A】 

 

以下の文章を読んだ上で、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

※唐揚げを食べすぎると、血中悪玉コレステロールが増加します。そして、血中ホモシ

スチン値も上がり、動脈硬化をはじめとする心血管疾患のリスクを高めます。 

 また、唐揚げを揚げる使用される油脂は、光や酸素、加熱等で酸化し、劣化します。

その際にヘテロサイクリックアミン、アクロレイン、多環芳香族炭化水素（PAH）、アク

リルアミドといったタバコにも含まれる発がん性物質が生成されます。 

 

 

 

 

 

1. 食の健康についてお伺いいたします。 

3－1   サラダは栄養価が高く、健康的な食べ物である 1  2  3  4  5  6  7 

3－2   唐揚げは栄養価が高く、健康的な食べ物である 1  2  3  4  5  6  7 

 

次のページへお進みください。 

あなたが、何かで大きな失敗したとします。例えば、大切な試験で低い点

を取ったり、仕事で悪い業績を出したり、大事なスポーツ大会やコンテスト

で賞をとれなかったとします。この失敗について、いまからあなたの家族あ

るいは友人に話すということを想像してください。    
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1  2  3  4  5  6  7 

次の 8つの質問について、「全くそう思わない：1」から 

「非常にそう思う：7」の 7つのうち、 

1つの数字を選んで○で囲んでください。 

 

あなたは、食べ放題のレストランに来ました。あなたは、食べる時に、ビュッ

フェ台まで歩き、どんな食事が提供されているかを確認し、サラダもありました

が、あなたは揚げたての唐揚げを食べることに決めました。そして、 

あなたは、唐揚げをトングで掴み、お皿の上にのせようとしています。 
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非
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1  2  3  4  5  6  7 次の質問について、「全くそう思わない：1」から 

「非常にそう思う：7」の 7つのうち、 

1つの数字を選んで○で囲んでください。 
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次の質問について、「1個：1」から「10個：10」の 10つのうち、 

1つの数字を選んで〇で囲んでください。 

 

2.  あなたは、トングでお皿に、揚げたての唐揚げを何個のせますか？ 

  1      2      3      4      5      6      7     8       9     10 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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調査票 B 

食べすぎに対する消費者意識調査 

 

 

【0】あなたの年齢と性別を教えてください。 

【1】以下の文章を読んだ上で、あなた自身について質問にお答えください。 

 

 

1. あなた自身についてお伺いいたします。

1－1  謙遜して控え目に成功体験を話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  謙遜せず、成功したことに対して、 

ありのままの喜びを示す。 
1  2  3  4  5  6  7 

1－3  「成功したのは、自分が努力したからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  「成功したのは、自分に社会的に望ましい属性を持っていた 

からである。」と話す。 
1  2  3  4  5  6  7 

1－5  「成功したのは、自分に努力家という望ましい属性を 

持っていたからである。」と話す。 
1  2  3  4  5  6  7 

1－6  「成功したのは、課題が簡単であったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  「成功したのは、運が良かったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  「成功したのは、周囲に助けられたからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

次のページへお進みください。

私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データを必

要としています。今回ご回答頂いた内容は統計的な方法により処理致します

ので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きまし

て、本調査にご協力お願い申し上げます。 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 15期 穗苅 華子  

補
録

2
 
調
査
票

B
 

あなたが、何かで大きな成功を収めたとします。例えば、大切な試験でと

ても良い点を取ったり、重要な仕事をやり遂げて高く評価されたり、スポー

ツや習い事で賞をとったりしたとします。この成功について、いまからあな

たの家族あるいは友人に話すということを想像してください。 

…
非
常
に
そ
う
思
う

…
そ
う
思
う

…
や
や
そ
う
思
う

…
ど
ち
ら
で
も
な
い

…
や
や
そ
う
思
わ
な
い

…
そ
う
思
わ
な
い

…
全
く
そ
う
思
わ
な
い

1  2  3  4  5  6  7

次の 8つの質問について、「全くそう思わない：1」から 

「非常にそう思う：7」の 7つのうち、 

1つの数字を選んで○で囲んでください。 

歳 男 ・ 女 
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【2】以下の文章を読んだ上で、あなた自身について質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. あなた自身についてお伺いいたします。 

2－1   自己批判的に自身の欠点・短所・問題を話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－2    自己批判せず、運や、環境の悪さについて話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－3    「失敗したのは、自分が努力していなかったからである。」 

    と話す。 
1  2  3  4  5  6  7 

2－4    「失敗したのは、自分に社会的に望ましい属性を持って  

    いなかったからである。」と話す。  

1  2  3  4  5  6  7 

2－5    「失敗したのは、自分に努力家という望ましい属性を 

    持っていなかったからである。」と話す。 
1  2  3  4  5  6  7 

2－6   「失敗したのは、課題が難しかったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－7   「失敗したのは、運が悪かったからである。」と話す。 1  2  3  4  5  6  7 

2－8   「失敗したのは、周囲との関係が悪かったからである。」 

    と話す。 
1  2  3  4  5  6  7 

 

 

 

 

【3】食べすぎについて、以下の質問にお答えください。 

 

【3－B】 

以下の文章を読んだ上で、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

※唐揚げを食べすぎると、血中悪玉コレステロールが増加します。そして、血中ホモシ

スチン値も上がり、動脈硬化をはじめとする心血管疾患のリスクを高めます。 

 また、唐揚げを揚げる使用される油脂は、光や酸素、加熱等で酸化し、劣化します。

その際にヘテロサイクリックアミン、アクロレイン、多環芳香族炭化水素（PAH）、アク

リルアミドといったタバコにも含まれる発がん性物質が生成されます。 

 

 

 

 

 

1. 食の健康についてお伺いいたします。 

3－1   サラダは栄養価が高く、健康的な食べ物である 1  2  3  4  5  6  7 

3－2   唐揚げは栄養価が高く、健康的な食べ物である 1  2  3  4  5  6  7 

 

次のページへお進みください。 

 

あなたが、何かで大きな失敗したとします。例えば、大切な試験で低い点

を取ったり、仕事で悪い業績を出したり、大事なスポーツ大会やコンテスト

で賞をとれなかったとします。この失敗について、いまからあなたの家族 

あるいは友人に話すということを想像してください。    

…
非
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…
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思
う 

…
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思
う 

…
ど
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で
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…
や
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う
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い 
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な
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…
全
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そ
う
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わ
な
い 

1  2  3  4  5  6  7 

次の 8つの質問について、「全くそう思わない：1」から 

「非常にそう思う：7」の 7つのうち、 

1つの数字を選んで○で囲んでください。 

 

あなたは、レストランに来ました。そのレストランでは、 

従業員があなたに食事を提供します。あなたは、レストランのメニューを見て、 

どんな食事が提供されているかを確認し、サラダもありましたが、あなたは、 

お店の自慢である唐揚げを食べることに決めました。 

 そして、あなたは、唐揚げをレストランの従業員に注文しようとしています。 

…
非
常
に
そ
う
思
う 

…
そ
う
思
う 

…
や
や
そ
う
思
う 

…
ど
ち
ら
で
も
な
い 

…
や
や
そ
う
思
わ
な
い 

…
そ
う
思
わ
な
い 

…
全
く
そ
う
思
わ
な
い 

1  2  3  4  5  6  7 
次の質問について、「全くそう思わない：1」から 

「非常にそう思う：7」の 7つのうち、 

1つの数字を選んで○で囲んでください。 
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次の質問について、「1個：1」から「10個：10」の 10つのうち、 

1つの数字を選んで〇で囲んでください。 

 

2.  あなたは、従業員に揚げたての唐揚げを何個注文しますか？ 

  1      2      3      4      5      6      7     8       9     10 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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B�*-?%(ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ�¯Ⱦ�CB*�
�Mandel, et al.ɷ2016ɸ/ōė�(�,�ž",�ƍ

ǑƲȸȄȐÈ/ĐøFŤų�"�"#��Mourey, et al.ɷ2017ɸ0�ǝ�ǑŧɞFÚ�"ƲȸȄ���,

BȐÈF*A=���FūǤ�(�"�Ƞ/ƁĐǚǤ*0Ǎ,A�ȕêŵ�ÌȐÈ��ǝ�ǑŧɞFÚ�

"ƲȸȄ/¯Ⱦ�C,�ǝ�Ǒĕ²ƤƫF�ƍǑ-¯Ⱦ�BƢȆFƐ�B/�*�
ƻ-&�(ƛȟ�"�

´�Ǒ-0�ȓɲȄ-ǝ�ǑŧɞFÚ�"ǸɲFōȼ��"Ľ-�ƇƦ�ǈ�(�BŲıɥȥɷXo~aj

L|ɸ/�ɚǑ,ǀĿFòǮ��B�*-?%(ŵ�Ì�B?
-Ŵ��"ȓɲȄQy~l*� /?
,

Ŵ�FȐ%(�,�ȓɲȄQy~l/ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ/ƪƷ/ĮǍFƨɁ�"� /ǹƙ�ÂȄ/ȓɲȄ

Qy~l/ſ��ĽȄ/ȓɲȄQy~l-ƨ�(�ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ/ƪƷ���*�
�*FȘ¹�"�

�/ǹƙFȿ7�(�ļ@0�ȕêŵ�ÌȐÈ-0�ǝ�ǑŧɞFÚ�"ƲȸȄ/¯Ⱦ�C,�ǝ�Ǒĕ

²ƤƫF�ƍǑ-¯Ⱦ�BƢȆ��B*ǹȭ'�(�B� 

 

2|2}Xqg�k4M$/h- 
 

ŵ�Ì*0�ƿ�-�ɚ/?
,ǀĿ=�ŎŇ�ŏŋFȘ¹��*FŤ�ɷEpley, Waytz, and Cacioppo, 2007)�

o~R_I|QĘÉ-��(0��1�1�ȕêFŎöǑ-ŵ�Ì��B?
,`UJ|=ĵær^Z~

W�Ūǈ�C(�"� 
�"ĘÉ/��Fȿ7�(�o~R_I|QǚǤȄ"$0�ȕêF+/?
,

�ƿ*�(ŵ�Ì�(;@
�*�Ƒ7���*�
ð�4/Ǯ�FūǤ�(�"ɷe.g., Aggarwal and 

McGill, 2007, 2011; Kim and Kramer, 2015ɸ���1�Aggarwal and McGillɷ2007ɸ0�ǩ%"ɰ/�ƿ*�

(ŵ�Ì�CBȕê/ſ��ņ%"ɰ/�ƿ*�(ŵ�Ì�CBȕê`UJ|-ƨ�(�ƲȸȄ-ɐċ�

CBÜȆň�ɳ�*�
�*FȘ¹�"�7"�Aggarwal and McGillɷ2011ɸ0�ƲȸȄ/g~ac~*
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�(ŵ�Ì�CBȕê/ſ��ƲȸȄ/�;5*�(ŵ�Ì�CBȕê-ƨ�(�ƲȸȄ-ɐċ�CBÜ

Ȇň�ɳ�*�
�*FȘ¹�"��ſ�Aggarwal and McGillɷ2011ɸ/ɆɠǚǤ)�BKim and Kramer

ɷ2015ɸ0�ƲȸȄ�ƿȺ�ȂȄ/ÿß-0�Aggarwal and McGillɷ2011ɸ/ǙȘ*0×ĝ-�ƲȸȄ/�

;5*�(ŵ�Ì�CBȕê/ſ��ƲȸȄ/g~ac~*�(ŵ�Ì�CBȕê-ƨ�(�ɐċ�CB

ÜȆň�ɳ�*�
�*FȘ¹�"� 

�C@/ǚǤ-&�(ƯȠ�5�ƻ*�(�Aggarwal and McGillɷ2007ɸ0Ȗź/ȕê`UJ|-?%

(�Aggarwal and McGillɷ2011ɸ�?2 Kim and Kramerɷ2015ɸ0Ȗź/ĵær^Z~W-?%(�Ʋ

ȸȄ-��-Ǎ,B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì��(�B�ȝ�Ű�B*���,BąǑ,Áƺ-ɦ¹�B

�*�
�*-?%(�ƲȸȄ�ȕêF+/?
,�ƿ*�(ŵ�Ì�B�*�
�*�Ĉ��ĭÞ�C

B�àƠ-�ąǑ,Áƺ-ɜ@��ȕêȤ¡=�ǈǸɲ/ĮǍ-?%(;�ƲȸȄ�ȕêF+/?
,�

ƿ*�(ŵ�Ì�B�0ĭÞ�CB*ȃ�@CB)�D
� C-;��E@��Âǰ-��(zhu~

�"Mourey, et al.ɷ2017ɸ0�Ęɲ-ɡ�(��ɒ/ȓɲȄQy~l-ĝ�(�ƇƦ�ǈ�(�BŲıɥ

ȥɷXo~ajL|ɸFŵ�Ì�B?
-Ŵ�FȐ%"ɡ�²(/ȓɲȄ��ǝ�Ǒĕ²ƤƫF¯Ⱦ�B?


,�ƥ/ŏŋFŞ��CB�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�"*Ɗɴǅ-�ė�(�7%(�B� 

 

 

c 3b� 'n�K6 

 

ÂǦ-��(zhu~�"?
-�ǝ�ǑŧɞFÚ�"ƲȸȄ/�ƍǑƲȸȄȐÈ*�(�ȕêŵ�Ì

ȐÈ-ǘǔ�"Mourey, et al.ɷ2017ɸ0�ĘɲFɉ�(�ǝ�ǑŧɞFÚ�"ƲȸȄ/
$�ƇƦ�ǈ�

(�BȕêFŵ�Ì�B*�
ȐÈF*%"ƲȸȄ/ſ�� 
�"ȐÈF*@,�%"ƲȸȄ-ƨ�(�

ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ/ƪƷ���*�
�*FȘ¹�"��/ǹƙFȿ7�(�ļ@0�ȕêŵ�ÌȐÈ-0�

ǝ�ǑŧɞFÚ�"ƲȸȄ/¯Ⱦ�C,�ǝ�Ǒĕ²ƤƫF�ƍǑ-¯Ⱦ�BƢȆ��B��,E$�ŵ

�Ì�C"ȕê*/ɛ¢-?%(��Ȅ*/țě,ɛ¢��ƍ�CB�*ǹȭ'�(�B� 

���,�@�ÂǦ-��(Ťų�"*�A�Mourey, et al.ɷ2017ɸ0�ƲȸȄ0Ĳ-ƥ/ŏŋFŞ�

�B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�B*Ɗɴǅ-ōė�(�A�ȳ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì

�BÜȆňFȃő�(�,�� /ǹƙ�Ęɲ-ɡ�(;�ȕêFŵ�Ì�B?
-Ŵ��"Qy~l*

 /?
,Ŵ�FȐE,�Qy~lFƨɁ�B-ǌ7%(�A�ȕêFŵ�Ì�B?
-Ŵ��"Qy~

l/ȓɲȄ��+/?
,�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�"�FƵė�� C@/ɚFƨɁ�B*�
�*F

Ȑ%(0�,�� 

����ȕê/ƢȆň-ĝ�B�ƶ=ȕê-7&EBȳ/Ň�¹�Đø�Bÿß�ƲȸȄ0�ȳ/ŏŋ

FŞ��B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�B)�D
� �(� /?
,ÿß-0��Ȅ*/țě,ɛ¢F

ȕê*/ɛ¢-�ƍ�B�*0)�,�)�D
� C+�D��Ȉº�ǅō*�B�Ȅ*/țě,ɛ¢

�ƟǱ)�(�,��*Fŷ:(ȧȯ��@CB�*-?%(�ȕêŵ�Ì�,�ƲȸȄ?A;�@-Ĺ

��ǝ�Ǒĕ²ƤƫFŏ�(�7
*ȃ�@CB)�D
��

��/Ȱȭ?A�ƣ/�ȨFůî�B� 
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� �Ȩ � ǝ�ǑŧɞFÚ�"ƲȸȄ/ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ/ƪƷ0�ɀɃ,ȕêF�ɷ1ɸƥ/ŏŋFŞ�

�B�ƿ*�(ŵ�Ì�Bÿß�ɷ2ɸŵ�Ì�,�ÿß�ɷ3ɸȳ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�

(ŵ�Ì�Bÿß/ɭ-��� 

 

 

c 4b� >m+R 

�

4|1}>yTl 
�

ÂǦ-��(ůî�"�Ȩ/ǸɲǑČĺňFäç�B":-�ƲȸȄĘɲFȐ%"�ȓɲȄ0��Ƃ-

ýǃǗȽȱİ-�BĈúïƜƀȢFȡC(�"��53á)�%"�Ęɲ-ɡ�(0�Mourey, et al.ɷ2017ɸ

-§%(�Ęɲȴ*�(ŲıɥȥɷXo~ajL|ɸF�ǈ�"� 

Ęɲ/Řɭ;�Mourey, et al.ɷ2017ɸ-§%"�7��ȓɲȄ-ǝ�Ǒŧɞ-ɛ�BǸɲFōȼ��B

":-�ȈǊȠɄƮ-(ǝ�Ǒŧɞ-ɛ�BǸɲ-&�(ƌ�?
- ɮ�"�7"� /ɡ/ƩºF	5

�@ 5/¨)òǮ�(;@��	5�@	1 7)/¨)òǮ�"ȓɲȄ 44áFºƘ/ĝȲ*�B�ſ)�0

�@ 57)/¨)òǮ�"ȓɲȄ 9áFºƘ/ĝȲ�@ɞą�"� 

ƣ-�ȓɲȄF 2Qy~l-ƽ�Ƽ-ºɱ�"��ſ/Qy~l/ȓɲȄɷN ɼ 28ɸ-0�Ȉɀ/�ǈ�

(�BŲıɥȥɷXo~ajL|ɸFŵ�Ì�(;@
":-�ŲıɥȥɷXo~ajL|ɸ/�ɚǑǀĿ-ɛ

�B 10¦/Ⱥðɬǔɷ10ƻƶƻɸ-òǮ�B?
 ɮ�"ɷöȒ 1ɸ�;
�ſ/Qy~l/ȓɲȄɷN ɼ 16ɸ

-0�Ȉɀ/�ǈ�(�BŲıɥȥɷXo~ajL|ɸFŵ�Ì�,�);@
":-�Ȉɀ/�ǈ�(�

BŲıɥȥɷXo~ajL|ɸ/Ƣñ*�(/ňȆ-ɛ�B 10¦/Ⱥðɬǔɷ10ƻƶƻɸ-òǮ�B?
 

ɮ�"ɷöȒ 2ɸ� /Ľ��Qy~l/ȓɲȄ-�ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ-ɛ�BȺðɬǔ-òǮ�B?
- ɮ

�"ɷöȒ 3ɸ� 

 
8j 1� L)�
��r7zM$/�� �{�

�

8j 2� L)�
��r7zvM$/�� �{�

1ɺ�,"/Xo~ajL|/X\Jy-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
2ɺ�,"/Xo~ajL|/ă/Ⱥ-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#����
3ɺ�,"/Xo~ajL|/­�3A-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#����
4ɺ�,"/Xo~ajL|/ɊǺ/*A=��-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
5ɺ�,"/Xo~ajL|��,"-Ħ��(�CBǡķ-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#����
6ɺ�,"/Xo~ajL|��,"F�C�-¸�(�CBǡķ-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#
��� 

7ɺ  �,"/Xo~ajL|�HlxFŴBÄ-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
8ɺ  �,"/Xo~ajL|/Ğé-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
9ɺ�,"/Xo~ajL|/�,"Fȼ��Ä-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
10ɺ    �,"/Xo~ajL|/Û/þ�-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 

1ɺ�,"/Xo~ajL|/`UJ|-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
2ɺ�,"/Xo~ajL|/ɩȺ-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#����
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8j 2� L)�
��r7zvM$/�� �{ze�{�

 
8j 3� `(\<*VW�s	�r7zM$/�vM$/"�� �{�

 

Mourey, et al.ɷ2017ɸ0���/ŘɭFȿG#Ľ�2Qy~lɚ/ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ/ƪƷ/ĮFƨɁ�(

�"��Ɣȭ0�ƥ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�Bÿß*�ȳ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�

(ȕêFŵ�Ì�BÿßFƨɁ�B":�ŵ�Ì/Ŵ�FȐ%"Qy~lF�@- 2Qy~l-ºɱ�"�

ºɱ-0�ŵ�Ì/Ŵ�-ǈ�" 10¦/Ⱥðɬǔɷ10ƻƶƻɸ-ĝ�BƻźF�ǈ�"�´�Ǒ-0�ƻ

ź/ĳù¨� 5 ƻ��)�%"ȓɲȄɷN ɼ 13ɸF�ƥ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�"ȓ

ɲȄ*�òǮ�"ƻź/ĳù¨� 5ƻƓƶ)�%"ȓɲȄɷN ɼ 15ɸF�ȳ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕ

êFŵ�Ì�"ȓɲȄ*Ș,�"� 

�

4|2}Y=?D 
 

ȓȨƃĄź)�Bǝ�Ǒĕ²Ƥƫ-ɛ�BȺðɬǔ-ɛ�(0�Lee and Robbinsɷ1995ɸ��ǈ�(�

"ĥķFűǈ�"�´�Ǒ,Ⱥðɬǔ0�öȒ 4 -ȗǴ�C(�B*�A)�B�,��Ūǈ�C"ĥķ

Ʈ0��1ɺ²� 
ŇE,���?2�7ɺɧĲ- 
Ň
�Fǧƻ*�B 7ƻx^N~aĥķ)�%"� 

ƟŕƞŅ-ɛ�(�Ūǈ�C"Ƶėĥķ/¥ɮňF½Ž�B":/Ťơ)�BP{|f^P/ α¢ź �

?2ßŕ¥ɮňɷSCRɸ*�ČĺňF½Ž�B":/Ťơ)�BĳùºŸş¹ķɷAVEɸFǯ¹�"�Ɵŕ

ƞŅ/P{|f^P/ α¢ź0�0.945��/¨)�A�Nunnallyɷ1978ɸ�ŭĊ�BüƷ¨)�B 0.70

*�
¨F�ò%"�7"�SCR �?2 AVE 0�0.945�?2 0.683��/¨)�A�Bagozzi and Yi

ɷ1988ɸ�ŭĊ�BüƷ¨)�B 0.60�?2 0.50*�
¨F�ò%"���?A�ƟŕƞŅ/Ƶėĥķ0�

ɳ�¥ɮň�?2ČĺňFƐ�B*Ș,�
B)�D
��C@/¨;�öȒ 4-ǜ�CB*�A)�B�

,��ºƘ-ɡ�(0�ƟŕƞŅ-ĝ�BƵėĥķ/ĳù¨Fǈ�"� 

3ɺ�,"/Xo~ajL|/ƢȆň-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#����
4ɺ�,"/Xo~ajL|/ŬǼň-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
5ɺ�,"/Xo~ajL|/v~U~J|\~jK~X-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
6ɺ�,"/Xo~ajL|/Nrw/Ⱥ-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
7ɺ�,"/Xo~ajL|/Hlx/ƢÈň-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
8ɺ�,"/Xo~ajL|/f^_x~-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
9ɺ�,"/Xo~ajL|/Hw~qƢȆ-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 
10ɺ�,"/Xo~ajL|/ZOux_I~-&�(�10ƻƶƻ)Ȥ¡�(�#��� 

1ɺǟ0�ȩ�*�Ǿ-�"ſ�ńɏ#*ŏ�B� 
2ɺǟ0��Ȅ*�Ǿ-��F�(�B*�ĕŁ�B��
3ɺ�Ȅ*�Ǿ-ÏÄ�(��F�B�*0���)��F�B�*?Ańɏ)�B��
4ɺǟ/�Ǉ0�ǟ/ 1-țÕ��,�*Ė²)0,�� 
5ɺǟ0�ǟ/ 1-�Bȩ�,�-�Ȉº/Ŝȑ*řȆF�
�*�õɤ)�B��
6ɺǟ0�ÕɎ*7B)ŬǘÃ/?
-�%&�(�"�� 
7ɺǟ0�ưÈ CȈ�?A;Õŋ�ƾ�Qy~l-?AÓÅ�"�*Ň
� 
8ɺǟ0�²(/ƅɚFǟ*�Ǿ-�(�CBȩ�Fū�"�*Ň
� 
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8j 4� UITG
Y=?D�

 

 

c 5b� +RdS�
 

ǝ�Ǒĕ²Ƥƫ/ĳù¨0�öȒ 5-?%(ǜ�C(�B*�A��ƥ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕê

Fŵ�Ì�B�Qy~l-&�(0�3.137ɷơƷ©Į0�1.020ɸ��ȕêFŵ�Ì�,��Qy~l-&�(

0�3.635ɷơƷ©Į0�1.391ɸ��ȳ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�B�Qy~l-&�(0�

5.349ɷơƷ©Į0�1.391ɸ)�%"��@-� C@/ɚ/ĮǍ�ƐŎ,ĮǍ)�B/�*�
�*Fƛė

�B":-�ĆɕƨɁºƘFȐ%"� 

�Â-�ǭºŸň�,E$Qy~lɚ/ºŸ/àǭňFǛ�:B Levene ƛėFȐ%"*�D�Qy~

lɚ/ºŸ��ù�)�B�*Fǎ
ȣš�ľ@C,�%";//ɷF ɼ 1.08, p ɽ 0.10ɸ�ƥșň�,E$

ĳù¨F�Ł-ĭÞĝǠ/ĪúFŮ��FǛ�:B Shapiro-Wilkƛė/ǹƙ�ȕêFŵ�Ì�,�Qy~

l-��(�ºŸ�ɧƥș)�B�*Fǎ
ȣš�ľ@C"ɷ�ƥ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�

B�Qy~l-��BƥșňƛėǻȞɗɺW ɼ 0.964, p ɽ 0.10��ȕêFŵ�Ì�,��Qy~l-��Bƥșňƛė

ǻȞɗɺW ɼ 0.881, p ɻ 0.05��ȳ/ŏŋFŞ��B�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�B�Qy~l-��BƥșňƛėǻȞ

ɗɺW ɼ 0.952, p ɽ 0.10ɸ� C>��Steel-Dwass Ʈ-?Be|gwrax^P,ĆɕƨɁƛėFȐ%"� 

 

8j 5� `(\<*VW��� �,C9 

ƟŕƞŅ� Ƶėĥķɷóčȳȍɗɸ� α¢ź SCR AVE 

ǝ�Ǒ�

ĕ²Ƥƫ�

X1ɺǟ0�ȩ�*�Ǿ-�"ſ�ńɏ#*ŏ�B�ɷ0.79ɸ 

0.94 0.95 0.68 

X2ɺǟ0��Ȅ*�Ǿ-��F�(�B*�ĕŁ�B�ɷ0.75ɸ 
X3ɺ�Ȅ*�Ǿ-ÏÄ�(��F�B*0���)��F�

B�*?Ańɏ)�B�ɷ0.80ɸ 
X4ɺǟ/�Ǉ0�ǟ/ 1-țÕ��,�*Ė²)0,��

ɷ0.90ɸ�
X5ɺǟ0�ǟ/ 1-�Bȩ�,�-�Ȉº/Ŝȑ*řȆF

�
�*�õɤ)�B�ɷ0.82ɸ 
X6ɺǟ0�ÕɎ*7B)ŬǘÃ/?
-�%&�(�"��

ɷ0.83ɸ�
X7ɺǟ0�ưÈ CȈ�?A;Õŋ�ƾ�Qy~l-?AÓ

Å�"�*Ň
�ɷ0.83ɸ�
X8ɺǟ0�²(/ƅɚFǟ*�Ǿ-�(�CBȩ�Fū�"

�*Ň
�ɷ0.88ɸ�

3.14

3.64
5.35

1
2
3
4
5
6
7

ǝ
�
Ǒ
ĕ
²
Ƥ
ƫ

�ƥ/ŏŋFŞ��B 
�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�B�

Qy~l 

�ȕêFŵ�Ì�,�� 
Qy~l 

�ȳ/ŏŋFŞ��B 
�ƿ*�(ȕêFŵ�Ì�B�

Qy~l 
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�

)?qS��
��^R�#�!����
%)?~3�Uv�&��@{�
��,BXW[t�6�	*Oo���

 

x1�lu�

�

�­ħ3ɦéIŉ��Ƅ7�­ħƊǶ6ƛÊ@�­ħȋǧ6ÆƝ4B,/��­ħ3Mx�[

6ȑƙIț</�E��Ūĉǈǘ4BE1�Çǳ7��­ħ3ɦé4ē!/ĿȲ FE�­ħ 

1ǅǁ#E)>�İǳBDųÍĻ���1���!�!��­ħ3ɦé6ɥĎ7��­ħ3Mx

�[1µ4�¡C�6ƍ6Mx�[IȚ¦!/ȱȭ#E7$0�D�Ūĉǈǘ7'6ƣIǂɁ!

/�E�ŷȢ7�'6ƣ4Ɏ#Eª�ĝ4Ǆƽ!/�yf~ŐĪIț<E� 
�

 

d 1 c� 1�2��

 

� �­ħ3ɦéIŉ��Ƅ?�ȹĤ�ƙȮǳ6­ħŀȤ6ɩ;D4çķ!/�ǹǎ6ȉé6­ħĻIȘƓ

#E�14B,/�ƙȮǳ6ȱȭI¨ȿ!B�1ț</�E�\icR@b{V��g6B�3�­ħ3

ɦé4ē!/�Ȼ4­ħƺ3Mx�[I��#E�14B,/�ƙȮǳ��­ħ3ɦé4ē!/Ł"Eǭ

ĽŁ@ŎŋŁIȵƝ!B�1ț</�E60�E�ɦé6	ǯæ! �1­ħĻ6�ɚI¸5®�)aM

r6ɦé6ɘȋ�úÊ#E�0ɬPalmer, 2008ɭ�'�!)aMr6ɦé6üD��7ąȡ4Řǒ!/�E�

£�8�ĀňȀĈx�P�6ƀĨ�ǎ�ce7�b{V��g4�ɇǿIåų %)ìé�\M�dfM

]� �ɇǿZ{V|�IƸü!�ÒĤɍ0 20±º6ü�IȖɋ!)ɬƀĨ�ǎ�ceHPɭ�;)�ɧťx�

P�6X�g}�ɦéM�a�iZ{i~6Ƹü!)_�P�}�ɧť�srZkcR\� _��7�Ƹ

ü�CǤ 1�ŲÒ0 300�T�\Iǚǉ!)ɬX�g}�ɦéM�a�iZ{i~ƀĨ�ǎHPɭ� 

� '�!)­ħƺ3Mx�[��� F)�­ħ3ɦé6úÊIÛ��ĊȄǈǘ4��/?�ȹĤ�'�

!)ɦé6ȘƓŨƖ4Ɏ#Eǈǘ�ƹø!/�Eɬe.g., Wansink and Chandon, 2006; Raghuanathan, Naylor, 

and Hoyer, 2006ɭ�'�!)ǈǘ6�0ƨ4Ɨƽ#:�ǈǘ7��­ħ3ɦé4Ɏ#E­ħȘƓ6ŨƖ6ĝ

Ƶ1�'F�ƙȮɊ4��Eĭɛ4ƦƣIàH%)ǈǘIȃ,/�E Belei, Geyskens, Goukens, Rama-

nathan, and Lemminkɬ2012ɭ0�G�� 

� Belei, et al.ɬ2012ɭ7��ƽƉV�p}Rg��Ramanathan and Williams, 2007ɭ6xPj]w4Ǆƽ!�á

"­ħȘƓ0�,/?�īȡ FEȉéĜĻ�Ƶ3F8�ƙȮ4��Eĭɛ?Ƶ3E1�Ī!)�¶ ƺ

47��ƊǶƺ­ħȘƓ�1�ĸƅƺ­ħȘƓ�1�� 2ǔɤ6ȘƓŨƖ6�+�Çǳ7ēȧɦé6ƙȮɊ

IƝĘ %�İǳ7ƙȮɊIúÊ %E1�Ī!)60�E�ĮC4BE1��­ħ3ɦé��ɦé6Ɗ

ǶĻ4ƦƣIàH%)�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�ȘƓǹ �ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơ

�Ņņu�TeL�SȢǘ� 
Ǟ 15ĞɬSpring, 2019ɭ 
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Iɩ>E�Ũ��­ħ*�	ǯæ!'��3ɦéǹ �?-ɪÈ�ƙȮǳ6�ĸƅƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ

>E)>�ǀØ#E 2 -6ƽƉ6ɍ0V�p}Rg�Ʈ"/!;��V�p}Rgȑƙ6)>4�ƙȮǳ

7ɦé6ƙȮɊIƝ"/!;�1���'F4ē!/�ɦé6ĸƅĻ4ƦƣIàH%)�ĸƅƺ­ħȘƓ�

Iȃ�øà47�ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ>EǓĦ���)>�ȑƔ#:�V�p}Rg

�Ʈ"$�'FA�ƙȮǳ7�ɦéǹ 6ɪÈ4�,/ƙȮɊIúÊ %E1��� 

� Belei, et al.ɬ2012ɭ6ǆȌ7ĀýǺæƚ��!�!�ĮC7�ƙȮǳ�ɈȎ#EȉéĜĻ�ƙȮǳɍ0Ƶ

3D�E1���1Iǲń!/�3��-;D�ĮC7�ƙȮǳ7�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ,)�­ħ3ɦ

é6�­ħĻ��B9�ĸƅĻ�1�� 2 -6ȉéĜĻI�ġ4áǓĦ0ɈȎ#E1��ÇŚIǮ�/�

E��Ƭč4��/7�ɈȎ#EȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵ�ĉó#E�Ūĉǈǘ7'6ƣIǂɁ!/�E

60�E� 

� '�0ŷȢ7�ɈȎ#E�­ħĻ��B9�ĸƅĻ�1�� 2 -6ȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵIǲń#:

��ƽƉ4��EƦƣƩł6ƙȮǳɍĝƵ�ȃÎÄĳ6ĝƵ4ĠǄ#E1�Ī#EÄĳƦƣƭȢɬHiggins, 

1997ɭIśƯ!�Ūĉǈǘ��Ī!)�­ħ3ɦé�ȃ� 2ǔɤ6­ħȘƓ�#3H+�ƊǶƺ­ħȘƓ�

�B9�ĸƅƺ­ħȘƓ�6ÍŽ6»ƃȕIț<E� 

 

 

d 2 c� K7`b"� $�

 
2�1ɯ%)?�~3�Uvi.�y��K7`b 

 
2�1�1ɯ~3��
�)?qS�-N�y��`b�

� ǣĚƷ@ǵƟ326ƮƘǱŃƷ�ǎ�íɢ13D�ƙȮǳ6­ħŀȤ�ɩ;,)6IÛ�/�­ħƺM

x�[��� F)�­ħ3ɦé�ÿ�ƹø#E�0�ȹĤ�'�!)ɦé6ȘƓŨƖ4Ɏ#Eǈǘ�ƹ

ø!/�E� 

� Wansink and Chandonɬ2006ɭ7��ǷȰȅǌ326­ħȘƓ�ƙȮǳ6ɦé6ƙȮɊ4��Eĭɛ4

-�/Ŗǘ!)�ĮC7�ƨ4�ĸƅƺ�ɦé4��E­ħȘƓ��ƙȮǳĴƭ4��Eĭɛ4-�/ȓ×

!/�E�ĮC7�ƙȮǳ�­ħȘƓ4ŗ!)ɔ�ȘƓ¹ĒIɁĦ4�ǻÑ#E¯ã4�E�1IœŞ!�

'6ǪŽ�ɦé4å;FEP�}�4-�/Ȟ,)Řƞ�ȃHF)D�ɃÀ3ƙȮɊ�ÿ�Ȍǖ?CF)

D#E1�Ī!)�;)��ǷȰ3fY�g1ɩǷȰ3fY�g1�� 2 ǔɤ6fY�g�xjz�4ř

ȷ F)øà47�ƙȮǳ7�İǳ4Ƒ!/ÇǳIɄą#E1��Ūĉǈǘ6�ĪɬOkada, 2005ɭIȳ;

�/�Wansink and Chandonɬ2006ɭ7��ĸƅƺ�ɦé4��E­ħȘƓ7�ƙȮǳ�'�!)ɦéIƙ

Ȯ#Eɔ4Ł"EǭĽŁIƝ"E)>4�ƙȮɊIúÊ %E1���ȟIȗČ!)�čɨ4ɔ!/�Į

C7�Ȇɨǳ4	Regular�?!�7	Low Fat�1ȅǌ F)ȀĈI���Ȇɨǳ6čɔ6ƙȮɊ1�Ȇ

ɨǳ�ƙȮ!)1Ł"/�EɊI¿Ż!)�'6ǪŽ�	Low Fat�1��ȅǌ7�	Regular�1��ȅǌ

4Ƒ!/�ɦé6ƙȮɊIúÊ %E�#3H+��ǷȰȅǌ326­ħȘƓ�ƙȮǳ6ɦé6ƙȮɊI

úÊ %E�1ǪȢ.�)� 
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2�1�2ɯ%)?�~3�<��Uvh�_n�y��`b 
� Raghunathan, et al.ɬ2006ɭ7�Wansink and Chandonɬ2006ɭ1á"Ĥ4��­ħ3ɦéǹ 4ē!

/ƙȮǳ�ŷźƺ4Œ-ǆȏ4-�/ǈǘIȃ,)�¶ ƺ47�ƙȮǳ��­ħ3ɦé4ē!/26B

�3ȝȤIō�/�E�4-�/�ƨ4�	�­ħɳǯæ!��1��ŷǶƺŁȏIų!/�E�2��4

-�/�čɨIț<)�ĮC7�čɨI 2ïȃ,/�D����­ħ3ɦé6¼ǃ����­ħɦé6¼ǃ��

	�	ǯæ!��326ɦ�6ĸƅ4ǥ.�ȓȂ���B9
�	�æ��326ɦ�6ĸƅ4ǥ.�3�ȓ

Ȃ�1�� 4ǔɤ6ÅƢ�C 1-IɄŌ!/n`V�6Ƴɚ�4Ŋĭ!�'FIȌ)ƙȮǳ4�1ïƽ7�

ÅƢI�1	I^cg4!)PeW}�1�1
I^cg4!)PeW}�4¿ɤ %E�Ũ�2ïƽ7�

�1	I^cg4!)PeW}�1�1
I^cg4!)PeW}�4¿ɤ %/�'6½ƭ6ØķȽĦ

IƑȶ!)�čɨ6ǪŽ�Ȇɨǳ7����­ħ3ɦé6¼ǃ�1
�	�æ��32ɦ�6ĸƅ4ǥ.�

3�ȓȂ�Iá"S~�r43EB�¿ɤ %)øà4Ƒ!/����­ħ3ɦé6¼ǃ�1	�	ǯæ!

��32ɦ�6ĸƅ4ǥ.�ȓȂ�Iá"S~�r43EB�4¿ɤ!)øà6Ũ��½ƭ6ØķȽĦ�

Ƚ�,)��6�1�C�Raghunathan, et al.ɬ2006ɭ7��Ç4�Ī!)ȼD�ƙȮǳ7��­ħĻ�1

�ǯæ! �16ɍ4ī�ȾĿIō�/�E1���1�ǌê F)1ǪȢ.�)� 

 

2�1�3ɯ%)?�~3��
� 2 a}�)?qS�-N�y��`b 

� ²Ⱥ!)Wansink and Chandonɬ2006ɭ6čɨ7�­ħȘƓIȃ�ɦéIƙȮ#E1�ƙȮǳ�Ł"E

ǭĽŁ�ƝĘ!)D�ƙȮIƍĬÑ!@#�)>4ƙȮɊ�úÊ!)D#EÝǶĻIǌê!/�Eƣ4�

�/ɩ�Ț¦0�E0�G��!�!�ĮC7�­ħȘƓ6ǔɤ6ĝƵ1�'F�ƙȮɊ4��Eĭɛ4

ƦƣIàH%/7�3�,)��6ƣ4Ǆƽ!)6��Belei, et al.ɬ2012ɭ0�,)� 

� Belei, et al.ɬ2012ɭ7�ƙȮǳ7	�­ħɳǯæ!��1��ŷǶƺ3ŁȏIŒ-1�� Raghunathan, 

et al.ɬ2006ɭ6ǆȌIĩƯ!�ĸƅƺĜĻ1ƊǶƺĜĻ47Ȩ6ȾɎ�ĉó#E)>�­ħȘƓ�ȃHF

)�­ħ3ɦé6	ǯæ! �@ɪÈ7ȼġ6�­ħ3ɦéBD?��ǆȏ F�­ħȘƓ�ȃHF)�

­ħ3ɦé6ƙȮɊ6ƝĘ�ƸƮ#E1�Ī!)�Belei, et al.ɬ2012ɭ7��6ǹȴ6�Ī7�²Ⱥ6Wan-

sink and Chandonɬ2006ɭ6�Ī�CĲCFEǌê1ǅǁ#E1œŞ!��6ēƧƺ3 2-6ǌê6ĝƵ

7�īȡ FE­ħĻ6ĻȰ6ĝƵ4Ȳð#E1�Ī!)� 

� �­ħ3ɦé4��E­ħȘƓ47�2ǔɤ6ŨƖ�ĉó#E��Ũ6�ƊǶƺ­ħȘƓ�7�­ħ41

,/ųƼ0�E1ȝȤ F)ƨĻɬoav�@P~ZNw32ɭIƛÊ#EŨƖ0�E��Ũ6�ĸƅƺ­ħ

ȘƓ�7�ćƅĻ6Ơ13E�áŮ4­ħ4ē!/ųĐ0�E1ȝȤ F)ƨĻɬǣ¿@ǷȰ32ɭIƝ"

EŨƖ0�E�Belei, et al.ɬ2012ɭ7�Çǳ6B�4��­ħ3ɦé��ɦé6ƊǶĻ4ƦƣIàH%)­

ħȘƓIȃ�øà47�ƙȮǳĴƭ6�0��­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơ�ɩ;E�Ũ�İǳ6B�4�ɦé

6ĸƅĻ4ƦƣIàH%)­ħȘƓIȃ�øà47�ƙȮǳĴƭ6�0��ĸƅƽƉ�6ƘĻÑƒơ�ɩ;

D��­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơ7ɩ;C3�1�Ī!)� C4�ĮC7�­ħȘƓIÛ�)ɔ�īȡ F

EȉéĜĻ6ǔɤ4B,/�Ƶ3Eƒơ0ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơ�ɩ;EÝǶĻ��E��

īȡ FEĻȰ4��HC$�	ǯæ!'�3�ɦéIƽ4!)øà47�ƙȮǳ6�ĸƅƽƉ�6ƘĻÑ

ƒơ7ɩ;E1�Ī!)�3&3C�Ūĉǈǘ4BE1�ÿ�6ƙȮǳ7�b{V��g6B�3	ǯæ!
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'�3�ɦéI� 4Ľ��1ǆȏ#E4?��HC$�'�!)ɦé7ɦƌIúȿ!�ƙȮǳ6�ĸƅƽ

Ɖ�6ƘĻÑƒơIɩ>E)>0�Eɬcf. Fedoroff, Polivy, and Herman, 2003; Raghuanathan, et al., 2006; Cher-

nev, 2011ɭ��6B�4�2ǔɤ6ȘƓŨƖ��ƙȮǳ4'F(FƵ3EƽƉIĶã %EƩƕ4ɎȾ!/�

Belei, et al.ɬ2012ɭ7��ƽƉV�p}Rg�6xPj]w4Ǆƽ!)��ƽƉV�p}Rg�17�ŀĺƔ

Čǳ�?-Ȋţ6ƽƉ�ǀ�¥ĉƺ3Ɏ§4�D��EƽƉ��6ƽƉ6ɂŇIɐĐ#EƩƕIœ#ɬcf. 

Etkin, Evangelidis, and Aaker, 2015; Fishbach and Ferguson, 2007ɭ�ƙȮǳ7�V�p}RgIƮ" %Eē

ȧ�CǹCIĩ�ɖ#�14B,/�V�p}Rg6ȑƙIñEɬcf. Ramanathan and Williams, 2007ɭ�Belei, 

et al.ɬ2012ɭ7��6xPj]w4Ǆƽ!��­ħ3ɦé��ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�ɩƒơ

4ƘĻÑ F)�­ħƽƉ�1�ĸƅƽƉ�6ɍ0ɩƒơ6ƽƉV�p}Rg�Ʈ"�'6ǪŽ�ƙȮɊ�

ƝĘ#E1�Ī!)�;)��­ħ3ɦé��ĸƅƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47��ƒơ6ƽƉV�p}R

g!�Ʈ"$��ȑƔ FE;0?3�)>�ÓǦ4'6ɦé6ɪÈ6ɩ 4Ȳð!/�ƙȮɊ7úÊ#E

1�Ī!)�čɨ4ɔ!/�ĮC7�ƊǶƺ­ħȘƓ6čɨŸ1!/�ŋɇÑ¢Ư�­ħ7PPOȦ�C�

1��ȘƓIȃ�b{V��gIƯ�ES~�r�ĸƅƺ­ħȘƓ6čɨŸ1!/�ǷȰȅǌIũ!)b

{V��gIƯ�ES~�r��B9�ēȧŹ�1!/­ħȘƓIȃH3�b{V��gIƯ�ES~�

r1�� 3-6S~�r4ȆɨǳI¿ɤ!)�'!/�Ȇɨǳ4�b{V��gIɦ: %/Ț¦ %)�

'6ǪŽ�ĮC��Ç4�Ī!)ȼD�ƊǶƺ­ħȘƓ�ƙȮɊIƝĘ %E�Ũ�ĸƅƺ­ħȘƓ7�

ēƧčɨ4Ƒ!/ƙȮɊIúÊ %E1���1�Ȍ¾ F)� 

 

2�2ɯUvh�XWYE�y��`b�

 
� Higginsɬ1997ɭ7�ƽƉ4��EƦƣƩł6ĝƵ��
6ȃÎÄĳ4ĭɛI��E1�Ī#EÄĳƦƣ

ƭȢIŚë!)�Į7�ƽƉIɂŇ#E)>6ÎƊ.�6ĝƵ4B,/�ƙȮǳI�¨ȿƦƣIų#Eƙ

Ȯǳ1�ɏƦƣIų#EƙȮǳ6 2 ǔɤ4ĀÂ!)��Ũ6¨ȿƦƣIų#EƙȮǳ7�t[eLq3Ǫ

Ž6ųƥ4Ɨƽ!��Ũ6�ɏƦƣIų#EƙȮǳ7�kQeLq3ǪŽ6ųƥ4Ɨƽ#E1ǲ�CF/

�E�;)�Chernevɬ2004ɭ7�ÄĳƦƣƭȢ4ǛǸ!�'F(F6ÄĳƦƣIų#EƙȮǳ�ȉéĜĻ

4ē!/26B�3ØķIȌ%E�4-�/ƃȕ!)�ƨ4Į7�čƯƺĜĻ�B9ĸƅƺĜĻ1��ē

Ƨƺ3ĜĻ4-�/čɨIčũ!)��6čɨ4ɔ!/�Į7�;$ȆɨǳI¨ȿƦƣIų#EƙȮǳ1

�ɏƦƣIų#EƙȮǳ4¿ɤ!)�0�'F(F6ƦƣƩłIų#EƙȮǳ4ē!/�čƯƺĜĻIų

#Eȉé�B9ĸƅƺĜĻIų#EȉéIŚǌ!��$F�IɄŌ#EB�œǌ!)�'6ǪŽ�Į7�

¨ȿƦƣIų#EƙȮǳ7ĸƅƺĜĻIɈȎ#E¯ã4�E�Ũ��ɏƦƣIų#EƙȮǳ7čƯƺĜĻ

IɈȎ#E¯ã4�E1ǪȢ.�)� 

� ���ŷǜ4��/7��­ħ3ɦé4��E­ħȘƓ�B9ÄĳƦƣ4Ɏ#EǈǘIƆȐ!)�ȹĤ

úÊ!/�E�­ħ3ɦé4��E­ħȘƓ4-�/�Belei, et al.ɬ2012ɭ7�'F;06ǈǘ4B,/

7Ǆƽ F/�3�,)­ħȘƓ6ǔɤ6ĝƵ��ƙȮǳĴƭ4��Eĭɛ4-�/äæ!)1��ƣ4

��/��Č6ȪƪIŇ!)1ȓ��E0�G��!�!�ĮC7�ɈȎ#EȉéĜĻ4ƙȮǳɍĝƵ�

�E1���1Iǲń!/�3��#3H+�ĮC7�ƙȮǳ7�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ,)�­ħ3ɦé
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6�­ħĻ��B9�ĸƅĻ�1�� 2 -6ȉéĜĻI�ġ4áǓĦ0ɈȎ#E1��ÇŚIǮ�/�E

��Ƭč4��/7�ɈȎ#EȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵ�ĉó#E0�G��'�0ŷȢ7�ƙȮǳ6Ʀ

ƣƩł�ȃÎÄĳ4ĭɛI��E1 FEÄĳƦƣƭȢ4Ǆƽ!�ɈȎ#E�­ħĻ��B9�ĸƅĻ�1

�� 2-6ȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵIǲń!)�0�Belei, et al.ɬ2012ɭ��Ī!)�­ħ3ɦé�ȃ�

2ǔɤ6­ħȘƓ�#3H+�ƊǶƺ­ħȘƓ��B9�ĸƅƺ­ħȘƓ�6ÍŽ6»ƃȕIț<E� 

 

 

d 3 c� (r�G4�

 

� Ǟ 2ɮ1ɮ3ɝƽ4��/ƆȐ!)ȼD�Belei, et al.ɬ2012ɭ7��­ħ3ɦé�ɦé6ƊǶĻ4ƦƣI

àH%)�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�ȘƓǹ �ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ>E�

Ũ��­ħ*�	ǯæ!'��3ɦéǹ �?-ɪÈ�ƙȮǳ6�ĸƅƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ>E)>�

ǀØ#E 2 -6ƽƉ6ɍ0V�p}Rg�Ʈ"/!;��V�p}Rgȑƙ6)>4�ƙȮǳ7�'6ɦ

é6ƙȮɊIƝ"/!;�1���'F4ē!/�ɦé6ĸƅĻ4ƦƣIàH%)�ĸƅƺ­ħȘƓ�I

ȃ�øà47�ȘƓǹ �ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ>EǓĦ���)>�ȑƔ#:�V�

p}Rg�Ʈ"$�'FA��ƙȮǳ7�ɦéǹ 6ɪÈ4�,/ƙȮɊIúÊ %E1���!�!�

Belei, et al.ɬ2012ɭ7�ɈȎ#EȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵ�ĉó!�E1���1Iǲń!/�3��#

3H+��­ħ3ɦé��ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ,)1!/?��EƙȮǳ7�ĮC�Ǯ�)ÇŚ6ȼD�

�­ħĻ��B9�ĸƅĻ�1�� 2-6ȉéĜĻI�ġ4áǓĦ0ɈȎ#E�?!F3���Â6ƙȮǳ

7��ĸƅĻ�4Ƒ!/�­ħĻ�IɈȎ#E�?!F3��'�0ŷȢ7�ɈȎ#E�­ħĻ��B9�ĸ

ƅĻ�1�� 2 -6ȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵIǲń#:��ƙȮǳ6ƦƣƩł6ĝƵ4ȓ×!)ÄĳƦƣ

ƭȢɬHiggins, 1997ɭIśƯ#E�Higginsɬ1997ɭ7�ƙȮǳI�¨ȿƦƣIų#EƙȮǳ1�ɏƦƣIų

#EƙȮǳ6 2 ǔɤ4ĀÂ!)�0�ƽƉ4��EƦƣƩł6ƙȮǳɍĝƵ�ȃÎÄĳ4ĭɛI��E1

�Ī#EÄĳƦƣƭȢIŚë!)�'6İ�Chernevɬ2004ɭ7�ÄĳƦƣƭȢ4ǛǸ!�¨ȿƦƣIų#

EƙȮǳ��ĸƅƺĜĻ�IɈȎ#E�Ũ��ɏƦƣIų#EƙȮǳ7�čƯƺĜĻ�IɈȎ#E1�Ī!

)� 

�FC6²ȃǈǘIȳ;�/�Belei, et al.ɬ2012ɭ��Ī!)�­ħ3ɦé4��E 2ǔɤ6­ħȘƓ�

#3H+�ƊǶƺ­ħȘƓ��B9�ĸƅƺ­ħȘƓ�6ÍŽI»ƃȕ#E1��­ħ3ɦé�ɦé6ƊǶ

Ļ4ƦƣIàH%)�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�¨ȿƦƣIų#EƙȮǳ�#3H+�ĸƅƺĜ

Ļ�IɈȎ#EƙȮǳ6ƙȮǳĴƭ6�0�òų6ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ�ɩ��ĸƅƽƉ�1�ȘƓ4

B,/ƘĻÑƒơ�ɩ>CF)�­ħƽƉ�16ɍ0V�p}Rg�Ʈ"�'6ǪŽ�ƙȮɊ7ƝĘ#E

0�G���Ũ��ɏƦƣIų#EƙȮǳ�#3H+�ƊǶƺĜĻ�IɈȎ#EƙȮǳ6ƙȮǳĴƭ6�

0�òų6ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ�ɩ��­ħƽƉ���ȘƓ4B,/ C4ɩ>CF�ɦéǹ �Œ-

ɪÈ4B,/ƘĻÑƒơ�ɩ>CF)�ĸƅƽƉ�7�ǀēƺ4ƘĻÑƒơI�>E)>�'FA��V�

p}Rg�Ʈ"$�'6ǪŽ�ƙȮɊ7úÊ#E0�G�� 

� 'F4ē!/�ɦé6ĸƅĻ4ƦƣIàH%)�ĸƅƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�¨ȿƦƣIų#E
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ƙȮǳ�#3H+�ĸƅƺĜĻ�IɈȎ#EƙȮǳ7�ȘƓǹ �ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ

>EǓĦ���)>�òų6ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ�ɩ��ĸƅƽƉ�16ɍ0V�p}Rg�Ʈ"$�

'6ǪŽ�ɦéǹ 6ɪÈ4�,/ƙȮɊ7úÊ#E0�G���Ũ��ɏƦƣIų#EƙȮǳ�#3H

+�ƊǶƺĜĻ�IɈȎ#EƙȮǳ7�òų6ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ�ɩ��­ħƽƉ�1�ɦéǹ �

Œ-ɪÈ4B,/ƘĻÑƒơ�ɩ>CF)�ĸƅƽƉ�16ɍ0V�p}Rg�Ʈ"�'6ǪŽ�ƙȮɊ

7ƝĘ#E0�G����!/��­ħ3ɦé��2ǔɤ6­ħȘƓɬƊǶƺ­ħȘƓɰĸƅƺ­ħȘƓɭIȃ

�øà�ƙȮǳ6ų#EƦƣɬ¨ȿɰ�ɏɭ6ĝƵ4B,/�ƙȮɊ4?ƙȮǳɍĝƵ�Ʈ"E1ǲ�CF

E� 

� ��BD�Ƌ6�ȟIŚë#E� 

 

�ȟ 1� �­ħ3ɦé�ƊǶƺ­ħȘƓIȃ�øà�¨ȿƦƣIų#EƙȮǳ4Ƒ!/��ɏƦƣIų

#EƙȮǳ6Ũ��ƙȮɊ7ÿ�� 

�ȟ 2� �­ħ3ɦé�ĸƅƺ­ħȘƓIȃ�øà��ɏƦƣIų#EƙȮǳ4Ƒ!/�¨ȿƦƣIų

#EƙȮǳ6Ũ��ƙȮɊ7ÿ�� 

 

 

d 4 c� +MJT�

 

4�1ɯ:��Pm 

 
� Ǟ 3 ǜ4��/Śë!)�ȟ6ǩɨƺĆĬĻIäæ#E)>4�ƙȮǳčɨIčũ!)�žǙ6b{V

��g6ncT�[I�čɨȩ1!/ŕƯ!)�čɨȩ1!/b{V��gIŕƯ!)ƭư1!/���

6 3-�Ŕ�CFE�Ǟ 14�Ȇɨǳ�čɨȩ13Eɦé4ē!/�­ħ3Mx�[Iō�/�Eĵȋ�

�E)>0�E�Ǟ 2 4�ȡſǏčɨ4��/ƙȮɊ6ƞČIĒŭ4#E)>�Ȇɨǳ�ǹȴ6ƙȮɊI

ŀȤ!3�CƙȮ#Eɦé0�D�3��-ƙȮɊ4ª�ĝ��Eɦé0�Eĵȋ��E)>0�E�£

�8�á"�­ħ3Mx�[Iō�%Eɦé0�El�m�Q�7��Ħ6ɦ�6ɔ6ģôƺ3ƙȮɊ�

òČƺ0�D�ƙȮǳ4B,/ƙȮɊ4ĝ�ė �1ǲ�CFE��Ũ�b{V��g7�1ż$-ėÐȇ

 FEøà�ÿ�)>�ƙȮǳ�ǹȴ6ƙȮɊIȝȤ0��3��-ƙȮǳ4B,/ƙȮɊ48C-��

�Eɦé0�E1ǲ�CFE�Ǟ 34�ŷȢ41,/ƿŗƺ4ɎȾ#EŪĉǈǘ0�E Belei, et al.ɬ2012ɭ

��ǹȴ6čɨ4ŕƯ!/�E)>0�E���6 3 -6ƭư�C�čɨȩ1!/b{V��gIŕƯ#

E�17�ĆĬ0�E1ȓ��E0�G��ncT�[4Ȗȷ#E­ħȘƓ4-�/7�Belei, et al.ɬ2012ɭ

4ı,/�ƊǶƺ­ħȘƓ1!/�ŋɇÑ�I�ĸƅƺ­ħȘƓ1!/��ǷȰ�I�'F(FȗČ!)� 

� Ȇɨǳ7�20��40�6ƲĄ 94âɬƲĻ 61â�ĄĻ 33âɭ0�,)�ȆɨǳIƥ¢Ƥ4 2-6S~�

r4¿���Ũ6S~�r47�ƊǶƺ­ħȘƓ�ȃHF)b{V��gncT�[IȌ/?C���Ũ

6S~�r47�ĸƅƺ­ħȘƓ�ȃHF)b{V��gncT�[IȌ/?C,)�'6�0��S~

�r6Ȇɨǳ4��ȱȭŀñ�3C94�ƙȮɊ�4Ɏ#EȰíɝƽ4ïǠ#EB�¥ɡ!)�3��Belei, 
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et al.ɬ2012ɭ7�ǹȴ6ǈǘ6�0�ȱȭŀñ�Iŉ,/�3���Ƭč4��/7�ȱȭŀñ�1�ƙȮ

Ɋ�7ȾÎ!/�E1ǲ�CFE)>��ȱȭŀñ�IƞČ6ēȧ1#E�;)�'F(F6S~�r6Ȇ

ɨǳ47��Ȗ6ïǠ4²Ǜ,/�ƦƣƩł4Ɏ#EȰíɝƽɬ¨ȿƦƣ4Ɏ#EȰíɝƽ 5-��B9��ɏ

Ʀƣ4Ɏ#EȰíɝƽ 4-ɭ4ïǠ#EB�4¥ɡ!)��ǳ6ģô¬6ĝ�C�ƙȮǳ´ 6�ā¬Iǡ¾

!�ģô¬��ā¬I�ïEȆɨǳI¨ȿƦƣS~�rɬN ɳ 44ɭ1Ȍ3#�Ũ�ģô¬��ā¬I�ïE

ȆɨǳI�ɏƦƣS~�rɬN ɳ 50ɭ1Ȍ3!)� 

 

4�2ɯV9=>�p9 

 
� Ȇɨǳ6ƦƣƩł4Ɏ#EȰíɝƽ4-�/7�ÄĳƦƣƭȢ4Ɏ#EŪĉǈǘ4��/ű?ɠǬ4ŕ

Ư F/�E Lockwood, Jordan, and Kundaɬ2002ɭ6ƞČęĦIƯ�)�;)�ȆȟŬýţ0�E�ȱ

ȭŀñ�4Ɏ#EȰíɝƽ4-�/7�Burton, Garretson, and Velliquetteɬ1999ɭ6ƞČęĦIƯ�)�

?� 1 -6ȆȟŬýţ0�E�ƙȮɊ�4Ɏ#EȰíɝƽ4-�/7�Ūĉǈǘ4ĉó!3�,))>�

Ȇɨǳ47čɨȩ0�Eb{V��gIȱȭ!)1ĿČ!/?C��Ƭč4ȫü F/�Eb{V��g�

ƀĨ�ǎ�ce�ȫü#E�\M�dfM]� �ɇǿZ{V|�IÖǲ4!/�ɒI 14ż1!/ȗČ!�

2 ż�14 żɬ2 żƐ6 7 ƣęĦɭ1��ɄŌǴ6Ģ6�0��Ħ426ǓĦŝÚ#E�1��Ȱíɝƽ4ï

Ǡ#EB�¥ɡ!)� 

� ¶ ƺ3Ȱíɝƽ7�ñȅ 1 4ǌ FEȼD0�E�3��ƞČ4��/ŕƯ F)ęĦƖ7�ƦƣƩ

ł4Ɏ#EȰíɝƽ4-�/7��1ɱ´�'�ĺH3���B9�7ɱəġ4'�ĺ��Iǝƣ1#E 7ƣ

}P�hęĦ0�,)�;)��ȱȭŀñ�4Ɏ#EȰíɝƽ4-�/7�Burton, et al.ɬ1999ɭ�Ư�)�

�1ɱÝǶĻ7əġ4����B9�7ɱÝǶĻ7əġ4ɩ��Iǝƣ1#E 7ƣęĦ0�,)� 

 

5k 1� L:��QFPC�V9=> 

ƇŇƆĹ ƞČęĦɬðĈȨǾɊɭ α§ţ CR AVE MSV ASV 

¨ȿƦƣ 

X1ɱĕźǹ¿�3D)�1ĺ�ƭĿ 
6�ɍ°4-�/�!8!8ǲ� 
E�ɬ0.43ɭ 

X2ɱǹ¿�ĕźŇ!ɀ�)�1Ŵ= 
ŇÉI�ŰƏ�CĹɟ4Ǯ�/� 
E�ɬ0.91ɭ 

X3ɱǐ7�ǹ¿ǹȴ6�1I�ğ 
Ŵ�ɣŴ�ɉĴIÞ�E)>4� 
�ƭĿ6ǹ¿�43G�1ÌÈ# 
E�ɍ*1Ț¦!/�E�ɬ0.86ɭ 

X4ɱǫ"/�ǹ¿7�Ʈ0Ǽ�ǪŽ 
I¾#�1IɈȋȎ!/�E� 
ɬ0.67ɭ 

X5ɱǫàƺ4</�ǹ¿7ĂšIɅ 
�E�1BDŇÉIÙ>E�1I 
ƽœ!/�E�ɬ0.31ɭ 

0.77 0.79 0.46 0.01 0.00 

�

�
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5k 1� L:��QFPC�V9=>������

ƇŇƆĹ ƞČęĦɬðĈȨǾɊɭ α§ţ CR AVE MSV ASV 

�ɏƦƣ 

X6ɱĕźǹ¿�3,/!;�607 
3��1ļFE�ɍ°4-�/� 
!8!8ǲ�E�ɬ0.62ɭ 

X7ɱǹ¿6ȴ4ɑD��E�?!F 
3�Ľ�¾ź�Iǩɨ!/�Eǹ 
¿IĿ°#E�1�B��E� 
ɬ0.96ɭ 

X8ɱǹ¿��Ʈ0Ăš!3�B�4 
#EŨƖIB�ǲ�E�ɬ0.51ɭ 

X9ɱÃƼƫĲĶã1��BD�ŜĂ 
ïɅĶã0�E�ɬ0.54ɭ 

0.75 0.76 0.46 0.00 0.00 

ȱȭŀñ 

X10ɱ�6ncT�[6ľ÷���C

F)øà��6ìéIȱ³#

E�ɬ0.85ɭ 
X11ɱ�6ncT�[6ľ÷���C

F)øà��6ìé6ȱ³Iƃ

ȕ#E�ɬ0.95ɭ 
X12ɱ�6ncT�[IȌ%CF)

Ů��6ìéIȱ³#E�

ɬ0.95ɭ 

0.94 0.94 0.84 0.01 0.00 

ƙȮɊ 
X13ɱ�3)����6ìéIđ0Ɍ

Ĕ!)Ů���Ħ4���-ɦ:

B�1ĺ�;#�ɴ  
ɮ� ɮ� ɮ� ɮ ɮ 

 

� ßýţ4-�/ŕƯ F)ƞČęĦ6©ɡĻIÁŦ#E)>6œƉ0�ER��mcR6 α §ţ�B9

àŇ©ɡĻɬCRɭ1�ĆĬĻIÁŦ#E)>6œƉ0�Eģô¿Ţŏ¾ĦɬAVEɭ�űĀǪàģŨ¿ŢɬMSVɭ�

�B9ģôǪàģŨ¿ŢɬASVɭIǡ¾!)�ǡ¾ F)ţ¬4-�/?�ñȅ 14ȋǤ FEȼD0�E�

ßƇŇƆĹ6R��mcR6 α§ţ7�'F(F 0.769�0.749��B9 0.9381��¬0�D�Nunnally

ɬ1978ɭ�Řă#E 0.701��öơ¬I�ï,)�Ƌ4�ßƇŇƆĹ6 CR7�'F(F 0.791�0.763�

�B9 0.9401��¬0�D�Bagozzi and Yiɬ1988ɭ�Řă#E 0.601��öơ¬I�ï,)� C4�

ßƇŇƆĹ6 AVE7�'F(F 0.462�0.464��B9 0.8391��¬0�D�Bagozzi and Yiɬ1988ɭ�

Řă#E 0.501��öơ¬4ȹ�¬0�,)�'!/�AVE6¬7��$F?MSV�B9 ASVBDĀ

��¬0�,)���6ȥȢBD�ŷȢ6�$F6ƇŇƆĹ6ƞČęĦ?ɩ�©ɡĻ�B9ĆĬĻIų!

/�E1ǪȢ.�CFE0�G��3��ƙȮɊ4-�/7�Ȱíɝƽ� 1 ɝƽ!�3�)>�R��m

cR6 α§ţ�CR�AVE�ASV��B9MSV7�Ȕǡ F3�,)� 

 

 

d 5 c� +MeN�

 

5�1ɯ(r ��y��+M�eN 

 
� �ȟ 1 6ǩɨƺĆĬĻIäæ#E)>4�Çǜ4��/Ùɕ!)f�aIƯ�/�ƃČIčũ!)�3
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��ƙȮɊ4Ɏ#EȰíɝƽ7 1ɝƽ6<0�E�Ũ�ȱȭŀñ4Ɏ#EȰíɝƽ7 3ɝƽ0�E)>�

ƃČ4ɔ!/7�İǳ4-�/7ģô¬Iǡ¾!/Ư�)�;$�ȱȭŀñ�B9ƙȮɊ4Ɏ#EƙȮǳ

f�a6ƍȍĻ�Ɵ) F/�E�Iäæ#E)>4 Shapiro-WilkƃČIčũ!)�'6ǪŽ�ƙȮǳf

�a6əƍȍĻ�ƶHF)ɬȱȭŀñɱW ɳ 0.919, p ɳ 0.049�B9W ɳ 0.888, p ɳ 0.024�ƙȮɊɱW ɳ 0.644, 

p ɳ 0.000�B9W ɳ 0.836, p ɳ 0.003ɭ�'�0�ƃČ4ɔ!/�Wilcoxon6ɞ�èƃČIčũ!)� 

� ƃČ6ǪŽ7�ñȅ 2 4ȋǤ FEȼD0�,)�¨ȿƦƣS~�r�B9�ɏƦƣS~�r6ȱȭŀ

ñ6�ā¬7�'F(F 2.000ɬǞ 1 î¿�ţ�B9Ǟ 3 î¿�ţ7�'F(F 1.333 �B9 3.000ɭ��B9�

3.667ɬǞ 1 î¿�ţ�B9Ǟ 3 î¿�ţ7�'F(F 1.500 �B9 4.500ɭ0�,)��ɏƦƣS~�r6ȱȭ

ŀñ6Ũ�¨ȿƦƣS~�r6ȱȭŀñ4Ƒ!/ɩƒơ0�D��ǳ6ɍ6ĝ7 5ɫƒơ0ųŀ0�,)

ɬZ ɳ 2.275, p ɲ 0.05ɭ�á"��¨ȿƦƣS~�r�B9�ɏƦƣS~�r6ƙȮɊ6�ā¬7�'F(F

1.000ɬǞ 1î¿�ţ�B9Ǟ 3î¿�ţ7�'F(F 1.000�B9 3.000ɭ��B9�3.500ɬǞ 1î¿�ţ�B9Ǟ

3î¿�ţ7�'F(F 3.000�B9 4.000ɭ0�,)��ɏƦƣS~�r6ƙȮɊ6Ũ�¨ȿƦƣS~�r6

ƙȮɊ4Ƒ!/ɩƒơ0�D��ǳ6ɍ6ĝ7 1ɫƒơ0ųŀ0�,)ɬZ ɳ 3.281, p ɲ 0.01ɭ� 

 

5k 2� (r ��y��O9�eN 

ƇŇƆĹ ¨ȿƦƣS~�r6�ā¬ 
ɬǞ 1î¿�ţ, Ǟ 3î¿�ţɭ 

�ɏƦƣS~�r6�ā¬ 
ɬǞ 1î¿�ţ, Ǟ 3î¿�ţɭ Z¬ 

ȱȭŀñ 2.00 
ɬ1.33, 3.00ɭ 

3.67 
ɬ1.50, 4.50ɭ 2.28*** 

ƙȮɊ 1.00 
ɬ1.00, 3.00ɭ 

3.50 
ɬ3.00, 4.00ɭ 3.28*** 

)*!�**7 5ɫƒơ0ųŀ�***7 1ɫƒơ0ųŀ� 

 

5�2ɯ(r  �y��+M�eN 
 

� �ȟ 2 4-�/?�áƈ4ƃČIčũ!)��ȟ 1 1áƈ4��Ç4 Shapiro-Wilk ƃČIčũ!)Ǫ

Ž�ƙȮǳf�a6əƍȍĻ�ƶHF)ɬȱȭŀñɱW ɳ 0.916, p ɳ 0.032�B9W ɳ 0.945, p ɳ 0.276�ƙȮ

ɊɱW ɳ 0.788, p ɳ 0.000�B9W ɳ 0.641, p ɳ 0.000ɭ�'�0�ƃČ4ɔ!/�Wilcoxon6ɞ�èƃČIč

ũ!)� 

� ƃČ6ǪŽ7�ñȅ 3 4ȋǤ FEȼD0�,)�¨ȿƦƣS~�r�B9�ɏƦƣS~�r6ȱȭŀ

ñ6ģô¬7�'F(F 3.000ɬǞ 1 î¿�ţ�B9Ǟ 3 î¿�ţ7�'F(F 2.667 �B9 4.000ɭ��B9�

2.667ɬǞ 1 î¿�ţ�B9Ǟ 3 î¿�ţ7�'F(F 2.000 �B9 3.000ɭ0�,)�¨ȿƦƣS~�r6ȱȭ

ŀñ6Ũ��ɏƦƣS~�r6ȱȭŀñ4Ƒ!/ɩƒơ0�D��ǳ6ɍ6ĝ710ɫƒơ0ųŀ0�,)�

ɬZ ɳ �1.726, p ɲ 0.10ɭá"��¨ȿƦƣS~�r�B9�ɏƦƣS~�r6ƙȮɊ6�ā¬7�'F(F

3.000ɬǞ 1î¿�ţ�B9Ǟ 3î¿�ţ7�'F(F 2.000�B9 3.000ɭ��B9�2.000ɬǞ 1î¿�ţ�B9Ǟ

3î¿�ţ7�'F(F 2.000�B9 3.000ɭ0�,)��ɏƦƣS~�r6ƙȮɊ6Ũ�¨ȿƦƣS~�r6

ƙȮɊ4Ƒ!/ɩƒơ0�,)���ǳ6ɍ4ųŀ3ĝ73�,)ɬZ ɳ �1.151ɭ� 
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5k 3� (r 2 �y��O9�eN 

ƇŇƆĹ ¨ȿƦƣS~�r6�ā¬ 
ɬǞ 1î¿�ţ, Ǟ 3î¿�ţɭ 

�ɏƦƣS~�r6�ā¬ 
ɬǞ 1î¿�ţ, Ǟ 3î¿�ţɭ Z¬ 

ȱȭŀñ 3.00 
ɬ2.67, 4.00ɭ 

2.67 
ɬ2.00, 3.00ɭ ɮ1.73* 

ƙȮɊ 3.00 
ɬ2.00, 3.00ɭ 

2.00 
ɬ2.00, 3.00ɭ ɮ1.15* 

)*!�*7 10ɫƒơ0ųŀ� 

 

5�3ɯg; 
 

� Ç
Ǣ�B9ÇǢ6ǪŽBD��­ħ3ɦé��ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà�¨ȿƦƣIų#EƙȮ

ǳ4Ƒ!/��ɏƦƣIų#EƙȮǳ6Ũ��ƙȮɊ7ÿ��Ũ��­ħ3ɦé��ĸƅƺ­ħȘƓ�Iȃ

�øà��ɏƦƣIų#EƙȮǳ4Ƒ!/�¨ȿƦƣIų#EƙȮǳ6Ũ��ƙȮɊ7ÿ�1��ǌê�

ĲCF)���!/��ȟ 17şŒ F��ȟ 2?Ɔ5şŒ F)1ȓ��E0�G��Belei, et al.ɬ2012ɭ

7�ƙȮǳ7��­ħ3ɦé��ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà�ĬȜɦé6ƙȮɊIƝĘ %E�Ũ��ĸ

ƅƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà�ĬȜɦé6ƙȮɊIúÊ %E1��ǆȌIĲ)�ŷȢ7�Belei, et al.ɬ2012ɭ

�Ĳ)ǆȌ17Ƶ3D��­ħ3ɦé� 2 ǔɤ6­ħȘƓ�#3H+�ƊǶƺ­ħȘƓ��B9�ĸƅƺ

­ħȘƓ�I'F(Fȃ�øà�ƙȮɊ47ƙȮǳɍĝƵ�ĉó#E1��ǆȌIĲ)��6B�3ǆȌ

�ĲCF)67��­ħ3ɦé�­ħȘƓIȃ�øà�ƙȮǳ6ĶãĻ4B,/��­ħƽƉ�1�ĸƅƽ

Ɖ�6ɍ0ƽƉV�p}Rg�ƸƮ!)DƸƮ!3�,)D#E)>0�E1ǲ�CFE0�G��¶ 

ƺ47���6B�3V�p}RgƸƮ6ųƥ�ĉó#E1ǲ�CFE� 

� �­ħ3ɦé�ɦé6ƊǶĻ4ƦƣIàH%)�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�¨ȿƦƣIų#E

ƙȮǳ�#3H+�ĸƅƺĜĻ�IɈȎ#EƙȮǳ6ƙȮǳĴƭ6�0�òų6ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ

�ɩ��ĸƅƽƉ�1�ȘƓ4B,/ƘĻÑƒơ�ɩ>CF)�­ħƽƉ�16ɍ0V�p}Rg�Ʈ"

E��Ũ��ɏƦƣIų#EƙȮǳ�#3H+�ƊǶƺĜĻ�IɈȎ#EƙȮǳ6ƙȮǳĴƭ6�0�òų

6ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ�ɩ��­ħƽƉ���ȘƓ4B,/ C4ɩ>CF�ɦéǹ �Œ-ɪÈ4

B,/ƘĻÑƒơ�ɩ>CF)�ĸƅƽƉ�7�ǀēƺ4ƘĻÑƒơI�>E)>�V�p}Rg�Ʈ"

3�� 

� 'F4ē!/��­ħ3ɦé�ɦé6ĸƅĻ4ƦƣIàH%)�ĸƅƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�¨

ȿƦƣIų#EƙȮǳ�#3H+�ĸƅƺĜĻ�IɈȎ#EƙȮǳ7�ȘƓǹ �ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6

ƘĻÑƒơIɩ>EǓĦ���)>�òų6ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ�ɩ��ĸƅƽƉ�16ɍ0V�p

}Rg7Ʈ"3���Ũ��ɏƦƣIų#EƙȮǳ�#3H+�ƊǶƺĜĻ�IɈȎ#EƙȮǳ7�òų6

ĶãĻ1!/ƘĻÑƒơ�ɩ��­ħƽƉ�1�ɦéǹ �Œ-ɪÈ4B,/ƘĻÑƒơ�ɩ>CF)�ĸ

ƅƽƉ�16ɍ0V�p}Rg�Ʈ"E���6B�3�ɈȎ#EȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵ�?)C#V

�p}RgƸƮ6ųƥ��ƙȮɊ6ĝƵ4ĭɛI��/�E1ǲ�CFE60�E� 
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d 6 c� �����

 

6�1ɯ8j]Df�

 

� Belei, et al.ɬ2012ɭ7��­ħ3ɦé4��E­ħȘƓI¿ɤ!)�0�'F(F6ȘƓ�ƙȮǳ6ƙ

ȮɊ4?)C#ĭɛ4-�/Ȣ")�ĮC�Ȍ¾!)ǆȌ4BE1�ƽƉV�p}Rg6xPj]w4Ǆ

ƽ!)�0��­ħ3ɦé��ɦé6ƊǶĻ4ƦƣIàH%)�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�ȘƓǹ

 �ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ>E�Ũ��­ħ*�	ǯæ!'��3ɦéǹ �?-ɪÈ�

ƙȮǳ6�ĸƅƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ>E)>�ǀØ#E 2 -6ƽƉ6ɍ0V�p}Rg�Ʈ"/!;

��V�p}Rgȑƙ6)>4�ƙȮǳ7ɦé6ƙȮɊIƝ"/!;��'F4ē!/�ɦé6ĸƅĻ4

ƦƣIàH%)�ĸƅƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà47�ƙȮǳ6�­ħƽƉ�6ƘĻÑƒơIɩ>EǓĦ��

�)>�ȑƔ#:�V�p}Rg�Ʈ"$�'FA�ƙȮǳ7ɦéǹ 6ɪÈ4�,/ƙȮɊIúÊ %

E1���ĮC6ǆȌ7əġ4Ǻæƚ���ɈȎ#EȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵ��E1���1Iǲń!

/�3�ƣ0íɢIō�/�E�'�0ŷȢ7�ÄĳƦƣƭȢIśƯ#E�14B,/�ɈȎ#E�­ħ

Ļ��B9�ĸƅĻ�1�� 2-6ȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵIǲń!�čɨIȼ"/�2ǔɤ6­ħȘƓ�

#3H+�ƊǶƺ­ħȘƓ��B9�ĸƅƺ­ħȘƓ�6ÍŽ4?ƙȮǳɍĝƵ�ĉó#E�1Ičș!

)�­ħȘƓ6ÍŽ4Ɏ#EŪĉǈǘ7�­ħȘƓ6ǔɤ6ĝƵ��ƙȮǳĴƭ4ē!/��EĭɛIƃ

ȕ#E�Ũ�ɈȎ#EȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵ4-�/Ŷƃȕ0�,)�ɈȎ#E�­ħĻ��B9�ĸƅ

Ļ�1�� 2 -6ȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵIǲń!)ŷȢ7�­ħȘƓ6ÍŽ4Ɏ#EǈǘIȿě %E

�0��Č6ȪƪIȃ��1�0�)1ȓ��E0�G�� 

 

6�2ɯ:/]2D 

 

� Ūĉǈǘ7�ƙȮǳ7��ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà�ɦé6ƙȮɊIƝ"/!;�64ē!/��ĸƅ

ƺ­ħȘƓ�Iȃ�øà�ɦé6ƙȮɊIúÊ %E1�Ī!/�)��6ǆȌ�C��­ħ3ɦéIŉ

��Ƅ7�ǹǎ6ìé4��/��ƊǶƺ­ħȘƓ�073��ĸƅƺ­ħȘƓ�Iȃ��10�üD��

6úÊIŵį#Eŵį#E�1�0�E1ǲ�CFE0�G��!�!�Ūĉǈǘ7�ɈȎ#EȉéĜĻ

6ƙȮǳɍĝƵIǲń!/�3�,)�ŷȢ�CĲCF)ǆȌ�C��­ħ3ɦé��ƊǶƺ­ħȘƓ�

Iȃ�øà0�,/?��ɏƦƣIų#EƙȮǳ6ƙȮɊ7�̈ ȿƦƣIų#EƙȮǳ6ƙȮɊ4Ƒ!/�

ƙȮɊ7ÿ�1ǲ�CFE�!)�,/��­ħ3ɦéIŉ��Ƅ7�ŧìéIɌƸ#Eɔ�Ūĉǈǘ6

�Ī4ı,/�ĸƅƺ­ħȘƓ�Iƾƽƺ4ŕƯ#E6073���ɏƦƣIų#EƙȮǳIa�Ucg

4!)�ƊǶƺ­ħȘƓ�Iȃ�ìéIɌƸ#E1��ɄŌǴIǲń#E:�0�G�� C4�ŷȢ7�

Belei, et al.ɬ2012ɭI7">1#EŪĉǈǘ17Ƶ3,/�ȱȭŀñIȆȟŬýţ1!/ƞČ6ēȧ1!

)��Ƅ6u�Ta�41,/�ƙȮǳ16Ɉȋ3ŗȒƣ7ȱȭŮƣ0�D�2ǔɤ6­ħȘƓ�#3H+

�ƊǶƺ­ħȘƓ��B9�ĸƅƺ­ħȘƓ�6ÍŽIƃȕ#E�0�ȱȭŀñIȆȟŬýţ1!/ƞČ0

�)�17��Č6ųƼ3čÏƺåŀIŚ¤#E�1�0�)1ȓ��E0�G�� 
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6�3ɯLt�z\�'A�s| 

 

� ŷȢ7���6B�3ɒƴIō���İ4ȠɢIƎ!/�E�;$�Belei, et al.ɬ2012ɭ��čɨďčɨ

Ičũ!)�0�ƙȮǳ6čɔ6ƙȮɊIƞČ!)64ē!/�ŷȢ7��ǡ1Ůɍ6ÄǤ��ȡſǏč

ɨIčũ!)�'!/�ƙȮɊ6�HD4�26ǓĦƙȮ#E�1��ƙȮ6ŀƌI�ȆȟŬýţ1!/

ƞČ!)�'FA��ŪĉǈǘIƍǊ4ŐĪ!)17ȓ�ɗ���İ6ǈǘ4��/7�Belei, et al.ɬ2012ɭ

4«,/�čɔ6ƙȮɊIƞČ6ēȧ1!)�0čɨIčũ#E�1�Ŵ;FB��;)�ŷȢ7�b{

V��gncT�[�B9b{V��g6<Ičɨȩ1!/ŕƯ!)��ƙȮǳ4�ŷȢ6čɨȩBD�

­ħ IĿȲ %Eɦé�ĉó#EÝǶĻ��E�ŷȢ7�Ǟ 4ǜ4��/ȓ×!)B�3ƭư�C Belei, 

et al.ɬ2012ɭ1á"čɨȩIŕƯ!)���İ6ǈǘ4��/7��6ƈ
3ǔɤ6�­ħ3ɦéIčɨ

ȩ1!/ŕƯ!/čɨIčũ#E�14B,/�ǈǘǆȌ6þɆĆĬĻIäæ#E�1�Ŵ;FB�� 

� �6B�3ɒƴIō���İ4ȠɢIƎ!/�E17���ɈȎ#E�­ħĻ��B9�ĸƅĻ�1��

2 -6ȉéĜĻ6ƙȮǳɍĝƵIǲń!)�0�ŪĉǈǘBDÐőƺ3yf~IɌƸ!�čș¿Ż4ŇÉ

!)ŷȢ7�­ħȘƓ6ÍŽIÚDŉ��İ6ǈǘ�B9čÏ4ē#EǋǇ13E0�G�� 

 

 

ɬȖɭ� ŷȢ6õǟ4ɔ!�ËȓIɜ�)ÿ�6Ũ
4Łȣ6ŀIȅ!)��ŅņǰùĀĊìĊɆėɉů

·²Ʈ47�ȢŤ6e�uƂ¾Ů�CċŇ;0�ƁÂ6�œĖIȯ,)�;)�ėɉů·ǈǘ�6

ĀĊɓƮ6Ũ
�Ǟ 14ŵƮ6Ũ�Ǟ 16ŵƮ6Ũ4?�ųƼ3ËȓIɜ�)�1DH��Ņņǰù

ĀĊĀĊɓìĊǈǘǑÇŵÔûȠǓ6Ɯƒ�ȸ J47�ĥĦ13�ÕǕIƛÆ!/ɜ��ÿĀ3

�Èƛ�Iɜ�)� C4�áŵ0�EŅņǰùĀĊìĊɆėɉů·ǈǘ�Ǟ 15ŵƮ6ƻ J4?

�ËÈɜ�)���4Ȗ!/�ËȓIɜ�)´/6Ũ4Ĵ�C�ǍƱ!��)�� 
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1  

 
 

社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響 
――2 つの異なる社会的混雑に着目して――*

 

 

竹田 光志 

 

既存研究は、店舗内が混雑して、顧客密度が高まると、消費者は、人に対する嫌悪感から社会

的交流を持つ対象を物に向けるため、ブランド・アタッチメントを高めると論じている。しかし

ながら、彼らは、社会的混雑として顧客密度しか想定しておらず、商品密度を考慮に入れていな

いという問題を抱えている。そこで本論は、商品密度としての社会的混雑に追加的に着目するこ

とによって、2 つの異なる社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響について検討す

る。 

 

 

第 1 章 はじめに 

 

社会的混雑とは、個々人のパーソナル・スペースが侵害される可能性が大幅に増加する程に人々が集まっ

た状態のことである（Maeng, Tanner, and Soman, 2013）。社会的混雑が人の心理に与える影響について、い

くつかの知見がこれまで見出されてきた。例えば、人口密度が高く、それゆえ、自らのパーソナル・スペー

スが侵害されていると感じると、人々は、潜在的脅威から自らを守ろうと動機づけられるという（Lang and 

Bradley, 2008; Tooby and Cosmides, 1990）。さらに、ストレス感情を抱き（Collette and Webb, 1976）、感情の制

御を低下させ（Hui and Bateson, 1991）、社会的交流の回避を動機づけられる（Cain and LeDoux, 2008）、とも

指摘されている。 

このような、社会的混雑が人の心理に与える影響に関する知見が見出されてきた一方で、これらの知見

を援用して、社会的混雑が消費者の購買行動に与える影響に関する研究も、展開されてきた。具体的には、

店舗内における混雑は、消費者が買い物に費やす時間を短縮させ（Hui and Bateson, 1991）、セールス・パー

ソンとの交流を回避させる結果を導き（Harrell, Hutt, and Anderson, 1980）、消費者の満足度を低下させ

（Eroglu, Machleit, and Barr, 2005; Machleit, Eroglu, and Mantel, 2000）、解釈レベルを低次にし（Maeng and 

Tanner, 2013）、また、消費者の製品評価にネガティブな影響を与える（O’Guinn, Tanner, and Maeng, 2015）、

などの知見が、見出されてきた。 

こうした研究潮流において、Huang, Huang, and Wyer, Jr.（2018）は、社会的混雑がブランド・アタッチ

メントに与える影響について探究した。その結果、店舗内が混雑して、顧客密度が高まると、消費者は、自

らのパーソナル・スペースを侵害されたと感じて他者に対して嫌悪感を抱き、社会的交流の回避を動機づけ

られるということを見出した。そして、そのような状況下においては、所属欲求が満たされないままにな

るため、消費者は、人の代わりに非人間的な存在に対してアタッチメントを高めることによって、この欲

                                                   
* 本論の改訂版は、『三田商学研究学生論文集』（慶應義塾大学）2018 年度号に掲載予定である。 
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求を満たそうとするという。店舗内において、ブランドがその役割を果たすため、社会的混雑はブランド・

アタッチメントに正の影響を与えるというのである。 

 しかしながら、Huang, et al.（2018）は、社会的混雑として顧客密度しか想定しておらず、もう 1 つの重

要な密度ないし混雑に関連した概念である商品密度を考慮に入れていないという問題を抱えている。顧客

密度と同様に、店舗内において陳列されている商品の密度も、消費者がブランドに対して抱くアタッチメ

ントに影響を与えうるもう 1 つの要因として考慮に入れるべきであろう。そこで本論は、商品密度として

の社会的混雑に追加的に着目することによって、2 つの異なる社会的混雑がブランド・アタッチメントに与

える影響について検討する。 

 

 

第 2 章 既存研究レビュー 
 

2－1．パーソナル・スペースに関する研究 
 

 社会的な文脈におけるパーソナル・スペースと空間的知覚に関する研究は、動物が有する社会的距離に関

する観察研究に端を発していると言われている（Maeng, et al., 2013）。Hediger（1955）は、動物個体群にお

ける社会的距離に関する調査を行った。その結果、彼は、すべての種の動物が、そこにいれば自らは安全

だとみなすパーソナル・スペースを有しており、他の動物が彼らのパーソナル・スペースを侵害すると、そ

れらを脅威とみなすということを見出した。そして、その後の研究者は、この社会的距離の概念を人間の

社会行動に拡張した。Hall（1966）が「パーソナル・スペース」を「生物がそれ自身と他者との間で維持し

ている小さな保護領域」と定義したのをきっかけにして、多くの研究者がこの領域の存在に注目し、いく

つかの主張が展開された。例えば、Dosey and Meisels（1969）は、人口密度が高まり、それゆえ、パーソ

ナル・スペースが侵害されると、人々は防御反応を起こす、ということを見出した。さらに、この研究に追

随して、自らのパーソナル・スペースが侵害されていると感じると、人々は、ストレスを抱き（Collette and 

Webb, 1976）、潜在的脅威から自らを守ろうと動機づけられ（Tooby and Cosmides, 1990）、さらに、感情の制

御を低下させ（Hui and Bateson, 1991）、社会的交流の回避を動機づけられる（Cain and LeDoux, 2008）、とい

った主張をなす研究が展開された。 

 

2－2．顧客密度が消費者の購買行動に与える影響に関する研究 
 

上記のような心理学研究を援用しつつ、顧客密度が消費者の購買行動に与える影響を対象としたマーケ

ティング研究が、展開されてきた。例えば、店舗内における混雑は、消費者の満足度の低下（Eroglu, et al., 

2005）、セールス・パーソンとの交流の回避（Harrell, et al., 1980）、および買い物に費やす時間の短縮（Hui 

and Bateson, 1991）、という結果に帰着するということが見出されてきた。 

このように、顧客密度が消費者の購買行動に与える影響を対象としたマーケティング研究が展開されて

きたが、より近年になると、Levav and Zhu（2009）を端緒に、顧客密度が消費者の製品選択に与える影響
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が注目されるようになった（cf. Maeng and Tanner, 2013）。Levav and Zhu（2009）によると、混雑状況下に

おいて、パーソナル・スペースが減少すると、消費者は自らの独自性が脅かされていると知覚するという。

その結果、彼らは、その独自性を保つために、他の顧客と異なる商品を購入する、すなわち、バラエティー

シーキング行動をとるという。また、Maeng and Tanner（2013）によると、自らのパーソナル・スペース

を侵害された消費者は、不安を感じ、社会的交流の回避を動機づけられるため、予防焦点状態に至るとい

う（cf. Forster, Higgins, and Idson, 1998; Forster, Liberman, and Higgins, 2005）。そして、予防焦点状態に至っ

た消費者は、潜在的損失や予防を通じて獲得する利益に対する感受性を強めるため、安全志向の製品を選

好するようになるという。一方、O’Guinn, et al.（2015）は、店舗内における混雑が、店舗外にいる消費者

の購買行動に与える影響について探究した。彼らによると、店舗内が混雑して、顧客密度が高まると、店

舗外にいる消費者は、店舗内にいる消費者の社会的ステータスが低いと推測する。その結果、彼らは、陳

列されている商品の価格が安いと考え、製品評価を低めるという。さらに、Puzakova and Kwak（2017）

は、社会的混雑が消費者の擬人化ブランドに対する評価に与える影響について探究した。彼らによると、

人々は、他の人間と関わりを持とうとし（cf. McCroskey and Richmond, 1990）、交流への関心を示す人に引き

寄せられる（cf. Ilmarinen, Vainikainen, Verkasalo, and Lonnqvist, 2015）ため、交流志向の擬人化ブランドは、

効果的なブランド・ポジショニング戦略であると言われてきた。しかしながら、混雑状況下に置かれた消費

者は、社会的交流の回避を動機づけられる（cf. Cain and LeDoux, 2008）ため、かえって交流志向の擬人化ブ

ランドに対する購買意図を低めてしまうという。 

 

2－3．社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響に関する既存研究 
 

ブランド・アタッチメントとは、「自己とブランドとの結びつき」を指す（MacInnis and Folkes, 2017; Park, 

MacInnis, Priester, Eisingerich, and Iacobucci, 2010; Thomson, MacInnis, and Park, 2005）。この概念の端緒とな

ったのは、心理学者の Bowlby（1979）によって提唱されたアタッチメント理論である。彼によると、幼児

は母親に対してアタッチメントを抱くことを通じて、母親のもとに常にいたいと思う感情、母親に守られ

つつも見知らぬ環境を探索したいと思う感情、周りの環境が脅威に晒されたときに母親から安心感や慰め

を得たいと思う感情、および母親から離れることを恐怖に思う感情という 4 つの感情を抱くという。また、

Van Lange, Rusbult, Drigotas, Arriaga, Witcher, and Cox（1997）は、Bowlby（1979）の知見を踏まえて、

研究対象を幼児から大人へと拡張し、他者に対してアタッチメントを抱いている人は、その他者との関係

を維持するために、犠牲を払ったり個人的投資を行ったりするという主張を展開した。 
このように人が他者に対して抱くアタッチメントを対象とした心理学研究が展開されるなかで、消費者

がブランドに対して抱くアタッチメントを対象としたマーケティング研究も登場し始めた。Van Lange, et 

al.（1997）の知見を援用したうえで、Muniz and O’Guinn（2000）は、消費者は、アタッチメントを抱いて

いるブランドに対して、金銭的コストや、時間や労力のような非金銭的コストを費やすことによって、ブ

ランドとの関係を維持しようと試みるということを見い出した。 

より近年になって、所属欲求とブランド・アタッチメントの関係に関する研究が展開されている。Mead, 

Baumeister, Stillman, Rawn, and Vohs（2011）は、社会的な結びつきを維持することが所属欲求を満たす
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極めて強力な動機づけとなるという Baumeister and Leary（1995）の知見を援用したうえで、人々は、こ

の社会的な結びつきが低下した際に、他の近しい人と繋がろうとするが、それが困難な際には、他の人や

団体との結びつきを示す製品を購買することによって所属欲求を満たそうとすると主張した。また、この

主張に追随して、高齢の消費者（Jahn, Gaus, and Kiessling, 2012）や、孤独な消費者（Pieters, 2013）などの、

社会的な結びつきが少ない消費者は、所属欲求を満たすために、ブランド・アタッチメントを高める傾向に

あるという主張が展開された。 

さらに、第 2－2 節にてレビューした顧客密度研究の文脈において、店舗内における顧客密度のことを

「社会的混雑」と呼称したうえで、同概念がブランド・アタッチメントに与える影響について探究した研究

が登場した（Huang, et al., 2018）。Huang, et al.（2018）によると、店舗内が混雑して、顧客密度が高まる

と、消費者は、自らのパーソナル・スペースを侵害されたと感じ、それゆえ、他者に対して嫌悪感を抱き、

社会的交流の回避を動機づけられる（cf. Cain and LeDoux, 2008）。そして、そのような状況下においては、

所属欲求が満たされないままになるため（cf. Baumeister and Leary, 1995）、消費者は、人の代わりに非人間

的な存在に対してアタッチメントを高めることによって、この欲求を満たそうとする。店舗内において、

ブランドがその役割を果たすため、社会的混雑はブランド・アタッチメントに正の影響を与えるというので

ある。彼らは、実験に際して、同一の店舗スペースにおいて、35 人の消費者がいる混雑状況下の写真およ

びシナリオを呈示されるグループ、4 人の消費者がいる非混雑状況下の写真およびシナリオを呈示される

グループと、それらの 3 倍の店舗スペースに 35 人の消費者がいる中立の状況下の写真およびシナリオを

呈示されるグループの 3 つに分類したうえで、被験者が普段使用している携帯電話がそこで陳列されてい

る場合には、どのように感じるかということについて調査した。そして、実験の結果、35 人の消費者がい

る混雑状況下の写真およびシナリオを呈示されたグループがその携帯電話に対して抱くブランド・アタッ

チメントは、4 人の消費者がいる非混雑状況下の写真およびシナリオを呈示されたグループがその携帯電

話に対して抱くブランド・アタッチメントに比して高いということが示されたのである。 

 

2－4．陳列効果に関する既存研究 

 

2－4－1．フェイス数に関する研究 

 フェイス数とは、陳列棚において左右方向に並べられた同一商品の数を指す。フェイス数が売上に及ぼ

す影響については古くから議論されており、とりわけ特別陳列、すなわち、販促を目的とした通常とは異

なる陳列形態の下でのフェイス数の影響に着目した研究が、数多く行われてきた。例えば、Dillon（1960）

によると、特別陳列された商品の売上は、通常価格で約 4.7 倍、値引き価格で約 8 倍だったという。また、

Willkinson, Paksoy, and Mason（1982）は、売上に対する特別陳列の短期的な効果は、広告のそれに比し

て高いと指摘した。 

一方、通常陳列下におけるフェイス数に関する研究は相対的に少ないものの、その研究例として、Cox

（1970）が挙げられる。彼は、食料品を習慣的に購買される製品と衝動的に購買される製品に分類し、それ

ぞれ上位と下位の 2 ブランドを選択した上で、6 店舗×3 週間の店舗実験を行った。その結果、衝動買いの

上位ブランドにおいてのみ、棚スペースと売上数量の間に正の関係があるということを見出した。そして、
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この実験結果を踏まえて、彼は、スーパーマーケットにおいて食料品の売上を増加させるためにフェイス

数を増加させるのは非効率であると指摘した。 

 

2－4－2．棚ポジションに関する研究 

 棚ポジションに関する研究は少ないものの、その研究結果はおおむね一致しており、目線の高さに相当

する 100cm 前後がもっとも販売力が高いということが報告されている（安藤, 2005）。守口（1989）は、自ら

アイカメラを用いた実験を行い、そのメカニズムについて、「見やすさ」が消費者の視認性を高め、「取り

やすさ」が消費者の選択確率を高めているからではないかと指摘した。 

 

2－4－3．品揃えに関する研究 

 Iyengar and Lepper（2000）は、陳列棚における品揃えの豊富さ、すなわち、選択肢の数が消費者の満足

度に及ぼす影響を探究した。彼らは、店舗内の試食コーナーにおいて、6 種類または 24 種類のジャムのサ

ンプルを陳列し、消費者にそれらを自由に試食させるという実験を行った。その結果、試食コーナーに立

ち止まった消費者の人数は、24 種類の場合の方が 6 種類の場合に比して多かった。一方、実際にジャムを

購入した消費者の人数は、6 種類の場合の方が 24 種類の場合に比して多かった。この結果を踏まえて、彼

らは、消費者は選択肢の多い状況を好むものの、選択肢数の増加は、消費者に対して選択行動の動機づけ

を低め、結果として、選択行動を放棄させる効果を有していると指摘した。 

 以上、フェイス数・棚ポジション・品揃えに関する陳列効果をレビューしてきたが、陳列される商品の

密度による効果を取り扱った研究は、著者のレビューしうる限り存在しない。 

 

 

第 3 章 仮説の提唱 
  

3－1．顧客密度としての社会的混雑の主効果に関する仮説 
 

 第 2－3 節にてレビューしたように、Huang, et al.（2018）は、顧客密度研究の文脈において、店舗内に

おける顧客密度のことを「社会的混雑」と呼称した上で、同概念がブランド・アタッチメントに与える影響

について探究した。彼らによると、店舗内における社会的混雑が高まると、消費者は、他者に対して嫌悪

感を抱き、社会的交流の回避を動機づけられるという。しかしながら、そのような状況においては、所属

欲求が満たされないままになるため、消費者は、人の代わりに非人間的な存在に対してアタッチメントを

高めることによって、この欲求を満たそうとするという。店舗内において、ブランドがその役割を果たす

ため、社会的混雑はブランド・アタッチメントに正の影響を与えるというのである。以上の議論より、次の

仮説を提唱する。 

 

仮説 1  顧客密度としての社会的混雑は、ブランド・アタッチメントに正の影響を与える。 

 



 
120  竹田光志「社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響」  

3－2．商品密度としての社会的混雑の主効果に関する仮説 

 

 社会的混雑はブランド・アタッチメントに正の影響を与えるという Huang, et al.（2018）の知見は、極め

て興味深い。しかしながら、彼らは、ブランド・アタッチメントに影響を与えうる要因として、顧客密度し

か想定しておらず、もう 1 つの重要な密度ないし混雑に関連した概念である商品密度を考慮していないと

いう問題を抱えている。すなわち、店舗内において、商品は他の商品群と一緒に陳列されており、それゆ

え、ブランド・アタッチメントに影響を与えうる要因として、消費者がアタッチメントを抱いている商品が

陳列される際の密度を考慮するのは妥当であるにもかかわらず、彼らは、それを考慮していないという問

題を抱えているのである。 

Huang, et al.（2018）によると、店舗内が混雑して、顧客密度が高まると、消費者は、他者に対して嫌悪

感を抱くという。しかしながら、そのような状況においては、消費者は、他の人々との間に社会的な結び

つきが得られない、すなわち、所属欲求が満たされないという。それゆえ、彼らは、所属欲求を満たすため

に、人の代わりにブランドに対してアタッチメントを抱くというのである。 

顧客の混雑に直面した消費者に着目した Huang, et al.（2018）の主張は、商品の混雑に直面した消費者

に対しても援用できるであろう。すなわち、高顧客密度に直面した消費者は、他者に対して嫌悪感を抱く

というが、それと同様に、店舗内の商品がひしめき合う高商品密度に直面した消費者は、それらの商品に

対して嫌悪感を抱くであろう。それゆえ、高商品密度に直面した消費者は、所属欲求を満たすために、む

しろ、人に対してアタッチメントを抱き、ブランドにはアタッチメントを抱かないであろう。以上の議論

より、次の仮説を提唱する。 

 

仮説 2  商品密度としての社会的混雑は、ブランド・アタッチメントに負の影響を与える。 

 

3－3．顧客密度としての社会的混雑と商品密度としての社会的混雑の交互効果に関する仮説 
 

店舗内における顧客密度が高い場合には、第 3－2 節にて主張した通り、低商品密度に直面した消費者

は、高商品密度に直面した消費者に比して、人の代わりにブランドに対して高いアタッチメントを抱くだ

ろう。しかしながら、店舗内における顧客密度が低い場合には、たとえ低商品密度に直面したとしても、

消費者はブランドに対してアタッチメントを抱かないであろう。なぜなら、人に対してアタッチメントを

抱くことをやめる必要がないからである。彼らがブランド・アタッチメントを高めるのは、顧客密度が高く、

かつ、商品密度が低い場合に限られ、商品密度が高いと、顧客密度が高まっても、彼らはブランド・アタッ

チメントを高めることによって、所属欲求を満たそうと動機づけられないと考えられるのである。以上の

議論より、次の仮説を提唱する。 

 

仮説 3   商品密度としての社会的混雑は、顧客密度としての社会的混雑がブランド・アタッチメントに

与える正の影響を抑制する。 
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第 4 章 実験 1 

 

4－1．被験者と実験財の選定 

 

前章において提唱した仮説群のうち仮説 1、すなわち、「顧客密度としての社会的混雑は、ブランド・アタ

ッチメントに正の影響を与える」の経験的妥当性を吟味するために、消費者調査を実施してデータ収集お

よび実証分析を行った。被験者は、国内の大学生 57 名であった（うち男性 38 名、女性 19 名）。大学生を被験

者とすることによって、外部妥当性に欠けるのではないかという指摘を受けるかもしれない。しかしなが

ら、デモグラフィック要因のばらつきの少ない大学生を被験者とすることによって、年齢や職業などが与

える影響を抑制し、誤差分散を抑えることができる（Malhotra and King, 2003）。それゆえ、大学生を被験者

とすることは、ある程度の外部妥当性を有していると言いうるであろう。なお、実験財として、Huang, et 

al.（2018）に倣って、携帯電話を採用した。 

 

4－2．実験概要 
 

実験の手続きは、以下の手順の通りであった。まず、2 グループ（顧客密度：高い／低い）間の差異を、被

験者間要因計画法に基づいて検定するため、被験者 57 名を、高顧客密度下で買い物を行う被験者のグルー

プ（N ＝ 30）と、低顧客密度下で買い物を行う被験者のグループ（N ＝ 27）の 2 つのグループに無作為に分

類した。次に、全ての被験者に普段使用している携帯電話が何であるかという質問に回答してもらったう

えで、高顧客密度下で買い物を行う被験者のグループにはシナリオ A と写真 A を呈示した一方、低顧客密

度下で買い物を行う被験者のグループにはシナリオ B と写真 B を呈示した。最後に、全ての被験者に「ブ

ランド・アタッチメント」に関する質問項目に回答してもらった。なお、シナリオ、写真、および測定尺度

の概要については、節をかえて論じたい。また、実際に被験者に回答してもらった調査票は、補録 1～補録

2 に掲載する通りである。 

 

4－3．シナリオの作成 
 

 上記の通り、本実験においては、シナリオ A およびシナリオ B という 2 種類のシナリオを用いた。高顧

客密度下で買い物を行う被験者グループ用のシナリオ A は、「あなたは、あるお店で買い物をしています。

そのお店は、他の買い物客で混雑しています。そんなとき、あなたは、普段使用している見慣れた携帯電

話が販売されているのを見かけました。」というシナリオであった。一方、低顧客密度下で買い物を行う被

験者グループ用のシナリオ B は、「あなたは、あるお店で買い物をしています。そのお店は、他の買い物客

が少なく、空いています。そんなとき、あなたは、普段使用している見慣れた携帯電話が販売されている

のを見かけました。」というシナリオであった。 
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4－4．写真の選定 
 

上記の通り、シナリオを呈示する際に、写真 A および写真 B という 2 種類の写真を使用した。写真 A

は、店舗内が高顧客密度下にあることを示すために、シナリオ A と共に使用した。一方、写真 B は、店舗

内が低顧客密度下にあることを示すために、シナリオ B と共に使用した。これらの写真 A および写真 B に

は、Huang, et al.（2018）に倣って、O’Guinn, et al.（2015）が使用した素材が採用された。これらの写真

については、図表 1 に掲載する通りである。 

 

図表 1 実験 1 および実験 3 に使用した写真 

 

4－5．測定尺度 
 

「ブランド・アタッチメント」の測定尺度については、Huang, et al.（2018）に倣って、Thomson, et al.

（2005）の測定尺度を採用した。ただし、「ある店舗で買い物をしているときに、普段使用している見慣れた

携帯電話が販売されているのを見かけた」という本実験において想定されたシナリオに合わせて、適宜修

正を行った。具体的な測定尺度は、図表 2 に掲載する通りである。また、「ブランド・アタッチメント」の

測定に際して、7 点リカート尺度法を採用し、被験者に 7 段階によって示された「1：全くそう思わない」

から「7：非常にそう思う」までのうち、当てはまる数字を 1 つのみ選択してもらった。 

クロンバックの α係数、合成信頼性（SCR）、および平均分散抽出度（AVE）の算出の結果は、図表 2 に要

約される通りであった。なお、本論は、全 3 回の実験を、同一の質問項目および実験財を用いて行った。

それゆえ、α係数、SCR、AVE は、これら 3 回の実験において被験者となった計 209 名の回答に基づいて

算出された。 

α係数は 0.909 であり、Nunnally（1978）が推奨する 0.70 以上という基準値を満たしていた。また、SCR

は 0.911 であり、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.60 以上という基準値を満たしていた。これは、測

定尺度の信頼性の高さを示唆していると見なしうるであろう。また、AVE は 0.508 であり、Bagozzi and 

Yi（1988）が推奨する 0.50 以上という基準値を上回っていた。これは、各測定尺度の収束妥当性の高さを

示唆していると見なしうるであろう。それゆえ、採用された測定尺度は、高い信頼性と妥当性を有してい

ると言いうるであろう。 

 

a）写真 A b）写真 B 

出所：O’Guinn, et al.（2015）, p. 203. 
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図表 2 構成概念と測定尺度 

構成概念 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

ブランド・ 

アタッチメント 

X1: 私の、そのブランドに対する愛は深い。 
（0.75） 

0.91 0.91 0.51 

X2: 私は、そのブランドに対して好意的で 
ある。（0.59） 

X3: 私は、そのブランドを愛している。 
（0.83） 

X4: 私は、そのブランドを見ると穏やかな 
気持ちになる。（0.69） 

X5: 私は、そのブランドに夢中である。 
（0.78） 

X6: 私は、そのブランドを見るとうれしく 
なる。（0.70） 

X7: 私は、そのブランドに惹かれている。 
（0.68） 

X8: 私は、そのブランドとつながっている 
と感じる。（0.61） 

X9: 私は、そのブランドとの間に絆を感じ 
る。（0.70） 

X10: 私は、そのブランドに対して愛情を抱 
いている。（0.76） 

 

4－6．分析の結果 
 

 顧客密度下で買い物を行った被験者と、低顧客密度下で買い物を行った被験者が抱くブランド・アタッチ

メントの差異について、t 検定を行った。なお、事前に Shapiro-Wilk 検定を行ったところ、データの正規

性という条件が満たされないということを疑う証拠は得られなかった（Wh ＝  0.974, p ＞  0.10 および        

Wl ＝ 0.979, p ＞ 0.10）。 

t 検定の結果は、図表 3 および図表 4 に要約される通りであった。高顧客密度下で買い物を行った被験

者が抱くブランド・アタッチメントの平均値は、4.443（標準偏差は、0.986）であった。一方、低顧客密度下

で買い物を行った被験者が抱くブランド・アタッチメントの平均値は、3.459（標準偏差は、0.866）であり、

前者の方が，後者に比して有意に高水準であった（t ＝ 3.98, p ＜ 0.01）。 

 

図表 3 仮説 1 に関する t 検定の結果・1 

構成概念 高顧客密度下の平均値 
 （標準偏差） 

低商品密度下の平均値 
 （標準偏差） t 値 

ブランド・アタッチメント 4.44 
(0.99) 

3.46 
(0.87)   3.98*** 

ただし、***は 1％水準で有意。 
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図表 4 仮説 1 に関する t 検定の結果・2 

 

 

以上の結果は、店舗内が混雑して、顧客密度が高いと、ブランド・アタッチメントは高いということを示

唆している。それゆえ、仮説 1 は支持されたと言いうるであろう。このような興味深い現象が見出された

背景には、第 3－1 節にて議論した論理が消費者心理に働いたという事実が存するかもしれない。すなわ

ち、店舗内が混雑して、顧客密度が高まると、消費者は、他者に対して嫌悪感を抱き、社会的交流の回避を

動機づけられる。しかしながら、そのような状況においては、所属欲求が満たされないままになるため、

彼らは、人の代わりにブランドに対してアタッチメントを高めることによって、この欲求を満たそうとす

ると考えられるのである。 

 

 

第 5 章 実験 2 

 

5－1．被験者と実験財の選定 

 

第 3 章において提唱した仮説群のうち仮説 2、すなわち、「商品密度としての社会的混雑は、ブランド・

アタッチメントに負の影響を与える」の経験的妥当性を吟味するために、消費者調査を実施してデータ収

集および実証分析を行った。被験者は、国内の大学生 54 名（うち男性 37 名、女性 17 名）であった。実験財

として、実験 1 と同様に、Huang, et al.（2018）に倣って、携帯電話を採用した。 

 

5－2．実験概要 
 

実験の手続きは、以下の手順の通りであった。まず、2 グループ（商品密度：高い／低い）間の差異を、被

験者間要因計画法に基づいて検定するため、被験者 54 名を、高商品密度下で買い物を行う被験者のグルー

4.44
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プ（N ＝ 24）と、低商品密度下で買い物を行う被験者のグループ（N ＝ 30）の 2 つのグループに無作為に分

類した。次に、全ての被験者に普段使用している携帯電話が何であるかという質問に回答してもらったう

えで、高商品密度下で買い物を行う被験者のグループにはシナリオ C と写真 C を呈示した一方、低商品密

度下で買い物を行う被験者のグループにはシナリオ D と写真 D を呈示した。最後に、全ての被験者に「ブ

ランド・アタッチメント」に関する質問項目に回答してもらった。なお、シナリオおよび写真の概要につい

ては、節をかえて論じたい。また、実際に被験者に回答してもらった調査票は、補録 3～補録 4 に掲載する

通りである。 

 

5－3．シナリオの作成 
 

 上記の通り、本実験においては、シナリオ C およびシナリオ D という 2 種類のシナリオを用いた。高商

品密度下で買い物を行う被験者グループ用のシナリオ C は、「あなたは、あるお店で買い物をしています。

そのお店では、陳列されている商品が、商品棚にぎっしりと詰め込まれています。そんなとき、あなたは、

普段使用している見慣れた携帯電話ブランドが販売されているのを見かけました。」というシナリオであっ

た。一方、低商品密度下で買い物を行う被験者グループ用のシナリオ D は、「あなたは、あるお店で買い物

をしています。その店舗では、陳列されている商品が、商品棚に間隔をとって整然と並べられています。

そんなとき、あなたは、普段使用している見慣れた携帯電話ブランドが販売されているのを見かけました。」

というシナリオであった。 

 

5－4．写真の選定 
 

上記の通り、シナリオを呈示する際に、写真 C および写真 D という 2 種類の写真を用いた。写真 C は、

店舗内が高商品密度下にあることを示すために、シナリオ C と共に用いられた。一方、写真 D は、店舗内

が低商品密度下にあることを示すために、シナリオ D と共に用いられた。これらの写真 C および写真 D

は、商品密度の高低を示すのに適していると判断され、独自に採用された。これらの写真については、図

表 5 に掲載する通りである。 

 

図表 5 実験 2 および実験 3 に使用した写真 

 

a）写真 C b）写真 D 
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5－5．仮説 2 に関する分析の結果 
 

 高商品密度下で買い物を行った被験者と、低商品密度下で買い物を行った被験者が抱くブランド・アタッ

チメントの差異について、t 検定を行った。なお、事前に Shapiro-Wilk 検定を行ったところ、データの正

規性という条件が満たされないということを疑う証拠は得られなかった（Wh ＝  0.953, p ＞  0.10 および      

Wl ＝ 0.958, p ＞ 0.10）。 

 

図表 6 仮説 2 に関する t 検定の結果・1 

ただし、**は 5％水準で有意。 

 

図表 7 仮説 2 に関する t 検定の結果・2

 
 

t 検定の結果は、図表 6 および図表 7 に要約される通りであった。高商品密度下で買い物を行った被験

者が抱くブランド・アタッチメントの平均値は、3.320（標準偏差は、1.089）であった。一方、低商品密度下

で買い物を行った被験者が抱くブランド・アタッチメントの平均値は、4.006（標準偏差は、0.986）であり、

後者の方が、前者に比して、有意に高水準であった（t ＝－2.42, p ＜ 0.05）。 

以上の結果は、店舗内の商品密度が高いと、ブランド・アタッチメントは低いということを示唆している。

それゆえ、仮説 2 は支持されたと言いうるであろう。このような興味深い現象が見出された背景には、第

3－2 節にて議論した論理が消費者心理に働いたという事実が存するかもしれない。すなわち、店舗内が混

雑して、顧客密度が高まると、消費者は、他者に対して嫌悪感を抱くが、それと同様に、高商品密度に直面

した消費者は、それらの商品に対して嫌悪感を抱くであろう。それゆえ、高商品密度に直面した消費者は、

所属欲求を満たすために、ブランドにはアタッチメントを抱かず、むしろ、人に対してアタッチメントを

抱こうとしたと考えられるのである。 
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構成概念 高商品密度下の平均値 
 （標準偏差） 

低商品密度下の平均値 
 （標準偏差） t 値 

ブランド・アタッチメント 3.32 
(1.09) 

4.01 
(0.99) －2.42** 
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第 6 章 実験 3 

 

6－1．被験者と実験財の選定 

 

第 3 章において提唱した仮説群のうち仮説 3、すなわち、「商品密度としての社会的混雑は、顧客密度と

しての社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える正の影響を抑制する」の経験的妥当性を吟味する

ために、消費者調査を実施してデータ収集および実証分析を行った。被験者は、国内の大学生 98 名（うち

男性 60 名、女性 38 名）であった。実験財として、実験 1 および実験 2 と同様に、Huang, et al.（2018）に倣

って、携帯電話を採用した。 

 

6－2．実験の概要 
 

実験の手続きは、以下の手順の通りであった。まず、2（顧客密度：高い／低い）× 2（商品密度：高い／低い）

の 4 グループ間の差異を、被験者間要因計画法に基づいて検定するため、被験者 98 名を、高顧客密度下か

つ高商品密度下で買い物を行う被験者のグループ（N ＝ 24）、高顧客密度下かつ低商品密度下で買い物を行

う被験者のグループ（N ＝ 25）、低顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行う被験者のグループ（N ＝ 24）、

および低顧客密度下かつ低商品密度下で買い物を行う被験者のグループ（N ＝ 25）の 4 つのグループに無

作為に分類した。次に、全ての被験者に普段使用している携帯電話が何であるかという質問に回答しても

らったうえで、高顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行う被験者のグループにはシナリオ E と写真 A

および写真 C を、高顧客密度下かつ低商品密度下で買い物を行う被験者のグループにはシナリオ F と写真

A および写真 D を、低顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行う被験者のグループにはシナリオ G と写

真 B および写真 C を、そして、低顧客密度下かつ低商品密度下で買い物を行う被験者のグループにはシナ

リオ H と写真 B および写真 D を、それぞれ呈示した。最後に、全ての被験者に「ブランド・アタッチメン

ト」に関する質問項目に回答してもらった。なお、写真 A～写真 D は、第 4 章および第 5 章に掲載した通

りである。シナリオの概要は、節をかえて論じたい。また、実際に被験者に回答してもらった調査票は、補

録 5～補録 8 に掲載する通りである。 

 

6－3．シナリオの概要 
 

 上記の通り、本実験においては、シナリオ E、シナリオ F、シナリオ G、およびシナリオ H という 4 種

類のシナリオを用いた。高顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行う被験者グループ用のシナリオ E は、

「あなたは、あるお店で買い物をしています。そのお店は、他の買い物客で混雑しており、さらに、陳列さ

れている商品が、商品棚にぎっしりと詰め込まれています。そんなとき、あなたは、普段使用している見

慣れた携帯電話が販売されているのを見かけました。」というシナリオであった。高顧客密度下かつ低商品

密度下で買い物を行う被験者グループ用のシナリオ F は、「あなたは、あるお店で買い物をしています。そ

のお店は、他の買い物客で混雑しており、一方、陳列されている商品は、商品棚に間隔をとって整然と並
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べられています。そんなとき、あなたは、普段使用している見慣れた携帯電話が販売されているのを見か

けました。」というシナリオであった。低顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行う被験者グループ用の

シナリオ G は、「あなたは、あるお店で買い物をしています。そのお店は、他の買い物客は少なく空いてお

り、一方、陳列されている商品は、商品棚にぎっしりと詰め込まれています。そんなとき、あなたは、普段

使用している見慣れた携帯電話が販売されているのを見かけました。」というシナリオであった。低顧客密

度下かつ低商品密度下で買い物を行う被験者グループ用のシナリオ H は、「あなたは、あるお店で買い物

をしています。そのお店は、他の買い物客は少なく空いており、さらに、陳列されている商品が、商品棚に

間隔をとって整然と並べられています。そんなとき、あなたは、普段使用している見慣れた携帯電話が販

売されているのを見かけました。」というシナリオであった。 

 

6－4．仮説 3 に関する分析の結果 
 

 高顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行った被験者、高顧客密度下かつ低商品密度下で買い物を行

った被験者、低顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行った被験者、および低顧客密度下かつ低商品密

度下で買い物を行った被験者が抱くブランド・アタッチメントの差異について、二元配置分散分析を行った。

なお、事前に Shapiro-Wilk 検定および Bartlett 検定を行ったところ、データの正規性および等分散性と

いう条件が満たされないということを疑う証拠は得られなかった（Whh ＝  0.938, p ＞  0.10、Whl ＝  0.934,      

p ＞ 0.10、Wlh ＝ 0.955, p ＞ 0.10、Wll ＝ 0.978, p ＞ 0.10、および、χ2 ＝ 1.583, p ＞ 0.10）。 

 

図表 8 仮説 3 に関する二元配置分散分析の結果・1  

 ブランド・アタッチメント 

「高顧客密度下」かつ「高商品密度下」の平均値（標準偏差）         3.21（0.98） 

「高顧客密度下」かつ「低商品密度下」の平均値（標準偏差）         4.25（0.82） 

「低顧客密度下」かつ「高商品密度下」の平均値（標準偏差）         3.15（1.03） 

「低顧客密度下」かつ「低商品密度下」の平均値（標準偏差）         3.45（1.02） 

 

図表 9 仮説 3 に関する二元配置分散分析の結果・2 
 F 値 

「顧客密度」と「商品密度」の交互効果 3.62* 

「顧客密度」の主効果 5.02** 

「商品密度」の主効果 11.78*** 

                                        ただし、***は 1％水準、**は 5％水準、*は 10％水準で有意。 
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図表 10 仮説 3 に関する二元配置分散分析の結果・3  

 

 

二元配置分散分析の結果は、図表 8、図表 9、および図表 10 に要約される通りであった。高顧客密度下

かつ高商品密度下で買い物を行った被験者が抱くブランド・アタッチメントの平均値は、3.208（標準偏差は、

0.978）、高顧客密度下かつ低商品密度下で買い物を行った被験者が抱くブランド・アタッチメントの平均値

は、4.248（標準偏差は、0.815）、低顧客密度下かつ高商品密度下で買い物を行った被験者が抱くブランド・ア

タッチメントの平均値は、3.150（標準偏差は、1.031）、低顧客密度下かつ低商品密度下で買い物を行った被

験者が抱くブランド・アタッチメントの平均値は、3.448（標準偏差は、1.022）であった。「顧客密度」と「商

品密度」の間の交互効果は有意であり（F ＝ 3.62, p ＜ 0.10）、これを踏まえて、単純主効果検定を実施した。 

 

図表 11 仮説 3 に関する単純主効果検定の結果 
 F 値 

「高顧客密度下」における「商品密度：高い／低い」の単純主効果   14.23*** 

「低顧客密度下」における「商品密度：高い／低い」の単純主効果      1.17 

「高商品密度下」における「顧客密度：高い／低い」の単純主効果      0.04 

「低商品密度下」における「顧客密度：高い／低い」の単純主効果     8.60*** 

ただし、***は 1％水準で有意。 

 

単純主効果検定の結果は、図表 11 に要約される通りであった。「高顧客密度下」における「商品密度：

高い／低い」の単純主効果は有意（p ＜ 0.01）であった一方、「低顧客密度下」における「商品密度：高い／

低い」の単純主効果は非有意（p ＞ 0.10）であった。この結果は、商品密度としての社会的混雑は、顧客密

度としての社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える正の影響を抑制するということを示唆してい

る。それゆえ、仮説 3 は支持されたと言いうるであろう。このような興味深い現象が見出された背景には、

第 3－3 節にて議論した論理が消費者心理に働いたという事実が存するかもしれない。すなわち、店舗内に

4.25
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おける顧客密度が高い場合には、低商品密度に直面した消費者は、高商品密度に直面した消費者に比して、

人の代わりにブランドに対して高いアタッチメントを抱く一方、店舗内における顧客密度が低い場合には、

たとえ低商品密度に直面したとしても、人に対してアタッチメントを抱くことをやめる必要がないため、

消費者はブランドに対してアタッチメントを抱かないであろう。彼らがブランド・アタッチメントを高める

のは、顧客密度が高く、かつ、商品密度が低い場合に限られ、商品密度が高いと、顧客密度が高くても、彼

らは、ブランド・アタッチメントを高めることによって、所属欲求を満たそうと動機づけられないと考えら

れるのである。 

 

 

第 7 章 おわりに 
 
7－1．学術的含意 
 
 Huang, et al.（2018）は、社会的混雑はブランド・アタッチメントに正の影響を与えるという知見を見出

した。この知見は極めて興味深いものの、社会的混雑として顧客密度しか想定しておらず、もう 1 つの重

要な密度ないし混雑に関連した概念である商品密度を考慮に入れていないという問題を抱えている。そこ

で本論は、商品密度としての社会的混雑に追加的に着目することによって、2 つの異なる社会的混雑がブ

ランド・アタッチメントに与える影響を見出した。具体的には，顧客密度としての社会的混雑は、ブランド・

アタッチメントに正の影響を与えるということ、商品密度としての社会的混雑は、ブランド・アタッチメン

トに負の影響を与えるということ、および、商品密度としての社会的混雑は、顧客密度としての社会的混

雑がブランド・アタッチメントに与える正の影響を抑制するということを見出した。このように、商品密度

としての社会的混雑に追加的に着目することによって、2 つの異なる社会的混雑がブランド・アタッチメン

トに与える影響を見出した本論は、社会的混雑に関する研究の進展に貢献することができたと言いうるで

あろう。 

 

7－2．実務的含意 
 

本論において、商品密度としての社会的混雑は、顧客密度としての社会的混雑がブランド・アタッチメン

トに与える正の影響を抑制するということが示唆された。この示唆に基づくと、製造企業は、高顧客密度

下において、陳列する自社ブランドの密度を低めるべきである。そうすることによって、消費者が自社ブ

ランドに対して抱くアタッチメントを効果的に高めることができるであろう。具体的には、直営店舗を有

している製造企業ならば、POS システムや監視カメラなどを活用して情報を収集することによって、混雑

が予想される時間や場所を特定し、その時間や場所において、陳列する自社ブランドの密度を低めるとい

った施策を打ち出すとよいであろう。また、直営店舗を有さず、小売企業を介して販促を行っている製造

企業ならば、混雑状況下において、陳列されている自社ブランドの密度を低めるように、小売企業に対し

て働きかけを行うといった施策を打ち出すとよいであろう。 

このような施策を行うことによって、消費者が自社ブランドに対して抱くアタッチメントを高めること
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ができれば、企業は、消費者に対してブランド・ロイヤリティを高めさせ（Schmitt, 2012）、ブランド・リレ

ーションシップを大きく促進させる（Thomson, et al., 2005; Park, MacInnis, and Priester, 2009; Park, Priester, 

MacInnis, and Wan, 2009）ことができるということが期待されるであろう。それゆえ、日常的に起こりうる

店舗内の混雑を利用することによって、消費者が自社ブランドに対して抱くアタッチメントを高めること

は、製造企業にとって、非常に重要かつ有意義であると言いうるであろう。 

 
7－3．本論の限界と今後の課題 
 

本論は、いくつかの限界を抱えており、それゆえ、今後の研究に課題を残している。第 1 に、実験にお

いて、予算および時間の制約により、被験者を大学生に限定した点である。Malhotra and King（2003）に

よると、デモグラフィック要因のばらつきの少ない大学生を被験者とすることは、ある程度の外部妥当性

を有しているという。しかしながら、今後の研究には、様々な年齢層の消費者を幅広く対象にして実験を

行うことによって、本論が見出した知見の外部妥当性を吟味することが望まれるであろう。 

第 2 に、実験財として、携帯電話のみを用いた点である。本論は、Huang, et al.（2018）に倣って、携帯

電話を実験財として用いた。しかしながら、消費者がアタッチメントを抱く対象となるブランドは多種多

様であるはずである。それゆえ、今後の研究には、携帯電話のみならず、その他の実験財を対象にした実

験を行うことによって、本論が見出した知見の外部妥当性を吟味することが望まれるであろう。 

第 3 に、予算および時間の制約により、実際に店舗を使って実験を行うことができなかった点である。

本論は、Huang, et al.（2018）に倣って、写真およびシナリオを呈示することによって、被験者に店舗内の

混雑の高低を想定してもらった。しかしながら、今後の研究には、店舗を使って実験を行うことによって、

本論が見出した知見の外部妥当性を吟味することが望まれるであろう。 

このように、いくつかの限界と今後の課題を残しているとはいえ、商品密度としての社会的混雑に追加

的に着目することによって、2 つの異なる社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響を見出した

本論は、今後の社会的混雑に関する研究を進展させたと評することができるであろう。 

 

（記） 本論の執筆にあたり、御助力下さった全ての方々に対して、この場を借りて感謝の意を表したい

と思います。とりわけ、慶應義塾大学商学部小野晃典先生には、お忙しいにもかかわらず、何度も

稚稿を添削いただきました。ときには、先生に対して徹夜を強いてしまったこともありましたが、

ご厚情とご指導を賜わり、完成に漕ぎ着けることができました。心からお礼申し上げます。また、

大学院生の方々や第 15 期生にも御助力頂きました。慶應義塾大学大学院修士課程 2 年で小野晃典

研究会第 13 期 OB の清水亮輔さんには、ご自身の修士論文もあるなか、何度も相談にのっていただ

きました。恵比寿のマクドナルドで作業している際に手伝いに来てくださったことは、論文の前進

のみならず、精神面においても大きな助けとなりました。第 15 期生の同期生にも、多くのアドバイ

スをもらいました。とりわけ、手束君には、同期の中でも、多くの助けを借りました。また、合場君

とは、商学会賞という共通の目標に向かって切磋琢磨し合いました。最後に、本論の執筆活動に関

わった全ての方々に感謝の意を表したいと思います。ありがとうございました。 

 



 
132  竹田光志「社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響」  

参考文献 
 

安藤和代（2005）, 「陳列効果研究の発展過程と今後の課題」,『商学研究科紀要』（早稲田大学）,  第 61 号,  

pp. 11-30. 

Bagozzi, Richard P. and Youjae Yi (1988), “On the Evaluation of Structural Equation Models,” Journal 

of the Academy of Marketing Science, Vol. 16, No. 1, pp. 74-94. 

Baumeister, Roy F. and Mark R. Leary (1995), “The Need to Belong: Desire for Interpersonal Attach-

ments as a Fundamental Human Motivation,” Psychological Bulletin, Vol. 117, No. 3, pp. 427-529. 
Bowlby, John (1979), The Making and Breaking of Affectional Bonds, London, UK: Tavistock. 

Cain, Christopher K. and Joseph E. LeDoux (2008), Emotional Processing and Motivation: In Search of 

Brain Mechanisms, New York, NY: Psychology Press. 

Collette, John and Stephen D. Webb (1976), “Urban Density, Household Crowding and Stress Reactions,” 

Australian and New Zealand Journal of Sociology, Vol. 12, No. 3, pp. 184-191. 

Cox, Keith K. (1970), “The Effect of Shelf Space of Branded Products,” Journal of Marketing Research, 

Vol. 7, No. 1, pp. 55-58. 

Dillon, Ray (1960), The Dillon Study: An Operational Blueprint for Increased Sales and Profits in Su-

permarkets, New York, NY: Progressive Grocer. 

Dosey, Michael A. and Murray Meisels (1969), “Personal Space and Self-Protection,” Journal of Person-

ality and Social Psychology, Vol. 11, No. 2, pp. 93-97. 

Eroglu, Sevgin A., Karen Machleit, and Terri F. Barr (2005), “Perceived Retail Crowding and Shopping 

Satisfaction: The Role of Shopping Values,” Journal of Business Research, Vol. 58, No. 8, pp. 1146-

1153. 

Forster, Jens, E. Tory Higgins, and Lorraine C. Idson (1998), “Approach and Avoidance Strength During 

Goal Attainment: Regulatory Focus and the ‘Goal Looms Larger’ Effect,” Journal of Personality 

and Social Psychology, Vol. 75, No. 5, pp. 1115-1131. 

―――, Nira Liberman, and E. Tory Higgins (2005), “Accessibility from Active and Fulfilled Goals,” Jour-

nal of Experimental Social Psychology, Vol. 41, No. 3, pp. 220-239. 

Hall, Edward T. (1966), The Hidden Dimension, New York, NY: Anchor Books. 

Harrell, Gilbert D., Michael D. Hutt, and James C. Anderson (1980), “Path Analysis of Buyer Behavior 

under Conditions of Crowding,” Journal of Marketing Research, Vol. 17, No. 1, pp. 45-51. 

Hediger, Heini (1955), Studies of the Psychology and Behavior of Captive Animals in Zoos and Circuses, 

Oxford, UK: Criterion Books. 

Huang, I. Xun, Zhongqiang T. Huang, and Robert S. Wyer, Jr. (2018), “The Influence of Social Crowding 

on Brand Attachment,” Journal of Consumer Research, Vol. 44, No. 5, pp. 1068-1084. 

Hui, Michael K. and John E. G. Bateson (1991), “Perceived Control and the Effects of Crowding and 

Consumer Choice on the Service Experience,” Journal of Consumer Research, Vol. 18, No. 2, pp. 



 
 竹田光志「社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響」 133 

174-184. 

Ilmarinen, Ville-Juhani, Mari-Pauliina Vainikainen, Markku Verkasalo, and Jan-Erik Lonnqvist (2015), 

“Why Are Extraverts More Popular? Oral Fluency Mediiates the Effect of Extraversion on Popu-

larity in Middle Childhood,” European Journal of Personality, Vol. 29, No. 2, pp. 138-151. 

Iyengar, Sheena S. and Mark R. Lepper (2000), “When Choice is Demotivating: Can One Desire Too 

Much of a Good Thing?” Journal of Personality and Social Psychology, Vol. 79, No. 6, pp. 995-

1006. 

Jahn, Steffen, Hansjoerg Gaus, and Tina Kiessling (2012), “Trust, Commitment, and Older Women: 

Exploring Brand Attachment Differences in the Elderly Segment,” Journal of Personality and 

Social Psychology, Vol. 29, No. 6, pp. 445-457. 

Lang, Peter J. and Margaret M. Bradley (2008), Appetitive and Defensive Motivation Is the Substrate 

of Emotion, New York, NY: Psychology Press. 

Levav, Jonathan and Rui Zhu (2009), “Seeking Freedom through Variety,” Journal of Consumer Re-

search, Vol. 36, No. 4, pp. 600-610. 

Machleit, Karen A., Sevgin A. Eroglu, and Susan P. Mantel (2000), “Perceived Retail Crowding and 

Shopping Satisfaction: What Modifies This Relationship?” Journal of Consumer Psychology, Vol. 

9, No. 1, pp. 29-42. 

MacInnis, Deborah J. and Valerie S. Folkes (2017), “Humanizing Brands: When Brands Seem to Be 

Like Me, Part of Me, and in a Relationship with Me,” Journal of Consumer Psychology, Vol. 27, 

No. 3, pp. 355-374. 

Maeng, Ahreum and Robin J. Tanner (2013), “Construing in a Crowd: The Effects of Social Crowding 

on Mental Construal,” Journal of Experimental Social Psychology, Vol. 49, No. 6, pp. 1084-1188. 

―――, ―――, and Dilip Soman (2013), “Conservative When Crowded: Social Crowding and Consumer 

Choice,” Journal of Marketing Research, Vol. 50, No. 6, pp. 739-752. 

Malhotra, Naresh K. and Tracey King (2003), “Don’t Negate the Whole Field,” Marketing Research, Vol. 

15, No. 2, pp. 43-44. 

McCroskey, James C. and Virginia P. Richmond (1990), “Willingness to Communicate: Differing Cul-

tural Perspectives,” Southern Communication Journal, Vol. 56, No. 1, pp. 72-77. 

Mead, Nicole L., Roy F. Baumeister, Tyler F. Stillman, Catherine D. Rawn, and Kathleen D. Vohs (2011), 

“Social Exclusion Causes People to Spend and Consume Strategically in the Service of Affiliation,” 

Journal of Consumer Research, Vol. 37, No. 5, pp. 902-919. 

守口 剛（1989）, 「シェルフ・ディスプレイ効果についての考察 ―― シェルフ・ポジション効果の実証研究を

中心として」,『店頭研究と消費者行動分析』, 成文堂新光社, pp. 285-303. 
Muniz, Albert M. and Thomas C. O’Guinn (2000), “Brand Community,” Journal of Consumer Research, 

Vol. 27, No. 4, pp. 412-432. 

Nunnally, Jum C. (1978), Psychometric Theory, 2nd Edition, New York, NY: McGraw-Hill. 



 
134  竹田光志「社会的混雑がブランド・アタッチメントに与える影響」  

O’Guinn, Thomas C., Robin J. Tanner, and Ahreum Maeng (2015), “Turning to Space: Social Density, 

Social Class, and the Value of Things in Stores,” Journal of Consumer Research, Vol. 42, No. 2, 

pp. 196-213. 

Park, C. Whan, Deborah J. MacInnis, and Joseph R. Priester (2009), “Research Directions on Strong 

Brand Relationships,” in Deborah J. MacInnis, C. Whan Park, and Joseph R. Priester, eds., 

Handbook of Brand Relationships, Armonk, NY: M.E. Sharpe, pp. 379-393. 

―――, ―――, ―――, Andreas B. Eisingerich, and Dawn Iacobucci (2010), “Brand Attachment and 

Brand Attitude Strength: Conceptual and Empirical Differentiation of Two Critical Brand Eq-

uity Drivers,” Journal of Marketing, Vol. 74, No. 6, pp. 1-17. 

―――, Joseph R. Priester, Deborah J. MacInnis, and Zhong Wan (2009), “The Connection-Prominence 

Attachment Model (CPAM),” in Deborah J. MacInnis, C. Whan Park, and Joseph R. Priester, 

eds., Handbook of Brand Relationships, Armonk, NY: M.E. Sharpe, pp. 327-341. 

Pieters, Rik (2013), “Bidirectional Dynamics of Materialism and Loneliness: Not Just a Vicious Cycle,” 

Journal of Consumer Research, Vol. 40, No. 4, pp. 615-631. 

Puzakova, Marina and Hyokjin Kwak (2017), “Should Anthropomorphized Brands Engage Customers? 

The Impact of Social Crowding on Brand Preference,” Journal of Marketing, Vol. 81, No. 6, pp. 

99-105. 

Schmitt, Bernd (2012), “The Consumer Psychology of Brands,” Journal of Consumer Psychology, Vol. 

22, No. 1, pp. 7-17. 

Thomson, Matthew, Deborah J. MacInnis, and C. Whan Park (2005), “The Ties That Bind: Measuring 

the Strength of Consumers’ Emotional Attachments to Brands,” Journal of Consumer Psychology, 

Vol. 15, No. 1, pp. 77-91. 

Tooby, John and Leda Cosmides (1990), “The Past Explains the Present: Emotional Adaptations and 

the Structure of Ancestral Environments,” Ethology and Sociobiology, Vol. 11, No. 4/5, pp. 375-

424. 

Van Lange, Paul A. M., Caryl E. Rusbult, Stephen M. Drigotas, Ximena B. Arriaga, Betty S. Witcher, 

and Chante L. Cox (1997), “Willingness to Sacrifice in Close Relationships,” Journal of Personal-

ity and Social Psychology, Vol. 72, No. 6, pp. 1373-1395.  
Willkinson, John B., Christie H. Paksoy, and Joseph B. Mason (1982), “A Demand Analysis of Newspa-

per Advertising and Changes in Space Allocation,” Journal of Retailing, Vol. 57, No. 2, pp. 30-48.



 
 

竹
田
光
志
「
社
会
的
混
雑
が
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
与
え
る
影
響
」

 
135 

 

私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 1－A 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号・クラス・名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、ある店で買い物をしています。その

お店は、右図のように、見知らぬ買い物客で混雑

しています。あなたは、人ごみに疲れてしまいま

した。しかしそんなとき、あなたは、普段自分が

使用している、見慣れた携帯電話のブランドが販

売されているのを見つけました。 

 

 

 

 

 
 

1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 

 

…
そ
う
思
わ
な
い 

…
非
常
に
そ
う
思
う 

…
全
く
そ
う
思
わ
な
い 

…
そ
う
思
う 

…
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

…
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

…
や
や
そ
う
思
う 

4 3 2 5 6 7 1 

補
録

1
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136  
竹
田
光
志
「
社
会
的
混
雑
が
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
与
え
る
影
響
」

 
 

 

私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 1－B 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号・クラス・名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、あるお店で買い物をしています。

そのお店は、右図のように、他の買い物客が少

なく、閑散としています。そんなとき、あなた

は、普段自分が使用している、見慣れた携帯電

話のブランドが販売されているのを見つけまし

た。 

  

 

 

 

 

 
1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの 

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 2－A 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号と名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、あるお店で買い物をしていま

す。そのお店で陳列されている商品は、右図の

ように、商品棚にぎっしりと詰め込まれてい

ます。そんなとき、あなたは、普段自分が使用

している、見慣れた携帯電話のブランドが販

売されているのを見つけました。 

 

 

 

 

 

 
1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの 

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 2－B 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号・クラス・名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、あるお店で買い物をしていま

す。そのお店で陳列されている商品は、右図

のように、間隔を十分にとって整然と並べら

れています。そんなとき、あなたは、普段自

分が使用している、見慣れた携帯電話のブラ

ンドが販売されているのを見つけました。 

 

 

 

 

 

 
1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの 

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 3－A 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号・クラス・名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、ある店で買い物をしています。そのお店

は、右図のように、見知らぬ買い物客で混雑していま

す。あなたは、人ごみに疲れてしまいました。しかし

そんなとき、商品棚にぎっしりと詰め込まれた商品の

なかに、普段自分が使用している、見慣れた携帯電話

のブランドが販売されているのを見つけました。 

 

 

 

 
 
 

1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの 

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 3－B 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号・クラス・名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、ある店で買い物をしています。そのお店

は、右図のように、見知らぬ買い物客で混雑していま

す。あなたは、人ごみに疲れてしまいました。しかし

そんなとき、あなたは、間隔を十分にとって整然と並

べられた商品群のなかに、普段自分が使用している、

見慣れた携帯電話のブランドが販売されているのを

見つけました。 

 

 

 
 
 

1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの 

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 3－C 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号・クラス・名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、ある店で買い物をしています。そのお店

は、右図のように、他の買い物客が少なく、閑散とし

ています。そんなとき、あなたは、商品棚にぎっしり

と詰め込まれた商品群のなかに、普段自分が使用して

いる、見慣れた携帯電話のブランドが販売されている

のを見つけました。 

 

 

 

 
 
 

1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの 

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 
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私は現在、卒業論文を執筆中であり、その論文に用いる消費者データ

を必要としています。今回ご回答頂いた内容は、統計的な方法により処

理致しますので、個人情報が外部に漏洩することは絶対にございませ

ん。 
ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、上記の旨をご理解頂きま

したら、本調査にご協力お願い申し上げます。 
 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 
第 15 期 竹田 光志 

 
調査票 3－D 

ブランドへの愛着に関する消費者調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0】あなたの学籍番号・クラス・名前を教えてください。 

 

学籍番号        クラス    名前 

 

【1】あなたの年齢・性別を教えてください。 

 

歳   男 ・ 女 

 

【2】以下の質問にお答えください。 

あなたが普段使用している携帯電話のブランドを教えてください。 

 

【3】以下の状況を想定してください。 

あなたは、ある店で買い物をしています。そのお店は、

右図のように、他の買い物客が少なく、閑散としてい

ます。そんなとき、あなたは、間隔を十分にとって整

然と並べられた商品群のなかに、普段自分が使用して

いる、見慣れた携帯電話のブランドが販売されている

のを見つけました。 

 

 

 

 
 
 

1－1  私の、そのブランドに対する愛情は深い。 1  2  3  4  5  6  7 

1－2  私は、そのブランドに対して好意的である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－3  私は、そのブランドを愛している。 1  2  3  4  5  6  7 

1－4  私は、そのブランドを見ると穏やかな気持ちになる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－5  私は、そのブランドに夢中である。 1  2  3  4  5  6  7 

1－6  私は、そのブランドを見るとうれしくなる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－7  私は、そのブランドに惹かれている。 1  2  3  4  5  6  7 

1－8  私は、そのブランドとつながっていると感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－9  私は、そのブランドとの間に絆を感じる。 1  2  3  4  5  6  7 

1－10 私は、そのブランドに対して愛情を抱いている。 1  2  3  4  5  6  7 
 

そのブランドに対してあなたがどのように感じるの 

か、以下の質問にお答えください。質問には、以下の「1： 

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」の 7 つの 

うち必ず 1つの数字のみを○でお囲みください。 

 

…
そ
う
思
わ
な
い 

…
非
常
に
そ
う
思
う 

…
全
く
そ
う
思
わ
な
い 

…
そ
う
思
う 

…
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

…
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

…
や
や
そ
う
思
う 

4 3 2 5 6 7 1 

補
録

8
 

調
査

票
3
－

D 
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

 

 
�

PIa;Y+�$��
 �������$� "�
��PIa;%4A vs.PIa;Bc���

�

<D�)&�
�

ŇñƔƜ*=@'�Ƭ÷+É{:��ǲ+ŶĀ)(�ȋõ+ƎŦǭĩDƾµ�@RwcU*



%�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ

+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'
����+ŭǤƪś,ƓŕǸ+àÆ*+5Ƅǡ�@'Ư�>A@	

ŖǕ,�ƎŦǭĩŕǸ'�%ȋõ*�ǭ�@ŕǸD=?Ƕŕ*ǉó��{&�ŇñƔƜ'Çť

+ôȌDƺ"%�ŇñƔƜ',Ǩ+ƪśDǁ©��'DƎƋ'�@	�

�

�

T 1S� ��

 

 

��,��-�-Ƭ÷+É{:��ĎſĤ+ľÓ�ǝƹ+â´��ǲ+ŶĀ)(���Ƌ*ǲǀ&	@

'ǏǗ���'DƎŦ'�%ǉó�@ȐZhang, Fishbach, and Dhar, 2007; Custers and Aarts, 2010ȑ	ôǿ�

RIZAP GROUPŞď�Ɨ�ĺ��@�Ƭ÷+É{:��ǲ+ŶĀDǭĩ�@fpHgw]�]sw`uO

ȐRIZAP GROUPŞď�ƗHPȑ+=�)�ȋõ+ƎŦǭĩDƾµ�@RwcU�Äȇ�%��	����

ƁôDƳŎ*�%�ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ*ǹ�@ƔƜ�ĂǷ�A%��ȐZhang, et al., 2007ȑ	��

-����ƎŦǉó*¾´�@ƚčȐLocke 1968; Erez and Arad, 1986ȑ:�ƎŦ+ƛȊȐFreitas, Liberman, 

Salovey and Higgins, 2002; Higgins, 2005ȑ���+ŮªȐFishbach and Labroo, 2007ȑ��ƎŦǭĩġŨ+ǂ

óǀÖ'�%ŇñƔƜ*="%ǁ©�A%��	�+=�*�ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ*ǹ�@ƔƜ�Ă

Ƿ�A@źŲ+}&�ȋõ*ƎŦ*#
%ǅ¿�@ǿ*�ƅ�@ƼƁ��ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ'�%

ƑƎ�A@=�*)"�	 

Munichor and LeBouerfȐ2018ȑ,�ȋõ*�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@���A'8�ƎŦǭĩŕǸ

D�ǭ�@�'
��'*="%�ȋõ+ƎŦǭĩġŨ+ƚč�ƈ)@'
��'Dǁ©��	Ĕ>*=

@'�7Œ 11ň�>Á?ƨ5ì7% 2vŒ¢*ǭĩ�A@ƎŦ*#
%ǅ¿�@ǿ��9Œ 11ň4&*

	)�+ƎŦDǭĩ�%54�E�ș�'
�=�*�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��àÆ*ŭ�%��2 v

ŒǸ&	)�+ƎŦDǭĩ�%54�E�ș�'
�=�*�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ+Ņ��ƎŦ

ǭĩ*=@®ƌD=?đÙ*ġǗ�@�7�ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'
�	Ĕ>+ƔƜ,�ƎŦǭĩ

�óňD�ǭ�@���A'8�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@�'
��'*="%�ȋõ+ƎŦǭĩġŨ+

ƚč�ƈ)@'
��'Dǁ©��Ż*

%�ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ*ǹ�@ƔƜ+ǫĂ*è��

ǜƀD��'ǅ
�@&	B�	 

����ƁôƋ*,�Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcU*

%,�ȋõ��+ŕǸ+Ƕ�*û�%ĚǮģ

Dǃ�@�'8	@ B�	��&ŖǕ,�ƎŦǭĩŕǸ'�%ȋõ*�ǭ�@ŕǸ+Ƕ�*ƑƎ�%�

�ĦĨjwP[GuOǕƜ� 
ơ 15ąȐSpring, 2019ȑ 
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
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ÇƔƜ+ıĐDǍ5@	 

 

 

T 2S� @2QR!��$ 
 

2h1ȔPIa;:J�[4Z0 
 

��+ƺ·D�ŷ�@�7*�ç�+ƔƜư*="%ƎŦ*ǹǩ��ƔƜ�ƺCA%�����A>+

ƔƜ+ûǙ+2'E(,�ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ&	"�ȐAarts and Dijksterhuis, 2000ȑ	VroomȐ1966ȑ

,�ƎŦDǉó�@ǿ���,��+ƎŦ�¶³*="%ǭĩÃƴ&	@'ŕĕ�@2(�=?đÙ*Ǝ

ŦDǭĩÃƴ&	@'Ư�@�7���+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'~Đ��	4��LockeȐ1968ȑ,�÷

Ŋ&ŏŋ)ƎŦDǉó��àÆ*ŭ�%�×Ȃ&¥�Ƌ)ƎŦDǉó��àÆ+Ņ����,�=?ŉƕ

*ƎŦDǏǗ�@�7���+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'~Đ��	�>*�Erez and AradȐ1986ȑ,�Ǝ

Ŧ*û�@��+í¸*ƑƎ����,�Ƶ³&ƎŦǉó�@2(�=?Ŵ�ƎŦ0+ĢƑDĲ!�=?

đÙ*ƎŦDǏǗ�@�7���+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'~Đ��	Aarts and DijksterhuisȐ2000ȑ,�

ƎŦǭĩ4&+ftVU*ƑƎ�����ƎŦǭĩ4&+ftVUDƲóƋ*ǋ��@àÆ���+ƎŦ

ǭĩġŨ,ȍ
yŅ�ƎŦǭĩ4&+ftVUDËóƋ*ǋ��@àÆ���+ƎŦǭĩġŨ,�
'~

Đ��	Freitas, et al.Ȑ2002ȑ,�ƎŦ+ƛȊ*ƑƎ����,�ƎŦ�ƲóƋ*ǋ��@ƛȊ+ƎŦ&

	@2(�ƎŦDǭĩ�@�7+ƺ·8��%ƲóƋ*ǋ��@�7���+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'~Đ

��	Ferguson and BarghȐ2004ȑ,�Freitas, et al.Ȑ2002ȑ+~ĐDǢ4�%���+ƩȌ*ƑƎ��

��,�Ǭ½*ǉó��ƎŦ+ƪśDƲóƋ*ǋ��@2(�ƎŦDǭĩ�@�7+ƺ·8��%ƲóƋ

*ǋ��@�7���+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'~Đ��	Fishbach and LabrooȐ2007ȑ,���+Ůª

*ƑƎ��aM[Ge)Ůª&	@àÆ*ŭ�%�iT[Ge)Ůª&	@àÆ+Ņ����,�ƎŦ:

ƎŦDǭĩ�@�7+ƺ·D=?ƲóƋ*ǋ��@�7���+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'~Đ��	 

�+=�*�ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ,�ç�+ƔƜư*="%ƍE*Á?ĬCA%��	�����

+yŅ&�ȋõ*ƎŦ*#
%ǅ¿�@ǿ*�ƅ�@ƼƁ���+ƎŦǭĩġŨ*¿3�ēȄ,�Ǧċ*

)@4&Á?ĬCA%�)�"�	 

  

2h2ȔPIa;:J�[4Z0	���PIa;%4A vs.PIa;Bc 
 

Munichor and LeBouerfȐ2018ȑ,�ȋõ+ƎŦǭĩDƾµ�@RwcUDĺ��@šư��ȋõ*Ǝ

Ŧǭĩ�óňD�ǭ�@���A'8�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@��'
��'*ƑƎ��	Ĕ>,�Ǝ

Ŧǭĩ�óňD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ


+&,)
�'�Ǒ¹��	)�)>�ȋõ,�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�A�àÆ�ƎŦǭĩ4&+ŕǸ

*ñÜ�@�ƎŦ',ǹ��)
©ř�DĠǡ�@yŅ�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�A�àÆ�ƎŦǭĩ4&

+ŕǸ*ñÜ�@�ƎŦ',ǹ��)
©ř�DĠǡ����C?*ƎŦ:ƎŦǭĩ+ftVU�+8+

D�=?đÙ*ġǗ�@�>&	@	 
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

Ĕ>,�ƽȌưD��2ǪǸ¢4&* 1.5iu^Ɗ�@�'
�ƎŦ*ǹ�%��9Œ 11ň4&* 1.5i

u^Ɗ�4�E�ș�'
�=�*�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@Orwf'��2 ǪǸ& 1.5 iu^Ɗ�

4�E�ș�'
�=�*�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@Orwf*ªȊ��ÅOrwf�œ�@ƎŦǭĩġ

Ũ+ƚčDŷó��	ôȌ+ƪś�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@Orwf*ŭ�%�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�

@Orwf+Ņ��ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'
��'�ǁ©�A�	 

 

2h3ȔbOXM
d��@2QR�
 

� Pelham, Sumarta, and MyaskovskyȐ1994ȑ,�ŕǸ:łǴ�Çƚč&	"%8��+ƼƁ*="%�

ȋõ+ƒǃ�@ŕǸ:łǴ+ƚč,ƈ)@'
��'Dǁ©��	Ĕ>,�ƽȌưD�ƿÎ* 2 ċǸ+

�ǊD#�@'
�ĺşD�ǭ�@Orwf'�ƿÎ* 24vŒǸ+�ǊD#�@'
�ĺşD�ǭ�@

Orwf*ªȊ��ÅOrwf�ƒǃ�@�ǊŕǸ+Ƕ�+ƚčDŷó��	ôȌ+ƪś�ƿÎ* 2 ċ

Ǹ+�ǊD#�@'
�ĺşD�ǭ��Orwf*ŭ�%�ƿÎ* 24vŒǸ+�ǊD#�@'
�ĺş

D�ǭ��Orwf+Ņ���ǊŕǸD=?Ƕ
'ƒǃ���ǊD=?Ʒ
'ǋ��@'
��'�ǁ©

�A�	�+ƂƆ*ǹ�%�Pelham, et al.,�ȋõ,�ċ:Œ+=�)»�&,)��2: 24+=�)

łð+5*ƑƎ�%�łð�è�
àÆ*ŕǸ:łǴDè��ƒǃ�@ É�	@+&,)
�'Ưù

��	 

�

�

T 3S� (]=/ 
�  

� ²Ɵơ 2ȓ2ƥ*

%scnw��'
?�Munichor and LeBouerfȐ2018ȑ,�ƎŦǭĩġŨ+ǂ

óǀÖ'�%�ȋõ+ƎŦǭĩDƾµ�@RwcUDĺ��@šư��ȋõ*ƎŦ*#
%ǅ¿�@ǿ*

�ƅ�@ƼƁ*ƑƎ��	Ĕ>*ė"%�ŖǕ8�ȋõ+ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ'�%�ȋõ*ƎŦ*

#
%ǅ¿�@ǿ*�ƅ�@ƼƁ*ƑƎ�@	 

� Munichor and LeBouerfȐ2018ȑ*=@'�šư�ȋõ+ƎŦǭĩDƾµ�@RwcUDĺ��@ǿ�

ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ


'
�	)�)>�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�A�ȋõ,�ƎŦǭĩ4&+ŕǸ*ñÜ�@�ƎŦ',ǹ

��)
©ř�D�=?đÙ*Ġǡ�@yŅ�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�A�ȋõ,�ƎŦǭĩ4&+ŕǸ*

ñÜ�@�ƎŦ',ǹ��)
©ř�DĠǡ����C?*ƎŦ:ƎŦǭĩ+ftVU�+8+D�=?

đÙ*ġǗ�@�>&	@	 

����ŖǕ¨ȇ*

%ĳļ��'
?�ƁôƋ*,�Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcU*

%,�ȋ

õ��+ŕǸ+Ƕ�*û�%ĚǮģDǃ�@�'8	@ B�	�A;��ƎŦǭĩŕǸ'�%ȋõ*�

ǭ�@ŕǸ+Ƕ�8�ȋõ+ƎŦǭĩġŨ+ǂóǀÖ'�%Ưĥ*£A@ęǀ�	@&	B�	 

��&�²Ɵơ 2ȓ3ƥ*

%scnw��'
?�Pelham, et al.Ȑ1994ȑ*=@'�ŕǸ:łǴ�

Çƚč&	"%8��+ƼƁ*û�%���ƒǃ�@ŕǸ:łǴ+ƚč,ƈ)@'
�	��%���,�
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

ƒǃ��ŕǸ:łǴ+ƚč*Ĝ�%Ƶǣ+ƎŦǭĩDƾµ�@RwcU+ǋ�Då�@'
�	�+ƒ

ǁDĻƅ�@'�Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcU*

%,�šư�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��àÆ�ȋõ

,�ƏķƋ*,�ǭ�A%
)
ŕǸ+Ƕ�D�ũƕ*ƒǃ�@�'�&�)
yŅ�ƎŦǭĩŕǸD�

ǭ��àÆ�ȋõ,�ƏķƋ*�ǭ�A�ŕǸ+Ƕ�D�ũƕ*ƒǃ�@�'�&�%�4�'Ư�>A

@	�A;��ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��àÆ+Ņ��6�B�

ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'Ư�>A@&	B�	�{+ǘǕ=?�ŧ+ 2#+�ǑDĺÐ�@	 

 

�Ǒ 1� Ɠŕ+ƎŦǭĩƾµRwcU*

%,�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦǭ

ĩŕǸD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
	 

�Ǒ 2� Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcU*

%,�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦǭĩ

�óňD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
	 

 

 

T 4S� 5g 1 
�

4h1Ȕ5gGZ�
�

ơ 3 Ɵ*

%ĺÐ�A��Ǒ 1 +ƩȌƋëĒğDÊÍ�@�7*�ôȌDƺ"�	ôȌ+ǿ�ôȌ

Ǜ'�%�ŜƝ+]sw_w*=@XHJZ]+ĺşDĶƅ��	]sw_w*=@XHJZ]+ĺşD

Ķƅ��+,�ƎŦ+�ǭ�ňĈƋ*ƺCA@šƇ&	?�ť�)Ƕ�+ƎŦǭĩŕǸDǉó�@šƇ&

	@'Ư�>A@�>&	"�	4��ŜƝ+XHJZ]DĶƅ��ƂƆ,�ôÜ+XHJZ]*û�@

�²+epu^Ĥč+ēȄDǼæ�@�7&	@	 

ôȌƅS_qK'�%�Ɠŕ+ƎŦǭĩƾµRwcUDĺ��@šư��ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@S

_qK 1ȓA'�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@S_qK 1ȓB+ 2#+S_qKD�ĩ��	S_qK 1ȓA

,��	)�,�ƁÜ�é"%�%
@�'�QufsZNU&�	1Œ 1ň�¬ǌ+ć?*�Ʊø�D

ģ�)�>ƻ}+]sw`uOTl+²DŪ
%
@'��+Tl+]sw_w+�*���> 2 ǪǸ

& 3 xƊ�%54�E�ș�'äD��>A4��	�'
�S_qK&	"�	yŅ�S_qK 1ȓB

,��	)�,�ƁÜ�é"%�%
@�'�QufsZNU&�	1Œ 1ň�¬ǌ+ć?*�Ʊø�D

ģ�)�>ƻ}+]sw`uOTl+²DŪ
%
@'��+Tl+]sw_w+�*���> 1Œ 15

ň4&* 3xƊ�%54�E�ș�'äD��>A4��	�'
�S_qK&	"�	 

ƽȌư,�ǰ§+èòƄ 53È&	"�	ƽȌưD�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@OrwfȐN ȗ 27ȑ'�

ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@OrwfȐN ȗ 26ȑ+ 2#+Orwf*Ž�ż*ªȊ��	ŧ*�ƽȌư*,�

Ɠŕ+ƎŦǭĩƾµRwcUDĺ��@šư��ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@S_qK'�ƎŦǭĩŕǸD

�ǭ�@S_qK+
�A�+S_qKDĺƖ��ÅS_qK+ſŰDĠó�%8>"�{&�ƎŦǭĩ

ġŨ*ǹ�@ǠÒȆƎ*Õƣ�@=�*�Ȉ��	)
�ôǿ*ƽȌư*ǱĆ��ǓŝƘ,�ƾǵ 1 '

ƾǵ 2*Ĺǥ�A%
@'
?&	@	 
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

4h2ȔK467�
 

ƎŦǭĩġŨDŷó�@ǿ�Munichor and LeBouerfȐ2018ȑ+āčDĶƅ��	¥�Ƌ)ŷóāč,�

ØƼ 1*Ɩ�A@'
?&	@	)
�ôȌ*

%Ķƅ�A�āčű,��1ȕ¤���ĞC)
���

��7ȕȃĈ*��Ğ��DƠŻ'�@ 7ŻqLw]āč&	"�	 

 

1X 1� H;G9	K467 

Ťĩţĝ� ŷóāčȐÖîǚƸǴȑ� α�ł SCR AVE 

ƎŦǭĩ�

ġŨ�

X1ȕƙ,��+]sw_w+ĺşDÂ�£A@Ãƴğ,ȍ
'

Ğ�	Ȑ0.91ȑ 
X2ȕƙ,��+]sw_w+ĺşDŠǇ�@Ãƴğ,ȍ
'Ğ

�	Ȑ0.92ȑ 
X3ȕƙ,��+]sw_w+ĺş*="%�XHJZ]0+ġ

Ũ�ȍ4"�'Ğ�	Ȑ0.77ȑ 

0.90 0.90 0.76 

 

ªŚ*¢ƞ"%�ŷóāč+�Ȉğ
=.ëĒğD­ń�@�7+ĳŦ'�%�NtubZN α�ł�

Æĩ�ȈğȐSCRȑ�
=.ĊÝªŀį©čȐAVEȑDƤ©��	ªŚ+ǿ�Ťĩţĝ*û�@ŷóāč+

ĊÝ�Dƅ
�	�+ƪś,�ØƼ 1*ǀƦ�A@'
?&	"�	4��ƎŦǭĩġŨ+NtubZN

α�ł,�0.899&	?�NunnallyȐ1978ȑ�ĸê�@ 0.70�{'
�ßŹ�D{Õ"�	ŧ*�ƎŦǭ

ĩġŨ+ SCR,�0.902&	?�Bagozzi and YiȐ1988ȑ�ĸê�@ßŹ�&	@ 0.60'
�ßŹ�D

{Õ"�	�A>+ƪś,�ŷóāč+�Ȉğ+ȍ�DƖÏ�@ƪś&	@'ǅ
�@&	B�	�>*�

ƎŦǭĩġŨ+ AVE,�0.756&	?�Bagozzi and YiȐ1988ȑ�ĸê�@ 0.50�{'
�ßŹ�D{

Õ"�	4���A>+ AVE +�,�
�A+�8 SCR =?ÿ�
�&	"�	�+ƪś,�ŷóā

č+ëĒğ+ȍ�DƖÏ�@ƪś&	@'ǅ
�@&	B�	�{+ǘǕ=?�ŖǕ*
�@Ťĩţĝ+

ŷóāč8ȍ
�Ȉğ'ëĒğDœ�%
@'ƪǕ$�>A@&	B�	 

 

4h3Ȕ����!$� "����� 
�

ôȌ*

%ƅ
� 2 #+S_qK��ŖǕ+ġØ(
?*ƽȌư*ƒǃ�A%
@�(��'
�

�'*#
%ƕǏ�@�7*�j`dnswSou�YIZNDƺ"�	�

4��XHJZ]�ƽȌư*ǲǀ&	@8+'�%�ƒǃ�A%
@�(��'
��'*#
%ƕǏ

�@�7�ƽȌư*û�%��XHJZ],�ƙ*'"%ǲǀ 'Ğ�	�'
�ǠÒȆƎ*�,
��8

��,�

��&�Õƣ�@=�*�Ȉ��	��%��+ǠÒȆƎ*�

��'ƣ��ƽȌư+\

wWD�ªŚ*ƅ
@ƪś�>Ǽæ��	ªŚ*ƅ
>A@őƧƋ)ƽȌưł,�53ÈȐ78%ȑ&	"�	�

ŧ*�2#+S_qK+Ǹ&�ƽȌư*ƒǃ�A@XHJZ]+ȂŊč*Ąƈ�Ž
�'
��'*#


%ƕǏ�@�7�ƽȌư*û�%���+]sw_w+ĺş,�ƙ*'"%èå 'Ğ�	�'
�ǠÒ

ȆƎ*Õƣ�@=�*�Ȉ��	)
�j`dnswSou�YIZN*

%Ķƅ�A�āčű,��1ȕ
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

¤���ĞC)
�
=.�7ȕȃĈ*��Ğ��DƠŻ'�@ 7ŻqLw]āč&	@	tŠóDƺ"

�ƪś�Ɠŕ+ƎŦǭĩƾµRwcUDĺ��@šư��ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@S_qKȐM ȗ 4.074ȑ


=.ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@S_qKȐM ȗ 3.423ȑ+Ǹ*,�ƫǆƋœġĄ�Ǐ7>A)�"�Ȑt ȗ

1.380, p Ș 0.10ȑ	�A;��ŖǕ+ġØ(
?*�2#+S_qK+Ǹ&�ƽȌư*ƒǃ�A@XHJZ

]+ȂŊč*Ąƈ�Ž
'ǅ
�@&	B�	 

 

4h4Ȕ(] 1
d��*E�UF�
 

�Ǒ 1+ƩȌƋëĒğDÊÍ�@�7*�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��OrwfȐN ȗ 27ȑ'�ƎŦǭĩ

ŕǸD�ǭ��OrwfȐN ȗ 26ȑ�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+Ąƈ*#
%�tŠóDƺ"�	)
��²*

Shapiro-Wilk ŠóDƺ"�'�B�ȋõ\wW+ũǂğDƉ�Ǌİ,Ę>A)�"�ȐW1 ȗ  0.987, � � � � � �

p Ș 0.10
=.W2 ȗ 0.956, p Ș 0.10ȑ	�

 
1X 3� (] 1
d��*E�UF#1 

Ťĩţĝ 
ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�� 
Orwf+ĊÝ� 

 ȐŦŹ�Ąȑ 

ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�� 
Orwf+ĊÝ� 

 ȐŦŹ�Ąȑ 
t� 

ƎŦǭĩġŨ 4.14 
(1.28) 

4.94 
(1.29) ȓ2.26** 

� ��**, 5ȏůŹ&œġ	�

�

1X 4� (] 1
d��*E�UF#2

 

ªŚ+ƪś,�ØƼ 3 
=.ØƼ 4 *ǀƦ�A@'
?&	"�	ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��Orw

4.14

4.94

3

4

5

6

ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��Orwf ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��Orwf

Ǝ
Ŧ
ǭ
ĩ
ġ
Ũ
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou�

f�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+ĊÝ�,�4.136ȐŦŹ�Ą,�1.282ȑ&	"�	yŅ�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��

Orwf�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+ĊÝ�,�4.936ȐŦŹ�Ą,�1.293ȑ&	?�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��

Orwf�ĭ�ƎŦǭĩġŨ*ŭ�%�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��Orwf�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+Ņ��œ

ġ*ȍůŹ&	"�Ȑt ȗ ȓ2.260, p Ȗ 0.05ȑ

�{+ƪś,�Ɠŕ+ƎŦǭĩƾµRwcU*

%,�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��àÆ*ŭ�%�Ǝ

ŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'
��'DƖÏ�%
@	�A;���

Ǒ 1,�ĽĲ�A�'ǅ
�@&	B�	�+=�)ƶÍŴ
ƁǙ�ǁ©�A�ƳŎ*,�Munichor and 

LeBouerfȐ2018ȑ�~Đ�@ǕƂ�ȋõ*¡
�'
��ô�ñ�@�8�A)
	�)C!�ƎŦǭĩ

�óňD�ǭ�A�ȋõ,�ƎŦǭĩ4&+ŕǸ*ñÜ�@�ƎŦ',ǹ��)
©ř�D�=?đÙ*

Ġǡ�@yŅ�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�A�ȋõ,�ƎŦǭĩ4&+ŕǸ*ñÜ�@�ƎŦ',ǹ��)


©ř�DĠǡ����C?*ƎŦ:ƎŦǭĩ+ftVU�+8+D�=?đÙ*ġǗ�@�7�ƎŦǭĩ

�óňD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'Ư�

>A@+&	@	�

T 5S� 5g 2 
�

5h1Ȕ5gGZ�
�

ơ 3 Ɵ*

%ĺÐ�A��Ǒ 2 +ƩȌƋëĒğDÊÍ�@�7*�ôȌDƺ"�	ôȌ+ǿ�ôȌ

Ǜ'�%�ŜƝ+ČÌ*=@UhHuǐòƮ+ĺşDĶƅ��	ČÌ*=@UhHuǐòƮ+ĺşDĶƅ

��+,�ƎŦ+�ǭ�ňĈƋ*ƺCA@šƇ&	?�ť�)Ƕ�+ƎŦǭĩŕǸDǉó�@šƇ&	@

'Ư�>A@�>&	"�	4��ŜƝ+UhHuǐòƮDĶƅ��ƂƆ,�ôÜ+UhHuǐòƮ*û

�@�²+epu^Ĥč+ēȄDǼæ�@�7&	@	

ôȌƅS_qK'�%�Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcUDĺ��@šư��ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@S

_qK 2ȓA'�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@S_qK 2ȓB+ 2#+S_qKD�ĩ��	S_qK 2ȓA

,��	)�,�UhHuǐDǎ��'�&�4�E��üřƋ*�UhHuǐÛ+Ú�*ņƺ�=�'

Ư�%
4�	8��UhHuǐDǎ��'�&��+)>�ņƺD=?ŸÔ�@�'�&�@&�<�	

1Œ 1ň�ũŒ+�5D�"%�aZ]&UhHuǐĿö*#
%Ǔ1%
@'����> 10�Œ&Uh

Huǐ+ňĈ�ǎD�Ę�%54�E�ș�'Ő�A�ČÌ�Ǝ*£?4��	�'
�S_qK&	"

� yŅ�S_qK 2ȓB ,��	)�,�UhHuǐDǎ��'�&�4�E��üřƋ*�UhHu

ǐÛ+Ú�*ņƺ�=�'�%
4�	8��UhHuǐDǎ��'�&��+)>�ņƺD=?ŸÔ�

@�'�&�@&�<�	1Œ 1ň�ũŒ+�5D�"%�aZ]&UhHuǐĿö*#
%Ǔ1%
@

'����> 10Œ 31ň4&*UhHuǐ+ňĈ�ǎD�Ę�%54�E�ș�'Ő�A�ČÌ�Ǝ*£

?4��	�'
�S_qK&	"�	

ƽȌư,�ǰ§+èòƄ 43È&	"�	ƽȌưD�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@OrwfȐN ȗ 22ȑ'�
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@OrwfȐN ȗ 21ȑ+ 2#+Orwf*Ž�ż*ªȊ��	ŧ*�ƽȌư*,�

Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcUDĺ��@šư��ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@S_qK'�ƎŦǭĩŕǸD

�ǭ�@S_qK+
�A�+S_qKDĺƖ��ÅS_qK+ſŰDĠó�%8>"�{&�ƎŦǭĩ

ġŨ*ǹ�@ǠÒȆƎ*Õƣ�@=�*�Ȉ��	)
�ôǿ*ƽȌư*ǱĆ��ǓŝƘ,�ƾǵ 3 '

ƾǵ 4*Ĺǥ�A%
@'
?&	@	 

 

5h2ȔK467�G9�\4�
 

ƎŦǭĩġŨDŷó�@ǿ�Munichor and LeBouerfȐ2018ȑ+āčDĶƅ��	¥�Ƌ)ŷóāč,�

ØƼ 5*Ɩ�A@'
?&	@	)
�ôȌ*

%Ķƅ�A�āčű,��1ȕ¤���ĞC)
���

��7ȕȃĈ*��Ğ��DƠŻ'�@ 7ŻqLw]āč&	"�	 

 

1X 5� H;G9	K467 

Ťĩţĝ� ŷóāčȐÖîǚƸǴȑ� α�ł SCR AVE 

ƎŦǭĩ�

ġŨ�

X1ȕƙ,��+ČÌ+ĺşDÂ�£A@Ãƴğ,ȍ
'Ğ�	

Ȑ0.82ȑ 
X2ȕƙ,��+ČÌ+ĺşDŠǇ�@Ãƴğ,ȍ
'Ğ�	

Ȑ1.00ȑ 
X3ȕƙ,��+ČÌ+ĺş*="%�UhHuǐòƮ0+ġŨ

�ȍ4"�'Ğ�	Ȑ0.74ȑ 

0.89 0.90 0.74 

 

ªŚ*¢ƞ"%�ŷóāč+�Ȉğ
=.ëĒğD­ń�@�7+ĳŦ'�%�NtubZN α�ł�

Æĩ�ȈğȐSCRȑ�
=.ĊÝªŀį©čȐAVEȑDƤ©��	ªŚ+ǿ�Ťĩţĝ*û�@ŷóāč+

ĊÝ�Dƅ
�	�+ƪś,�ØƼ 5*ǀƦ�A@'
?&	"�	4��ƎŦǭĩġŨ+NtubZN

α�ł,�0.888&	?�NunnallyȐ1978ȑ�ĸê�@ 0.70�{'
�ßŹ�D{Õ"�	ŧ*�ƎŦǭ

ĩġŨ+ SCR,�0.895&	?�Bagozzi and YiȐ1988ȑ�ĸê�@ßŹ�&	@ 0.60'
�ßŹ�D

{Õ"�	�A>+ƪś,�ŷóāč+�Ȉğ+ȍ�DƖÏ�@ƪś&	@'ǅ
�@&	B�	�>*�

ƎŦǭĩġŨ+ AVE,�0.742&	?�Bagozzi and YiȐ1988ȑ�ĸê�@ 0.50�{'
�ßŹ�D{

Õ"�	4���A>+ AVE +�,�
�A+�8 SCR =?ÿ�
�&	"�	�+ƪś,�ŷóā

č+ëĒğ+ȍ�DƖÏ�@ƪś&	@'ǅ
�@&	B�	�{+ǘǕ=?�ŖǕ*
�@Ťĩţĝ+

ŷóāč8ȍ
�Ȉğ'ëĒğDœ�%
@'ƪǕ$�>A@&	B�	 

 

5h3Ȕ����!$� "����� 
�

ôȌ*

%ƅ
� 2 #+S_qK��ŖǕ+ġØ(
?*ƽȌư*ƒǃ�A%
@�(��'
�

�'*#
%ƕǏ�@�7*�j`dnswSou�YIZNDƺ"�	�

4��UhHuǐòƮ�ƽȌư*ǲǀ&	@8+'�%�ƒǃ�A%
@�(��'
��'*#
%
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

ƕǏ�@�7�ƽȌư*û�%��UhHuǐDò/�',�ƙ*'"%ǲǀ 'Ğ�	�'
�ǠÒȆƎ

*�,
��8��,�

��&�Õƣ�@=�*�Ȉ��	��%��+ǠÒȆƎ*�

��'ƣ

��ƽȌư+\wWD�ªŚ*ƅ
@ƪś�>Ǽæ��	ªŚ*ƅ
>A@őƧƋ)ƽȌưł,�43 È

Ȑ63%ȑ&	"�	�

ŧ*�2#+S_qK+Ǹ&�ƽȌư*ƒǃ�A@UhHuǐòƮ+ȂŊč*Ąƈ�Ž
�'
��'

*#
%ƕǏ�@�7�ƽȌư*û�%���+ČÌ+ĺş,�ƙ*'"%èå 'Ğ�	�'
�ǠÒȆ

Ǝ*Õƣ�@=�*�Ȉ��	)
�j`dnswSou�YIZN*

%Ķƅ�A�āčű,��1ȕ

¤���ĞC)
�
=.�7ȕȃĈ*��Ğ��DƠŻ'�@ 7ŻqLw]āč&	@ tŠóDƺ"�

ƪś�Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcUDĺ��@šư��ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�@S_qKȐM ȗ 5.136ȑ


=.ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�@S_qKȐM ȗ  4.857ȑ+Ǹ*,�ƫǆƋœġĄ�Ǐ7>A)�"�� � � � � � �

Ȑt ȗ 0.460, p Ș 0.10ȑ	 

őĖ*�ôȌ 1&�ƅ�� 2#+S_qK'�ôȌ 2&�ƅ�� 2#+S_qK�	C�% 4#+S

_qK��ŖǕ+ġØ(
?*ƽȌư*ƒǃ�A%
@�'
��'*#
%ƕǏ�@�7�ôȌ 1 +

ƽȌư*û�%���+XHJZ]+ŕǸ,�ƙ*'"%Ƕ
'Ğ�	�'
�ǠÒȆƎ*Õƣ�@=�*�

ôȌ 2 +ƽȌư*û�%���+ČÌ+ĺş+ŕǸ,�ƙ*'"%Ƕ
'Ğ�	�'
�ǠÒȆƎ*Õƣ

�@=�*�Ȉ��	)
�j`dnswSou�YIZN*

%Ķƅ�A�āčű,��1ȕ¤���

ĞC)
�
=.�7ȕȃĈ*��Ğ��DƠŻ'�@ 7 ŻqLw]āč&	@	t ŠóDƺ"�ƪś�

ôȌ 1&�ƅ��S_qKȐM ȗ 2.226ȑ
=.ôȌ 2&�ƅ��S_qKȐM ȗ 4.977ȑ+Ǹ*,�ƫǆ

ƋœġĄ�Ǐ7>A�Ȑt ȗ ȓ7.790, p Ȗ 0.01ȑ	�A;��ôȌ 1'ôȌ 2+ƎŦǭĩƾµRwcU+ŕ

Ǹ+Ƕ�,��A�A�ŖǕ+ġØ(
?*ƽȌư*ƒǃ�A%
@'ǅ
�@&	B�	�

�

5h4Ȕ(] 2
d��*E�UF�
 

�Ǒ 2+ƩȌƋëĒğDÊÍ�@�7*�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��OrwfȐN ȗ 22ȑ'�ƎŦǭĩ

ŕǸD�ǭ��OrwfȐN ȗ 21ȑ�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+Ąƈ*#
%�tŠóDƺ"�	)
��²*

Shapiro-Wilk ŠóDƺ"�'�B�ȋõ\wW+ũǂğDƉ�Ǌİ,Ę>A)�"�ȐW1 ȗ  0.945, � � � � � �

p Ș 0.10
=.W2 ȗ 0.948, p Ș 0.10ȑ	�

�

1X 6� (] 2
d��*E�UF#1 

Ťĩţĝ 
ƎŦǭĩ�óňD�ǭ�� 
Orwf+ĊÝ� 

 ȐŦŹ�Ąȑ 

ƎŦǭĩŕǸD�ǭ�� 
Orwf+ĊÝ� 

 ȐŦŹ�Ąȑ 
t� 

ƎŦǭĩġŨ 4.15 
(0.87) 

3.30 
(1.18) 2.69** 

� ��**, 5ȏůŹ&œġ	�

�

�
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īŗ���ƎŦǭĩƾµRwcU*
�@Qkn`PwSou� 

1X 7� (] 2
d��*E�UF#2 

 
ªŚ+ƪś,�ØƼ 6 
=.ØƼ 7 *ǀƦ�A@'
?&	"�	ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��Orw

f�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+ĊÝ�,�4.151ȐŦŹ�Ą, 0.872ȑ&	"�	yŅ�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��O

rwf�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+ĊÝ�,�3.302ȐŦŹ�Ą, 1.178ȑ&	?�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��Or

wf�ĭ�ƎŦǭĩġŨ*ŭ�%�ƎŦǭĩ�óňD�ǭ��Orwf�ĭ�ƎŦǭĩġŨ+Ņ��œġ

*ȍůŹ&	"�Ȑt ȗ 2.690, p Ȗ 0.05ȑ	 

�{+ƪś,�Ƕŕ+ƎŦǭĩƾµRwcU*

%,�ƎŦǭĩŕǸD�ǭ��àÆ*ŭ�%�ƎŦ

ǭĩ�óňD�ǭ��àÆ+Ņ��ȋõ+ƎŦǭĩġŨ,ȍ
'
��'DƖÏ�%
@	�A;���

Ǒ 2 ,�ĽĲ�A�'ǅ
�@&	B�	�+=�)ƶÍŴ
ƁǙ�ǁ©�A�ƳŎ*,�ơ 3 Ɵ*



%ǘǕ��ǕƂ�ȋõ*¡
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慶應義塾大学商学部小野晃典研究会 

第 15期ゼミ長	 合場	 將貴 
 
アポロ 15号。アメリカによる人類初の有人宇宙計画の中でも、「創世期の石」と呼ばれる月面からの試

料を持ち帰ったことで名高い。15号が持ち帰った「創世記の石」は、月の誕生の謎を解明する上で大きな

貢献を成したと言われている。今ここに完成した論文は、私たちにとっての「創世記の石」と言えるので

はないか。私たちは、偉大なる学者が打ち立てた理論を凌駕する新理論を打ち立てることを試み、しかし、

幾度となく大きな壁に立ち塞がれた。しかし、その壁を乗り越え続けた結果として、遂に手に入れた新理

論は、マーケティングの関わる社会の在り様を解明する鍵となる「創世記の石」に値する理論であること

を自負している。小野ゼミに入会してから初めての有人飛行は、マーケティングを専攻して間もない我々

にとっては、まさに異世界への挑戦であった。先人たちの背中を無心で追い続け、やっと手にしたこの石

は、一瞥する度に、我々に様々な感情を思い起こす。有機的に結成された 2 つのチームは、それぞれ研究

テーマを模索し、既存研究を読み耽り、これまでの研究潮流を知り、既存理論に一石投じることを試みた。

しかし、その営みは想像を遥かに上回る難易度であった。既にある理論を会得するのではなく、自らが新

理論を打ち立てるということが、こんなにも難しいことであるとは、想像もつかなかった。議論が煮詰ま

り、長いトンネルを抜け出せないこともあった。それでも、日進月歩、弛まぬ努力を続けることができた

のは、ぶつかり合いながらも、同じ方向を一心に見つめ、互いに支えあってきた仲間がいたからであろう。

今回、私たちが異世界への初めての有人飛行の末に持ち帰った 2 つの石は、それぞれ形こそ違えど、仲間

との切磋琢磨を経て築き上げた論理と情熱の証として、この論文集『マーケティングの新潮流』の中で、

明るく輝きを放っている。以下、本作品を構成する 2編の論文を紹介したい。 

	 初めに、私たちの第一の論文であり、関東学生マーケティング大会及び慶應マーケティング・ゼミ合同発

表会にて発表される、「有名ブランドに対する消費者選好 ――暗黙の知能観に着目して――」を紹介する。

暗黙の知能観に立脚した既存研究は、努力によって自己向上を図る「増分論者」と、それを徒労とみなす

「実体論者」のうち、有名ブランドを選好するのは後者のみであると主張している。増分論者はブランドに

依存せずに自己向上に努めるというのである。しかしながらこの主張には、ブランド活用に要する努力が

考慮されていない。そこで本論は、この問題を克服すると共に、関連諸研究が注目してきた自尊心概念を

導入することによって、既存モデルの拡張を図った。 

	 次に、第二の論文であり、商学部四分野インゼミ研究報告会にて発表される「『しもべ型ブランド』対『あ

るじ型ブランド』 ――物質主義者はどちらを好むのか――」を紹介する。物質主義者と擬人化ブランドの関

係に関する既存研究によると、物質主義者は、「パートナー型ブランド」より「しもべ型ブランド」に対し

て好意的な反応を示すという。しかし、既存研究には、「あるじ型ブランド」の存在を考慮していない点、

および、手段的物質主義者のみ言及し、目的的物質主義者に言及していない点に問題がある。そこで本論

は、3 種類の擬人化ブランドに対する 2 種類の物質主義者の選好について実証分析を行った。なお、私た

ちの研究を日本だけではなく、世界に発信したいという思いから、本論は海外の学会への投稿を目指し、

英語での執筆が今まさに行われようとしている。 

v 
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	 以上の 2編の論文は、数多くの方々の支えがなければ、決して完成しなかったに違いない。ここで我々

の論文執筆活動を支えてくださった方々に、感謝の意を申し上げたい。 同期へ。論文を執筆するという高

い目標を掲げ、共に力を合わせてきた同期の存在がなければ、論文活動をやり遂げることはできなかった

であろう。論文活動を通じて、時間を問わず、場所を問わず、悲喜こもごも様々な感情を共有してきた我々

は、何にも代えがたい仲間である。どんな高い壁が目の前に立ちはだかろうとも、挫けることなく共に壁

を登ってきた仲間に、敬意と同時に感謝の意を表したい。先輩方へ。素晴らしい実績を残してこられた先

輩方の背中を、ただ只管に追い続け、論文活動に取り組んできた。特に 14期の先輩の、商学会賞を目指し、

卒論を執筆する姿には、何も語らずとも背中でものを示す姿勢が感じられた。我々も背中で語れる先輩に

なると心に誓った。第 14 期生の先輩方、大学院生の竹内亮介さん（第 9 期 OB）、中村世名さん（第 10

期 OB）、石井隆太さん（第 10 期 OB）、廖舒忻さん（第 13 期 大学院生）川村澄明さん、清水亮輔さん

（以上、第 13期 OB）、に深謝したい。家族へ。我々が論文執筆活動を行う上で、家族の陰ながらの協力は

非常に大きなものであった。毎日朝 から晩まで学校で活動し、時には、家族への連絡が途絶えてしまい、

心配をかけてしまうことがあった。しかし、ゼミ HP を通じて、私の活動する様子を気にかけてくれたと

いう報せを耳にし、大変心を打たれた。最後まで我々を温かく見守ってくれた家族にも、謝意を表したい。

そして最後に、学問の世界において未熟な我々を、熱心にご指導してくださった小野晃典先生に、心から

感謝の意を述べたい。小野先生の存在がなければ、論文執筆が終わることがなかったのはもちろん、研究

という英知の結集の魅力を感じることはできなかったであろう。論文執筆以外の面でも、小野先生からは

様々なことを教わった。今一度、先生のご指導に深謝したい。三田論執筆活動は、我々の最終到達地点で

はない。むしろ、論文執筆活動を通じて社会現象を分析し、それを発信する力を身に付けた今、スタート

地点に立ったばかりであると言えるであろう。これまで我々を支えてくださった方々に恩返しをするべく、

我々が手にした「創世記の石」が、社会科学の発展に寄与することを願い、不断の努力を続けていく所存

である。 

2017 年 11 月吉日 

 

 

増補版に寄せて 

 

	 12 月 16 日の四分野インゼミ研究報告会にて発表を終えたのち、四分野インゼミ研究報告会担当三田祭

論文プロジェクト・チームは、国際学会への出場を目標とした、英論チームを結成した。英論チームは、そ

の活動の一環として、日本語で執筆し終えた三田祭論文の英訳作業を行い、GMC（Global Marketing 

Conference）に投稿した。そして、その結果、狭き門となった査読審査をくぐり抜け、7月に GMC出場を

果たした。投稿を行った英語論文は、三田祭論文の次に記載されている通りである。なお、学会投稿時の

字数制限の都合上、英語化された論文は、日本語の三田祭論文から簡略化されている。 

2019 年  1 月吉日  

vi 
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ɚ����-DȃǤ0�*�+CG����-Dŕø�y�VhL�U�ɴGEDȃǤ0�*�˶ÔȖ-

r�bl�hLHƏ'u��kH˃Ħ�D0���D�1�!EH˃Ħ�-�0��+�
Ą�.˲ŅA

�Ĉȹ�D�+�*�DA
.-D+ƿŤ*�D*�F
� 

�

�

o 2 n� vCWg*#&-�

 

2�1�\��jtzkm 

 

2�1�1�$'+ �"-�!(��km 

� ʶŔ�u��kȠȯ.-�)1�u��k�Xz�mhL?u��k��M��hL-,0Ǖ�-ǔƁǓ

Ů�ƜĂ�E�!0ŃŘ�˒Ȕ�E)�#��!0�*=�ūȖ-ǔƁǓŮ0 1'��u��k�r�bl

�hL+�
ǓŮ*�D�u��k�r�bl�hL1�u��k�Źʩ��D�˓0űʦ0˟ð¬*�D

+Ĳɖ�ED˻Aaker, 1997 �˼Aaker˻1997˼.AD+�Ǯʤɚ1�ÒǺȖ*�D�ǩɏ�E)�D�#�9

���ɠÔ�˵��ʑĳ-+�
ȂŪȖ- 5'0u��k�r�bl�hLHʏʛ�)-C��EB0u�

�k�r�bl�hL�Ǯʤɚ.ļ�)�!0u��k0Ə'ʞŪűH˰ȣ��#C�ɣŋɷȉHɴ
ƅǞ

+�)0ǙɠHǇ#�#C�D+�
��
�#u��k�r�bl�hLHɣu��k0KMi�hLh

L+�)ȡȲ�D�+.A&)�¥ǐ1�ò�ɻþQhY��0�*�u��k+0ŊÐáHČD�+�

îɠ*�D+�
0*�D� 

ǁʗ0Ʃɡ.-�)Ǧș�D6��+.�Ǯʤɚ1�˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��kH¯Ȍ�
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#+�
Ɇ˴Hʻ�)�ɣŋ.!0r�bl�hL�ȫʯ�#�0A
.:-��!0ɇǇ�ɣŋȞʁH

ô���D+�
�ƮįȠȯ1�Ǯʤɚ�ɣŋȞʁHô���DșȖ*�˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'

u��kH˃Ħ�D�+�
�+HȣĀ�DȞɾHɲȮ�)�#˻ e.g., Escalas and Bettman, 2003; Gao, et al., 

2009; Swaminathan, et al., 2009 �˼#$��ʁ Ŕ0Ƞȯ.-�)1�ȷ 2˾1˾3˨.-�)ťʸ�D+-C�

ɣŋȞʁ0ô�0#<.u��kH¯Ȍ�D+�
ǮʤɚɴÝ1�ƶ˸0Ȟɠʃ.ē(�)ə�D+˖Ĳ

Ȗ.��ȋ�-�+=�Ş�ED�+.-D˻Park and John, 2010 �˼ 

 

2�1�2�\��jtz 

ȥ§ūȊİ0Íˉ.-�)˒Ȕ�E#ƶ˸0Ȟɠʃ1��˓0űʦ�šʦ�ɠÔ��-G%�r�bl

�hL0ǉʮű.ļ�DŰə¼ô.¹�Ŋ��D+ʒ�Ȋʗ*�D�u��k0ʧʢ�!0r�bl�h

LHǮʤɚɣʭ.ȫʯ��DșȖ*ɴGED+�
�Ş.ˏ:)�u��kȠȯ.+&)=Ǧș�D6�

Ȋʗ*�D� 

Diener and Dweck˻1978˼1��˓�Ə' 2'0�ɽ-ɴÝrc��HȂĲá�#��Ƭ1�ȁ�.ļ

�)ɣÍ1ǽÔ*,
�D�+=*�-�+ə�D	ˤ˂ŭȖéŭrc��
��Ƭ1ʺ.�ȁ�.ļ�)

ɣÍ1,I-Ěá.=ļŭ*�D+ə�D	˂ŭȖéŭrc��
*�D�Óɚ0	ˤ˂ŭȖéŭrc�

�
��Ċˡ-ʔ˯.ļ�DĈ˄¼ô?�˞ę.Ț˥�#˝0ɠÔ«�.A&)ȂŪ �D�+�*�D

�Ƭ�ťɚ0	˂ŭȖéŭrc��
1�ģƤ0�*=ØÔHɊɋ�)Ċˡ-ʔ˯HȮǑȖ.ëCɅ;+

�
ɴÝ¼ô.A&)ȂŪ �D�+�*�D+�
�Ǧź�D6��+.�Diener and Dweck˻1978˼

.A&)ʛÐ�E#�EB 2ȭ˱0ɴÝ¼ô0Ŋ1�ɠÔ.-�D¹�Ŋ.ʩĉ�DŊ*1-��°�2�

ɠÔ0«�¹�*�&#+�)=ˤ˂ŭȖéŭHȣ�+1˖B-�� 

� Dweck and Elliott˻1983˼1��EB0ȉʞHʃĻ�D�*��˓�ʹǣ�Dșǖ0ǓŮáHɴ&#�

Æ¬Ȗ.1�Ȃ.�˓0Ȟű.ǾǻHɈ&)�șǖH	ĳɑˈʀĐșǖ
+	ƁːˈʀĐșǖ
0 2'.

Í˱�#�!0�*�ţB1�ɣŋ0ɠÔ.˔�)�ɚ�BĦ9��ʌ³HŧD�+HǛ�D	ĳɑˈʀ

Đșǖ
+ɣŋ0ɠÔHô���D�+HǛ�D	ƁːˈʀĐșǖ
1�ï���˓HȒ-DɴÝrc�

�.ô�G�D+�Ş�#�Æ¬Ȗ.1�	ĳɑˈʀĐșǖ
0ʹǣ���˓H	ˤ˂ŭȖéŭrc��


.˘B�D�Ƭ�	ƁːˈʀĐșǖ
1�	˂ŭȖéŭrc��
Hµʽ�D+�
�°�2�	ĳɑˈʀĐ

șǖ
Hʹǣ�Dğİȋ��¿Ȩ-ƁɑHê<)ɣB0Ȟű0˵�HȣĪ�D#<.�ACˡƲŘ0«�

T�^.ÃD��Ƭ�	ƁːˈʀĐșǖ
Hʹǣ�Dğİȋ1�#+�h^j0Ɓɑ�ŵá�D�^T��

&#+�)=�ɣŋ0ɠÔô�HČD#<.�ACˡƲŘ0˵�T�^.ÃD�+Hƾ;+�
˻ cf. Dweck 

and Elliott, 1983 �˼ 

Diener and Dweck˻ 1978 ?˼ Dweck and Elliott˻ 1983 0˼ȠȯƁǇHì�)�Leggett and Dweck˻ 1988˼

1��˓HȒ-Dșǖ.ŀ� 2 ȭ˱0Űə¼ôH¬ȿá�#ɣB0ȊʗH�	ƶ˸0Ȟɠʃ˻Implicit Self-

Theories 
˼+üó�#��Ƭ0Űə¼ô1�ɣŋ0r�bl�hL1ɣŋ0ØÔ.A&)1Ƣą*���
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�

�ĚȖ*�D+ə�D	ĳ¬ʗ
+û2E)-C��Ƭ1�ɣŋ0r�bl�hL1ɣŋ0ØÔ.A&)

Ƣą*��îĚȖ*�D+ə�D	ĘÍʗ
+û2ED��EB 2 ȭ˱0Űə¼ô0
%0��EHƼ�

D�+�
�+1�ɣŋ0r�bl�hLHƢą�A
+�DɴÝ.ļ�D�!0¹�0żŘ.Ţ˦Hè

8�˻e.g., Dweck, 2000; Molden and Dweck, 2006 �˼�ĳ¬ʗ
Ȗ.Űə�D����-G%ĳ¬ʗɚ1�ɣŋ

0r�bl�hLHØÔ.A&)1Ƣą�A
0-�=0+:-�#<�	ĳɑˈʀĐșǖ
Hƙ��ɣŋ

˵ƝǛǣ0Àʫ0#<.�ɣŋ0r�bl�hL0¿ªűHɣŋ?ɣŋAC×&#�ɚ.ʎȣ�DǙ§H

ǣ<D��Ƭ�	ĘÍʗ
Ȗ.Űə�D����-G%ĘÍʗɚ1�ɣŋ0r�bl�hLHØÔ.A&)

ô��
D=0+:-�#<�	ƁːˈʀĐșǖ
Hƙ��ɣŋ˵ƝǛǣ0Àʫ0#<.�ɣŋHƁː��

DǙ§Hǣ<D�ĳ¬ʗɚ+ĘÍʗɚ*1�ɣŋ˵ƝHŻ�DȃǤ�Ȓ-&)-C�ĳ¬ʗɚ��ɚ.ɣ

B0¿ªűHʎȣ�#ƴ.ɣŋ˵ƝHŻ�D�Ƭ�ĘÍʗɚ1�ɣB0Ɓː.ɣŋ˵ƝHŻ�D0*�D

˻cf. Leggett and Dweck 1988 �˼ 

�ƶ˸0Ȟɠʃ
0ƨŖHì�)�!0�ŞHơƏ�DʋƌHɾ�$�#ʹ˜Ƞȯ�Ȕɷ�ED�Ƭ�ƫ

#-ʹÖȖȞɾHɾ�$�#ʹ˜Ƞȯ=Ȕɷ�E#�°�2�Levy, Stroessner, and Dweck˻1998˼1�

Ȟű.ǾǻHɈ&)Ƞȯ�E)�#ƶ˸0Ȟɠʃ���˓�Ə'!0�0r�bl�hL˫đ.=˂Ȍ�


DʋƌHɾ�$�#��Ƭ�Yorkston, Nunes, and Matta˻ 2010˼1�3+C0�˓�ĳ¬ʗȖŰə+Ę

ÍʗȖŰə0�ɚHòƴ.Ƽ�)-C��D�˓.+&)�ĝ�0ȃǤ.-�)1�Ƭ0Űə�¿ß*�

&#+�)=�ȂĲ0ȃǤ.-�)1�Ƭ0Űə0Ţ˦�ş�Ėð=�D�+�
�+Hɾ�$�#� 

 

2�1�3�e�s�Rr4:	$'+ �B�H)..��O��

ƶ˸0Ȟɠʃ1�ȥ§ūȊİ0˫đÈ.-�)�ʿũű˻Leggett and Dweck, 1988; Chiu, Hong, and Dweck, 

1997˼?ɔŲū˻Beer, 2002˼+�&#jsfT^5+ƞȌHʍ:BED�Ƭ�Áʸ0+-C�y�VhL

�Uʗ0˫đ.-�)=�u��kȠȯ5+ƞȌ�EDA
.-&#˻ Park and John, 2010 �˼Park and John

˻2010˼1�ĳ¬ʗɚ��¯Ȍ�Du��k�Źʩ��Dr�bl�hL0Ţ˦Hì�)�ɣŋHACɫ�

Ȟʁ�D¼ô.�D�Ƭ�ĘÍʗɚ1�¯Ȍ�Du��k�BòǕ0Ţ˦1ì�-�+�Ş�#��0�

Ş1�ƶ˸0Ȟɠʃ��Ş�#�ɣŋ0r�bl�hL0ǉʮű.ļ�DŰə¼ô0ˁ�.˔�DĉǇ£

ʒ.Ƕƌ�)�D��-G%�ĳ¬ʗɚ��ɣŋ0r�bl�hL1ɣŋ0ØÔ.A&)1Ƣą*�-�

+ə�D#<�ɣŋ�D�1�ɚ.ļ�)ɫ�r�bl�hLHɷȉ�
D�0ƬǥHǗɃ�D�Ƭ�Ę

Íʗɚ1�ɣŋ0r�bl�hL1ɣŋ0ØÔ.A&)Ƣą�
D+ə�D#<��ɚ.ɣŋ0ɫ�r�

bl�hLHɷȉ�DǙ§Hǣ<A
+1�-�+�
�+*�D�u��k1�Ǯʤɚ0-C#�ɣŋ

Hɷȉ�DǙ§HƜ±�Dg��*�C˻Aaker, 1999 �˼Ǯʤɚ1�ɣŋ0r�bl�hL0ɷȉ�=��

1ɣŋƢąHɴ�#�ƴ.�u��kHǪȌ�D˻Escalas and Bettman, 2003 �˼�0A
-ƮįȠȯ0Ȟɾ

.ē(�)�Park and John˻2010˼1�ĳ¬ʗɚ��˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��k0Ô.A&

)�ɭÙ�D�+-�.ɣŋ0r�bl�hLHƢą�D�+HĦ;#<�!EHƏ#-�u��k.Ǡ
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�)˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��kH˃Ħ�?���Ƭ�ĘÍʗɚ1�˶ÔȖ-r�bl�hL

HƏ'u��k0Ô*1-��ɣŋ0ØÔ.A&)r�bl�hLHƢą�D�+HĦ;#<�˶ÔȖ-

r�bl�hLHƏ#-�u��k+!EHƏ'u��k+0˓0˃Ħ.Ŋ1-��+�Ş�#� 

 

2�2���[��(�e�s�u3 

 

2�2�1�l1c����O��

˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��k�Bɣŋ.r�bl�hLHȫʯ��D�+.A&)ɣŋȞʁ

0ô�HČD�+�
ǁʗ�ëCƇ
ǮʤɚɴÝ.˔ʼ�)�ƶ˸0ȞɠʃHƞȌ�#Ƞȯɕ+1Ð.�

˶ÔȖ-ŕø}i��ĥűǮʤɚ0ʧʢɴÝ.��Dʟ0Ţ˦.'�)ʜʗ�#Ƞȯɕ�įĎ�D� 

Richins˻1991˼1�ĥűǮʤɚ1ɣŋ+ȊŹȖ-ŕøM|�]HȀB�ðG�)Ǡʰ�D¼ô.�C�

ˤŒ.˶ÔȖ-ŕøM|�]Hș.�#Ėð.�ɣŋ0˶Ô.�ǵŻHʁ�D�+�
�+Hɾ�$�#�

�E1�í�1 Festinger˻1954˼�ʗ�#	ȥ§Ǡʰ
.˔ʼ�)�D�ȥ§Ǡʰ.1�ɣŋHAC¿E

#�ɚ+Ǡʰ�D	�ƬǠʰ��cf. Wills, 1981 +˼�ɣŋHAC×&#�ɚ+Ǡʰ�D	�ƬǠʰ��Nosanchuk 

and Erickson, 1985; Collins, 1996˼.ğÐ�ED��0
%0�ƬǠʰ1�˵�ô�ūH¨&)ɴGED�+

�
ǜ0ÚǇHȣĀ�#Ƞȯ��D�Ƭ˻Wheeler, 1966 �˼!
*1-���Ƭ.ªɓ(�BED�ɚ.ļ

�)ɝĲȖ.éŭ�#˝�!0�1�¶.	ɣ·Hģ&#ȃż
+ɷȉ�D�+0*�D�ɣ·�-�A


-ȃż.˘&)�9
�+�
�+Hɾ�$�#Ƞȯ˻ Tesser, Millar, and Moore, 1998; Aspinwall and Taylor, 

1993 ?˼��Ƭ.ªɓ(�BED�ɚ.ļ�)ɝĲȖ.éŭ�D¡GC.�!0�ɚ.ļ�)ş�ĬĨūH

Ɖ�)�9
�+�
�+Hɾ�$�#Ƞȯ˻Buunk, Collins, Taylor, Van Yperen, and Dakof, 1990˼�ɴGE

)�D� 

 

2�2�2����)��
�u3	��v6�H)..��O��

�ʈ0A
-ȥ§ūȊİȠȯ0˫đ.-�DȠȯǸǫHì�)�y�VhL�UȠȯ0˫đ.-�)=�

Dahl, et al.˻ 2012˼1�ȥ§ǠʰȠȯHɴ&#��-G%�^cM�.˔�)ɣ·0-�Ǯʤɚ�x^c�

ŕø.ʩȌ�E#˶ÔȖ-ŕø}i�?�˶ÔȖ-ŗÿ-,0�ª0ǠʰļʞHș.�#Ėð�!0A


-˶ÔȖ-�ɚHș.�-�&#Ėð.Ǡ�)��E�Bʍȝ�)ʧʢ�A
+�)�DKr��ăþH

«�ʌ³�D+�Ş�#0*�D�Ǧș�D6��+.�Dahl, et al.˻ 2012˼1ƱȣȖ.ʜʗ�-�&#=

00�ţB0}i�0�.ƛË�E#Ǯʤɚ1�˶ÔȖ-Ǡʰļʞ.ˣÌ�#˝�ɣÍ1!0A
-˶Ô

HŐ4D�+1*�-�+�
�ĳ¬ʗȖ-ǮʤɚūȊHŜ�ʩ��)�D+�
�+Hƶȣ�)�D� 

 

2�2�3��������
�u3	��v6�H)..��O��

Dahl, et al.˻ 2012 �˼�̂ cM�.˔�Dɣ·.'�)ëCƇ&#0.ļ�)�́ ˜ȠȯOno, et al.˻ 2017˼
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�

1�̂ hMc^.˔�Dɣ·.'�)ëCƇ&#�!�)�̂ hMc^.˔�)ɣ·�-�A
-Ǯʤɚ1�

Dahl, et al.˻2012˼0Ȟɾ+1ǜéļ.�x^c�ŕø.ʩȌ�E#˶ÔȖ-ŕø}i�0A
-�ª0

ǠʰļʞHș.�#Ėð0Ƭ��!0A
-˶ÔȖ-�ɚHș.�-�&#Ėð.Ǡ�)��E�Bʍȝ

�)ʧʢ�A
+�)�DKr��ăþH˵�ʌ³�D�+�Ş�#�- -B�ţB0}i�0�.ƛ

Ë�E#Ǯʤɚ1�˶ÔȖ-Ǡʰļʞ.ˣÌ�#˝�ɣÍ=�ţB+ò�ǧƽHʭ.9+�2ţB0˶Ô

�ɣŋ.ȫʯ�D�+.A&)ɣÍ=ţB+ò�A
.^hMc^0˵��ȁ+�)ǷÌ�D�+�*�

D+ƿŤ�D�B*�&#�Ǧș�D6��+.�Dahl, et al.˻2012˼+ò��Ono, et al.˻2017˼=Ʊȣ

Ȗ.ʜʗ�-�&#=00��0A
-ǮʤɚūȊ1�ĘÍʗȖ*�D+ƐƟ�D�+�*�D*�F
� 

 

 

o 3 n� 0{�s=�

�

3�1�0{ 1�$'+ �B�J�F2}�vs.�A5}�Kp�

 

� ȷ 2˾1Ȼ.-�)ʆè�#+-C�Park and John˻2010˼1�ĳ¬ʗɚ��ɣŋȞʁ0ô�0#<0

ØÔHƐô�A
+�-�#<�˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��kHƄƼ�D+�ɣŋ0r�bl

�hL0˶ÔŘ�˵9&#+Ȟʁ�D��-G%ɣŋȞʁ�ô��D�Ƭ�ĘÍʗɚ1�ØÔ.A&)ɣ

ŋȞʁ0ô�HČF
+�D#<�˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��kHƄƼ�#+�)=�ɣŋ0

r�bl�hL0˶ÔŘ�˵9&#+1Ȟʁ�-���-G%�ɣŋȞʁ1ĚGB-��+�Ş�#��

0�Ş1�-G%�ĳ¬ʗɚ��˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'Ƽóu��kH˃Ħ�D�Ƭ�ĘÍʗɚ

1�˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'Ƽóu��kHȂǞ.1˃Ħ���ƫɦ0ǽóu��k0A
-˶Ô

Ȗ-r�bl�hLHƏ#-�u��k+0˓*�˃ĦŘ1ǽŊÐ*�D�+�
�ŞH÷ź�)�D�

�0A
- Park and John˻2010˼0�ŞHČȣ�D+�Čɷ 1˾1.ɽɀ�ED+-C.-D*�F
� 

 
@x 1�1� Park and John �2010 �%�) 

�
 

 

 

Ǧź�D6��+.��0 Park and John˻2010˼0�Ş1�ƶ˸ɺ.�u��kHƖɃ�ʧʢ�¯Ȍ

��!0u��k�r�bl�hLHɣŋ0r�bl�hL+�D6�ȫʯ��D#<0ØÔ.ʤ?�ED

ʤȌ0įĎHƓʞ�)�9&)�D�ĳ˝�Park and John˻2010˼1�ĳ˴.˝�)�Ƽóu��k0Q

q�Hɸ˴ɚ.ǽ¾*ʣ��)�ĥűB��˻feminine˼+�
˶ÔȖ-r�bl�hL0ȫʯ��ʤȌa
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�*ȋ�
DA
.ʉĲ�)�9&)�D��0A
-ØÔʤȌa�0ĳ˴ʉĲ1�ȉĳȖ.1�Ƽóu

��kHStj+�)ʨBE#V�^.1Š)19D�=�E-�=00��ɪȖ-ɻþʧʢ0ȃǤ.1

Š)19B-�+�
Ą˯HƉ�)�D0*�D� 

ÇĐȖ-V�^.-�)1�Park and John˻2010˼�ƶ˸ɺ.ŹĲ�)�DV�^+1Ȓ-C�˶ÔȖ

-r�bl�hLHƏ'u��kHǪȌ�)ɣŋȞʁ0ô�HČD˝.1�u��kHǪȌ��.ɣŋȞ

ʁ0ô�HČD˝+òǕ.�ǮʤɚØÔ�Ŭɽ*�F
��0ǻ1�ȷ 2˾2Ȼ.-�)ʆè�#+-C�

Dahl, et al.˻2012˼? Ono, et al.˻2017˼.A&)ƶȣ�E)�D��Ƭ0Dahl, et al.˻2012˼1�˶ÔȖ

-u��k.ļ�)«�ʌ³����-�A
-Ǯʤɚ0įĎHɾ�$�#�Dahl, et al.˻ 2012 ɣ˼ʭ1�

!0A
-Ǯʤɚ0ɴÝ|Qm_{Hʗ�D.˝�)��ƬǠʰ+�
ə�Ƭ0:HƞȌ��˶ÔȖ-r

�bl�hLHƏ'u��k�Bɣŋ50r�bl�hL0ȫʯ+�
ə�Ƭ?�ƶ˸0ȞɠʃHƞȌ�

)1�-�=00��EB0ə�ƬHƞȌ�)Éʄˇ�D-B2�ţB�ɾ�$�#Ǯʤɚ1�u��k

0Ə'˶ÔȖ-r�bl�hLHɣŋ.ȫʯ��D�+HƪŮ�#ĳ¬ʗɚ*�D+ʆ�
D*�F
�

�Ƭ0Ono, et al.˻ 2017˼1�˶ ÔȖ-u��k.ļ�)˵�ʌ³H��DA
-Ǯʤɚ0įĎHɾ�$�

#��0A
-Ǯʤɚ1�Dahl, et al.˻ 2012˼�ɾ�$�#Ǯʤɚ+1ļȀȖ.�u��k0Ə'˶ÔȖ-

r�bl�hLHɣŋ.ȫʯ��DØÔHŸ�9-�ĘÍʗɚ*�D+:-��+�*�D*�F
�ɽ

�D.�Park and John˻2010˼0�Ş+1ǜéļ.�ĳ¬ʗɚ��ØÔHƐô�-�#<�˶ÔȖ-r�

bl�hLHƏ'u��kHǪȌ�)ɣŋȞʁ0ô�HČDØÔHƪŮ�D�Ƭ�ĘÍʗɚ1�ØÔHƐ

ô�D#<�ʺ.�˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��kHǪȌ�)ɣŋȞʁ0ô�HČDØÔHʤ?

�+ʆ�
D0*�D� 

 
@x 1�2� ]}�%�),� 

 

 

 

 

¢�0ʜʗHČȣ�D+�Čɷ 1˾2.ɽɀ�ED+-C.-D*�F
�òČ.ȣ�E)�D+-C�

u��kHǪȌ�)ɣŋȞʁ0ô�HČDØÔ.ʤȌ�Ɣ�D+�
ȉĳȖ-ŹĲHŀÃ�#Ėð�ØÔ

ʤȌHa�+ŹĲ�# Park and John˻2010˼0�ŞHɽɀ�#Óƙ0Čɷ 1˾1+1Ȓ-C�ɣŋ0r�

bl�hL0ǉʮű.ļ�DŰə¼ô1�˶ÔȖ-u��k.ļ�Dʌ³ĚƧɕ˻ɣŋȞʁ-A4ɻþʌ³˼

.ļ�)ʟ0Ţ˦H��D*�F
����)�ǁʗ1�ǚ0£ʒHƜĂ�D� 

 

£ʒ 1� ɣŋ0r�bl�hL0ǉʮű.ļ�DŰə¼ô�ĘÍʗȖ-Ǯʤɚ1�˶ÔȖ-r�bl�

hLHƏ'u��kH˵�ʌ³�D�Ƭ�ɣŋ0r�bl�hL0ǉʮű.ļ�DŰə¼ô�

10 

�

�

�

Űə¼ô˿�

�
ĳ¬ʗ�

˻vs. ĘÍʗ˼�

�

�

�

ɣŋȞʁ��

�

˻˾˼ 

� ɻþʌ³�
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�

ĳ¬ʗȖ-Ǯʤɚ1�«�ʌ³�D� 

 

3�2�0{ 2�$'+ �B�J�F2}�����A5}�8?�

 

Ǧș�D6��+.�Dahl, et al.˻2012˼+ Ono, et al.˻2017˼1�Kr��ɻþHʭ.ȝ�)�Dŕø

O�k�Z?ŗÿHǮʤɚ.ˣÌ��D�+Hʻ�)�¥ǐ��!0Kr��ɻþ�Br�bl�hLH

ȫʯ��)ɣŋȞʁHô���DǮʤɚØÔHźČ���)˕Ķ�#Cµʽ�#C�D�+�
�+Hȣ

Ā�)�D�'9C�ò�Ǯʤɚ*�&)=�y�VhL�U�|f`�]0ˁ�.A&) 		Æ¬Ȗ.1�

Ǯʤɚ�!0u��k0ɻþɕ0��Bu��k�r�bl�hLHɣŋ.ȫʯ��D�*ÚǇȖ-ɻþHƖɃ�DØ

Ô?�-!B�1ǽóu��kAC=˵�³ǍHơƆ&)ʧʢ�DØÔ?��0ɻþɕ+X�iLn�j�D-,�)

Ʌ:ðG�)¯Ȍ�D�+.A&)�źČ,-C.r�bl�hL0ȫʯHƁÕ��A
+�DØÔH�y�VhL�

U�|f`�]��˻ �9C.ȉĳɣŋ+��ˠE#ȊŹȖ-R~�Tc�HƏ'ŕøO�k�Z?ŗÿHʩȌ�D�+.A&)˼Ø

Ô1ŦÙ.ɄGD*�F
+źČ��ʘ<��)�9
�+Hʻ�)˕Ķ�D��!E+=ƁÕHƶȣ�D�+Hʻ�

)µʽ�D�.A&)		 ˶ÔȖ-u��kH˃Ħ�DĖð=�E2�˃Ħ�-�Ėð=�D+ə�BED

*�F
� 

¢�0ʜʗHʬ9�)Čɷ 1˾2HƍŞ�#Č��Čɷ 1˾3 *�D�òČ.-�)1�Čɷ 1˾2 0ĉ

Ǉ0ň�.�	y�VhL�U�|f`�]0ØÔµʽȂű
�ʹÖ�E)�D��0ĚƧ1�Dahl, et al.

˻2012˼�ŹĲ�#A
-ȃǤ0�*1«ǢǶ.-C�Ono, et al.˻ 2017˼�ŹĲ�#A
-ȃǤ0�*1˵

ǢǶ.-D� 
�

@x 1�3� ]}�%�),2�
�

�

�

�

�

�

!�)�ţB�ƶȣ�#A
.��0ĚƧ�«ǢǶ*�DĖð.1�Ǯʤɚ0Űə¼ô1ĳ¬ʗȖ.-

C��#�&)�˶ÔȖ-u��kHŉ&)ƖɃ�ʧʢ�¯Ȍ0ØÔHɴ-
+�DǡƏ%�ǳ�BED

�+Hʻ�)�!0u��k50ʌ³1«��D��ʺ.��0ĚƧ�˵ǢǶ*�DĖð.1�Ǯʤɚ0

Űə¼ô1ĘÍʗȖ.-C��#�&)�˶ÔȖ-u��kHŉ&)ƖɃ�ʧʢ�¯Ȍ0ØÔHɴ-
+

�DǡƏ%�Ę��+Hʻ�)�!0u��k50ʌ³1�ư�D*�F
�--�ĳ¬ʗ vs. ĘÍʗ+

�
Űə¼ô.˔�D 2 Íǥ��3+C0�˓.+&)���E��Ƭ.čĲ�EDűʦ0=0*1-�

+�
ǻ.1�Ǧź�Ŭɽ*�F
�ȷ 2˾2Ȼ0ǀŅ.-�)ʅE#+-C��˓1�ĳ¬ʗȖŰə+Ę

ÍʗȖŰə0�ɚHòƴ.Ƽ�Dîɠű��C�#+��Ƭ0Űə�¿ß*�&#+�)=�ȂĲ0ȃǤ

.-�)1��Ƭ0Űə0Ţ˦�ş�Ėð=�D0*�D˻cf. Yorkston, et al., 2010 �˼!E@��ØÔH˕

11 

� ��

�

ɣŋȞʁ�y�VhL�U�|f`�]0�

� ØÔµʽȂű˿µʽ˻vs.�˕Ķ˼� �ɻþʌ³�
˻˽˼ ˻˽˼ 

˻vs.�ĳ¬ʗ˼�
Űə¼ô˿ĘÍʗ�
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Ķ�DA
-y�VhL�U�|f`�]��µʽ�DA
-y�VhL�U�|f`�]�.A&)�Ǯ

ʤɚ0Űə¼ô1�ĳ¬ʗȖ.=ĘÍʗȖ.=-C
D+ə�BED*�F
� 

9#�Dahl, et al.˻ 2012˼1�Ĝɾ��ƱB�.^cM�0ɫ�O�k�ZHʩȌ�#ŕø.ˣÌ�#Ǯ

ʤɚ��u��k�r�bl�hL0ȫʯ0ØÔHʘ<)�9
�+Hƶȣ��Ono, et al.˻2017˼1�Ĝ

ɾ�B1ÏƪĊˡ-^hMc^0˵�O�k�ZHʩȌ�#ŕø.ˣÌ�#Ǯʤɚ��u��k�r�bl

�hL0ȫʯ0ØÔHȈÁ�)ɴ
�+Hƶȣ�)�D��ȫʯļʞ0r�bl�hL�Æ¬Ȗ.�^cM

�0ɫ�
*�D�	^hMc^0ɫ�
*�D�+�
ǻ1�ǁʗ0ʜʗ0˔ū�*1-��;�F�

�^cM�0ɫ�
+�
u��k�r�bl�hLHʊǣ�#ŕø*�&)=�!0ŕø.ˣÌ�#Ǯʤ

ɚ��ŕøˣÌ.A&)�r�bl�hL0ȫʯ0ØÔHʤ?!
+�
ǡƏ%H˵<�!0u��kH

ʧʢ�#�+ə�D.ɤD�+=�D*�F
��ʺ.�	^hMc^0ɫ�
+�
u��k�r�bl

�hLHʊǣ�#ŕø*�&)=�!0ŕø.ˣÌ�#Ǯʤɚ��!0ˣÌ.A&)�r�bl�hL0

ȫʯ0ØÔHʤ?!
+�
ǡƏ%H«<�!0u��kHʧʢ�#�1-�+ə�D.ɤD�+=�D

*�F
�¢�0ʜʗAC�ǁʗ1�ǚ0£ʒHƜĂ�D� 

 

£ʒ 2� �ØÔH˕Ķ�Dy�VhL�U�|f`�]
.ˣÌ�#Ǯʤɚ0Űə¼ô1�ĳ¬ʗȖ.

-D�Ƭ�	ØÔHµʽ�Dy�VhL�U�|f`�]
.ˣÌ�#Ǯʤɚ0Űə¼ô1�

ĘÍʗȖ.-D� 

 

 

o 4 n� e�sF� 1�

 

4�1�F�Xd�

�

4�1�1�F����E�

Óȳ.-�)ƜĂ�#2'0£ʒ0
%£ʒ10Ɇ˴ȖħŠűHöú�D#<.�Ǯʤɚĳ˴Hɴ&#�

ĳ˴ʠ.1�Park and John˻2010˼.º&)�Qq�H¯Ȍ�#�#$��Park and John˻2010˼�ĳ

Ď�Du��k0Qq�H¯Ȍ�#0+1Ȓ-C�ǁʗ1�ǈȰ0u��k0Qq�H¯Ȍ�#�!0Ȋ

Ȏ1�ǈȰ0u��kH¯Ȍ�D�+.A&)�Ǯʤɚ.A&)Ȟʁ�EDŬɽØÔˊH�˵ǢǶ.ɌƏ

�D�+�*�D�B*�D�£.ĳĎ0u��kH¯Ȍ�)ĳ˴Hɴ
+�!0u��k.˔�D�Ó

ȞʛHʝĺ.Ƽ�DǮʤɚ1�!E7,ØÔHʤ?��+-�ƖɃ�ʧʢ�¯ȌHɴ
�+�*�)�)

�9
å˙ű��D0*�D��

�

�
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�

4�1�2�F�Uq
�

ɸ˴ɚ1�	˔ǅİȋy�VhL�Uğ§ 2017
0^x�Z�¥ǐ*�DM�h�]ǋś§ȥ0ãÔH

ŧ)˟<# 20¡̃50¡0Ȑĥ 192ó*�&#�ţB.ļ�)�Park and John˻2010˼.º&)�Űə¼

ô.˔�DʦĄ˨ș.Ĉȹ�DA
.²ˮ��!0Ĉȹ0�Ģ»HēǶ.�)�ţBHĳ¬ʗɚU��v

˻N ́ 140˼+ĘÍʗɚU��v˻N ́ 52˼.Í�#�!�)��U��v.Ň�Dɸ˴ɚ.ļ�)�ǈȰ0

ĳ˴ʠ.ˣÌ��)ɻþʌ³Hɴ
A
.²ˮ�#�ǈȰ0ĳ˴ʠ50ˣÌ.˝�)1�¢�0\l�P

HʓI*=B&#� 

 

� �-#1Qq�HʧÃ�#�+Ű&)�9����.�-Ǩɰ-�.ˤŒ.�ǡ*�Du��k0

Qq���C9�������0Qq�1³Ǎ�˵�0.Ö��ȭ˱˻ɬ�š�ɂǂ˼�ĝ��ɣÍ0

ǡ.ÃDQq�Hɾ'�D01ğĚ*��!E.Ö���0Qq�HƏ'$�*1�-Ǩɰ.-D+

1˖C9�I� 

 

ƺť.�ɸ˴ɚ.ļ�)�ʌ³ĚƧɕ.˔�DʦĄ˨ș.Ĉȹ�DA
.²ˮ�#� 

 

4�1�3�fEIN�

ǁĳ˴.¯Ȍ�#ʦĄ˨ș1�ƮįȠȯHçə.�)ʉĲ�#�9��ƶ˸0Ȟɠʃ.ē(�ɸ˴ɚ0

Űə¼ô.˔�DʦĄ˨ș.˔�)1�Park and John˻2010˼.º&)�Levy, et al.˻1998˼0	ƶ˸0

Ȟɠʃ0˫đ�ɪŃŘ
HƞȌ�#�9#�ɸʒƱĚƧ*�DɣŋȞʁ.˔�DʦĄ˨ș.˔�)=�Park 

and John˻2010˼�¯Ȍ�#ŃŘHƞȌ�#�ǁʗ0=
 1'0ɸʒƱĚƧ*�Dɻþʌ³.˔�)1�

Dahl, et al.˻ 2012 0˼ǴĲŃŘHȌ�#�Æ¬Ȗ-ʦĄ˨ș1�Čɷ 1˾4.ȣ�ED+-C*�D�--�

ƕȌ�E#ŃŘǥ1�	1˿Ä�!
ŰG-�
-A4	7˿ˤŒ.!
Ű

Hȴǻ+�D 7ǻ�Q�jŃ

Ř*�&#�ĳ˝.¯Ȍ�#ʕǊȦ1�ɹˍ 1+�)Ōǀ.ƙʱ�ED+-C*�D� 

 
@x 1�4� F� 1 ��
�bTaQ�fEIN 

ǔƁǓŮ ǴĲŃŘ˻ĉĭʟɮˊ˼ α´Ƨ SCR AVE 

Űə¼ô˿ 
ĳ¬ʗ 

˻vs. ĘÍʗ˼ 

X1 ˿�˓.1ȂĲ0cMv��C�!EHĚ�

D#<.*�D�+17+I,-��˻ r˼
˻0.61˼ 

0.78 0.82 0.54 

X2 ˿�˓0űʦ1ēǁȖ-=0*��9CĚ�

BE-��˻ r˼˻ 0.80˼ 
X3 ˿�˓1ƒDɨ�HĚ�D�+1*�D��

ɣÍ0ğÎ-ˆÍ1Ě�BE-��˻ r˼
˻0.65˼ 

X4 ˿ʏ<#�-����˓1ɗŽ?űǍHĚ�

D01ˡ���ǌǁȖ-ˆÍ=Ě�BE-

��˻ r˼˻ 0.87˼ 
#$��˻ r˼1ʺʯ˨ș*�D�+Hȣ���

13 
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@x 1�4� F� 1 ��
�bTaQ�fEIN���
��

ǔƁǓŮ ǴĲŃŘ˻ĉĭʟɮˊ˼ α´Ƨ SCR AVE 

Űə¼ô˿ 
ĘÍʗ 

˻vs. ĳ¬ʗ˼ 

X5 ˿�˓1ēǁȖ-ǁʦ��Ě�BED� 
�   ˻0.72˼ 

0.75 0.86 0.61 
X6 ˿�˓1ȗ,I-�*�&)=�ēǁȖ-Ȃ

ŪHğ��Ě�BED�˻ 0.83˼ 
X7 ˿�˓1űʦHâÍ.Ě�BED�˻ 0.91˼ 
X8 ˿�˓1,I-cMv0�*�&)=�Œ.

ĚGD�+�*�D�˻ 0.66˼ 

ɣŋȞʁ 

X9 ˿�0Qq�HƏ'$�*1�˶ÔȖ-M|

�].1-B-�*�F
��Qq�.ɾ

ð
A
.�þ.ƒDɨ&#C�-Ǩɰ-

ǧƽHȝ#C�E2�ȩ0M|�]=˶Ô

Ȗ-=05+ĚG&)��$F
� 

˾ ˾ ˾ 

ɻþʌ³ 

X10˿�0Qq�1ɫ�+Ű
�˻ 0.79˼ 

0.91 0.93 0.76 

X11˿�0Qq�Hx]hLu.ʌ³�D� 
˻0.76˼ 

X12˿�0Qq�HǛ��+Ű
�˻ 0.82˼ 
X13˿�0Qq�.ĦźȖ-äʞHƉ��˻ 0.85˼ 
X14˿�0Qq��Ħ:*�D�˻ 0.87˼ 

� � � � � �  #$��˻ r˼1ʺʯ˨ș*�D�+Hȣ�� 

 

� ïĚƧ.'�)ƕȌ�E#ǴĲŃŘ0·ˮűHÏƪ�D#<0Ɛǖ*�DT��qfT α ´Ƨ-A4ð

Ɓ·ˮű˻CR˼+�ħŠűHÏƪ�D#<0Ɛǖ*�DœďÍƦƊÌŘ˻AVE˼HȺÌ�#�ȺÌ�E#Ƨ

».˔�)=�Čɷ 1˾4.ɽɀ�ED+-C*�D�T��qfT α´Ƨ1�Nunnally˻ 1978˼�ƘĤ�

D 0.70¢�+�
ēǶHǵ#�)�#�9#�SCR-A4AVE.'�)=�Bagozzi and Yi˻1988˼�

ƘĤ�D 0.60 -A4 0.50+�
ēǶHǵ#�)�#�¢�AC�ǔƁǓŮ0ǴĲŃŘ1˵�·ˮű-A

4ħŠűHƼ�D+ʆ�
D*�F
�--�ɣŋȞʁ.˔�)1�ʦĄ˨ș� 1'��-�#<�T�

�qfT α´Ƨ�CR-A4 AVE1ʇȺ�E-�&#� 

 

4�2�5^p_�

 

£ʒ 1 0Ɇ˴ȖħŠűHöú�D#<.�ÓȻ.-�)ê˟�#i�cHȌ�)�ǏĲHĳƭ�#�-

-�ɣŋȞʁ.˔�DʦĄ˨ș1 1˨ș0:*�D�Ƭ�ɻþʌ³.˔�)1 5˨ș�D#<�ťɚ0Ǐ

Ĳ.˝�)1�ʦĄ˨ș0œďHȺÌ��!EH¯Ȍ�#� 

9��ɣŋȞʁ�ɻþʌ³0Ǯʤɚi�c0ǜɿű�ǵ#�E)�D�Höú�D#<. Shapiro-Wilk

ǏĲHĳƭ�#�!0ɇǇ�Ǯʤɚi�c0ˤǜɿű�ȓGE#˻ɣŋȞʁ˿W ́� 0.922, p ́ 0.000�-A4�

W ́ 0.950, p ́ 0.029�ɻþʌ³˿W ́ 0.984, p ́ 0.095�-A4�W ́ 0.949, p ́ 0.027 �˼!�*�ǏĲ.˝�

)1�o�r�|j�fTǏĲǥ*�DWilcoxon0˩ªýǏĲHĳƭ�#� 

ǏĲ0ɇǇ1�Čɷ 1˾5.ɽɀ�ED+-C*�&#�ĳ¬ʗɚU��v-A4ĘÍʗɚU��v0ɣ

ŋȞʁ0�Ģ»1�!E"E 3.000˻ȷ 1ćÍªƧ1 2.000�ȷ 3ćÍªƧ1 5.000 �˼-A4�4.000˻ȷ 1ćÍ

14 
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�

ªƧ1 3.000�-A4�ȷ 3ćÍªƧ1 5.000˼*�&#�ĘÍʗɚU��v0ɣŋȞʁ0Ƭ�ĳ¬ʗɚU��

v0ɣŋȞʁ.Ǡ�)˵ǢǶ*�C��ɚ0˓0Ŋ1 5˺ǢǶ*Ƽź*�&#˻Z  ́ 2.389, p ̀ 0.05 �˼òǕ

.�ĳ¬ʗɚU��v-A4ĘÍʗɚU��v0ɻþʌ³0�Ģ»1�!E"E 4.000˻ ȷ 1ćÍªƧ1 3.000�

ȷ 3ćÍªƧ1 4.400 �˼ĘÍʗɚ� 4.000˻ȷ 1ćÍªƧ-A4ȷ 3ćÍªƧ1�!E"E 3.600-A4 5.000˼*

�&#�ĳ¬ʗɚU��v0ɻþʌ³0Ƭ�ĳ¬ʗɚU��v0ɻþʌ³.Ǡ�)˵ǢǶ*�C��ɚ0

˓0Ŋ1 5˺ǢǶ*Ƽź*�&#˻Z  ́ 1.966, p ̀ 0.05 �˼ 

 
@x 1�5� 0{ 1 ��
�`E�p_ 

ǔƁǓŮ ĳ¬ʗɚ0�Ģ» 
˻ȷ 1ćÍªƧ, ȷ 3ćÍªƧ˼ 

ĘÍʗɚ0�Ģ» 
˻ȷ 1ćÍªƧ, ȷ 3ćÍªƧ˼ Z» 

ɣŋȞʁ 3.00 
˻2.00, 5.00˼ 

4.00 
˻3.00, 5.00˼ 2.39** 

ɻþʌ³ 4.00 
˻3.00, 4.40˼ 

4.00 
˻3.60, 5.00˼ 1.97** 

� � � � � � � � � � �    � �   � � �  � � � � �    #$��**1 5˺ǢǶ*Ƽź� 

 

4�3�rG�

 

ÓȻ0ǏĲɇǇAC�ĘÍʗȖ-Űə¼ôHƏ'Ǯʤɚ��˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��kH

˵�ʌ³�D�Ƭ�ĳ¬ʗȖ-Űə¼ôHƏ'Ǯʤɚ1�«�ʌ³�D�+�
Ȟɾ�ŧBE#��0Ȟ

ɾ1�£ʒ 1HơƏ�DȞɾ*�D��0A
. Park and John˻2010˼+1ǜéļ0Ȟɾ�ŧBE#0

1�ȷ 3˾1Ȼ.-�)ʜʗ�#+-C�˶ ÔȖ-r�bl�hLHu��k�Bɣŋ.ȫʯ��D�+.

ØÔ�¨
Ėð�ĘÍʗȖ-Űə¼ôHƏ'Ǯʤɚ1�!�.ɣŋȞʁHô���DǙ§Hɾ�$�#<�

!0ɻþH˵�ʌ³�D�Ƭ�ĳ¬ʗȖ-Űə¼ôHƏ'Ǯʤɚ1�ØÔHƪŮ�D#<�ɻþH«�ʌ

³�D�B*�F
� 

 

 

o 5 n� e�sF� 2�
 

5�1�F�Xd�

 

5�1�1�F����E�

Ó�ȳ.-�)ƜĂ�# 2'0£ʒ0
%£ʒ 20Ɇ˴ȖħŠűHöú�D#<.�É4Ǯʤɚĳ˴H

ɴ&#�--�Óȳ0Ǯʤɚĳ˴ 1.-�DɆ˴ȖħŠű0öú0ļʞ*�&#£ʒ 1=�®�)Éöú

�#�ĳ˴ʠ.1�Óȳ0Ǯʤɚĳ˴ 1.-�DQq�.ƹ�)�áȽþH¯Ȍ�#�ɼƧ0Ǯʤɚĳ˴
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.-�)Ȓ-Dĳ˴ʠH¯Ȍ�Dƅǥ1�ƜĂ�#£ʒɕ0�ɪȖħŠűHöú�D#<.˭ɒ.¯Ȍ�

E)�D�Park and John˻2010˼1�Qq�0�.w�H¯Ȍ�#�����w�1�ǁʗ0ɸ˴ɚ.+

&)�KMi�hLhLHu��k�BǮʤɚɣʭ5+�ØÔH¨&)ȫʯ��DA
-ɻþ*1-�+

Ïƪ�E#��Ƭ�Dahl, et al.˻2012˼? Ono, et al.˻2017˼1ǧƽH¯Ȍ�)�#��ǧƽ1�tJf\

��ɻþ+�
Qq�+ò�0QhY��.Ň�Dɻþ*�D#<��ʈ0�ɪȖħŠű0öú+�
ș

ȖHˀƁ��-�ɻþ*�D+Ïƪ�E#�!0ǻ.-�)�áȽþ1�Dahl, et al.˻ 2012˼? Ono, et al.

˻2017˼�ĳ˴ʠ+�)¯Ȍ�#ǧƽ+ò�A
.�ĝ�0ĥű�ƯŒȖ.¯Ȍ�Dɻþ*�C-�B�Ǯ

ʤɚ�ɣŋ0KMi�hLhLHi[M��D#<.ǪȌ�Dɻþ*=�C�9#�ƖɃ�ʧʢ�¯Ȍ.

ØÔH¨
ǻ.-�)�ǁĳ˴.-�)¯Ȍ�Dʠ+�)�ħŠ*�D+ʆ�
D*�F
� 

 

5�1�2�L<��E�

ĳ˴ 2.-�)1�ĳ˴ 1+1Ȓ-C�ĳ˴ʠH˃Ĳ�D$�*-��y�VhL�U�|f`�]Hƙ

ʱ�Dŕø=˃Ĳ�DŬɽ��&#��E.˔�)�Dahl, et al.˻2012˼? Ono, et al.˻2017˼1�ȥ§Ȗ

�ƬǠʰ.ȝș�#Ƞȯ*�&##<�ɻþHʭ.ȝ�#˶ÔȖ-ŕøO�k�Z?�ò��ɻþHʭ.

ȝ�#˶ÔȖ-ŗÿ��y�VhL�U�|f`�]HƶȣȖ.Ȕ·�)-C�!0ɇǇ+�)�r�bl

�hLHu��k�Bɣŋ.ȫʯ��A
+�DǮʤɚ0ØÔH˕Ķ�#Cµʽ�#C�D�+�
ȃǤ

HŹĲ�#��Ƭ�ǁʗ.-�)1�ƱȣȖ.Ȕ·�E#y�VhL�U�|f`�]��r�bl�hL

Hu��k�Bɣŋ.ȫʯ��A
+�DǮʤɚ0ØÔH˕Ķ�#Cµʽ�#C�DȃǤHƛË�D#<

.�ŕøO�k�Z?ŗÿ*1-��ŕøH|f`�]0ī¬+�)ƕȌ�#� 

ŕø0˃Ĳ.˝�)1�ƙʱ�E#y�VhL�U�|f`�]0Ȓ-D 6ȭ˱0ǈȰ0x^c�ŕøH

Ñ­��ƙʱ�E#y�VhL�U�|f`�]�źČ,-C.ØÔH˕Ķ�#Cµʽ�#C�D�öúH

ȡʏ�#�20¡ĥű 38ó.ļ�)�ŕøɕ.˩.ˣÌ��#�*�	|MT.A&)ɣÍ=ɍ˷.-ED

+Ű
�
+�
ʦĄ.ļ�)�7 Ǟ˛*ȣ�E#	1˿9&#�!
ŰG-�
�B	7˿ˤŒ.!
Ű



9*0
%�1'0Ǟ˛H˃ƈ�)Ĉȹ�)=B
A
.²ˮ�#�!0ɇǇ�œď»�ƺ=˵�ǢǶ

Hȣ�#y�VhL�U�|f`�]	�ǡăþ.ŷG�E)1d|˹˹áȽþ+ɾ#ș1Ǡ°�-���

-#.ð&#áȽþH�
H�ØÔH˕Ķ�#y�VhL�U�|f`�]+�)�9#�ƺ=«�ǢǶH

ȣ�#y�VhL�U�|f`�]	�0ɣÍ.ǵʫ̂�-#1=&+ɍ˷.-ED�
H�ØÔHµʽ�

#y�VhL�U�|f`�]+�)�ï��ǁĳ˴0ŕø.ƕȌ�D�+.�#� 

 

5�1�3�F�Uq
�

ɸ˴ɚ1�ĳ˴ 1+ò���	˔ǅİȋy�VhL�Uğ§ 2017
0^x�Z�¥ǐ*�DM�h�]

ǋś§ȥ0ãÔHŧ)˟<BE#�#$��ĳ˴ʠ�ĥűHc�Wfj+�#áȽþ*�D˔´��ĳ˴

1+1Ȓ-C�20̃50¡0ĥű 193ó*�&#�!�)�ţĥ#%0
% 89ó.ļ�)1˶ÔȖ-r�
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�

bl�hLHu��k�Bɣŋ.ȫʯ��A
+�DØÔH˕Ķ�Dy�VhL�U�|f`�]�ƙʱ

�E#ŕø-A4�ŕøļʞ0ĳ˴ʠH�104 ó.ļ�)1˶ÔȖ-r�bl�hLHu��k�Bɣŋ

.ȫʯ��A
+�DØÔHµʽ�Dy�VhL�U�|f`�]�ƙʱ�E#ŕø�-A4�ŕøļʞ0

ĳ˴ʠ.ˣÌ��#�!0ť�ĳ˴ 1 +ò���Űə¼ô.˔�DʦĄ˨ș.Ĉȹ�DA
.²ˮ��ƺ

ť.�ɸ˴ɚ.ļ�)�ʌ³ĚƧɕ˻ ɣŋȞʁ-A4ɻþʌ³ .˼˔�DʦĄ˨ș.Ĉȹ�DA
.²ˮ�#� 

 

5�1�4�fEIN�

ǁĳ˴.¯Ȍ�#ʦĄ˨ș=�ĳ˴ 1+òǕ.ƮįȠȯHçə.�)ʉĲ�#�£ʒ 2.-�DɸʒƱ

ĚƧ*�Dƶ˸0Ȟɠʃ.ē(�ɸ˴ɚ0Űə¼ô.˔�DʦĄ˨ș.˔�)1�Park and John˻2010˼

.º&)�Levy, et al.˻1998˼0	ƶ˸0Ȟɠʃ0˫đ�ɪŃŘ
HƞȌ�#�9#�£ʒ 10ÉöúHɴ


˝0ɸʒƱĚƧ0
%0 1'*�DɣŋȞʁ.˔�DʦĄ˨ș.˔�)1�Park and John˻ 2010˼�¯

Ȍ�#ŃŘHƞȌ�#�!�)�=
 1'0ɸʒƱĚƧ*�Dɻþʌ³.˔�)1�Dahl, et al.˻2012˼

0ǴĲŃŘHȌ�#�Æ¬Ȗ-ʦĄ˨ș1�Čɷ 1˾6.ȣ�ED+-C*�D�--�ƕȌ�E#ŃŘǥ

1��1˿Ä�!
ŰG-�
-A4	7˿ˤŒ.!
Ű

Hȴǻ+�D 7ǻ�Q�jŃŘ*�&#�ĳ˝

.¯Ȍ�#ʕǊȦ1�ɹˍ 2˻ ˶ÔȖ-r�bl�hLHu��k�Bɣŋ.ȫʯ��A
+�DØÔH˕Ķ�Dy

�VhL�U�|f`�]˼-A4ɹˍ 3˻˶ÔȖ-r�bl�hLHu��k�Bɣŋ.ȫʯ��A
+�DØÔH

µʽ�Dy�VhL�U�|f`�]˼+�)Ōǀ.ƙʱ�ED+-C*�D� 

� 9#�ïĚƧ.'�)ƕȌ�E#ǴĲŃŘ0·ˮűHÏƪ�D#<0Ɛǖ*�DT��qfT α ´Ƨ-

A4ðƁ·ˮű˻CR˼+�ħŠűHÏƪ�D#<0Ɛǖ*�DœďÍƦƊÌŘ˻AVE˼=ĳ˴ 1+òǕ.Ⱥ

Ì�#�ȺÌ�E#Ƨ».˔�)1Čɷ 1˾6.ɽɀ�ED+-C*�D�T��qfT α´Ƨ1�Nunnally

˻1978˼�ƘĤ�D 0.70¢�+�
ēǶHǵ#�)�#�9#�CR-A4 AVE.'�)=�Bagozzi and 

Yi˻ 1988˼�ƘĤ�D 0.60-A4 0.50+�
ēǶHǵ#�)�#�¢�AC�ǔƁǓŮ0ǴĲŃŘ1˵�

·ˮű-A4ħŠűHƼ�D+ʆ�
D*�F
�--�ɣŋȞʁ.˔�)1�ʦĄ˨ș� 1 '��-�

#<�T��qfT α´Ƨ�CR-A4 AVE1ʇȺ�E-�&#� 

  
@x 1�6� F� 2 ��(�bTaQ�fEIN 

ǔƁǓŮ ǴĲŃŘ˻ʟɮˊ˼ α´Ƨ CR AVE 

Űə¼ô˿ 
ĳ¬ʗ 

˻vs. ĘÍʗ˼ 

X1 ˿�˓.1ȂĲ0cMv��C�!EHĚ�D

#<.*�D�+17+I,-��˻ r˼˻ 0.54˼ 

0.84 0.84 0.58 

X2 ˿�˓0űʦ1ēǁȖ-=0*��9CĚ�B

E-��˻ r˼˻ 0.83˼ 
X3 ˿�˓1ƒDɨ�HĚ�D�+1*�D��ɣ

Í0ğÎ-ˆÍ1Ě�BE-��˻ r˼˻ 0.80˼ 
X4 ˿ʏ<#�-����˓1ɗŽ?űǍHĚ�D

01ˡ���ǌǁȖ-ˆÍ=Ě�BE-��

˻r˼˻ 0.83˼ 
#$��˻ r˼1ʺʯ˨ș*�D�+Hȣ���
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@x 1�6� F� 2 ��(�bTaQ�fEIN���
� 
ǔƁǓŮ ǴĲŃŘ˻ʟɮˊ˼ α´Ƨ CR AVE 

Űə¼ô˿ 
ĘÍʗ 

˻vs. ĳ¬ʗ˼ 

X5 ˿�˓1ēǁȖ-ǁʦ��Ě�BED� 
�   ˻0.71˼ 

0.80 0.81 0.52 
X6 ˿�˓1ȗ,I-�*�&)=�ēǁȖ-ȂŪ

Hğ��Ě�BED�˻ 0.78˼ 
X7 ˿�˓1űʦHâÍ.Ě�BED�˻ 0.82˼ 
X8 ˿�˓1,I-cMv0�*�&)=�Œ.Ě

GD�+�*�D�˻ 0.54˼ 

ɣŋȞʁ X9 ˿˪Ş&)|MTH�E2�ɣÍ1ĥűB��

-D$F
� ˾ ˾ ˾ 

ɻþʌ³ 

X10˿ŕø0áȽþ1ɫ�+Ű
�˻ 0.68˼ 

0.80 0.84 0.51 
X11˿ŕø0áȽþHx]hLu.ʌ³�D�

˻0.78˼ 
X12˿ŕø0áȽþHǛ��+Ű
�˻ 0.59˼ 
X13˿ŕø0áȽþ.ĦźȖ-äʞHƉ��˻ 0.76˼ 

#$��˻ r˼1ʺʯ˨ș*�D�+Hȣ�� 

 

5�2�5^p_�

�

� £ʒ 20Ɇ˴ȖħŠűHöú�D#<.�χ2ǏĲHĳƭ�#�ǏĲ0ɇǇ1�Čɷ 1˾7.ɽɀ�ED+

-C*�&#�ØÔH˕Ķ�Dy�VhL�U�|f`�].ˣÌ�#ɸ˴ɚ0�*�ĳ¬ʗȖ-Űə.-

&#ɸ˴ɚ1�89ó� 62ó˻70˺ �˼ĘÍʗȖ-Űə.-&#ɸ˴ɚ1 89ó� 27ó˻30˺˼*�&#�

�Ƭ�ØÔHµʽ�Dy�VhL�U�|f`�].ˣÌ�#ɸ˴ɚ0�*�ĳ¬ʗȖ-Űə.-&#Ǯʤ

ɚ1 104ó� 30ó˻29˺ �˼ĘÍʗȖ-Űə.-&#Ǯʤɚ1 104ó� 74ó˻71˺˼*�&#�ǏĲ0ɇ

Ǉ�χ2»1 32.029*�1˺ǢǶ*Ƽź*�&#�!E@��ØÔH˕Ķ�Dy�VhL�U�|f`�]H

ƙʱ�#ŕø��!EHʀɜ�#Ǯʤɚ0Űə¼ôH�ĳ¬ʗȖ.�D�Ƭ�ØÔHµʽ�Dy�VhL

�U�|f`�]Hƙʱ�#ŕø1�!EHʀɜ�#Ǯʤɚ0Űə¼ôH�ĘÍʗȖ.�D+ʆ�
D*�

F
� 
�

@x 1�7� 0{ 2 ��
�`E�p_ 

 ĳ¬ʗɚ ĘÍʗɚ ðʇ 

ØÔH˕Ķ�D 
y�VhL�U�|f`	] 62ó˻70˺˼ 27ó˻30˺˼ 89ó 

ØÔHµʽ�D 
y�VhL�U�|f`�] 30ó˻29˺˼ 74ó˻71˺˼ 104ó 

ðʇ 92ó 101ó 193ó 

χ2» ́ 32.03, p ̀ 0.01� 

 

9#�ĳ˴ 2.-�)ê˟�#i�cH¯Ȍ�)�£ʒ 10Ɇ˴ȖħŠűHöú�#ĳ˴ 10ʹʍHɴ

&#�Shapiro-WilkǏĲHĳƭ�#ɇǇ�Ǯʤɚi�c0ǜɿű�ȓGE##<˻ɣŋȞʁ˿W  ́ 0.939, p 
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�

́ 0.000�-A4�W ́ 0.927, p ́ 0.000�ɻþʌ³˿W ́ 0.975, p ́ 0.074�-A4�W ́ 0.972, p ́ 0.031 �˼o�

r�|j�fTǏĲǥ*�DWilcoxon0˩ªýǏĲHĳƭ�#� 

ǏĲ0ɇǇ1�Čɷ 1˾8.ɽɀ�ED+-C*�&#�ĳ¬ʗɚU��v-A4ĘÍʗɚU��v0ɣ

ŋȞʁ0�Ģ»1�!E"E 4.000˻ ȷ 1ćÍªƧ1 3.000�-A4�ȷ 3ćÍªƧ1 5.000 �˼-A4�5.000˻ ȷ

1ćÍªƧ1 4.000�-A4�ȷ 3ćÍªƧ1 5.000˼*�&#�ĘÍʗɚU��v0ɣŋȞʁ0Ƭ�ĳ¬ʗɚU

��v0ɣŋȞʁ.Ǡ�)˵ǢǶ*�C��ɚ0˓0Ŋ110˺ǢǶ*Ƽź*�&#˻ Z ́ �2.767, p ̀ 0.01 �˼

òǕ.�ɻþʌ³0U��v˓ŊȒ.˔�DWilcoxon0˩ªýǏĲ0ɇǇ1�Čɷ 1˾8.ɽɀ�ED+

-C*�&#�ĳ¬ʗɚU��v-A4ĘÍʗɚU��v0ɻþʌ³0�Ģ»1�!E"E 3.750˻ȷ 1ć

ÍªƧ1 3.250�-A4�ȷ 3ćÍªƧ1 4.375 �˼-A4�4.000˻ȷ 1ćÍªƧ1 3.500�-A4�ȷ 3ćÍªƧ1

5.000 *˼�&#�ĘÍʗɚU��v0ɻþʌ³0Ƭ�ĳ¬ʗɚU��v0ɻþʌ³.Ǡ�)˵ǢǶ*�C�

�ɚ0˓0Ŋ1 5˺ǢǶ*Ƽź*�&#˻� ́ ˾2.109, p ̀ 0.05 �˼ 
�

@x 1�8� 0{ 1 ��
�`E�p_ 

ǔƁǓŮ ĳ¬ʗɚ0�Ģ» 
˻ȷ 1ćÍªƧ, ȷ 3ćÍªƧ˼ 

ĘÍʗɚ0�Ģ» 
˻ȷ 1ćÍªƧ, ȷ 3ćÍªƧ˼ Z» 

ɣŋȞʁ 4.00 
˻3.00, 5.00˼ 

5.00 
˻4.00, 5.00˼ ˾2.77** 

ɻþʌ³ 3.75 
  ˻3.25, 4.38˼ 

4.00 
  ˻3.50, 5.00˼ ˾2.11** 

#$��*1 1˺ǢǶ*Ƽź�**1 5˺ǢǶ*Ƽź� 

 

5�3�rG 

 

ÓȻ0ǏĲɇǇAC�ØÔH˕Ķ�Dy�VhL�U�|f`�].ˣÌ�#Ǯʤɚ0Űə¼ô1�ĳ¬

ʗȖ.-D�Ƭ�ØÔHµʽ�Dy�VhL�U�|f`�].ˣÌ�#Ǯʤɚ0Űə¼ô1�ĘÍʗȖ.

-D+�
Ȟɾ�ŧBE#��0Ȟɾ1�£ʒ 2HơƏ�DȞɾ*�D�ĳ¬ʗ vs. ĘÍʗ+�
Ǯʤɚ

0Űə¼ô0 2 Íǥ��Ǯʤɚ.+&)ĜˆÒǺ*�D¥ǐ�B0ŕøŶĕ.A&)Ţ˦Hì�)îĚȖ

*�D+�
ʀǻ1�Park and John˻2010˼.A&)1ɾʾ��E)�#ʀǻ*�D+�
ǻ*�ǁʗ0

ĳ˴ 20Ȟɾ1�ƫ��Ȟɾ*�D+ʆ�
D*�F
�9#�Dahl, et al.˻2012˼? Ono, et al.˻2017˼

�ɾ�$�#�ªǠʰ0őɇ+�)�˶ ÔȖ-u��k.ļ�Dʌ³�ǳł�#C�̋ .ĘÖ�#C�D�

+�
ȉʞ�ȋ�D|Qm_{HʒƱ�D#<0Ȟɾ*�D+=ʆ�
D*�F
� 

9#�ØÔH˕Ķ�Dy�VhL�U�|f`�].ˣÌ�#ɇǇ+�)ĳ¬ʗɚȖ.-&#Ǯʤɚ��

˶ÔȖ-r�bl�hLHƏ'u��kH«�ʌ³�D�Ƭ�ØÔHµʽ�Dy�VhL�U�|f`�]

.ˣÌ�#ɇǇ+�)ĘÍʗȖ.-&#Ǯʤɚ1�˵�ʌ³�D�+�
Ȟɾ�ŧBE#��0Ȟɾ1�

ĳ˴ 1+ò���£ʒ 1HơƏ�DȞɾ*�D�ɻþQhY��HĚƷ�)=�Park and John˻2010˼+

ǜéļ0£ʒ�ơƏ�E#+�
�+.-D��0�+1��0£ʒ0�ɪȖħŠű�˵��+HȣĀ�

19 



190 
�

2017ŔŘ�y�VhL�U�azðòĕø§�4.˔ǅİȋy�VhL�Uğ§ƋŠ�
�ȍȧʗƩv�]NTj�e�{�	Ƽóu��k.ļ�DǮʤɚ˃Ħ
�

�

)�D+ʆ�
D*�F
� 

�

�

o 6 n� p}�

�

6�1�Dwi;S�

 

� Park and John˻2010˼1�ĳ¬ʗ vs. ĘÍʗ+�
Űə¼ô0 2Íǥ�Ǯʤɚ0u��k˃Ħ.ļ�
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ʱ°�
E�!1ʱ°ŝ.2�Ş�ʱ°~à�ʱ°�jXfYʱ°-,1�+�1ʱ°+ìƿ.�ēƿ-ˇ

Ĉ�
F+��ȋɡ˓Fournier, 1998˔@�Ǜʃɂ+kw}c2��+�1C�.�Ȉ�.ŊʽJ�-ê�-

�D�ťóJÏʚ��!GJȁĶ�ŇÚ�)���+.C&)�CEŇă-ʱ°ŝJƾȪ�F+��ȋɡ

�ɡÄ�G)�#˓Fournier, 1998 �̝ 

ʔĿ�Ƒ�Ú�G#kw}c.2	i�bd�Ĉkw}c
+	�?9Ĉkw}c
1 2 șˇ�
E�

!G"Gǿ-FŋÎJƵ#�)�F+��ȋɡJɡÄ�#ȍț�ǴG#˓Aggarwal and McGill, 2011 �̝ŌD

.CF+�i�bd�Ĉkw}c2	Êȅ1ÀìË¨ɂ
+�)ƅ-DG��?9Ĉkw}c2	Ǜʃɂ.

+&)ŕɠ-�ǵ�
+�)ƅ-DGF�!�)�i�bd�Ĉkw}c2�īƚ@Ş�ʱ°1C�.Ǜ

ʃɂ1Êȅ.ʥũ�#Àìʱ°Jȴ7�+�*�F#>˓ Aggarwal, 2004 �̝�?9Ĉkw}cCEƭ;��

kw}c�xz�Wv}W_lJȪ��+�*�F�+�ņ�G)�F˓Aggarwal and McGill, 2011 �̝ 

����ƪʔ�ǭʅ�ɀȃ-Ǜʃɂ2��?9Ĉkw}c.İ�)�i�bd�Ĉkw}cCEĚťȃ

-âŘJȐ��+�ņ�Fȍț�ǴG#˓Kim and Kramer, 2015 �̝ǭʅ�ɀȃ-Ǜʃɂ+2�ǭ1ŲƬJŀ

Ȗ1ɢħɠÿ+ɡ-�¸î�Ň���ʰʱ°1ƾȪCEǭJŲƬ�F�+Jƭ=Ǜʃɂ1�+JƂ�
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˓Richins and Dawson, 1992 �̝ŌD2�Ƒ�Ú�G#kw}cJǛʃ�F�+.C&)�ǤȒ�ȃȳˎJőC

�+�F1*
F�!1+��ŌD2��?9Ĉkw}c1Ƙ��i�bd�Ĉkw}cCE	ƒʥ
�@

����£.Ȝ%@��+ŧ��!GA-�ʆʂ.ʷ�)Ěťȃ-âŘJȐ�+��1*
F˓Kim and  

Kramer, 2015 �̝ 

Kim and Kramer˓ 2015˔1�ņ2�Ƣ�.��Fi�bd�W_lŰǾ1Ǘɘ.�ȌJŸ�)�FǨ*

ǔȇ.·�F?11�2'1ú˃ǨJź-)�F�1'ȇ1ú˃Ǩ2�ˈĩ.İ�)	i�bd�
+�)

ƄFɍ�	i�bd�Ĉkw}c
+�ˈĩ.İ�)	�?9
+�)ƄFɍ�	�?9Ĉkw}c
1 2

șˇ���Åƴİɿ+�)äEŶ&)�-�+��Ǩ*
F�Ĩʷ.2�̍ ĩ.İ�)	
F�
+�)Ƅ

Fɍ�kw}c?Ɂ-DGF*
H��ưɻ.��)2��1C�-kw}c1�+J�	
F�Ĉkw}

c
+í×�#�*��1 2șˇ+À.äEŶ�#�� 

� 2'ȇ1ú˃Ǩ2�ǭʅ�ɀȃ-Ǜʃɂ��Richins and Dawson˓1992˔.Ċ(�)�ǭ1ŲƬJŀȖ

1ɢħɠÿ+ɡ-�¸î1Ň�Ǜʃɂ+�)��ºȃ.��äEŶIG)�-�+���+*
F���

��ǭʅ�ɀɂ2�Ǜʃ1ȇȃ.Ċ(�)�	ųǊȃǭʅ�ɀɂ˓instrumental materialist 
̝+	ȇȃȃǭʅ

�ɀɂ˓terminal materialist 
̝.Åˇ�F�+�*�F˓Csikszentmihalyi and Rochberg-Halton, 1981 �̝Íɂ

1ųǊȃǭʅ�ɀɂ+2��Ƿ1ȇǀ@µ�ȃ-®·ɦJȁɡ�ȁĶ��F#>1ųǊ+�)�ǭJŲƬ

�F�1�+JƂ���Ƙ�ŏɂ1ȇȃȃǭʅ�ɀɂ+2�ǭ1ŲƁ!1?1Jȇȃ+�)ǭJʂ�¸î

.
F�1�+JƂ��ưɻ.��)2�ǭʅ�ɀɂJ��ºȃ.äEŶI��ųǊȃǭʅ�ɀɂ+ȇȃ

ȃǭʅ�ɀɂ.Åˇ�#�*�é�.CFkw}cʡĚ.'�)Éµ.ɻ�#�� 

� ���)�ưɻ2�Kim and Kramer˓2015˔1ź-F 2'1ú˃ǨJɧǛ�F�+Jʙ�)�3șˇ1

Ƒ�Úkw}c.İ�Fʼǭʅ�ɀɂ+ 2 șˇ1ǭʅ�ɀɂ1ʡĚ.ʱ�FƗ���ɶJƌø��!1Ĩ

ɯJɱ<F� 

 

 

^ 2]� K9JV(�#*�
 

2t1uUj+` 
 

	ǭʅ�ɀ˓materialism	�2�Ȭȓȃ-�ƷJǪɣ�)ǭǆ.ıř�F�+��-I%�ǭʅȃ-ʱŔ.

Ċ(�Ƿ�Ƙ�ťɡ�̧ îJƂ���Ǜʃɂɘ×ȍț.��Fǭʅ�ɀ2�ǯ.ħɀ�GF�+-��Ɋǻ

.ªǹ�G)�#�!GJú˃ɣ��ƽřħɀJɱ<#q�T`M}Sȍț�
F˓Richins and Dawson, 

1992	�Richins and Dawson˓1992˔2�ǭʅ�ɀɂJ	ǭ1ŲƬJŀȖ1ɢħɠÿ+ɡ-�¸î�Ň��

�ʰʱ°1ƾȪCE?ǭJŲƬ�F�+Jƭ=���p. 304˔+ħɀ��Ȣ�ǅ�ǽĕŰŏ1ȫĄ1ĕɗǛʃ

Ȓ�JɦĮ�)�ǭ1ŲƬJǷǕ.ŕɠ�çǄ-�++ɡ-�ȫĄĄǍ1ǯŝ1ɄƦ.�ǭʅ�ɀ�Ģą

�F1*2-��+�ɶÚ�#�ǭʅ�ɀ.ʱ�FĵŃJʯȁ�#�*ɹƸJɘ&#ȴƵ�ŌD2�CE

C�ǷǕJǛʃ.C&)ʗǐ�#E˓ Cushman, 1990 �̝ǭJ��DŲƬ�)?ƶǟŧ�ɧǛ�G-�&#E

�F˓Fromm, 1967˔+��ȫĄĄǍ1ǯŝ2�ǭʅ�ɀ.ʱ°�
F+���+Jɡ�$�#� 
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Richins and Dawson˓1992˔1ŮƵJå�)�!1ŏ�ǭʅ�ɀɂ1ǯœ.ʱ�Fƿ�-ȍț�ɘIG

#�«-3���+1ʱ°����˓ Schroeder and Dugal, 1995 �̝Ɋĺ�Ŕȃ*
E˓ Burroughs and Rindfleisch, 

2002 �̝ɊËŔ�Ņ�˓Kim, 2013˔+�&#ƿ�-ǯŝ��ǭʅ�ɀɂ1ǯŝ+�)ɡ�$�G#� 

�D.�ǭʅ�ɀɂ1ǯŝ�DǖǷ��Fŉ*�ǭʅ�ɀɂ1ǳǯ-Ǜʃǯŝ.ʱ�)?ƿ�-ȍț�

ɘIG#�«-3�Burroughs and Rindfleisch˓2002˔2�ǭʅ�ɀɂ2�Ȓ�ȃǁÐ81ŬG@���

Jƒʥ�#�+��ˆƭJâơ�#ǛʃJɘ�˅ɔ-¸îJƬ�)�F�+ƂƏ�#� 

 

2t2u %)��&(*�$)��! 

 

Ǜʃɂ�kw}cJ,1C�.ȋɤ~ɰ®�F1�+��ɸ˃.ʱʛ�)�q�T`M}Sȍțɂ2�

kw}c�PRN`M˓Keller, 1993; McQueen, Foley, and Deighton, 1993 �̝kw}c�i�\dx`M˓Aaker, 

1997; Plummer, 2000 �̝kw}cƀņ˓ Aaker and Keller, 1990; Nakamoto, MacInnis, and Jung, 1993 -̝,1ƿ�

-ƽřJʯȁ�)�#��!1C�-kw}c.ʱ�Fɼƽř1�*ʔĿǔȇ�G)�F12�Ǜʃɂ�

ɊÅJkw}c+,�ȴ5'�)�F1�+��ú�.ʱʛ�#�kw}c�xz�Wv}W_l˓brand 

relationship˔+��ƽř*
F˓Fournier, 1994, 1998; Muniz and O’ Guinn, 2000 �̝ 

� kw}c�xz�Wv}W_l2�Ǜʃɂ+kw}c1ʱ°+�)ħɀ�GF˓Fournier, 1994, 1998 �̝�

Fournier˓1994˔2��ʰ2ǭJƑ�Ú�F�+.C&)ǭ+�ǗJĂH�+�FLerZs1ǵɻ˓Gil-

more, 1919; McDougall, 1911; Nida and Smalley, 1959; Tylor, 1871˔JƎǹ�F�+.C&)�Ǜʃɂ2�;F

*kw}c.�ʰȃŝƹ��-DG)�F�Ɓ&)�F�1C�.Ɂ-˓Levy, 1985; Plummer, 2000 �̝Ĩʷ

.kw}c.İ�)i�\dx`MJ×��#�*˓Aaker, 1997 �̝kw}c+�ǗJĂH�+�F�+�

ņ�#�!1C�-�Ǘ1ʷ�kw}c2�Ǜʃɂ+1ʱ°ŝJĢȷ��Fi�bd�+�)1ŋÎJƵ

#�-�D�Ǜʃɂ+1ʰ.ʱ°JƾȪ�F+���i�bd�+�)1ŋÎ+2�kw}c�Ǜʃɂ.

¯ȅJƌ¬��Ǜʃɂ�!GDJ�å�F+��ʱ°ŝ$�*-��Ǜʃɂ�kw}c.ťóJ×��F

+��ʱ°ŝJ?©�Ɓ'áƘîȃ-ʱ°Jɛ�)�F��D.�Fournier˓ 1998˔2�kw}c2�Ǜʃ

ɂ+1ʰ.�ğĝʱ°�à�ʱ°�ɥƚʱ°�
F�2ŷˊʱ°@�Ǚǎʱ°+�&#�
DAFȒ�ȃʱ

°.¢#ʱ°JƾȪ�FçɆŝ�
E�kw}c�xz�Wv}W_l2�!GD1Ȓ�ȃʱ°JȹȾ�#

ƽř*
F�+�ņ�)�F� 

Aggarwal˓2004˔2�Fournier˓1994, 1998˔.Ċ(�)�Ǜʃɂ+kw}c1ʰ1ʱ°J�	äńʱ°

˓exchange relationship	�+	Àìʱ°˓communal relationship	�1 2'.Åˇ�#��Ƙ1äńʱ°+2�j

XfY1äń1C�.���1ȳǠȃ¯ȅ1�ƍJÍƌ+�#ʱ°1�+*
F�?��Ƙ1Àìʱ°+

2�īƚ@Ş�1C�.�i�bd�1Êȅ.ʥũ�#ʱ°1�+*
F��1C�.Åˇ�#�*�

Aggarwal˓2004˔2���G1ʱ°�Ǜʃɂ1ɢȩ+�)ŉŮ�GF�+���+���ƻ1q�T`M

}S1ŮƵ.ŊʽJ�-F1*2-��+Ɂ-���G1ʱ°�CEC��ƈț�#�Åƴ1ȴƵ�ŏɂ�

�-I%�kw}c�xz�Wv}W_l+�)Àìʱ°JƾȪ�#:���ʭƮƁȷȃ-ȟ�¹£�ő@

��+���+�ɡ�$�G#� 

Aaker and Joachimsthaler˓ 2000˔2�kw}c�Ǜʃɂ1	ŲƬǭ
+�)äEŶIGF+�Ǜʃɂ�
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kw}c+1ʰ.ţȺȃ¯ȅ@ɊĺɛǴȃ¯ȅ1�ƍJɘ�C�.-E�!1ȴƵ+�)�Ûɹȃ-kw

}c�xz�Wv}W_l�Ǜʃɂ+kw}c1ʰ.ƾȪ�GF�+�ņ�#� 

 

2t3u %)������")� 
 

kw}c�xz�Wv}W_l1ŇÐ-±ʝɠÿ1 1'+�)�Ǜʃɂ�kw}c.İ�)ź�	kw}

c�L]_^t}b
+��ƽř��CEƪʔ.-&)ƌø�GFC�.-&#˓ Park, Maclnnis, and Priester, 

2006 �̝�1ƽř1ÄŲ2�Ŕǵģɂ Bowlby˓ 1979 .̝C&)ƌø�G#ŦȊ˓ L]_^t}b ǵ̝ɻ*
F�

Ō2�Ł½��ǋɥ�ˊɃɂ*
F�+Jɴɽ�)ǋɥ.ŦȊ1řJź��!G.C&)ˍ×�GFƿ�

-ŧţJǷ���F+�ņ�#�Ō.CF+�Ł½�ǋɥ.İ�)ź�L]_^t}b�DǷ;GFŧţ

2�Ł½�ǋɥ1?+.Ľ.�#�+Ŝ�ŧţ�ǋɥ.ĤDG''ɡȋD/ǶĎJƈȰ�#�+Ŝ�ŧţ�

ɊÅ1ʍ1þE1ǶĎ�ɇĞ.ƥ�G#+�.ĥŔŧ@Ū>Jő#�+Ŝ�ŧţ�ǋɥ�DʹGF�+J

şś.Ŝ�ŧţ1 4'*
F+��� 

CEƪʔ.-&)�Van Lange, Rusbult, Drigotas, Arriaga, Witcher, and Cox˓1997˔2�Ł½�ˊɃ

ɂ.İ�)ź�ŦȊ1ř+!1ļȴ.ʱ�F Bowlby˓1979˔1ȍțȋɡ2�Ł½�Dĕ�8+ƀņ*�F

+Ɂ-#�!�)��ɂ.İ�)ŦȊJź�)�F�2�!1�ɂ+1ʱ°JȸƁ�F#>.�ǰǮ@µ

�ȃŸʄJɘ��+��Ɨ#-�ņJĶʯ�#����#���.İ�)ź�ŦȊJİɿ+�#Ŕǵģȍ

ț�ȂČ�F.ɋF+�:,-��)���kw}c.İ�)ź�ŦȊ˓L]_^t}b˔Jİɿ+�#Ǜ

ʃɂŔǵģȍț?ȂČ�#�Muniz and O’Guinn˓2000˔2�Van Lange, et al.˓1997˔1ȍțȋɡJƎǹ

�)�Ǜʃɂ2�ŦȊJź�)�Fkw}c.İ�)�ʄǣJʃ@�)ʱ°ȸƁ.Ô>F+���+Jɡ

�$�#�Á¥ȃ.2�ʩʪȃUYb@ƣʰ@ÖÐ1C�-ʼʩʪȃUYbJʃ@�)ţċãʸɘ×@ţ

ċȁ³ɘ×��D.2ɟöãʸɘ×Jɘ�+���+Jɡ�$�#� 

�D.�Park, et al.˓ 2006˔2�»ʕ1+�E�kw}c�L]_^t}bJ�kw}c�xz�Wv}W

_l.+&)ʦɠ-±ʝɠÿ+ɡ-�#�ŌD.CF+�kw}c�L]_^t}b+2�	Ɋĺ+kw}

cJȴ5×�Fɴȋȃ~ŧţȃŇŃ��p. 9˔1�+*
E�Muniz and O’Guinn˓2000˔JƎǹ�)�Ǜʃ

ɂ2�ɴȋȃ~ŧţȃ.ȴ5'��Ň��!GA-.ŦȊ1İɿ+-FC�-kw}cJãʸ�#E��

ɂ.!��#kw}cJɖ>#E�F¸î�
F�+�ņ�#� 

 

2t4uI,2 %)� 

 

Ǜʃɂ2��*2-�?1JĬƠ.�+<-�#>˓Epley, et al., 2007 �̝�ƻ2�Ƒ�ÚJ�q�T`M

}S1�Ƕ+�)ˁȼ.ªǹ�)�F�kw}c�i�\dx`M@kw}c�L]_^t}b.ʱ�Fȍ

ț?�Ƒ�Ú.ʱ�Fȍț1�ș+ɡ-��+�*�F��!GD1ƽř.ʱʛ�''?Ƒ�Úkw}c

.ǫǨJêI�)ɾɻJĶʯ�#ƛĢȍț+�)�Aggarwal and McGill˓2007, 2011˔�ƃ�DGF� 

Aggarwal and McGill˓2007˔2�kw}cJƑ�Úkw}c+�)ɴɽ�#+�1Ƙ��Ƒ�Úkw

}c+�)ɴɽ�-�&#+�.ǌ�)�Ǜʃɂ2!1kw}c.İ�)Ěťȃ-âŘJȐ��+�ņ�
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#�Aggarwal and McGill˓ 2011 2̝�Ƒ�Úkw}cJ	i�bd�Ĉkw}c
+	�?9Ĉkw}c


1 2 șˇ.Åˇ�#�!1�*�ŌD2��Ƙ1i�bd�Ĉkw}c2�Êȅ1ÀìË¨ɂ+�)Ǜʃ

ɂ.ƅ-DG�Ǜʃɂ+İȤ-ȜČ*�ŠšJ+?.Ƿ<Ä�i�bd�ȃŋÎJƁ'�+�ņ�#�;

#��Ƙ1�?9Ĉkw}c2�Ǜʃɂ.+&)ŕɠ-�ǵ�+�)Ǜʃɂ.ƅ-DG�Ǜʃɂ.ƒʥ�

GFȜČ*�Ǜʃɂ1#>.ŠšJǷ<Ä��?9ȃŋÎJƁ'�+�ņ�#� 

 

2t5uI,2 %)��Uj+`b 

 

� Kim and Kramer˓2015˔2�Aggarwal and McGill˓2011˔.C&)ɽÉ�G#�ɬ1 2șˇ1Ƒ�Ú

kw}c.İ�)�ǭʅ�ɀɂ+ʼǭʅ�ɀɂ�é����.ɰ®�F�+���+.'�)ȍțJĶʯ

�#�ŌD.CF+��ʰ2��Ɏȃ.�ƒʥʱ°JƾȪ�F�+JŇ�ƭK*�F��Ĩʷ1Ȓ�ȃǶĎ

.��)���2ƒʥ�GF�+J4,�Ġ�#>˓cf. Poeschl, 2007 �̝ƒʥʱ°1ƾȪ2Āʺ*
F�!

1#>�ǭʅ�ɀɂ2�ɊÅ+�1�ʰ�Ģą�FĨʷ1Ȓ�ȃǶĎ.��)�Ĩą�F�ʰ.İ�)�

Őʱ°JƾȪ�FCE?�ɊÅ�Ē.2ǭʅ1<�Ģą�FǤȒ�ȃǶĎ�.��)��ʰ1C�.ȋɤ

�GFkw}c+1ʰ.�Őʱ°JƾȪ�F�+.C&)��Őʱ°JƾȪ�#�+��ǆǐJǢ#!�

+�F�!1#>�i�bd�+�)ɴɽ�G#Ƒ�Úkw}c˓i�bd�Ĉkw}c˔CE��?9+�

)ɴɽ�G#Ƒ�Úkw}c˓ �?9Ĉkw}c 1̝Ƙ��kw}c+1ƒʥʱ°JȪ�@��+ɴɽ�G@

����#�&)�ǭʅ�ɀɂ2	i�bd�Ĉkw}c
CE	�?9Ĉkw}c
JʡĚ�@���+

��Ɍóǝ��ņJŌD2Ķʯ�#� 

 

 

^ 3]� .f�H5�

 

3t1uK9Z\
���R���go 

 

ÍȨ;*1ɾɻ1+�E�kw}c�xz�Wv}W_lȍț1�Ǘǖ��kw}c2ˈĩ1	i�bd

�
+�)ƄFɍ�9�*
E�!��F�+.C&)�CEC�ʡĚ�GF+�ņ�)�F1.İ�)�

Kim and Kramer˓2015˔2�kw}c2!GJƑ�Ú�)Ɂ-Fˈĩ.İ�)	�?9
+�)ƄFɍ�

9�*
E�!��F�+.C&)�!CEC�ʡĚ�GF�+��L}^`�[Jƌø�#��1ȍț

2�Ƣ�.��)Ǘɘ�)�Fi�bd�W_lŰǾ.�ȌJŸ�)�FǨ*ǔȇ.·�F?11�2 '

1ú˃ǨJź-)�F+Ɂ-DGF*
H�� 

� 1'ȇ1ú˃Ǩ2�	i�bd�Ĉkw}c
+	�?9Ĉkw}c
1 2șˇ���Åƴİɿ+�)ä

EŶ&)�-�+��Ǩ*
F�ˈĩ+�Őʱ°JƾȪ�F]Nl1kw}c.2�ˈĩ.İ�)	�?

9
+�)ƄFɍ�	�?9Ĉkw}c
+2ʘ.�̍ ĩ.İ�)	
F�
+�)ƄFɍ�kw}c?Ɂ

-DGF*
H��ưɻ.��)2��1C�-kw}c1�+J�	
F�Ĉkw}c
+í×�#��

Ĩʷ�kw}c�xz�Wv}W_l1�Ǘǖ2�Àìʱ°1ʦɠŝJŇɹ��̍ ĩ.İ�)	i�bd�
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+�)ƄFɍ�	i�bd�Ĉkw}c
�ʡĚ�GF*
H��+JȐ÷�)�F?11�	kw}c�

L]_^t}b
+��ƽřJĲ¾�F�+.C&)�̍ ĩ.İ�)	
F�
+�)ƄFɍ�	
F�Ĉ

kw}c
�ʡĚ�GFçɆŝJȐ÷�FÅǗ?Ģą�)�F˓Park, et al., 2006 �̝���)�Ƒ�Ú�G

#kw}c.2�	i�bd�Ĉkw}c
�	�?9Ĉkw}c
��C5	
F�Ĉkw}c
1 3 șˇ

�Ģą�F+ɡ-��+�*�F*
H��!G.?��ID��ƛĢȍț2�3 șˇ1�%1 1 'JƆ

ɿ�)�;&)�F+��ú˃Jź-)�F+ƂƏ��F1*
F� 

� Kim and Kramer˓ 2015˔�ź-F 2'ȇ1ú˃Ǩ2�ǭʅ�ɀ+��ƽřJ�ǅºȃ.��äEŶ&)

�-�+��Ǩ*
F�Ȣ 2 ȝ.��)zju��#q�T`M}SÅʧ.��Fǭʅ�ɀ2�Ȏ�.�

Richins and Dawson˓1992˔�ʲ��ǅºȃ.äEŶIG)�#����-�D�Ȣ 1ȝ.��)ɨG#

+�E�Csikszentmihalyi and Rochberg-Halton˓ 1981˔1C�.�ǭʅ�ɀɂJ�ŌD1Ǜʃ1ȇȃ.Ċ

(�)�	ųǊȃǭʅ�ɀɂ˓instrumental materialist	�+	ȇȃȃǭʅ�ɀɂ˓terminal materialist	�1 2ǅ

º.Åˇ�#ȍț?Ģą�F� 

#$���Ƙ1	ųǊȃǭʅ�ɀɂ
+2�Csikszentmihalyi and Rochberg-Halton˓1981˔.CG3�

�Ƿ1ȇǀ@µ�ȃ-®·ɦJȁɡ�ȁĶ��F#>1ųǊ+�)�ǭJŲƬ�F�1�+JƂ��«-

3��į1ǲ�?-�ǇȎ.ƣJÌ=ˏȮƣɪ.ʻÄ�#ƣ�ʼǭʅ�ɀɂ��!G:,;*.ǇȎ.ƣ

JÌ=+��ǃɆJƁ'ƣɪ��ɊÅ1ǷǕ1�*ŕɠ-1�,��+���+JĊǤ+�)�!1ƣɪ

Jʆʂ�F9��,��JÈƖ�F*
H��+.İ�)�ųǊȃǭʅ�ɀɂ2�ǇȎ.ƣJÌ=+��

ǃɆJƁ'ƣɪ�ŕɠ�,��+��ɾɻJʈ-)�!1C�-ƣɪJŲƬ�F�+.İ�)�Ȓ�ȃǁ

Ð1ɿœ+��ɦǨ�DŢ5Jŧ�F�,��+���+JĊǤ+�)�ʆʂ�F9��,��JÈƖ�

F*
H�� 

�Ƙ1	ȇȃȃǭʅ�ɀɂ
+2�Csikszentmihalyi and Rochberg-Halton˓ 1981˔.CG3�ǭ1ŲƁ

!1?1Jȇȃ+�)ǭJʂ�¸î.
F�1�+JƂ��«-3��į1ǲ�?-�ǇȎ.ƣJÌ=ˏ

Ȯƣɪ.ʻÄ�#ƣ�ȇȃȃǭʅ�ɀɂ2�!G:,;*.ǇȎ.ƣJÌ=+��ǃɆJƁ'ƣɪ��Ɋ

Å1ǷǕ1�*ŕɠ-1�,��+���+JĊǤ+�-�Ǩ*�̓ ǭʅ�ɀɂ+2ǿ-&)�E�;#�

!1C�-ƣɪJŲƬ�F�+.Ţ5Jŧ�F�,��+���+JĊǤ+�FǨ*�ųǊȃǭʅ�ɀɂ

+¢)�F?11�ųǊȃǭʅ�ɀɂ1ĊǤ��Ȓ�ȃǁÐ1ɿœ+-E�F�,��+��ɦǨ�D*


F1.İ�)�ȇȃȃǭʅ�ɀɂ1ĊǤ2�µ�ȃ-ŲƬǆJǢ#��F�+��ɦǨ�D*
FǨ*�

�ɂ2ǿ-&)�F��1C�-�ÅǓ�Ģą�)�F.?��ID��Kim and Kramer˓2015˔2�ǭ

ʅ�ɀɂJ�ǅºȃ.��äEŶ&)�-�1*
F� 

��1 2 '1ú˃ǨJɧǛ�F#>.�ưɻ2�ǅȨ�ʲ.��)�3 șˇ1Ƒ�Úkw}c.İ�F

ʼǭʅ�ɀɂ+ 2șˇ1ǭʅ�ɀɂ1ʡĚ.ʱ�FƗ���ɶ1ƌøJɱ<#�� 

 

3t2u3[p�I,2 %)�
=��nUj+`b�l8�
 

ʼǭʅ�ɀɂ2�Íȝ.��)zju��#+�E�ǭʅ�ɀɂ+2ǿ-E�ǭ1ŲƬJŀȖ1ɢħɠ

ÿ+ɡ-�¸î�Ņ��*
E�ǭ1ŲƬCE�ʰʱ°1ƾȪ.Ţ5Jŧ�FC�-�*
F˓cf. Richins 

42 



213 
 

2017ĿŃ�ýÅʧN}[rȍțċò�żň �Ǻȕɻƕl{XORb�^�s 
	��?9Ĉkw}c�İ�
F�Ĉkw}c�
 

and Dawson, 1992 �̝ǭʅ�ɀɂ��ǴĨ1�ʰ+1ʱ°1�IE.�ǭ+1ʰ1ʱ°1ƾȪJʦɣ�F1

.İ�)�̓ ǭʅ�ɀɂ2�ǭ.İ�)ʱ°ƾȪ1ǆǐJƬ�-���1�+.ʱʛ�)�Kim and Kramer

˓2015˔2�ǭʅ�ɀɂ���ʰ�ǷƳȃ.Ɓ'Ȓ�ȃǁÐ81ǆǐJ�+EI�Ň�Ƭ�)�E˓cf. Bur-

roughs and Rindfleisch, 2002; Vigneron and Johnson, 2004 �̝!GA-.�	�?9Ĉkw}c
JʡĚ�F1

.İ�)�̓ ǭʅ�ɀɂ2�!�*2-��!GA-.�	�?9Ĉkw}c
CE=�H�kw}c�xz

�Wv}W_lȍț�Ɗę�F	i�bd�Ĉkw}c
JʡĚ�F�+�ņ�#��1ɻǵ.Ő�-D

3�	i�bd�Ĉkw}c
2�ʼǭʅ�ɀɂ.ƪ?ʡĚ�G�!G.İ�)�ƒʥʱ°JŇɹ�#	�

?9Ĉkw}c
�C5	
F�Ĉkw}c
2�Ȉİȃ.ʡĚ�G-�*
H���#�&)���1�

ɶ 1Jƌø�#�� 

 

�ɶ 1�  ʼǭʅ�ɀɂ2�	�?9Ĉkw}c
@�	
F�Ĉkw}c
.ǌ�)�	i�bd�Ĉ

kw}c
JʡĚ�F� 

 

3t3u3[p�I,2 %)�
=��GSXUj+`b�l8�
 

� ǭʅ�ɀɂ2�ʼǭʅ�ɀɂ+2ǿ-E�ǭ1ŲƬJŀȖ1ɢħɠÿ+ɡ-�¸î�Ň��*
F�!

1�*?�ųǊȃǭʅ�ɀɂ2�Ȓ�ȃǁÐ1ɿœ+�)1ǭ1ǃɆJʦɣ��ǁÐ˅Ȑ+��ȇȃ1#

>1ųǊ+�)ǭJŲƬ�#�+Ɂ-F]Nl1ǭʅ�ɀɂ*
F�Kim and Kramer˓2015˔��kw}

c�xz�Wv}W_lȍț�Ɗę�F	i�bd�Ĉkw}c
CE=�H�	�?9Ĉkw}c
��ǭ

ʅ�ɀɂ.2ʡĚ�GF+�ņ�#ʷ.ǹ�#12�ˈĩ.İ�)	�?9
+�)ƄFɍ�kw}c1

Ƙ��	i�bd�
+�)ƄFɍ�kw}c.ǌ�)�ǭ.İ�)¹£-�Őʱ°JƾȪ�#�+��ǆ

ǐJǢ#�@��+��ɻǵ*
&#��1ɻǵ2�ųǊȃǭʅ�ɀɂ.ň)2;Fɻǵ*
F+Ɂ-D

GF*
H��!�)��1ɻǵ.Ő�-D3�	�?9Ĉkw}c
��ųǊȃǭʅ�ɀɂ.ƪ?ʡĚ�

GF1.İ�)�Ó£-�Őʱ°.ļȴ�F	
F�Ĉkw}c
2�	�?9Ĉkw}c
2Ǫɻ1�+

	i�bd�Ĉ
kw}c.ǌ�)?�ƪ?Ŗʢ�GF*
H���#�&)���1�ɶ 2Jƌø�#�� 

 

�ɶ 2 � ųǊȃǭʅ�ɀɂ2�	�?9Ĉkw}c
�	i�bd�Ĉkw}c
�	
F�Ĉkw}

c
1ˀ.ʡĚ�F� 

 

3t4u3[p�I,2 %)�
=��YXXUj+`b�l8�
 

ǭʅ�ɀɂ+��ƽřJ�ǅºȃ.ƅ-)�#q�T`M}Sȍțɂ#%2�ǁÐ˅Ȑ+��ȇȃ1#

>1ųǊ+�)ǭJŲƬ�#�+Ɂ-F]Nl1ǭʅ�ɀɂ��-I%�ųǊȃǭʅ�ɀɂ.ǫǨJêI

�F¸î.
E�!1ǦǗ1�*�	�?9Ĉkw}c
1Ƭǹŝ�ɶ�GF.ɋ&#+Ɂ-DGF��!

G+2ǿ-E�ȇȃȃǭʅ�ɀɂ+��É1]Nl1ǭʅ�ɀɂ?Ģą�F+Ɂ-DGF˓ Csikszentmihalyi 

and Rochberg-Halton, 1981 �̝ȇȃȃǭʅ�ɀɂ2�ǭ1ŲƬJŀȖ1ɢħɠÿ+ɡ-�¸î�Ň�+��ǯ
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œJƬ�Fǭʅ�ɀɂ1�*?�ųǊȃǭʅ�ɀɂ+2ǿ-E�µ�ȃ-ŲƬǆJǢ#�#>.ǭ1ŲƬ

!GɊ¥Jȇȃ+�)ǭJŲƬ�#�+Ɂ-F]Nl1ǭʅ�ɀɂ*
F�	�?9Ĉkw}c
2�ǁÐ

J˅Ȑ�F#>*
G3Ƭǹ�?�G-���µ�ȃ-ŲƬǆJǢ#�#>*
G3Ƭǹ*2-��=�

H�ˈĩ�µ�ȃ-ŲƬǆJ��#)DGF12�ɟöJǸÄ�Fıʮī*
Fďų�ˈĩJˑ��)�

E�ˈĩ�ēĴ1UYbJƒŵ&)?Ľ.ʍʔ.ŧ�)�#�+ˆ�C�-kw}c�ɩ�ƍ-G3�k

w}c�L]_^t}b1İɿ+-FC�-kw}c*
F+Ɂ-DGF*
H�˓Park, et al., 2006 �̝!

1C�-kw}c2��ɬ1C�.	�?9
*2-�=�H�	i�bd�
+�)ƄFɍ�kw}c*


H���	i�bd�
*?-�=�H�	
F�
+�)ƄFɍ�kw}c*
H���#�&)���

1�ɶ 3Jƌø�#�� 

 

�ɶ 3�  ȇȃȃǭʅ�ɀɂ2�	
F�Ĉkw}c
�	i�bd�Ĉkw}c
�	�?9Ĉkw}

c
1ˀ.ʡĚ�F� 

 

 

^ 4]� <q�

 

4t1u<qPe�
 

Íȝ.��)ƌø�#�ɶȿ1ȳˎȃěňŝJïó�F#>.�ǛʃɂĨˎJɘ&#�ɜˎɂ2�ūŭ

ɀčĕģ1ĕģǷ 638 �*
&#�Ĩˎųˀ2���1+�E*
&#�;��ɜˎɂJ�	ʼǭʅ�ɀ

ɂ
�	ųǊȃǭʅ�ɀɂ
��C5	ȇȃȃǭʅ�ɀɂ
1 3'1Sy�l.Ǫ¨ǩ.Åˇ�#�*��D

.�!G"G1Sy�lJ�	�?9Ĉkw}c
�	i�bd�Ĉkw}c
��C5	
F�Ĉkw}c


.İ�FʡĚJþȥ�F 3'1Sy�l.Åˇ�#��1Åˇ¨ƻ.C&)�	ʼǭʅ�ɀɂ	�?9Ĉk

w}c
.'�)1ɹƸȔJþȥ�FSy�l A˖1˓N ˚ 41	��ʼǭʅ�ɀɂ	i�bd�Ĉkw}c


.'�)1ɹƸȔJþȥ�FSy�l A˖2˓N ˚ 39	��ʼǭʅ�ɀɂ	
F�Ĉkw}c
.'�)1ɹ

ƸȔJþȥ�FSy�l A˖3˓N ˚ 46	��ųǊȃǭʅ�ɀɂ	�?9Ĉkw}c
.'�)1ɹƸȔJþ

ȥ�FSy�l B˖1˓N ˚ 52 �̝	ųǊȃǭʅ�ɀɂ	i�bd�Ĉkw}c
.'�)1ɹƸȔJþȥ�

FSy�l B˖2˓N  ̊ 52	��ųǊȃǭʅ�ɀɂ	
F�Ĉkw}c
.'�)1ɹƸȔJþȥ�FSy�

l B˖3˓N ˚ 51	��ȇȃȃǭʅ�ɀɂ	�?9Ĉkw}c
.'�)1ɹƸȔJþȥ�FSy�l C˖1� �

˓N ˚  70	��ȇȃȃǭʅ�ɀɂ	i�bd�Ĉkw}c
.'�)1ɹƸȔJþȥ�FSy�l C˖2� � �

˓N ˚ 41	��ȇȃȃǭʅ�ɀɂ	
F�Ĉkw}c
.'�)1ɹƸȔJþȥ�FSy�l C˖3˓N ˚ 73˔

1 9Sy�l�ŉŮ�G#�+.-F� 

Ĩˎʁ.2�Kim and Kramer˓2015˔+ì���ɈƣɪJʡħ�#�ɹƸȔ.ɬʐ�G)�Fƕȝ�1

�ɵJ��9)	
-#
��-I%ɜˎɂɊʍ.-FC�.ɮħ��ɜˎɂ.2�	
-#
Ɋʍ�ƣɪJ

ʂ��+ŧ�)�F��Wv�T�Y.¾&)�Fƣɪ.ŔJŴ#G#+��Ǳǒ�Ʃ�G#ƕȝJɷK

*?D&#�Á¥ȃ.2�Ǜʃɂ1ˇĈ˓ʼǭʅ�ɀɂ˗ųǊȃǭʅ�ɀɂ˗ȇȃȃǭʅ�ɀɂ +̝�Ƒ�Úkw
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}c1ˇĈ˓�?9Ĉ˗i�bd�Ĉ˗
F�Ĉ˔JĊǤ.�)Åˇ�G# 9 '1Sy�l1é�.İ�)�

9 șˇ1ƕȝ1�% 1 șˇJɷK*?D��!1ǱǒJŤħ�)?D&#�*�ʆʂťĂ.ʱ�Fŏʕ1

ʅú8þȥ�)?D�C�.­˂�#�-��9 șˇ1ƕȝ1Ɛ¨�ěň.ɘIG)�F�,��J^O

_R�F#>.�ɜˎɂ1ǭ1ŲƬȇȃ�,�*
F�+��	ǭʅ�ɀɂ
1ĵŃ.'�)ŏʕ1 18ʿ

ȇ1ʅú.þȥ�)?D�C�.­˂�#�-��Ĩˎ.��)Ĩʷ.ǹ�#ɹƸȔ2�ɞʬ 1˝ɞʬ 9.

Ȑ�GF+�E*
F� 

�

4t2uT;>B�
�

ưĨˎ.ªǹ�#ǡħĵŃ2�ƛĢȍțJÞɁ.�)ɮħ�#�;��ǛʃɂJÅˇ�F#>1	ųǊ

ȃǭʅ�ɀɂ
+	ȇȃȃǭʅ�ɀɂ
.ʱ�Fʅúʿȇ.ʱ�)2�Csikszentmihalyi and Rochberg-

Halton˓1981˔�ǹ�#	ųǊȃǭʅ�ɀɂ
+	ȇȃȃǭʅ�ɀɂ
1 2 șˇ1ÅˇJÞɁ.�''�

Richins˓2004˔1ǭʅ�ɀɂ.ʱ�FĵŃJ�	ųǊȃǭʅ�ɀɂ
+	ȇȃȃǭʅ�ɀɂ
1ĵŃ+-F

C�.´Ǉ�)ǹ�#�;#�ɜɶƟĐƔ*
F	ʆʂťĂ
.ʱ�Fʅúʿȇ.ʱ�)2�Schoormans 

and Robben˓1997˔1	ɟö.İ�FŨŃ
1ĵŃ+	ɟö.ʱ�FʆʂťĂ
1ĵŃJưɻ1ʊƝ.ê

I�)´Ǉ�#�*ǹ�#�Á¥ȃ-ǡħĵŃ2�Ăɛ 2˖1.Ȑ�G)�F+�E*
F�-��Ƈǹ�

G#ĵŃǓ2�	1˘¿�!�ŜI-�
�C5	7˘ʼĽ.!�Ŝ�
JȞǨ+�F 7ǨxQ�bĵŃ*


&#�Ĩʷ.ªǹ�#ɹƸȔ2ɞʬ+�)ĻƯ.Ƌʐ�GF+�E*
F� 

 
6d 2t1� QFPD�T;>B�

#$��˓ r˔2ʘʎʿȇ*
F�+JȐ�� 

ƾŮƽř ǡħĵŃ˓ÿġʀɒʨ˔ α°Ɣ SCR 

ųǊȃ 
ǭʅ�ɀɂ 

 

X1˘ȗ2ˏȮ-ƣɪJƁ&)�F�.ŬG;��- -D!1�

2�Ƿ.ŮÑ��ˏȮ-ƣɪJƁ'�+*�ˏ�Y`�]Y

JɯƟ�)�F�D*��˓ 0.76˔ 

0.90 0.91 

X2˘ȗ�Ɓ'ƣɪ2�ȗ��Ƿ*ŮÑ�#�,��JɯƟ�)�

;��˓ 0.77˔ 
X3˘ȗ2��.ɊÅɊʍ1ŮÑJÜɿ×�FC�-ƣɪJŲƬ�

F�+�Ě�*��˓ 0.79˔ 
X4˘ˏȮ-ƣɪ2�Ȓ�ȃĆ£1ˏ�Jȗ.ŧ���)�GF1

*�ȗ2!G�Ě�*��˓ 0.86˔ 
X 5˘ƣɪJʂ��+�ȗ.Y`�]Y1ˏ�JȐ�+��û5J

�-)�G;��˓ 0.79˔ 
X6˘?�ȗ��Ɓ&)�-�?1Jų.¾G#+�#D�ȗ1�

Ƿ2CEɏ�-F*�B��- -D�ƣɪJƁ'�+2Ɋ

ÅɊʍ1Y`�]Y1ˏ�JȐ�)�GF�D*��˓ 0.80	 
X7˘ȗ2ƣɪ.ā;G)ǷǕJ�-�C�.�#�*��- -

D��.ȗ1Y`�]YJŹʻ�F�+2���;��+Ŝ

��D*��˓ r˔˓ 0.32˔ 
X8˘CEē�1ƣɪJƁ)3Ɓ':,�ȗ2ɊÅ1Ȓ�ȃĆ£1

ˏ�.ŀ�Jŧ�F�+�*�FC�.-F$H��˓ 0.74˔ 
X9˘ʂ�#�+Ŝ&#?1Jʂ�§ɝ�-�ƣ�ȗ2Ȓ�ȃĆ£

�¤�-&#+ŧ�)�;�1*�Ā&)�;�;��

˓0.54˔ 
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F�Ĉkw}c�
 

6d 2t1� QFPD�T;>Br	
 s�

#$��˓ r˔2ʘʎʿȇ*
F�+JȐ�� 

 

éĐƔ.'�)Ƈǹ�G#ǡħĵŃ1³˂ŝJÈƖ�F#>1Ƃǀ*
FR{}h_R�°Ɣ�C5ê

Ů³˂ŝ˓SCR˔JȧÄ�#�ȧÄ�G#Ɣ·.ʱ�)?�Ăɛ 2˖1.ɠȭ�G)�F�R{}h_R�

°Ɣ2�Nunnally˓1978˔�Ɗę�F 0.700 ��+��ĊǤJǢ#�)�#�;#�SCR .'�)?�

Bagozzi and Yi˓ 1988˔�Ɗę�F 0.600+��ĊǤJǢ#�)�#���CE�ƾŮƽř1ǡħĵŃ2ˏ

�³˂ŝJƬ�F+ɩ��F*
H�� 

 

 

^ 5]� /N_O�
 

5t1u.f 1
=��/N�_O�
 

�ɶ 1 1ȳˎȃěňŝJïó�F#>.�ēʦǌʏÅƴJɘ&#��Í.�Shapiro-Wilk ƺħ1ȴƵ�

ÅƓÅƴJɘ��*1ÍƌƲ�*
F�ǀư1ǇɢŝJȀ�ɯſ�őDG#˓ 	�?9Ĉkw}c
ȿ.��F

Ǉɢŝƺħȶɪʨ˘W ˚ 0.952˕p ˙ 0.05�	i�bd�Ĉkw}c
ȿ.��FǇɢŝƺħȶɪʨ˘W ˚ 0.883˕�         

ƾŮƽř ǡħĵŃ˓ÿġʀɒʨ˔ α°Ɣ SCR 

ȇȃȃǭʅ 
�ɀɂ 

X10˘ȗ2ˏȮ-ƣɪJƁ&)�F�.ŬG;��- -DĕĚ�

-ƣɪ.ā;G)ŀ�!�$�D*��˓ 0.54˔ 

0.82 0.83 

X11˘ȗ1ƣɪ1UzRWv}2�ȗ�,G$�ƣɪJŦ�)�F

1�JɯƟ�)�;��˓ 0.71˔ 
X12˘ȗ2�ɊÅJ|R|R��FC�-ƣɪJƁ'�+�Ě�*

��˓ 0.56˔ 
X13˘ȗ2ƣɪ.ā;G)ǷǕJ�-�C�.�#�*��- -

Dƣɪ.ā;G)ǷǕ�)?|R|R�-� 
    �D*��˓ r˔˓ 0.06˔ 
X14˘ʂ&#ƣɪJɡF+�ȗ2-K)ȯƧD��?1.ā;G)

�F1$H��+��û5Jŧ���)�G;��˓ 0.67˔ 
X15˘ˏȮ-ƣɪ2�ȗJĔ�.��F1*�ȗ2!G� 
     Ě�*��˓ 0.76˔ 
X16˘?��ȗ��Ɓ&)�-�ƣɪJų.¾G#+�#D�ȗ1

�Ƿ2CEɏ�-F*�B��- -D� 
    ƣɪ2ȗJĔ�.��F�D*��˓ 0.70˔ 
X17˘CEē�1ƣɪJƁ)3Ɓ':,�ɊÅ�:GʒK*�Fƣ

ɪ.ā;G)�F�+�*�F1*CEŀ�.ŧ�F�+�

*�F$H��˓ 0.67˔ 
X18˘ʂ�#�+Ŝ&#?1Jʂ�§ɝ�-�ƣ�ȗ2� 
    ɊÅ�ˑ��G)�FƣɪJų.¾GF�+�*�-�1
*�Ā&)�;�;��˓ 0.58˔ 

ʆʂťĂ 

X19˘!1ƣɪJʆʂ�C�+Ŝ&#�˓ 0.79˔ 

0.92 0.92 
X20˘!1ƣɪJɱ�#�+Ŝ&#�˓ 0.79˔ 
X21˘ȗ2�!1ƣɪJʆ¾�FçɆŝ�ˏ��˓ 0.85˔ 
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慶應義塾大学商学部四分野インゼミ研究報告会担当三田祭論文プロジェクト・チーム 
“Three Kinds of Anthropomorphized Brands and Consumer Preferences: 

Mediating Effects of Instrumental and Terminal Materialism” 

Summary 
 

   According to previous research on the relationship between materialists and 
anropomorphized brands, materialists respond more favorably to a brand-as-servant, than 
they do to a brand-as-partner. However, there remain two main problems. (1) A brand-as-
master had not been considered as an alternative. (2) Only instrumental materialists have 
been focused on and terminal materialists have been ignored. Thus, in this study, we 
conduct empirical analysis on preferences of all two types of materialists for each of all 
three types of anthropomorphized brands.  
 

 
1. Research Objectives 

 

   Consumers often anthropomorphize brands that they purchased, and treat products 
under the anthropomorphized brands as if they are human (Aaker, 1997; Aggarwal & 
McGill, 2011). Brand managers, therefore, try to form favorable human-like brand 
personalities by product design and marketing communication (Aggarwal & McGill, 
2007; Epley, Waytz, & Cacioppo, 2007) and build brand relationships with their 
customers (Fournier and Yao, 1997; Fournier, 1998; Aggarwal, 2004). Recent research 
regarding brand relationships has focused the dichotomy of “brands-as-servant” and 
“brands-as-partner” and discussed which is better type of anthropomorphized brands 
(Aggarwal & McGill, 2011; Kim & Kramer, 2015). 
   Brands-as-servant refer to brands that take care of their customers and play a role as 
servant to satisfy their customers’ needs. It is certain that brands should pursue their 
customers’ satisfaction to be preferred to their competing brands. However, according to 
Aggarwal and McGill (2011), typical customers perceive that such brands pursue 
customer satisfaction in order to earn its return and, as a consequence, they do not evaluate 
them highly. On the other hand, brands-as-partner refer to brands that are seen as co-
producers of the benefit, working together with their customers to meet the needs. While 
brands-as-servant tend to build an exchange relationship, brands-as-partner are 
characterized by a communal relationship in which the brands take into account the 
benefit of their customers like as a family or a lover. Therefore, Aggarwal and McGill 
(2011) concluded that brands-as-partner are preferred to brands-as-servant. 
   Recent research has identified a condition under which brands-as-servant are 
preferred. According to Kim and Kramer (2015), materialistic consumers, who regard the 
consumption of products as more important than human relationships, prefer brands-as-
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servant to brands-as-partner. It is because materialists evaluate a brand highly if the brand 
satisfy their need control or dominate belongings.  
   However, there is room for improvement in this moderating effect of materialism on 
the relationship between the brand personality dichotomy (brands-as-servant vs. brands-
as-partner) and consumer preferences. First of all, materialism may not be a 
unidimensional concept. Previous brand research has discussed only “instrumental 
materialists, which can be defined as consumers who want to satisfy their lust to dominate 
by means of the possession (cf. Richins & Dawson, 1992). However, it has been pointed 
out that there are another kind of materialists, “terminal materialists”, which can be 
defined as consumers who desire possession (cf. Csikszentmihalyi & Rochberg-Halton, 
1981). Brand research has ignored one of two kinds of materialism. 
   Moreover, the brand personality dichotomy of brands-as-servant vs. brands-as-partner 
should be modified. there are brands with another kind of personality, “brands-as-master, 
which are perceived as higher than their customers in social status while brands-as-
servant are perceived as lower and brands-as-partner are perceived as equal. Brands-as-
master are seen as creators of the benefit, leading their customers to satisfy the needs. 
   Thus, in this study, (1) dichotomy of non-materialists vs. materialists replace 
trichotomy of non-materialists, instrumental materialists, and terminal materialists, and 
(2) dichotomy of brands-as-servant vs. brands-as-partner replace trichotomy of brands-
as-servant, brands-as-partner, and brands-as-master. By doing so, this study contributes 
to progress in brand personality research. 
 

 

2. Experimental Design 
 

   We utilized a 3 (non-materialists/instrumental materialists/terminal materialists) x 3 
(brand-as-servant/brand-as-partner/brand-as-partner) between-subject experimental 
design. Like previous research, we used a wrist watch as an experimental good. Six-
hundred thirty-eight students in a school of business participated in the experiment. They 
were randomly divided into three groups, non-materialists, instrumental materialists, 
terminal materialists. Participants in the non-materialist group were asked to read a 
sentence “You are going to buy a watch to know the time because your watch has been 
broken.” Participants in the instrumental materialist group were asked to read a sentence 
“You are going to buy a watch as a symbol of success because you are success in your 
business.” And, participants in the terminal materialist group were asked to read a 
sentence “You are going to buy a watch as a treasure because you are drawn to its beauty.”   
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Then, participants in each group were randomly exposed to one of three kinds of 
advertising messages regarding an anthropomorphized brand, servant-type messages, 
partner-type messages, and partner-type messages, and asked to answer a series of 
questions regarding purchase intention. 
   A scale item for purchase intention was employed from Schoormans and Robben 
(1997). For a manipulation check, the degree of materialism was also measured with a 
scale developed by Richins (2004) and modified based on dichotomy of instrumental vs. 
terminal materialism proposed by Csikszentmihalyi and Rochberg-Halton (1981). The 
results showed that the Cronbach’s alpha coefficient for purchase intention was 0.92, 
suggesting high reliability, and CR was 0.92, suggesting sufficient validity. The results 
also showed that the mean value of instrumental materialism was higher in the 
instrumental materialist group than in other groups and the mean value of terminal 
materialism was higher in the terminal materialist group than in other groups. Mean 
values of both kinds of materialism were the lowest in the non-materialist group. 
 

 

3. Result 
 

3-1. Result 1: Non-materialist Group 
 

   The results of this study showed that non-materialists’ intentions to purchase the brand 
when they were exposed to partner-type messages (M = 4.97) were significantly highest 
among three kinds of messages, following servant-type messages (M = 3.62) and master-
type messages (M = 4.52) (p < 0.01 for all pairs). These results suggest that non-
materialists prefer to build a communal relationship with the brand rather than to 
dominate their belongings or to be attached to them. 
 

3-2. Result 2: Instrumental Materialist Group 
 

   The results of this study showed that instrumental materialists’ intentions to purchase 
the brand when they were exposed to servant-type messages (M = 5.86) were significantly 
highest among three kinds of messages, following partner-type messages (M = 5.01) and 
master-type messages (M = 4.51) (p < 0.01 for all pairs). These results suggest that 
instrumental materialists prefer to dominate their belongings rather than to build a 
communal relationship or to be attached to them. 
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3-3. Result 3: Terminal Materialist Group 
 

   Terminal materialists have been neglected by previous research. The results of this 
study showed that terminal materialists’ intentions to purchase the brand when they were 
exposed to servant-type messages (M = 5.64) were significantly highest among three kinds 
of messages, following partner-type messages (M = 4.64) and servant-type messages  
(M = 2.29) (p < 0.01 for all pairs). These results suggest that terminal materialists prefer to 
be attached to superior brands rather than to dominate them or to build a communal 
relationship. 
 

 

4. Discussion 
 

4-1. Academic Implications 
 

   This research investigated the relationship between typical three kinds of 
anthropomorphized brands and consumer preference and the mediating effect of 
instrumental and terminal materialism. Previous brand research has examined only two 
kinds of anthropomorphized brands, brands-as-servant and brands-as-partner. This 
research newly examined brands-as-master. Similarly, previous brand research has 
compared materialists and non-materialists. This research divided materialists into 
instrumental and terminal materialists. By doing so, unlike previous research, this 
research found that some materialists prefer to be dominated by products rather than to 
dominate products. 
 

4-2. Managerial Implications 
 

   Sellers should determine the type of their customers. If customers are non-materialists, 
sellers should play a role of their partners. If customers are instrumental materialists, 
sellers should play a role of their servants. And, if customers are terminal materialists, 
sellers should play a role of their master. In some cases, segmentation or personalization 
must be needed because there are two or more types of customers. Brand managers and 
contact persons should select precise marketing communication with each type of 
customers. 
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ABSTRUCT 

 Consumers tend to anthropomorphize brands and treat products under the 
anthropomorphized brands as if they were human beings. Previous research has pointed 
out that there could be two kinds of anthropomorphized brands, i.e., servant and partner 
brands and claimed that typical consumers (non-materialists) prefer brands-as-partner, 
whereas materialists prefer brands-as-servant. However, there is room for improvement: 
(1) Previous studies have examined only brands-as-servant and brands-as-partner and 
brands-as-master have been ignored; and (2) they have regarded materialists as a 
unidimensional construct, though it can be divided into instrumental and terminal 
materialists. Thus, we conducted multiple comparison tests among the three kinds of 
anthropomorphized brands with a dataset of three kinds of consumers. The results 
showed that non-materialists, instrumental materialists, and terminal materialists prefer, 
brands-as-partner, brands-as-servant, and brands-as-master, respectively. 
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「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



296 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



297 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



298 

 

竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 

  



299 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 

 



300 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



301 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 

 



302 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



303 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



304 

 

竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 

 



305 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



306 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



307 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



308 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



309 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



310 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



311 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



312 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 



313 竹田光志 

「顧客密度と商品密度がブランド・アタッチメントに与える影響」 
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「コンビニの物流フォーマットを利用したロッカーサービス	 〜OITECO〜」 

※この欄には何も記入しないでください 

関西大学商学部主催 

関西大学ビジネスプラン・コンペティション 

KUBIC2017「学生の力」応募用紙 

①この応募用紙の外枠の書式・大きさを変更しないこと。②この応募用紙の欄外への記入や追記資料、２ページを超えるページは審査対象外とする。 

③両面の各項目すべてに記して両面印刷すること。④このシートに図や写真等の別用紙を貼り付けないこと。⑤ビジネスプランの名称に略語等を使用する場合は、読みを

付記すること。⑥審査員には白黒コピーが渡される。⑦その他、KUBIC ホームページの FAQ も参考にすること。 

応募 応募部門 本選会対象 企業賞対象 テーマ記号 協賛企業名 

テーマ部門 ○ ○ 

○ 自由応募部門 ○ ― ― ― 

↑いずれかに○を記入すること ↑テーマ部門の場合、テーマ記号と企業名を記入すること 

１．ビジネスプランの名称 （フェースシートと同じプラン名称を記載してください。） 

※テーマ部門のテーマをそのまま記入しないこと。あなたが考えた独自のプラン名称を記入してください。 

コンビニの物流フォーマットを利用したロッカーサービス	 〜OITECO〜

２．ビジネスプランの概要 （400 字以内） 

イベント開催や外国人来訪に伴い需要変動の激しいコインロッカー業界や、需要に比して配達員不

足が深刻化した宅配便業界に鑑み、コンビニ各店舗内で基本的に無人のまま預入・受渡を行う次世代

型倉庫システムを提供する。その際、コンビニの物流フォーマットを最大限に活用する。具体的には、

従来のコインロッカー型ではあるが、その内部に商品運搬用規格に準拠したフォールディング・コンテ

ナが内蔵されており、顧客が来店してロッカーに手荷物を詰めて立ち去ると、店員が専門取り出し口

からコンテナごと回収し店内または本部倉庫で保管したり［倉庫機能］、注文があれば近隣店舗に移送

したりする［運送機能］。また、電子鍵とアプリ連動で、既存ネットワークで一元管理を行う。帰路の

空トラックに積載するため輸送費は極小で済むし、自宅−店舗間の輸送を廃止し、かつ預入中は日割り

で課金することで、宅配便に比べて効率化・低価格化を実現する。

３．ビジネスのイメージ図： どのような顧客に対し、誰がどのように関わるビジネスですか。 

（図だけでなく補足説明文も記入してください） 

４．成功の鍵（KFS：Key Factors for Success）： 事業を成功させる鍵は何ですか （200 字以内）。 

	 本プランの核となっているコンビニのスペースは狭く、置くことができるコインロッカーの個数は

限られている。それゆえ、コンビニの店員がコインロッカーに預けられた荷物を適切なタイミングで

出し入れし、コンビニの店内または本部倉庫に保管しておくことで、常に一定数の預け入れ可能コン

テナを確保し、回転率を高めることが成功の鍵となる。

1/2  必ず裏面（次ページ）の項目も記入すること。 

Ｋ Ｐ 

Ｄ Ｉ
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「コンビニの物流フォーマットを利用したロッカーサービス	 〜OITECO〜」 

項目 1年目 2年目 3年目
売上*1 15,721,937,000 18,580,471,000 21,439,005,000

ロッカー*2 587,370,000 ー ー

コンテナ*3 274,106,000 ー ー

鍵*4 39,941,160,000 ー ー

ソフトウェア アプリ開発費用*5 2,000,000 ー ー

研究開発費 教育訓練費*6 140,938,000 46,979,000 46,979,000
販売費 広告宣伝費 テレビ広告費用*7 1,085,000,000 545,000,000 545,000,000

ロッカー ー 30,000,000 30,000,000
コンテナ ー 14,000,000 14,000,000
鍵 ー 204,000,000 204,000,000

総支出 42,030,574,000 839,979,000 839,979,000
利益 ▲26,308,637,000 17,740,492,000 20,599,026,000
累計利益 ▲8,568,145,000 12,030,881,000

支出（固定費） 一般管理費 修繕費*8

支出（変動費）
初期投資費用

備品

５．ターゲット市場について 

１） 標的となる顧客： このビジネスのターゲットとなる顧客は誰ですか （200 字以内）。 

本プランのターゲットは、「保管」と「配送」という目的の違いによって 2つに分類される。「保管」を目的とす
る顧客は、大きな荷物を抱えて動き回る旅行者や買い物客であり、「配送」を目的とする顧客は、1日ないし数日で
複数の遠隔地を移動する予定のある観光客やビジネスマンである。	

２） 顧客の便益： このビジネスは、顧客にとってどんなメリットがありますか （200 字以内）。

本プランには、顧客にとって、「どこにでもあり」、「配送もできる」という 2つの利便性が存在する。利用者は荷
物を手軽かつ確実に預けられ、また、イベント会場付近など人口集中施設のコインロッカーで掛かっていた探索コ

ストが低減される。さらに、利用者は預けた場所とは別の場所で受け取ることが可能なため、目的地で荷物を回収

することができ、従来のコインロッカーのようにわざわざ荷物を取りに行く必要がない。	

３） 市場の魅力度： その市場の将来の規模や成長率はどうですか （200 字以内）。 

現状、コインロッカーは増設しようにも、スペースの関係上増設できない状況にあり、そのため荷物を預けたく

ても預けられない人が多く存在する。ゆえに、コンビニの余剰スペースと物流フォーマットを有効活用する本プラ

ンは、そうした潜在顧客のニーズにアプローチできるだけでなく、預けた荷物を希望の場所に移動させ受け取るこ

とができるという革新性によって、既存のコインロッカー市場よりも高い成長率を見込むことができる。

４） 競争状況： 市場での競争相手は誰ですか。どうやって競争に勝ちますか （200 字以内）。 

競合サービスとして、「コインロッカー」、人が集まる施設が提供する「荷物預かりサービス」、および、宅配業者

による「宅配サービス」が想定される。本プランは、供給不足に陥っているこれらの競合サービスに対して、その

不足を補いつつ試用してもらうことによって、利便性が高く、どこに行けば利用できるか（＝コンビニ）が分かり

やすく、さらに、安価であるという優位点を体感してもらうことによって、顧客を奪うことができる。	

６．採算計画 

① 事業開始３年後の売上と利益を予測してください （図表で提示するのが望ましい）。

*1 売上に関して、ロッカーの利用料は、コインロッカー型は駅前のコインロッカーの相場 300 円より 100 円安い 200 円、配送型は+200 円と設定、販売する。つぎに、売上を算出するうえで、コンテナ

のタイプ別に取扱数を予測する。コンビニの配送車は 1 日 4 回到着する。その際、荷物の集荷も同時に行うので、1 回につき 1.25 個の荷物を集荷し、またコインロッカー利用の方は平均で１回利用

すると仮定した。また利用者拡大を見込み、1 年目は 1 日に 5 個、2 年目は 6 個、3 年目は 7 個集荷されると予測された。これらを踏まえて、次の式にて売上が算出された：｛（予測されたロッカー利

用者数）×（ロッカー代）+（予測された配送型利用者数）×（ロッカー代+200 円）｝×（1 年）×（コンビニ店舗数）。全国のコンビニ店舗数はセブンイレブンの店舗数と市場シェア率を基に算出すると、

19,579 店となる。*2 ロッカーは 20 人用スチールロッカーを採用し、1 個あたり、30,000 円とし、30,000 円×19,579 店＝587,370,000 円を計上する。*3 コンテナは株式会社店研創意のフォールディン

グ・コンテナを採用し、1 個 700 円とし、700 円×20 個×19,579 店＝274,106,000 円を計上する。*4 鍵は、キーレスロック式の電子鍵を採用し、ロッカー1 個につき、1 個電子鍵をつける。電子鍵 1 個

当たり 10,200 円のため、10,200 円×20 個×19,579 店＝39,941,160,000 円を計上する。*5 アプリ開発費用は、本サービスで使用する電子キーに関して、初年度は仲介業者の全額負担とするため

アプリ開発費として初年度に 2,000,000 円を計上する。*6 従業員教育費として、初年度に年間 1000 円かかり、初年度はコンビニの全国総従業員数は 140,938 人、また、毎年 46,979 人の新規雇用

が発生するため、1 年目は 1,000 円×140,938 円＝140,938,000 円。2 年目以降は 1,000 円×46,979 円＝46,979,000 円を計上する。*7 テレビ広告費は広告社の CM 放映金額によると、テレビ CM

の放映料は高くて 15 秒 750,000 円である。テレビ CM を初年度 1 時間に 3 本、キー曲局（4 局）で 120 日間流すとする。750,000 円×3 本×4 局×120 日間＝1,080,000,000 円が放送するのにかか

る。広告製作費を 5,000,000 円とし、1,080,000,000+5,000,000＝1,085,000,000 円を 1 年目に計上。2 年目以降は、60 日間流すと想定し、3 本×4 局×60 日間+5000,000 円＝545,000,000 を計上

する。*8 修繕費は、2 年目以降、全国のロッカー、コンテナ及び鍵の約 5％にあたる、20000 個において発生すると仮定する。よってロッカーは、20 個セットで 30,000 円なので、30,000 円÷20 個×

20,000 個＝30,000,000 円、コンテナは 700 円×20,000 個＝14,000,000 円、電子鍵は 10,200 円×20,000 個＝204,000,000 円を計上する。 

② 売上と利益の根拠を簡単に説明してください （100 字以内）。 

従来のコインロッカー利用者数とコンビニの顧客数に基づいて、本プランの潜在利用者数を算出することによっ

て、売上を予測した。利益は売上から必要経費を減じることによって予測した。詳細は上記の注 1を参照。 
７．調査方法・参考文献： プラン作成のために行った調査や参考資料・文献を必ず挙げてください。 

川上智子,	岸谷和弘,	徳常泰之（2009）,	『事業創造のための実践ビジネスプラン「社会人基礎力」鍛える』,	中央経済．
株式会社店研創意	 HP,（http://www.tenken.co.jp/）
セブンイレブン	HP，（http://www.sej.co.jp）
ヤマト運輸	HP,（http://www.kuronekoyamato.co.jp）
Qrio株式会社	HP，（https://qrio.me/company） 
ストア・エキスプレス HP，（https://www.store-express.com/CGI/index.cgi）

2/2 

単位（円）	
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「駐車中の自動車を活用した移動式コインロッカー	 〜動くコインロッ CAR〜」 

※この欄には何も記入しないでください 

関西大学商学部主催 

関西大学ビジネスプラン・コンペティション 

KUBIC2017「学生の力」応募用紙 

①この応募用紙の外枠の書式・大きさを変更しないこと。②この応募用紙の欄外への記入や追記資料、２ページを超えるページは審査対象外とする。 

③両面の各項目すべてに記して両面印刷すること。④このシートに図や写真等の別用紙を貼り付けないこと。⑤ビジネスプランの名称に略語等を使用する場合は、読みを

付記すること。⑥審査員には白黒コピーが渡される。⑦その他、KUBIC ホームページの FAQ も参考にすること。 

応募 応募部門 本選会対象 企業賞対象 テーマ記号 協賛企業名

テーマ部門 ○ ○

○ 自由応募部門 ○ ― ― ―

↑いずれかに○を記入すること ↑テーマ部門の場合、テーマ記号と企業名を記入すること  

１．ビジネスプランの名称	（フェースシートと同じプラン名称を記載してください。） 

※テーマ部門のテーマをそのまま記入しないこと。あなたが考えた独自のプラン名称を記入してください。 

駐車中の自動車を活用した移動式コインロッカー	 〜動くコインロッ CAR〜	

２．ビジネスプランの概要	（400字以内） 

観光やイベントにはピークとトラフが存在するため、ピーク時に必要な数量が十分に用意されていない

施設が幾つもあるが、そのうちの 1 つはコインロッカーである。ホテルの不足が民泊によって補われ、
タクシーの不足がカーシェアによって補われる計画であるのと同様にコインロッカーの不足を補うため

に民間の余剰資源を利用する。それは、駐車中の自家用車のトランクである。トランクを貸しても良いと

考える自動車所有者が、ネット上に登録すると、その情報が借りたいと考える荷主にもたらされる。荷主

は、最寄りの駐車中の車にアクセスし、荷物を出し入れする。このシステムには、スマホをかざすとトラ

ンクルームの扉が開く電子鍵システムが必要であるが、その実用化は容易である。実用化が期待される

自動運転システムが普及した将来においては、荷主が車の駐車場に移動しなくても、無人の車が荷主の

所在地に近づいて荷物を受け取ることも可能となる。

３．ビジネスのイメージ図：	どのような顧客に対し、誰がどのように関わるビジネスですか。 

（図だけでなく補足説明文も記入してください） 

４．成功の鍵（KFS：Key Factors for Success）：	事業を成功させる鍵は何ですか（200字以内）。 

できるだけ多くの自動車所有者（自動車のトランクを貸す人）と荷主（荷物を預けたい人）を、ビジネ

スに参画させることが、成功の鍵である。そのために、自動車所有者の「他人に自動車を貸す不安」と荷

主の「他人に荷物を預ける不安」を、民泊やカーシェアリングと同様、登録時の審査やデポジットによっ

て払拭すると共に、両者が参加する便益を、低価格な利用料や高還元率のポイント制度によって増大さ

せるという方策が考えられる。

1/2  必ず裏面（次ページ）の項目も記入すること。 

Ｋ Ｐ 

Ｄ Ｉ
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「駐車中の自動車を活用した移動式コインロッカー	 〜動くコインロッ CAR〜」 

単位（円）	項目 1年目 2年目 3年目

売上*1 38,400,000 86,400,000 249,696,000
備品 鍵*2 40,800,000 20,400,000 42,840,000

ソフトウェア アプリ開発*3 6,000,000 ー ー

販売費 広告宣伝費 主要駅広告*4 72,000,000 48,000,000 48,000,000
総支出 118,800,000 68,400,000 90,840,000
利益 ▲79,600,000 18,000,000 158,856,000
累計利益 ▲61,600,000 97,256,000

支出（変動費）
初期投資費用

５．ターゲット市場について 

１） 標的となる顧客： このビジネスのターゲットとなる顧客は誰ですか （200字以内）。

顧客は、自動車所有者と荷主に分けられる。自動車所有者としては、基本的に全国の自動車所有者が

想定される。特に、余剰資産となっている車を活用したいと強く考える自動車保有者が、重要なター

ゲットである。荷主については、観光地やイベントや買い物など、様々な場面でコインロッカーに荷

物を預けて身軽になりたいと考えている全ての人である。

２） 顧客の便益： このビジネスは、顧客にとってどんなメリットがありますか （200字以内）。

余剰資源となっている駐車中の車を有効活用したい自動車所有者と、荷物を預けたい荷主の双方に便益を提供す

る。自動車所有者に対しては、副収入を生み出すという便益を提供することができる。荷主に対しては、従来の預

入スペースが限定されたコインロッカーよりはるかに大きなスペースを低価格で提供することができ、将来的に

は、自動運転された自動車によって、いつでもどこでも預入ができるサービスも提供することができる。 

３） 市場の魅力度： その市場の将来の規模や成長率はどうですか （200字以内）。 

現状、コインロッカーは「小さい」、「高い」、「場所と数が限られている」という問題を抱えている。一方、本プ

ランは、「大きく」、「低価格」で、「場所も数も十分に存在する」。また、供給規模に関しても、ロッカー設置場所の

制約を受けない本プランは優位である。従来のコインロッカーの概念を全て覆す本プランは画期的なものであり、

新規顧客はもちろん、その利便性ゆえコインロッカーから顧客を奪うことが可能である。 

４） 競争状況： 市場での競争相手は誰ですか。どうやって競争に勝ちますか （200字以内）。

本プランの競争相手は、「コインロッカー」である。しかし、本プランは、コインロッカーに対し、3-3）で述べ
たような点において優れており、これをもって競争に勝つことができる。もちろん、4で述べたように、需給者確
保という課題を抱えているが、この課題は、先述のとおり、登録時の審査やデポジット、あるいは低価格・高報酬・

高還元率のポイント制度などの施策によって解決することができる。 

６．採算計画 

①  事業開始３年後の売上と利益を予測してください （図表で提示するのが望ましい）。

*1本プランの売上は似たようなサービスを行う個人間でのカーシェアリングの市場を参照する。個人間でのカーシェアリングに登録された一般車の台数は約5000台存在する。（Anyca HPの登録台数

を参照）このサービスに登録している車の持ち主は、重複しない似た本サービスにも登録する可能性が高いと推測されるため、その約80％の4000台が初期に登録されると仮定する。価格は、新宿駅

の大型コインロッカーの相場より安い、料金1回（1日）400円と設定し、企業Xには100円分仲介料として設定する。この時、一般車は休日にどこかに出かけた際に荷主に利用されることが多く、さいた

ま市の調査によると、1日あたり14回利用するとされる、1年目は、1週間に14回、つまり1週間当たり、2回利用すると仮定する。よって、4000台×100円×96日=38,400,000円を1年目に計上する。2年

以降は広告や利用者からの発信によって広く認知されるようになり、個人間でのカーシェアリングの1年での車の登録数の伸び率が40％である（Anyca HP参照）ため、タクシーでの利用者からの発信

も考慮して、本サービスの一般車の登録数の伸び率は、2年目は50％、3年目は70％と仮定する。よって、2年目に86,400,000円、3年目に249,696,000円を計上する。本サービスで使用する電子キー

に関して、初年度は仲介業者の全額負担とするため*21台10,200円で初年度登録車4,000台とし、10,200 (円)× 4,000 (台)＝40,800,000円を計上。2年目は、2000台増加の為、20,400,000円を計上

し、3年目以降は42000代増加の為、42,840,000円とする。*3アプリ開発費としては、6,000,000円を計上する。*4広告宣伝費としては、主要駅100駅に広告を出稿することを想定し、50,000円/駅×

120(駅)×12(ヶ月)＝72,000,000円を計上。2年目以降は、顧客認知度の向上に伴って、広告出稿する駅数を縮小し、183,600,000円/駅×80(駅)×12(ヶ月)＝48,000,000円を毎年計上する。 

②  売上と利益の根拠を簡単に説明してください （100字以内）。

コインロッカー利用者数とカーシェアリングの利用者数に基づいて、本プランの潜在利用者数を算出することに

よって、売上を予測した。利益は売上から必要経費を減じて予測した。詳細は 6①の注 1を参照されたい。 

７．調査方法・参考文献：	プラン作成のために行った調査や参考資料・文献を必ず挙げてください。 

川上智子,	岸谷和弘,	徳常泰之（2009）,『事業創造のための実践ビジネスプラン「社会人基礎力」鍛える』,中央経済．
Anyca HP，（https://anyca.net/）
CaFoRe HP，（http://cafore.jp/）
Greenpot HP，（http://www.green-pot.jp/）
一般社団法人ハイヤー・タクシー連合会HP，（http://www.taxi-japan.or.jp/） 
Qrio株式会社	HP，（https://qrio.me/）
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